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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「アンコールありがとーう！

　うん、綺き麗れいに締しめくくったつもりだったんだけどね。でも、呼んでもらったからにはさ、出てきたくなるのが人情ってもんでしょ？　せっかくだから……え？　何？　『泣いてるのか』って？　やっ、やだなあ！　そんなわけないじゃない！　そもそも私、そんなキャラじゃないし！　ちょっと汗が目に入っただけ！

　……そりゃあ、またこうやって出てこられたのは嬉うれしいわよ。だけどさあ、だからって嬉し涙ぼろぼろ流すほど、私もこいつらも殊勝じゃないっての。そうよね、みんな？

　ありゃ、返事がない。つか、もしかしてほんとに泣いてやがんのか？　もう、シャキッとするって約束だったじゃん。そんなんだと、私まで──って、湿っぽい話はやめやめ！　いつもみたいに明るくならなきゃ！　何しろ今度こそみんなと会える最後の機会なんだから！

　さあ準備はいいわね野郎ども！　気合い入れて行くわよ！

　というわけで、今度こそ正真正銘最後のナンバー！　心して聴いちゃってくださいねっ！

　曲はもちろん──『ａｆｔｅｒ　ｓｃｈｏｏｌ　ｔｅｌｌｅｒ　ｓｔｏｒｉｅｓホウカゴヒヤクモノガタリ』！」

「すみません静かにしてください経ふみ島しま先輩！」

　穂ほ村むらと金かね霊だまさん、そしてレメゲトン金融の悪あく魔またちとの一件がどうにか片付き──これについては、また別の物語ということで──高校二年生の夏休みも残すところ一週間となってしまった、八月下旬の美術室。あまりに騒そう々ぞうしい独ひとり言ごとに耐えかねて、僕は思わず叫んでいた。

　と、教卓の上でノート片手にシャウトしていた経ふみ島しま先輩が、きょとんと目を丸くする。頭の左右で結んだ長い髪と、肩に羽は織おったジャージの袖そでとが、窓から吹き込む風にふわりと揺れる様を見ながら、僕は呆あきれた声を発した。

「いくらなんでも賑にぎやかすぎですよ。……というか、さっきからそこで何やってるんです？　夏休み明けの文化祭で、バンドでも組むんですか？」

「うむ、その推測は当たらずとも遠からず。軽音部のボーカルが知り合いなんだけどね、文化祭のライブ用に、アンコールの時のセリフを考えてくれって頼まれちゃってさあ」

　そう言ってニッと微笑ほほえむと、経島先輩は教卓の縁ふちに腰掛けながら「あの女、歌は上手うまいくせに、トークの才能は全然ないから」と言い足した。なるほど、そういう事情でしたか。

「『アンコールありがとう！』を延々繰くり返かえしてたわけがやっとわかりましたよ」

「他人ひと事ごとのはずなのに、つい気持ちが入っちゃってねえ。にしても、そんなうるさかった？」

「それはもう」

　悪びれない問いかけに、きっぱり断言してみせる。だよね、と同意を求めて視線を向ければ、経島先輩のノートパソコンを操そう作さしていたイタチさんは、苦笑しながら首を小さく縦に振った。同時に、その周りを囲んでいた一年生の面々も、顔を見合わせてうなずいた。

「その……うるさいか静かかって聞かれりゃ、『うるさい』のほうっスかね」

「ハルに同じく。もっとも、種たね子が島しまで聞いたロケットの発射音に比べれば静かだけど」

「相変わらずだねえ、良りよう子こは。そんなもんと比べりゃ、たいがいの騒音は負けるっつーの。御み崎さきの賑わしさもなかなかだったけどさあ。そう思うっしょ、クズリ？」

「う、うん……。ごめんね、御崎。でも、鱗りんたちに話してるから……もうちょっとだけ、静かにしてくれると、嬉うれしいな」

　教卓の上の経島先輩へと向けられる、気き遣づかいに充みち満ちた控えめな笑顔。その横顔が目に映ったのと同時に、僕の呼吸は一瞬止まり、どくんと激しく心臓が揺れた。ああ、やっぱりイタチさんは最高だ！　というわけで思わず胸に手を当てて呻うめいていると、それを聞きつけた鱗さんたちが「またか」と肩をすくめた。ええ、またです。

　……まあ、正直、自分でも過剰だとは思う。久々の再会とかならともかく、一つ屋根の下で暮らして同じ学校に通ってるのに、なんで毎回毎回そんなにオーバーに反応できるんだ、と。

　だが、しかし。先月、神しん気きの呪のろいで消えかけたこの人を、絵に描かくことで引き留めるのに成功してからというもの、「大好きだ！」という思いが天井知らずで上昇中で、全く落ち着く気配がないんだから仕方ない。と、そんな具合に心の中で言い訳していると、教卓から明るい声が飛んできた。

「ま、アンコールのセリフはまとまったから、もう騒さわぎはしませんがね。で、そっちはさっきからなんの話してたの？　熱心に私のパソコン覗のぞき込こんでたけどさ」

「あ、うん。鱗りんたちがね、去年起こった事件のことを聞かせてくれって言ったから……」

「経ふみ島しま先輩お手製のデータベース見せながら解説してたわけです」

　イタチさんの後を受けてそう説明しながら、僕はパソコンのモニターを先輩へと向けた。確認するように鱗さんたちへと顔を向ければ、一年生ガールズは揃そろって首を縦に振る。

「何が出たかはリストを見て知っていましたが、それぞれについての詳しい話は聞いていませんでしたから、一度じっくり語っていただきたくて。どの事件も民俗学的に大変興味深くてゾクゾクします。ねえ、ハル」

「へ？　いや、オレは、夕方にクラスの連れと待ち合わせしてるんスけど、それまで暇だから良りよう子こに付いてきただけっスが。でも、面白いっスね。伊達だてセンパイかっこいいっス！」

「だねえ。ヘタな映画より盛り上がるし、地じ蔵ぞう会えの祭りまでの時間つぶしには最適さね」

「……地蔵会？　それって、主にお盆の後に営まれるお祭りで、寺社に安置された仏像を祀まつるのではなく、あくまで道みち端ばたの地蔵さんを対象とする点が特徴である、あの年中行事のこと？　ちなみに地域によっては『地蔵盆』とも言うけど……って、アレって今日きようだっけ？」

　にやつく鱗さんの言葉を受け、経島先輩は聞かれてもいない解説を述べた後に首を傾かしげた。なんで一番肝心なところを忘れてるんだ、この人は。やれやれと肩をすくめると、僕は「今日です」とうなずいた。

「あの祭りだと神社の境けい内だいとかじゃなくて道に露ろ店てんが並ぶから、妖よう怪かいだって楽しめるはずだって、そうイタチさんに教えてくれたの、先輩じゃないですか。だからみんなで待ち合わせて行こうって、先輩、自分で言ってましたよね？　ほら、穂ほ村むらの一件が片付いた後の、レメゲトン金融の悪あく魔まの人たちとの宴会で」

「うへえ面めん目ぼくにゃい。ちなみに思い出話はどこまで進んだの？　二学期早々の一件くらい？　ほれ、倉庫棟に鬼おにが湧わいて、イタチちゃんが消えるの消えないのって話になって」

「天あまの逆ざ毎このことなら、ちょうど話し終えたところだよ。だから次は──ええと、これとかこれは、事件ってほどでもなかったから……」

　先輩の問いかけに笑顔で応じつつ、イタチさんは画面をスクロールさせた。日付順にまとめられたデータがどんどんモニターを流れていき、ほどなくして静止する。どれどれとモニターを覗き込むと、「文化祭当日」と赤字で表記されたファイルが目に入った。ああ、あれか。懐なつかしむように声を出せば、それを聞いたハルカが怪け訝げんそうに眉まゆをしかめた。

「え。文化祭で何か出たんスか？　水泳部のセンパイからは、別に事件も騒ぎもなかったって聞いてるんスけど……」

　不可解そうにきょとんと首を傾げるハルカ。その隣では、粂くめ神がみさんが興味深げに話の先を待ち、鱗さんが「焦じらすなっての」とこっちを睨にらんでいる。はいはい、わかりましたよ。僕は小さく苦笑すると、イタチさんや経ふみ島しま先輩と顔を見合わせながら口を開いた。

「正直、そんな大きな事件じゃなかったんだけどね……」
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「はい、賑にぎやかな演奏ありがとうございましたー！　ボーカルの彼女も言ってましたけど、文化祭も今日きようが最終日！　このまま最後まで盛り上がっていきましょー！　ってことで次の出演者は……あら、ここまでロックが続いてましたけど、今度はぐっとオリエンタルな感じになりそうですなーこりゃ。じゃ、スタンバイお願いしまーす」

　ノリのいい司会の口上とともに、タンクトップの男子生徒が三人、ステージ上に現れ、セッティングに取りかかる。屈強な男たちが和わ太だい鼓こを並べる図と聞けば、ワイルドな絵が思い浮かびそうなものだけど、彼らが太鼓を扱う手つきは意外なほどに繊せん細さいだった。たぶん彼らはいい人だ。根拠はないけど。

「では、スタンバイの間にグループの紹介をー。山岳部有志による和太鼓演そ……って、え、もう準備終わったの？　早っ！　まーいいや、ではでは、はりきってどーぞ！」

　マイクを持った司会が袖そでに引っ込むのをきっかけに、中央の彼が太鼓をドンと打ち鳴らす。それに続いて両脇わきの二人がバチを振り下ろし、そして演奏は始まった。

「へー。太鼓だけなのに、ちゃんとした曲になるんだな」

　誰だれに言うともなく独ひとり言ごとをつぶやきながら、僕は右手の鉛筆を動かし続け、やがて、太鼓を叩たたく三人組の姿を描かき上あげた。最後にＳ・Ｓしらつかしんいちのサインを余白に書き入れて、この絵はこれでできあがり。

「──よし。まあ、こんなもんかな、と」

　僕は背筋をぐーっと伸ばして一息つくと、スケッチブックのページをぺらぺらとめくった。ラフなタッチで描かれているのは、今日の午後、文化祭素人しろうとライブに参戦した面々だ。

　どれもこれも斜め上から見下ろしたようなアングルなのが気になるが、描き手が窓から見下ろしてるんだからそれはもう仕方がないのである。行っていいなら会場に行って描きたいさ。

「……つーか、ほんとに誰も来ないな、ここ」

　大きく溜ため息いきを吐つきつつ顔を上げ、自分が今いる教室の中を見渡す。地味な展示が並ぶばかりの教室には、客の数は見事にゼロ。部員の少ない弱小文化部たちに与えられた合同展示室は、相変わらず寂れていた。屋外ステージの盛り上がりとはえらい違いだ。

　ここで何が展示されているのかと言うと、右から順に、百ひやく葉よう箱ばこ保存同盟の貼はりだした湿度変化のグラフ、遺跡発掘同好会が並べた土器の欠片かけら、県立宇宙開発事業団（キットロケット研究会）製の壊こわれたロケットなどなど。そして最後に我が美術部が出展した絵が二点。ちなみに作者は僕と奈な良ら山やまの二人です。部員は五人いるんだけどね。

　──展示ブースを設置する団体は、文化祭当日、最低一人の人員を配置せねばならない。

　それがこの学校の文化祭開催に当たってのルールなんだとか。昨日きのうまではこの展示室を共有している他ほかのサークルの皆さんが、最終日は美術部が店番を担当することになっていたので、僕は今こうして番をしている……わけだけど。

「いらないんじゃないかなー、僕」

　本日数十回目となる溜ため息いきが自然に漏もれた。同時に、教室の入り口に小さな人ひと影かげが覗のぞく。

　お、客か？

「おっ待ったっせー。店番に来てやったわよー。正直めんどい。今すぐ帰りたい」

　丸出しの本音とともに現れたのは、Ｔシャツ姿の小柄な少女だった。頭の両脇わきでぞんざいに結ばれた長い髪が、窓から吹き込む風に揺れている。右手にはごつい本、そしてシャツの胸には『魑ち魅み魍もう魎りよう』の四文字が躍おどっている。さすが妖よう怪かいマニアですねと感心しつつ、僕はがっくり肩を落とした。

「……客かと思えば先輩でしたか。ああ、そう言えばそろそろ交代の時間でしたっけ」

「む。何よその無感動な口調は。代わらなくていいなら帰るけど」

　我が美術部唯一の二年生にして最上級生、経ふみ島しま御み崎さき先輩が、眼鏡めがね越しの視線でじろりと僕を睨にらんだ。僕は椅い子すから立ち上がると、慌てて頭を下げた。

「ごめんなさい失言でした。どうか帰らないでください」

「よかろう、ならば交代してやろう」

　にんまりと微笑ほほえみながらこちらへ近づき、経島先輩は僕が空けたばかりの椅子に腰を下ろす。手にした本を開きつつ、先輩はふと思いだしたように僕に尋ねた。

「念のため聞いとくけど客の入りは？」

「この二時間はゼロ。午前担当の奈な良ら山やまは『二人だけ来た』って言ってました」

「やっぱりか。あーもう、派手な妖よう怪かいでも出て全部ぶっ壊こわしてくれりゃいいのに」

　先輩は不ふ謹きん慎しんな願いをつぶやくと、恨みがましい視線を僕に向けた。童顔には似合わない眼力に見据えられ、思わずまっすぐ背筋が伸びる。

「なあ、部長よ」

「なんでしょうか先輩」

「こういう時こそ幽ゆう霊れい部員一号を使うべきだと思うんですけどー。イタチちゃんみたいにクラスの店番が忙しいってんならともかく、あの宿やど六ろくは暇でしょうがよ」

「穂ほ村むらですか？　あいつなら、クラス委員の滝たき沢ざわさんにこき使われてるみたいですよ。準備期間にロクに手伝わなかった以上、本番中には働いてもらわないとって言ってました」

　文化祭初日、怒れる委員長に連行されていった友人の姿を思い起こす。うちのクラスの委員長、小柄だけど真面目まじめで迫力あるからなあ。ボーイッシュな風ふう貌ぼうを回想しつつそんなことを考えていると、経島先輩がぶーと膨ふくれた。

「へいへい、了解。要するに私はここで一人寂しく暇をつぶしてりゃいいわけね」

「そうです。あ、でも、ステージが近いですから。ライブ見えるし、意外と退屈しませんよ」

　和わ太だい鼓こ演奏はもう終わったようで、今は陽気なギターの音が響いている。しかし、それを聞いた先輩は「さいでやすか」とだけうなずくと、本のページに目を落としてしまった。ありゃ。音楽には全く興味なしですか。呆あきれつつ見下ろせば、小さな背中に染め抜かれた『百ひやつ鬼き夜や行ぎよう』の四文字が目に入った。その視線が気になったのか、先輩が「どした」と振り返る。

「私の背中はそんなにセクシー？」

「違います。なかなか思い切ったデザインだなーと思って」

「一いつ点てん物ものだかんね。服飾研究会ふくけんが好きな絵柄でＴシャツ作りますコーナーやってたもんで」

「あー、なるほど」

　そりゃ市販にはないよな、これは。思わずしみじみ僕が納得していると、先輩はふと本から顔を上げ、こちらをまっすぐ見つめて言った。

「何を突っ立ってんの？　とっとと行きなさい。せっかく死にそうな思いをしてまで開催にこぎ着けた文化祭なんだから、楽しまないともったいないわよ」

「どうしても文化祭やりたかったから頑張ったわけじゃないですよ、僕」

　苦笑して肩をすくめてみせる。脳裏に浮かんだのは、もちろん半月ほど前の一大決戦だ。

　倉庫棟に湧わいた謎なぞの妖よう怪かいのせいで文化祭の準備ができない、との生徒会長の依頼を受けて出動した僕らを待っていたのは、ひたすら凶暴な妖怪「鬼おに」と、それを無限に量産する大妖怪「天あまの逆ざ毎こ」だった。実体がないくせに暴力を振るう鬼と、とにかくあらゆる攻こう撃げきを無効化する天逆毎。反則級の難敵を──かなりギリギリではあったけど──まとめて一いつ掃そうしたのだから、よくやったとは思う。思うのだけど。

「あのこと、誰だれも知りませんしね」

　生徒会の江え戸ど橋ばしさんや新あら井いさん、それに稲いな葉ば先生あたりは知ってるけど、あの人たちはほとんど身内みたいなもんだしなあ。そう言って頭を搔かけば、先輩は首をゆっくり左右に振った。

「わかってないわねー。だからこそ格好いいんじゃないのよ」

「そんなもんですかね」

「そんなもんよ。だいたい、あんたもイタチちゃんも学園中の声援を受けて戦うようなガラじゃないでしょ」

「ほっといてください」

　呆あきれ顔がおでつぶやきつつも、それは確かにそうかも、とも思った。人前に出るのは苦手っぽいもんな、イタチさん。奥ゆかしい妖怪少女の笑顔を思い浮かべれば、自然と顔がほころんでくる。あの人が無事だったんだからそれでいいよな、うん。あの日以来何度も繰くり返かえした自問をリピートしながら、「後はお願いしますね」と告げれば、背中に先輩の声が飛んできた。

「あ、一応、気を付けなさいよ？　ハレだ祭りだイベントだーってムードは、彼岸の気配を呼びやすい。この機に乗じて『奴やつら』が再び動きだすかもしれないわ！」

「奴らって誰ですか。要するに、新あら手ての妖怪が出るかもってことですよね？　了解、博士はかせ」

　神妙ぶった先輩のアドバイスを背中で受け流しつつ、肩を回して深呼吸。

　さあて、どこに行きますか。




　　　　＊＊＊




「毎度！　たこ焼き三人前お待たせしました」

「こちらカレーセットになりますねー」

「はいよ！　きつねうどん、お待ちっ！」

「さっきクレープ注文した人、お釣り忘れてる！」

　無数に飛び交う賑にぎやかな声。いつもは静かな中庭が、今日きようは異常なまでに混み合っている。ごった返す人の群れ、そして漂ただよう美味うまそうな匂におい。飲食店系の出し物が並ぶ露ろ店てん街道を見回しながら、僕はぼそりとつぶやいていた。

「まさか、こんなに混んでるとは思わなかったなー。イタチさんもいないし、どうしよう」

　気の抜けた声とともに溜ため息いきが落ちる。せっかく時間ができたので、イタチさんのクラスがやってる焼き鳥屋を訪ねてみたのだけれど、あの心優しい妖よう怪かい少女はどうやら今は不在の様子。店番をしていた獅し子し岩いわさんによれば「さっき、誰だれかに何かを頼まれていたぞ」とのことだったが、それだけではさっぱりわからない。

「あーあ、一緒にいろいろ見て回ろうと思ってたのに……。イタチさん、携帯持ってないからなあ。歩いて探すにしたって、これだけ人が多いと」

「あれ、真しん一いち？」

「こんなふうに簡単に出会えるはずもないし──って、え？　イタチさん？」

　聞き慣れた声に不意を突かれ、思わず声が裏返った。確認するようにまじまじと見つめれば、制服にエプロンを重ねた少女は、きょとんと小さく首を傾かしげた。

「う、うん。イタチだよ……？」

　大きめの瞳ひとみ、栗色の髪、邪気のない顔にスレンダーな体つき。エプロンを着け、「業務用冷凍焼き鳥」と印字された段ボール箱を抱えたイタチさんの姿は意外なまでに新鮮で、僕は思わず息を吞のんだ。いやエプロンと焼き鳥の箱は別にどうでもいいんだけど、問題はイタチさんが今日も最高だってことだ。ああ、できることなら今すぐ描かきたい。だけど、描いたら最後、それがこの人との別れになってしまうわけで──。

「いつものことながら胸が痛い……！　どうしてイタチさんはこんなにも！」

「ちょっと、真一？　……どうしたの？」

　普段より葛かつ藤とうタイムが長かったせいだろうか、眼前の妖怪少女は怪け訝げんそうに僕の顔を覗のぞき込こんできた。そこでようやく我に返った僕が「ごめん、見とれてた」と頭を下げれば、イタチさんは「もう」と顔を赤らめて視線を背そむけると、くすっと優しい笑みを浮かべた。

「それで、真一、ほんとに何してたの？」

「イタチさんに会いに来たんだけど、Ｄ組の店にいなかったから途方に暮れてた」

「そうだったんだ。ごめんね。……あたしに何か用だった、とか？」

「誘おうかと思ったんだけど、忙しそうだし、やめとくよ。それ、焼き鳥の補充？」

　僕が尋ねれば、イタチさんは嬉うれしそうに「うん」とうなずき、抱えた段ボール箱を見下ろした。箱の表面がまだ白い霜しもに覆おおわれているところを見ると、今まで冷凍庫に入っていたらしい。予想外の売れ行きに、商品が足りなくなったので慌てて補充してるってことか。

「よっぽど売れてるんだね。大人気おめでとう」

「売れ行きがいいの、あたしのクラスだけじゃないけど。……あ、そうだ」

　思いだしたように顔を上げたイタチさんだったが、そこに第三者の声が唐突に割り込んだ。

「クズリ！　そんなとこで油売ってないで、早く早く！　在庫が完全に切れた！」

　どうやら焼き鳥屋の仲間に見つかったらしい。伊達だてクズリことイタチさんは「すぐ行くね」と返事すると、冷凍焼き鳥の箱を抱え直し、申し訳なさそうに僕を見た。

「ごめんね真しん一いち。あたし、あと三十分くらいで出られるんだけど……待っててくれる？」

　そんなことを聞かれたら僕の返事は決まっている。というわけで、僕は「もちろん」と力強くうなずき、イタチさんを見送った。




「へー、いろんな店があるんだな」

　イタチさんを待つ間、そこらへんを適当にぶらつくことにした。昼食はちゃんと食べてきたので腹は減ってないけれど（客のいない展示室で奈な良ら山やまと一緒にパンを食べました。寂しかったです）、せっかくの文化祭だし、賑にぎわいだけでも体験しておかないともったいない。それに、これだけ混んでれば知り合いに会うかもしれないし。

「白しら塚つかじゃねえか。こっちは仕事中だってのに暇そうだなマイフレンド」

「ほら、さっそく会った」

「なんの話だ？」

　頭にタオルを巻いた穂ほ村むらが不思議そうに顔をしかめた。さすがは万年アルバイターにして美術部の誇る幽ゆう霊れい部員、軍手とゴミ袋がよく似合っていたが、仕事中にフランクフルトくわえてるのはどうかと思うぞ。そう指摘してやれば、穂村は「うるせえ」と僕を睨にらんだ。

「腹が減っては仕事はできんのだ。つーか忙しすぎだっつーの。俺おれらのクラスの出し物が展示だから、てっきり本番中はヒマだろーと思ってたのによ、あの委員長、俺を文化祭実行委員に売ってやがった。おかげで知らん間に清せい掃そうスタッフに登録されて、朝から晩までゴミ運んでんだぞ？　畜ちく生しよう、なんでこんなことに！」

「お前が準備を全く手伝わなかったからだろ。滝たき沢ざわさんは悪くないぞ」

　睨んでやれば、穂村は「やっぱり？」とけろりとした顔で笑い、ゴミ袋を担かつぎ直なおした。一応、自覚はあるらしい。

「じゃ、正義感溢あふれる委員長に見つかる前に仕事に戻るとすっかね──って、おい、そこの金髪！　燃えるゴミ入れに空き缶捨ててんじゃねえ！　資源ゴミはこっち！」

　別れの挨あい拶さつもそこそこに、穂ほ村むらは清せい掃そう員いんに戻ってしまった。せわしない男だなあと感心していると、ふと、聞き覚えのある声が後ろから届いた。

「ふむ、さすがアルバイター。働く姿は板に付いているな」

「ですよねー……って、え？　どなたです？」

「俺おれだ俺。生徒会長の江え戸ど橋ばしだ」

　ぶっきらぼうに肩をすくめる、おでんを手にしたイギリス紳士。どこの誰だれかと思ったが、言われてみれば、落ち着いた口調は確かに江戸橋さんのものだ。

「妖よう怪かいかと思いましたよ。何があったんですか、会長？」

「仮装だ」

　憮ぶ然ぜんとした顔でそれだけを答えると、会長は手にしたおでん串ぐしを更に一口ほおばった。

　黒のスーツに純白のシャツ、そして蝶ちようネクタイに金髪のカツラ。いつも真面目まじめなこの人にしては気合いの入った弾はじけっぷりだ。僕が感心していると、江戸橋さんは「俺のクラスの担任はな」と勝手に説明を始めてくれた。気恥ずかしいのか、心持ち顔が赤い。

「専門が文学史でな。そのおかげで、全員が文学者にちなんだ仮装をすることになった」

「またマニアックな企画ですね。……で、それ、誰なんです？」

「ルイス・キャロルだ。『不思議の国のアリス』の作者で──」

「年とし端はもいかない少女の写真を撮とりまくった輩やからですわね。いやらしい」

　ぼそりと会長の言葉の先を奪ったのは、うどん屋のカウンター席に腰掛けていた生徒会顧こ問もんの稲いな葉ば先生だった。いたんですか先生と僕が言う間もなく、江戸橋さんは九きゆう尾びの狐きつねの化け身しんである美人教師に歩み寄ると、強い口調で反論を始めた。

「それは誤解です先生。キャロルは優すぐれた文学者であり数学者であり論理学者であり、決して、決して偏へん執しつ的な幼女愛好者などではなく！」

「誰もそこまで言っていませんわよ。どんな嗜し好こうを持とうが、どんなちんちくりんとつきあっていようが、それは個人の勝手というものですし」

　冷笑気味に江戸橋さんを見返すと、稲葉先生は油揚げの載のったうどんをずるずるすすった。きつねうどんを食べる九尾の狐か。こういうのも共食いって言うんだろうかなどと吞のん気きなことを思っていると、人混みの中で女子生徒が一人、こちらを向いて「あ！」と叫んだ。

「そんなとこにいた！　会長、それに稲葉先生！　文化祭の実行委員が呼んでます！」

　よく通った張りのある声、まっすぐ伸びた背筋。人混みを搔かき分わけながら、長い黒髪を翻ひるがえして現れたのは、生徒会副会長の新あら井いさんだ。相変わらず絵になる人だなあと見つめる先で、新井さんはずんずんと江戸橋会長へと歩み寄り、手にしていたりんご飴あめを突きつけた。

「ほんとにもう、どれだけ探したか……！　どうして携帯出ないのよ、江戸橋！」

「仮装中だからな。十九世紀のイギリス人が携帯電話を持つわけにはいかないだろう」

「あほかっ！」

　副会長が吠ほえた。その怒りはもっともだ。と言うか会長、仮装に気合い入れすぎです。

「とにかく伝えましたからね！　ほら、わかったら急いで行く！」

「ああ。だがその前におでんをもう一本」

「はい？　なんですって？」

「……すまん、すぐ行く」

「そうそう。頼りにされる間が華ですわよ、ずるずる。あ、きつねうどんお代わり」

「先生もですっ！　いつまでうどん食べてるんですか！」

　きつい口調でせき立てられ、稲いな葉ば先生と江え戸ど橋ばしさんは早足で立ち去った。かくして会長と顧こ問もんを送りだすことに成功した副会長は「やれやれ」とりんご飴あめをがぶりと囓かじると、そこでようやく僕の存在に気づいたのか、「あら」と人好きのする笑みを浮かべた。
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「いたのね、白しら塚つかくん。お見苦しいところをお見せしました」

「お疲れ様です、副会長。にしても、今日きようはそっちの制服なんですね」

「そっちってどっち？　いつもどおりのセーラー服だけど……」

「いやいや。だってほら、新あら井いさん、昨日きのうはウエイトレスだったじゃないですか」

　昨日、新井さんのクラスの喫茶店で見た衣装を回想しつつ問いかける。白黒基調のシックなデザインが、スタイルのいい新井さんにはよく似合ってたんだよなあ。モデルになってほしかったんですけどね、と言い足せば、副会長は頰ほおをかっと赤らめて目を背そむけてしまった。

「あれは一日限定です！　毎日あんな格好しなくちゃいけないのなら私は退学するわよ。ああもう、思いだすだけで恥ずかしい……」

「そうですか？　すごく似合ってましたけど。一緒に行った奈な良ら山やまも『絵になる人だね』って誉ほめてたし──って、そう言えば、新あら井いさん、あいつと知り合いでしたっけ？」

「美術部の奈良山くん？　確か、髪の長い男の子よね。落ち着いた感じの、優しそうな子。何度か挨あい拶さつしたことはあるけど、それくらいかしら」

　りんご飴あめをもぐもぐやりながらそう答えると、新井さんは「それがどうかした？」と言いたげに僕を見つめた。礼儀正しい人なのに、ものを食べながら話すなんて珍しいな。そんなことを心の端はしで思いつつ、僕は「あいつ、普段は付き合い悪いんですけどね」と苦笑した。

「昨日きのう、新井さんのクラスの喫茶店行こうって誘ったら、珍しく話に乗ってきたんですよ。だから、てっきり知り合いなのかなーと思ったんですが……」

　どうやら、そうでもなかったらしい。まあ、奈良山の行動が読めないのはいつものことだし、今さら気にしても仕方ないか。紅茶を運ぶ新井さんを見ながら「大きくなったなあ」とかよくわかんないことをつぶやいていた友人の顔を回想しつつ、僕は話題を変えることにした。

「しかし、盛況ですよねー、露ろ店てん街道。毎年こんな感じなんですか？」

　賑にぎわい続ける出で店みせをぐるりと見回し、新井さんへと問いかける。ぼちぼち人が減りつつあるとは言え、まだまだ客足が遠のく気配は全然なかった。あの展示室とは雲うん泥でいの差だよなあと感心しつつ尋ねれば、「私も去年しか知らないけど」と声が返ってきた。

「先輩とか先生に聞いてると、賑わうのは毎年のことらしいわね。ただ、今年は食べ物系の売れ行きがちょっと極きよく端たんみたいだけど」

「へえ。……もしかして妖よう怪かいの仕し業わざとか？」

「まさか。お祭り特有のノリみたいなもんでしょ。私もついついリンゴ飴買っちゃったし」

　副会長が笑ったので、僕は「ですよねー」と相あい槌づちを打った。




　で、新井さんから文化祭期間中の校内妖怪情報を聞いたりしているうちに時間は流れ、

「真しん一いち。ごめん、お待たせ」

　店番から解放されたイタチさんが、嬉うれしそうにやってきた。「おみやげ」と渡してくれたのは、一本の焼き鳥の串くし。冷めてはいるけど美味うまそうだ。

「ううん、全然待ってない」

　ベタなセリフだなあと思いつつもそんなことを言えば、案の定、新井さんがくすくす笑った。それに気づいたイタチさんが首を傾かしげる。

「輝ひかる？　どうしたの？」

「あ、ごめんなさいクズリちゃん。すごく嬉しそうだったからついおかしくて」

「あたし、そんなに、嬉うれしそう……だった？」

「ええ、とっても」

　頼もしく笑う新あら井いさんと、顔を赤らめつつ微笑ほほえむイタチさん。この二人、いつの間にか名前で呼び合う仲になってたんだな、と今さらながら気が付いた。イタチさんは前からだけど、新井さんが「クズリちゃん」って呼ぶようになったのは、倉庫棟での鬼おに退治の後からだっけ？

「真しん一いち？　聞いてる？」

　イタチさんがきょとんとした顔で覗のぞき込こんできたので、思考を中断。ごめんごめんと謝あやまりつつ、僕はポケットから文化祭のパンフを引っ張りだした。

「どうする、イタチさん？　どっか行きたいところとか、ある？」

「うん、それなんだけどね、真一……そうだ。輝ひかるはどうするの？」

　何かを言いかけたイタチさんだったが、ふと思いだしたように新井さんに話を振った。

「私なら今から演劇部。あそこは毎年、文化祭最終日の最終公演は気合い入れて派手な舞台やるからね、その直前のムードを取材してきます」

　そう言うと新井さんはポケットから小さなデジカメを取りだした。

「ああ、今からは新聞部員ってことですか」

「演劇部のこと、あたしのクラスでも話してる子がいたよ。チケット欲しかったけど、すぐ完売しちゃった……って」

「そ。クズリちゃんの言うとおり。だけど私は取材なので入れるのよねー、役得役得。と言うわけなので、私はあなたたちの邪じや魔まはしないから、ご心配なく？」

「え？　……あ、あのね、輝？　あたし、そういうつもりで聞いたんじゃなくて」

「わかってるってクズリちゃん。じゃ、行ってらっしゃいませ」

　大人おとなっぽく微笑み、新井さんが優雅に頭を下げる。なんだか妙なノリだなあと思いつつ、

「うん、行ってくるね、輝」

「晩ご飯までには帰ります。それでイタチさん、どこ行くって？」

「うん……こっちなんだけど」

　僕とイタチさんは露ろ店てん街道を後にしたのであった。

「……せめてあれくらい外していけばいいのに。そんなに嬉しかったのかしら」

　別れ際ぎわ、新井さんのそんな独ひとり言ごとが聞こえたが、その意味は僕にはよくわからなかった。




　　　　＊＊＊




「寄りたいところって、ここ？」

　焼き鳥の最後の一切れをほおばりつつ尋ねれば、古びた木造建築を見つめていたイタチさんは「うん」と一言うなずき、申し訳なさそうに苦笑した。

「ごめんね、面白くない場所で」

「まあ、確かに面白くはないか。でも僕はイタチさんがいればどこだっていいけど」

「え。も、もう……！　真しん一いちは、すぐにそういう……！」

　不用意に漏もれた一言に、イタチさんの顔があっと言う間に真っ赤に染まる。すみません、次からは気を付けます。頭を下げて反省の意を示しつつ、僕はイタチさんに再び尋ねた。

「でも、どうしてわざわざここに？」

　鬼おに騒そう動どう以来、ここには何も出てないはずだけど。そう付け足しながら、僕は目の前にぼろっちく佇たたずむ旧校舎、通称「倉庫棟」に視線を向けた。うららかな秋の日差しの下で見る倉庫棟は、どう見ても単なる古い校舎で、あの夜の死し闘とうの舞台とはとても思えない。いや、死闘と言っても僕は絵を描かいてただけなんですがね、と誰だれかに弁解していると、イタチさんは申し訳なさそうに苦笑した。

「うん。鬼はもういないけど、念のため……ね。ちょっと嫌いやな気配を感じたから、もしかして……と思って」

　そう言いながらイタチさんは倉庫棟へ向き直り、形のいい小さな鼻をひこひこ動かしはじめた。どうやら妖よう気きを探さぐっているらしい。

「ふーん。タチの悪い妖怪の噂うわさは聞いてないけどなー。で、どう？　いるっぽい？」

「うーん……なんだろう、これ……ほんのり気配は感じるんだけど……。倉庫棟の中じゃないのかな？　あんまり危険な感じはしないし……」

　首を傾かしげつつ、周囲を見渡すイタチさん。で、それを聞いた僕が「危なくないならほっといても」と、声を掛けようとした時だ。

　──ぐうううううううううううううううう。

「え？」

「ん？」

　それはもう唐突に、僕の腹が鳴り響いた。

「ええと……今の、真一？」

　妖気サーチを中断したイタチさんが、きょとんとした顔でこっちを見ている。すごい音量だったので、驚くのも無理はない。僕も驚いているところだし。

「……だ、大丈夫？　そんなにお腹なか空すいてたんなら、言ってくれれば」

「いやいや、そうじゃない」

　手の平を振って否定する僕。しかし「昼はちゃんと食べたし、お腹が減るようなことしてたわけでもないし」と言い足そうとした、その瞬間。

　──ぐるううううううううううううううっ！

　再び胃袋が絶叫する。同時に、僕の体の奥底から、ある欲求が湧わき上あがってきた。

「……あ！　出た！」

　イタチさんの鼻が、小さくぴくんと反応する。

　出たってことは、つまりこれは妖よう怪かいの仕し業わざか。

　僕はそう言おうとしたのだが、口から漏もれたのは全然別の言葉だった。

「は」

　何かを訴えるかのように、口がぱくぱく勝手に動く。

「え。ど、どうしたの、真しん一いち？」

　不安そうにイタチさんが見つめるその先で。

「──腹、減った」

　僕は今、猛烈な空腹感に襲おそわれていた。

「え。お腹なかが……？」

　──ぐーるうううううううううううう。

　イタチさんの疑問に答えるように胃袋が泣き叫び、それをきっかけにして、加速度的に腹が減っていく。どんどん頭が回らなくなっていくのが自分でもわかる。とにかく無性にご飯が食べたくなってきた。いやご飯じゃなくてもパンでもなんでもいいんだけど！

「だ、大丈夫、真一？　それってやっぱり、妖怪の……？」

「たぶん。でもそんなことよりご飯が欲しい」

「え。真一？」

「……イタチさん、お米と炊すい飯はん器き持ってない？」

「あるわけないよ、そんなもの！　しっかりして真一！　食べるものなんかないけど……ええと、でも、どうしよう」

　イタチさんがおろおろと周りを見渡す。この空腹が妖怪の仕業だとして──というか、十中八九そうなんだけど、実体化した本体がそこらへんにいるなら話は早い。追い払うなり退治するなりすればいいだけだ。しかし、あいにく敵の姿はどこにも見えないわけで。

「実体のないタイプってことか。それはそれとして、そのへんにカツ丼とか食パン一斤きんとか落ちてないかなあ。ちなみに、妖怪の気配ってどのへんにある？」

「言いにくいんだけどね……。その……し、真一の……中」

「……やっぱりか」

　言いづらそうに答えたイタチさんを前に、僕はがっくり肩を落とした。こいつ、どうやら人に取とり憑つく妖怪らしい。納得したとたん、一ひと際きわ大きく腹が鳴り、手足からするりと力が抜けていった。これはもう空腹なんてもんじゃない、飢き餓がだ飢餓。ああ、もう立ってられない。せめて今ここにカレーがあればと心の底から思いつつ、僕はふにゃっと地面に膝ひざを突く。後はそのまま後ろにばたんと倒れてしまえば楽に──。

「ちょっ、しっかりして、真一！」

　すかさず伸ばされた二本の手が、僕の両肩を摑つかんで止めた。ああイタチさんイタチさん、支えてくれたのはすごく嬉うれしいけど僕はもう何か食べないとこれ以上はダメだ。何がどうダメなのかは考えたくもないけどダメだ。さあ、こういう時はどうしたらいいんだろう。心が折れそうになるのと同時に、イタチさんがハッと叫んだ。

「あ、そうだ、御み崎さきに聞いてみたら？」

「そっか、その手があったか！」

　あの妖よう怪かい博はか士せなら、対処法くらい知っててもおかしくない。そうと決まればさっそくメール……じゃ間に合わないから、電話だ電話。というわけで右手を伸ばしてポケットから携帯を取りだそうとした時、ふと細長い竹の棒が目にとまった。焼き鳥の串くし、そう言えばさっきからずーっと持ってたんだっけか。よく見れば、肉の切きれ端はしが串に残っている。

　と、その事実に気づくと同時に、僕は反射的に竹串に嚙かみついていた。串にまっすぐ歯を突き立て、ほんのちょっと残った鶏とり肉にくを一気に削り取る。こんなものじゃなんの足しにもならないのはわかっているけど、それでも僕はどうしても我慢できなくて──。

「って。あれ？」

　舌の上にわずかな肉の味を感じた次の瞬間。

　異常なまでの空腹感は、綺き麗れいさっぱり消きえ失うせていた。

「あ。いきなり治った」

「え？　どういうこと、真しん一いち？」

「いや、僕にも全然わかんないけど……。とりあえず、もう大丈夫っぽい」

「……そ、そうなんだ。良かったね」

「うん、そうなんだ。ありがとう、イタチさん」

　どうにも腑ふに落ちない顔のイタチさんに礼を言いつつ、僕はひょいと立ち上がった。くわえていた竹串を左手で取り、右手をポケットに伸ばす。

「今さらな気はするけど……一応、先輩に連絡しとこうか」

　携帯を取りだしつつ尋ねれば、イタチさんは「そうだね」とうなずいた。




「ダリね」

　僕の話を聞き終えると、電話の向こうの妖怪博士は迷うことなく言い切った。

「だり、ですか？」

　ぴんと跳ねた口ひげを蓄たくわえた紳士の顔や、歪ゆがんだ時計が頭に浮かぶ。そんな名前の画家がいるけど無関係だろうなあと想像しつつ話の先を待っていると、先輩は「シュールな絵の第だい一いち人にん者しやとは関係ないわよ。あと宇宙細菌とも無関係」と付け足した。

「別名『餓が鬼き憑つき』、あるいは『ヒダル神』。人に取り憑いて腹を減らす妖怪っつーか、どっちかと言うと急激に腹が減る現象それ自体が妖怪っつーか。まあ、そこを突っ込むと論文になっちゃうので割愛するけど、要するにそういうモノね」

　先輩の説明に、ふーんと納得する僕ら。イタチさんも携帯に耳を近づけて話を聞いている。顔が近いのでちょっと照れるな──などと思いつつ、妖よう怪かい講座に耳を傾かたむけていると、先輩の声が明るいものへと切り替わった。

「つか、もうクリアしちゃったんでしょ？　だったら今さらって気もするけど、いちおー対策伝えとくわね。退治できる相手じゃないから、また出るかもだし」

「そうなの？」

「うん。文化祭の賑にぎわいに惹ひかれて二、三日前から校内をぶらぶらしてたんじゃない？　これは推測だけど、『急に腹が減ったなあ』って連中が意外といたんじゃないかと」

　先輩のその気楽な声に、イタチさんは「あ」と口を押さえた。

「焼き鳥買いに来た人が、そんな感じだった」

「おう、その声はイタチちゃんね？　なるへそ、さっきまでは露ろ店てん街道に出てたのか。はっきりした実体のない妖怪だから、何人もの人間に、一いつ斉せいに薄く広く取とり憑ついてたわけね」

「へえ……そんなことできる妖怪、いるんだ」

「いるんでしょうねえ、妖怪ってなんでもアリだから。まあ、一人だけにピンポイントで取り憑くこともできるんだろうけど。その場合は空腹感の暴走がたぶん桁けた違ちがいになると予測」

「みたいですね。たった今実感しました」

　しみじみうなずく僕。つまり、さっき僕は、あの露店街道を埋め尽くしていた客全員分の空腹感を背負わされていたってことか。……よく耐えたな、白しら塚つか真しん一いち。

「貴重なサンプル御苦労さん。放っておけばどんどん空腹感が加速してえらいことになるから、こいつに憑かれた時はすかさず何か食べりゃいいわけ」

「みたいですね。それも実感しました」

　再び、しみじみうなずく僕。すごい勢いで増大していく空腹感や、たった数グラムの鶏とり肉にくがそれを一瞬で癒いやしたあの感覚は、そうそう忘れられるものではない。僕は今日きようもまた貴重な体験をしました。そう心の日記帳に書き留めていると、隣で聞いていたイタチさんが、ふと首を傾かしげてつぶやいた。

「あのね、御み崎さき。食べものがなかった時は、どうしたらいいのかな」

「んー？　そこは気に病やむ必要ないんじゃないの？　普段ならともかく、今は文化祭中なんだからさ。あんたらの周りには露店でも喫茶店でもいくらでもあるでしょうに」

「いやー、それがそうでもないんですよ」

　僕とイタチさんはあたりを見渡しながら苦笑した。前を見れば倉庫棟、振り返れば体育館の壁かべ。露店どころか人の気配すらありゃしない。

「はい？　いったいどこにいるのよ、あんたら」

「倉庫棟の前」

　僕が素直に答えると、先輩は「なぜよりによってそこ」と呆あきれ、不審そうに声を潜ひそめた。

「白しら塚つか真しん一いち。あんた、人ひと気けのないところにイタチちゃん連れ込んで、どうする気？」

「何もしてません！」

「な、何もされてないよ！」

「息の合った返事をありがとう。相変わらず仲のよろしいことで。でね、食べ物がない時のダリ対策だけど……えーとね、手はあった気がするんだけど。杉の葉でもなく股また覗のぞきでもなく、なんだったかいな」

　先輩はほんのちょっとだけ思案すると「そうそう、思いだした。偉いぞ私」と笑った。

「着てる物を一枚脱げばいいのよ」

　は？　なんだそりゃ。

「趣旨変わってませんか？　腹が減ったから服を脱ぐってもう意味わかりませんが」

「私に言われても知らないわよ。そういうふうに伝わってるんだから」

　先輩は僕の非難をけろりとかわし、「まあ強引に解釈すれば」と先を続ける。

「ダリってのは餓が鬼きが取とり憑ついた状態なわけよ。で、餓鬼ってのは常に飢えてる妖よう怪かいだから、そりゃーもう施ほどこしとか思いやりに弱いのね」

「……そうなんだ。ちょっと可哀かわい相そうだね」

　イタチさんがぽつりとつぶやく。僕も同感だったのだが、電話の向こうの妖怪博士はかせは「同情してやる必要ないわよ」ときっぱり言った。

「餓鬼はそもそも飽食と放ほう蕩とうの罰として餓鬼道に落とされた連中よ？　それくらいは当然の報むくいだし、妖怪に向ける同情心があるならもっと他ほかに向けるべきだと思うけどね、私は。なんにせよ、そーゆーモノが取り憑いたんだから『飢えた貴方あなたに着物を一枚プレゼント』ってフリをするだけでも効果は抜群とかそんな由来なのかしらーと愚ぐ考こうする次第。アンダスタン？」

「まあ、半分くらいは。ありがとうございました」

　とりあえず対策がわかっただけでも充分だ。一礼しつつ会話を終えようとしたら、先輩が「ちょいたんま」と言い足した。

「こっちもあんたらに用事があるのよ。さっき演劇部が……って、よく考えたら、これ、電話じゃ無理か。お二人は今、倉庫棟なのね？」

「はい、そうですけど」

「よしわかった」

　それだけを言い残し、そして唐突に電話は切れてしまった。

「御み崎さき、最後になんて？」

「んー、『よしわかった』って言ってたけど、なんのことだか」

　もっとも、あの人が自己完結するのはいつものことだ。別段気に掛けることでもないか。僕は携帯をぱたんと閉じると、イタチさんへと振り返った。

「いつまでもここにいても仕方ないし、どっか行く？」

　そして、僕のその問いかけに、イタチさんが「そうだね」と答えようとした矢先。

　──くううううううううううううううう。

　妙に聞き覚えのある音が、唐突かつ盛大に鳴り響いた。さっきよりは幾分軽やかな響きではあったが、これは確実にあの音だ。

「あれ」

「げっ！　またか！」

　僕は思わず腹を押さえたが……さっきみたいな空腹感は全然ない。と言うか、今の音は僕の腹から聞こえたわけじゃなかったのでは？　ってことは、消去法で考えるとですよ？

　しかし、そんなことがあるのだろうかと思いつつ視線を上げれば、

「真しん一いち……。ど、どうしよう、お腹なか空すいた」

　困惑顔のイタチさんと目が合った。あ、やっぱり。

「そっちかー！　いや、でも、妖よう怪かいが妖怪に取とり憑つくのってありなの？」

「あたしも、ないと思ってたんだけど……あるみたい、だね」

「あー。そう言えば稲いな葉ば先生がうどん食ってたなあ。あれもダリの仕し業わざだったのか」

「そうなんだ……。それより……ね、真一」

　不安そうに腹をさすると、ダリに憑かれたイタチさんは僕を見上げ、懇こん願がんするように言った。

「……おにぎり持ってない？」

「しっかりするんだイタチさん！　ここには食べるものは何もないんだってば！」

「あ、そうか、そうだよね……さっき自分で言ったのに」

　しゅんとした顔で申し訳なさそうにつぶやくイタチさん。まあ経験者としては今のこの人の気持ちはよくわかるので、僕は「謝あやまることじゃないよ」と声を掛けた。

「ダリに取り憑かれると、食べ物のことしか考えられなくなるんだよね。僕もさっきは──って、急にきょろきょろして、どうしたの？」

「ろーすとちきんとか、そのへんに落ちてないかなと思って」

　とんでもないことを口走りながら、周囲を見渡すイタチさんである。ああ、思考パターンが完全に僕の時とおんなじだ！　って。待てよ？　だったら、そろそろ……？

「あ。もうダメ」

　ふいにイタチさんの膝ひざが折れ、細い体がぐらりとよろける。やっぱりか！

「おわっと！」

　僕はすかさずイタチさんの正面に回り、倒れかかってきた肩に手を伸ばした。間一髪。間に合ったかと安心するのと同時に、照れくさそうな声が耳に届く。

「……ありがと、真一」

「いいって。僕もさっきは支えてもらったし」

　正面からまっすぐ見つめて言うと、イタチさんは頰ほおを薄赤く染め、控えめな笑みを僕へと向けた。その優しい笑顔は、もちろん元気な時の微笑ほほえみには劣るものの、これはこれで違った魅力に充みち満ちて──って魅了されてる場合じゃないだろう！　僕が自分で自分を叱しかり飛とばしていると、イタチさんは自分のお腹なかをさすりながら「すごいね、これ」とつぶやいた。

「もう、ほんとにダメかも……。どうしよう、真しん一いち……」

「え？　うーん……まあ、食べ物がない場合の対処法は、先輩から聞いたけどさ」

　……あれを今すぐ実行しろとは言えないしなあ。

　厚着してるならともかく、セーラー服の女の子に「さあ脱げ」ってのは……さすがに言えません。と言うわけで僕がごにょごにょ言こと葉ば尻じりを濁にごしていると、イタチさんはふいに「あ、そうか」とうなずいた。その反応、どうやらさっき聞いたばかりの話をすっかり忘れていたらしい。まあ、ダリに憑つかれた頭でまともに思考するのは難しいので、そうなっちゃうのも仕方ないか。などと考えている間にも、イタチさんは、

「真一、もうちょっとそのまま支えててね」

　そんなことを言いながら両手を自分の背中に回し……って、ちょっと待ったあああっ！

「待った！　もしもしイタチさん？」

「そうだよね、御み崎さきが教えてくれたのに」

「聞いてる？　あの、いったい何を！　いやどうすりゃいいのかは僕も知ってるんだけどそう堂々とやられると嬉うれしいやら困るやら嬉しいやら」

　僕の困惑が加速する中、本音交まじりの言葉が次から次へと口から漏もれる。どうしようここはやっぱりマナーとして目を閉じるべきなのか、絵え描かきとして見届けるべきなのか。葛かつ藤とうに苦しむ僕を前にしながら、ダリに憑かれた妖よう怪かい少女は全く動じる気配がない。

「ごめんね真一。でも、すぐ終わるから」

　そんなことを言いながら、背中に回した手を動かすばかりのイタチさん。ええとやっぱり後ろを向いたほうがいいよな、でもイタチさんの両肩を支える手を離すわけにはいかないので僕は動けないのだからええとどうしたらいいんだろうか、つーかこれはもう仕方ないよね！　せめて目を閉じられるよう頑張ろう──と、僕が決意を固めたのと、全く同時に。

「よいしょ」

　しゅるっ、と布が擦すれる柔らかな音が、僕の耳に届いた。ああ！




　で、それから三十秒後。

「へえ……治る時はあっと言う間なんだ」

　焼き鳥の香りの染みついたエプロンを脱ぎ終えたイタチさんは、けろりとした顔で僕の前に立っていた。もちろんダリは抜けており、白い肌には健康的な血色が復活している。やっぱり、こっちの顔色のほうがいいな。やれやれと安心しつつ、僕は「なるほど」とうなずいた。

「着てるものならなんでもいいってことか」

「うん、そうみたい。外し忘れてて良かったね、エプロン」

「それは確かに」

　溜ため息いきを吐つきつつ苦笑を返す。僕も浮かれてたもんで気づかなかったけど、考えてみればエプロンは焼き鳥屋に置いてくれば良かったのである。まあ、おかげで助かったわけだけど。もしもそれがなければどうなっていたか、考えるだけで……ごにょごにょ。無事に解決したのは良いことだよね、とつぶやきつつ、僕は小石を軽く蹴けった。

「……そう、これで良かったんだ。これで良かったんだよ、きっと」

「真しん一いち？　何考えてるの？」

「そりゃもちろんイタチさんの──いやいや、なんでもないよ？」

　気が付けば、イタチさんの顔が意外と近かった。間近から覗のぞき込こむ大きな瞳ひとみに、心臓が大きくどくんと跳ねる。そして僕が邪よこしまな考えを気け取どられないよう、慌てて手をばたばたと振った、その時だ。
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「噓うそ仰おつしやい！　この瞬間は見逃せないと必死に記憶に焼きつけようとしてたくせに。ぜはー」

　それはもう唐突に、人を食ったような明るい口調が飛び込んできた。同時に目の前の倉庫棟の入り口がばたんと開き、小柄な人ひと影かげが飛びだしてくる。

「……御み崎さき？」

「……先輩？」

　揃そろって呆ほうける僕とイタチさん。いつの間にそんなところに。なんでそんなところから。微妙に息があがってるのが気になるんですが何をしてたんですか。展示室の番はどうしたんですか。いつの間にかＴシャツが替わってるんですがその「百々目鬼」ってどう読むんですか。その他ほか諸もろ々もろの疑問を含んだ視線を一身に浴びながら、倉庫棟の中から登場した経ふみ島しま先輩は、いつもより少し早めの歩調でほいほいと僕らに歩み寄ってきた。

「ふひゃー、えらい目にあった。……ん？　何から尋ねたものかと悩んでる顔ねそれは」

「よくわかりましたね」

「だって私は貴方あなたを愛しているからって誰だれがやねん！　などとノリツッコミしてる場合じゃなかったのでした。いやいや聞いてよ、実はさあ」

　──きゅうううううううううううううううう。

　先輩の言葉に割り込むように、もはや聞き慣れてしまった音が唐突に轟とどろいた。少し高めのオクターブだったのが、小柄なこの人らしいと言えばらしいのかも。とかなんとか考えている間にも、美術部の誇る妖よう怪かいマニアは「おお！」と歓喜の声をあげた。

「来た来た来た来た！　これがあの大御所妖怪漫画家も幼少期に体験したというダリね！　すげー、ほんとにどんどん腹が減っていく──って、今はそれどころじゃない」

　一人で盛り上がったかと思うと次の瞬間には勝手に沈静化する妖怪博士はかせ。忙しい人だなあと呆あきれていると、イタチさんが心配そうに問いかけた。

「御み崎さき……？　何か、食べるもの持ってるの？」

「ううん」

「え。先輩のことだから準備してきたのかと思ったんですが……そういうことなら、僕、どっか行ったほうがいいですよね。今の先輩、Ｔシャツ一枚しか着てないですし──って、何やってんですか？」

「まあ見てなさい」

　おずおずと申し出た僕を前にして、先輩はニッと笑って自分の左手をひょいと持ち上げた。そして、その手の平の上で右手の人差し指をさらさらっと動かし、左手をぺろりと舐なめて一言。

「これでよし」

　何やってるんですかと聞くまでもなかった。次の瞬間、経島先輩の顔にはしっかり張りが戻ったのだ。どうやら今のでダリが抜けたらしいけど、でも、どうして？　そう尋ねようとした僕だったが、それより先にイタチさんが口を開いた。

「御崎、今、どうやったの？」

「ちょっとした裏技。手の平に『米』って書いてそれを舐めれば、ご飯を食べたのと同じ効果が……あれ、どうした白しろの字じ。このテク、さっき言わなかったかしら？」

「心の底から初耳です」

　わざと隠してやがったな、この歩く妖怪大辞典。非難の眼まな差ざしでじろっと睨にらんでやれば、小さな眼鏡めがねは悪びれることなく微笑ほほえんだ。

「ごめんあそばせ？　でも悪気はなかったのよ？　そう、白しろの字じからダリの話を聞いた時、おそらく流れ的に次の被害者はイタチちゃんだ、こりゃあ裏技は言わないほうが面白いなと思ったのでわざと秘密にした上で、倉庫棟の裏口からこっそり入ってあんたらの嬉うれし恥ずかしタイムを見物してやろうだなんてこれっぽっちも思っちゃいなかったんだから！　信じて！」

「全面的な告白ありがとうございます。十四時四十七分、犯人自供」

　ありもしない腕時計を見ながらそう言えば、先輩はこれまたわざとらしく口を押さえた。

「はっ！　私としたことが！」

　そしてそんな僕らを見ながら優しく（半なかば呆あきれている気もするが）微笑むイタチさん。

　秋の日差しは心地ここちよく、かくして今日きようの事件は一件落着──かと思ったのだが。

「ぶわあああああああああ」

　平和な倉庫棟前に、明らかに人間のものじゃない咆ほう吼こうが前触れもなく轟とどろいた。なんだなんだ。思わずイタチさんと顔を見合わせる僕。同時に経ふみ島しま先輩が「実力行使担当、後は任せた！」と叫んで僕の後ろにさっと回った。嫌いやな予感がぞくぞく募つのる中、倉庫棟の入り口がバーンと激しく押し開けられる。ああ、やっぱり新あら手ての妖よう怪かいか。どうか厄やつ介かいなものじゃありませんようにと、そう祈りながら振り向けば、そこには──。

「何、これ……？　まさか……また、鬼おに？」

「いや、鬼にしては迫力に欠けると言うか気合いが足りないと言うか。そもそも実体化してる時点でもう鬼じゃないし」

　等身大の巨大わらび餅もちみたいなものが、ぶよぶよしながら吠ほえていた。薄い黄色のスライム状ボディに、焦点の定まらない二つの目玉、ぽつぽつ牙きばの生えた口。それ以外のパーツはなし。子どもが落書きした怪かい獣じゆうの生首だけがごろんと転がったような、なんとも迫力に欠けるデザインの妖怪である。

「先輩？　こいつって──」

「鬼の亜種みたいなもんじゃない？　天あまの逆ざ毎この残のこり香がが文化祭のハレのムードに反応して生まれちゃった、単なる『お化け』の一バリエーションってとこかしらと推測します。強しいて言うなら、絵巻物に容姿だけが残っているマイナー妖怪『黄きな粉こ坊ぼう』に似てるけど、イタチちゃんはどう思う？」

「えっ？　ええと、あたしはあんまり詳しくないからよくわからないけど──あの妖怪、どうしたらいいの？　なんだか、すごく荒っぽい敵意を感じるんだけど……」

「そりゃまあ鬼の残ざん滓しですからねえ。やー、さっき倉庫棟の裏口から忍び込んだら、あれが湧わいててさあ。いやもう驚いた驚いた。幸い、動作はトロいから、適当な部屋におびきだしたところを戸を閉めて逃げてきたんだけど、追いかけてきやがったか。というわけでよろしく」

　戸を押し破るくらいの力はあるようね、と冷静につぶやく経島先輩。いつでも落ち着いてるのは大したもんだと思うけど、「よろしく」と言われてもなあ。どうすりゃいいんだかと思いつつ、黄きな粉こ坊ぼうへと視線を向ければ、黄色い人面スライムはふいに体を震わせ、叫んだ。

「ぶあああああああああっ！」

　え、急にどうしたの？　そう尋ねる間もなく、黄粉坊は僕に向かって突進してきた。本能的に逃げようとした僕だったが、先輩が腰にしっかりしがみついて踏ん張っているおかげで動けない！　何してるんだ、この人は！

「離してください先輩！　逃げないと！」

「おお、さすが妖よう怪かいを寄せる体質、面白いように囮おとりになるわね──って、大丈夫よ、白しろの字じ。黄粉坊があんたをまっすぐ狙ねらう以上、あんたが動かなけりゃ、相手のコースは固定される。ということは、つまり──？　はい、イタチちゃん！」

「うん……！　狙いやすくなるんだよね！」

　凜り々りしいセリフが僕の耳に響き、ぶるぶる顔の鼻先でオレンジ色の炎が弾はじけた。ぶあっ、と奇妙な悲ひ鳴めいをあげ、黄粉坊が動きを止める。その瞬間、すかさず息を吸ったイタチさんは、とんと軽やかに地を蹴けると、一気に数メートルの高さまで舞い上がった。

　それを追って見上げれば、太陽を背にした逆光のシルエットの中、ふわりと躍おどる長い尻尾しつぽが目に映った。よく見れば頭の上には獣けものっぽい耳も二つ生えている。

「これで──お終しまいっ！」

「ぶるああっ？」

　きいんと響く甲かん高だかい気合いとともに、上空から半月状の空気の刃やいばが放たれた。ターゲットの頭──いや、頭しかないんだけど──のど真ん中に寸分違たがわず炸さく裂れつした鎌かま鼬いたちは、巨大スライムをまっすぐ垂直に切り分け、そして消滅させていく。

「ああ、さすがイタチさん……！」

「経験値積んでるだけのことはあるわねー」

　鮮やかな手順に息を吞のむばかりの僕と経ふみ島しま先輩。その眼前で、黄粉坊が綺き麗れいさっぱり消え去るのと同時に、イタチさんが地面に降り立つ軽やかな音が耳に届いた。

「……やったよ、真しん一いち」

　スピーディーな展開に呆あつ気けにとられていた僕に、イタチさんは微笑ほほえみながら振り返る。その姿を捉とらえた瞬間、僕は思わず呻うめいていた。心地ここちよい秋風の吹き抜ける中にスッと佇たたずむその姿は、控えめな優しさを溢あふれさせるその笑顔は、いつものことながら──ああもうっ！

「最高だ！　そして大好きだイタチさん！」

「ひゃっわっ！」

　気が付いた時にはすでに体が動き、イタチさんを抱きしめていた。小さな肩に回した腕から伝わる温ぬくもりを全身全霊で感じながら、僕は「最高だよ」と繰くり返かえした。

「今日きようもめちゃくちゃ格好良かった！　さすが！　さすがだよイタチさん！」

「ひゃ、あ、ありがと、真しん一いち……。でも、ほら、ね、御み崎さきも見てるし、そろそろ」

「うーむ。鬼おにの残ざん滓しが新たな妖よう怪かいを生んだか。つーことは、鬼あるいはその残滓が、他ほかの怪かい異いと反応して合体したりする可能性もあるわけよね。興味深い！」

「見てないっ!?　あっ、し、真一、尻尾しつぽぎゅーは駄だ目めっ！」




「──さて。若い二人も落ち着いたようなので本題に入ってよろしいかしら」

　頭を搔かく僕と赤い顔のイタチさんを、先輩の眼鏡めがね越しの大きな瞳ひとみがぐるりと見回す。どうぞと話の先を促うながすと、先輩は、千円札ほどの大きさの色画用紙を取りだした。

「はい、あんたらの分」

「なんです？　えーと……演劇部特別公演入場券、最終日午後の部、一階大教室にて」

「招待券、って書いてあるけど……」

　二人揃そろって首を傾かしげる僕ら。演劇部の文化祭公演のチケットは、とっくに売り切れたんじゃなかったっけ。どういうことだろうと首を捻ひねっていると、見た目は小学生にしか見えない上級生は、ニッと自慢げな笑みを浮かべた。

「さっき、あの暇な暇な展示室にね、演劇部の子が持ってきてくれたのよ。こないだ解決した『小こ袖そでの手て』事件のお礼だから、美術部の皆さんで見に来てくださいって」

「こそでのて？」

「ほら、古ーい衣装の袖から、白くて細長い手がひゅるひゅる生えてきたあれだよ、真一」

「……ああ。僕がしこたま殴られて」

「その後、あたしが相談に乗ってあげたら解決した、あれ？」

　顔を見合わせ苦笑する僕とイタチさん。「そう、あれ」と微笑ほほえんだ先輩は、ふいに僕らの背中をパンと叩たたいた。

「せっかく貰もらったチケットだしね。行かないのももったいない。つーわけで、いざ大教室！」

　背中を押され、僕らは顔を見合わせながら歩きだした。

　──妖怪に憑つかれたり追われたりと、ハプニングもあったけれど。

「楽しみだね、真一」

「うん」

　少なくともここからは、平和で楽しい時間になりそうだった。

「あ、そうだ。先輩、展示室の受付はどうしたんです？」

「大丈夫。用があったら連絡しろって書いて、穂ほ村むらの携帯の番号貼はってきたから」

「うわ鬼だ」




　　　　＊＊＊




　……そして、ここからは後日談。

　文化祭の期間中、ダリや黄きな粉こ坊ぼうの他ほかにも妖よう怪かいはあちこちに出ていたらしいのだ。もっとも、目もく撃げき情報によると地味で無害なのばっかりだったらしいので一安心だけど、気になるのは、そいつらがあっと言う間に姿を消してしまったということ。

　先輩も「今までのパターンから言っても、すぐ消えるような連中じゃないんだけどなー」と首を捻ひねっていたが、結局、原因はわからずじまいだった。

　で、その後ほどなくして、僕らはその「原因」と意外な形で相あい対たいするのだけれど──。

「それはまた別の物語なのである！」

　こら先輩！　人の回想に割り込むのはやめてくださいと言ったでしょうが。

「やなこった。では、お後がよろしいよーで」







　幕まく間あい　一




「──これで、ダリの話はお終しまい」

　穏おだやかな声で付け足しながら、イタチさんは手元のキーボードを操そう作さし、『ダリ』と名付けられたファイルを閉じた。そっか、あれからもう一年か。早いもんだなあとしみじみしつつ、感想を求めて一年生ガールズを見回せば、鱗りんさんが興味深げに「ふむ」とつぶやいた。

「ちなみにさ。最後に言ってた、妖怪を退治して回ってた『原因』ってのは、赫あか音ねとライカのことよね？　そこらへんの時期に覚かく醒せいしたって聞いたけど」

「ええ。ちゃんと知り合うのは文化祭の後ですけど」

「なるほどなー。つか、そんなことよりも──元もと旦だん那な、去年はまだ普通だったのね」

「……はい？」

　もしもし、それはいったいどういう意味でしょうか。思わず怪け訝げんな視線で鱗さんを見つめた僕だったが、問い返すよりも早く、ハルカと粂くめ神がみさんが賛同の声をあげた。

「それはオレも思ったっス！　今に比べるとおとなしめすぎるっつーか、隙すきあらば伊達だてセンパイに抱きつく人とは同一人物と思えねーっつーか。なあ良りよう子こ？」

「そうよね。今の話だと、ちょっと直情的なだけの、普通の高校生だから」

「確かににゃー。一年前と比べると、ずいぶん開けっぴろげになったわよね」

　当の本人を前にして深々とうなずきあう一年生ガールズプラス経ふみ島しま先輩。ほー、それはつまり今は普通じゃないってことですか。まあ、自分でもある程度わかっているけれど、目の前で言われると切なくなってくるのもまた事実だ。というわけでどよんと一人で淀よどんでいると、ふと優しい声が背中に届いた。

「元気出してよ、真しん一いち。あたし、今の真一、すっ──好き、だよ……？」

「え。イタチさん、それ、ほんとに──？」

　反射的に振り向いた先で、頰ほおを赤く染めた妖よう怪かい少女はこくりと小さく首を縦に振ってくれた。その小さなうなずきを見たとたん、一瞬前まで纏まとっていた陰気なムードはあっという間に雲うん散さん霧む消しようし、幸せが心の中に満ちていく。ああ、ありがとうイタチさん！　僕も大好きだよ！　そう力強く宣言すると、僕は「クズリも成長したねえ」「神しん気きの呪のろいで消えかけてからこっち、もう露ろ骨こつにラブラブよ」とかなんとかささやきあう鱗りんさんたちへ向き直った。

「お待たせしました！　さあっ、次の事件の解説ですね！　えーと、順序的には文化祭の後だから、滝たき沢ざわさんとライカと出会って──」

「あ、そこらへんは滝沢センパイから前に聞いたっス」

「秋祭りや河かつ童ぱの話は、奈な良ら山やま先輩や稲いな葉ば先生から教えてもらいましたしね」

　思い出をたぐりながら語る僕を前にして、ハルカと粂くめ神がみさんが顔を見合わせる。ありゃ、そうなんだ。ということは──次はどの話になるんだっけ。頭の中で去年の出来事を整理していると、ふとイタチさんはパソコンのモニターを僕らへと向けた。妖怪の名前をそのまま付けたファイルを開きつつ、栗色の髪の少女は優しい口調で語りはじめた。

「じゃあ、この話はまだ聞いてないかな？　赫あか音ねと仲良くなって、しばらく経たってからのことなんだけど──」
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「へー。ニュー吹奏楽部の部長さんが？」

　そろそろ本格的に肌寒くなってきた、十一月のとある放課後。美術室の戸を開けながら聞き返せば、隣に並んだショートカットの少女は、呆あきれた声でうなずいた。

「うちの部長、体が弱いから。おかげで、部長代理の仕事は増える一方だよ」

「前も言ってたよね、それ。にしても、道で転んだだけで入院ってのは……」

　よっぽど打ち所が悪かったのだろうか。そう思いを巡らせながら美術室に足を踏み入れれば、鼻歌混じりでノートパソコンに向かっていた小さな背中が振り向いた。

「おーす、お先です部長」

「遅くなりました、経ふみ島しま先輩。イタチさんは？」

「今日きようはまだ──って、おやおや白しろの字じ、犬いぬ神がみ使つかいとご同伴？　隅すみに置けないことですわねえ。で、滝たきやん。今日はどこに何が出た」

「期待させてすみませんが、妖よう怪かいがらみの用事じゃないんです」

　妖怪マニアならではの期待に満ちた視線を受けた滝たき沢ざわさんは、肩をすくめて首を振った。その胸元で、小さな金属筒を軽やかに揺らしながら、抑おさえた声がぼそりと続く。

「……あと、白しら塚つかとぼくは別になんでもないですからね、先輩」

「へいへい。相変わらずノリの悪い子ね」

　悪びれることなく、ニッと笑う経島先輩。滝沢さんは「性分ですから」とだけ言い返すと、美術室の入り口に近い席から椅い子すを引きだし、疲れた様子で腰を下ろした。と、その重たい口調で本格的に悩んでいることを察したのか、経島先輩は僕へと大きな瞳ひとみを向け、眉まゆをぴくりと動かした。はいはい、事情を解説しろってことですね。了解。

「いやー、実はですね、吹奏楽部の」

「いいよ白塚。自分で言うから」

　いつもの席にカバンを下ろしながら口を開いた僕だったが、そこにすかさず真面目まじめな口調が割り込んでくる。滝沢さんが自分で説明するってんなら、僕の出番は特にない。それじゃ絵の準備をしようかな──と思った矢先、閉じたばかりの戸がガラガラと開き、セミロングの髪を揺らした女子生徒が現れた。

「ごめん、遅く……あれ？　赫あか音ね？」

「あ。お邪じや魔ましてます、伊達だてさん」

「わん」

　礼儀正しく頭を下げる犬神使い。胸元のペンダントからは、滝沢さんの相棒である犬神の鳴き声が親しげに響く。二つの声に迎えられ、イタチさんは優しい笑みを浮かべてみせた。

「うん、ライカもこんにちは。それで……どうしたの？」

　後ろ手で戸を閉めながら、きょとんと首を傾かしげる伊達クズリさんことイタチさん。滝沢さんの口調から何かを察したのか、声はどことなく不安げだ。それはそれとして、セーラー服の襟えり元もとを撫なでる栗色の髪は、美術室の窓から差し込む秋晴れの日差しによく映はえており、シンプルなセーラー服に包まれたスレンダーな体たい軀くは、夜の美術室で初めて出会った時と同じく──いや、もっともっと魅力的だった。そして何よりあの表情。穏おだやかな気き遣づかいと優しさに満ちたその顔を見た瞬間、僕の呼吸は例によって例のごとく数秒間静止したのは言うまでもない。

「御み崎さきと真しん一いちはやっぱりもう来てたんだね……って、真一？」

　手に提さげていたカバンを机に置きつつ、不安げな大きな瞳ひとみがこちらを向く。ああそんな顔をまっすぐ向けられたら、僕はもう──。

「ちょ、真一！　ほら、息吸って！」

「……ほんとにもうこの馬ば鹿かはいつもいつも。毎日会ってるのにこれだもんねー、一ひと月つきくらいイタチちゃんと会わせなかったらどうなるか、試してみたい気もするわ」

「寂しさのあまり死ぬんじゃないですか」

　腕を組んだ経ふみ島しま先輩のつぶやきに、滝たき沢ざわさんは呆あきれた声で応じると、ふと仕切り直すように溜ため息いきを吐ついた。そろそろ本題に入りたいらしい。やがて僕の呼吸が落ち着くと、ニュー吹奏楽部の部長代理は僕らを見渡し、申し訳なさそうに言った。

「──あのさ。ピアノって、弾ひける？」




「なるほど。要するに、演奏会が来週に迫ったこのタイミングで、唯一のピアノ担当であるところの部長の野の更ざら志しが、馬鹿みたいに転んで入院しちゃったと」

「ええ。お恥ずかしい話ですが」

「いや、滝やんが縮こまる必要はないでしょ。悪いのはあの自称病弱人間だし。で、プログラムはもう刷すっちゃったから曲目の変更はできないし、かといってピアノパートなしだとあの曲は締しまらないと」

「ええ」

「だもんでピンチヒッターを探していると」

「はい」

「しかも勝負に負けたなら、あんたらニュー吹奏楽部は、春先のサークル大刷新で袂たもとを分かったはずの『元祖』か『本家』の吹奏楽部に再び吸収されてしまうと！　燃えるわね！」

「そんなことは言ってません」

　拳こぶしを握りしめる先輩をばっさり切り捨てると、滝沢さんは「そもそもコンクールでもなんでもない、単なる合同発表会ですから」と言い足した。気苦労が溜たまっているのか、声の調子がいつもに比べて数割ほど重たくなっている。

「近くの中学や高校のサークルが集まって、一曲ずつ演奏するってイベントです。勝ち負けとか表彰はないんですが、部のみんなは出たがってるんですよ。ぼくら、新しいサークルだから、人前で演奏する機会って少なかったし」

　そう言って肩を落とし、滝たき沢ざわさんは何度目かの溜ため息いきを吐ついた。なるほど、新造弱小サークルはどこも苦労してるんだなあ。しみじみ同情していると、隣の席に座っていたイタチさんも同じ感想を抱いたようで「大変なんだね」とつぶやいた。と、それを聞いた滝沢さんはイタチさんへと向き直り、ふいに深々と頭を下げた。

「そういうわけだから──伊達だてさん。一回だけでいいから、ピアノを弾ひいてほしいんだよ」

「うん、それくらいなら……って、え」

　しんみり同情モードから一転、妖よう怪かい少女の顔から優しげな微笑ほほえみが消えた。自分で自分を指さし、大きな瞳ひとみがぎょっと丸く見開かれる。

「え、えええええっ？　あ、あの、えと、あたしっ？　てっきり、ピアノが得意な友だちを紹介してほしいとか、そういう話かと……」

「いや、ぼくも知り合いは一とおり当たってみたけど、この時期は練習試合とかコンクールが多くてさ。みんな週末は塞ふさがってるんだ」

　動揺中のイタチさんの言葉に、滝沢さんのしっかりした声が切り込んだ。それを聞き、「ふーむ」とうなずいてみせたのは、机に座って話を聞いていた経ふみ島しま先輩だ。

「しかし妖怪対策本部は暇だろうと踏んだわけだ。くそ、悔しいけど当たってるわね」

「ですね。後、うちは美術部ですので」

　経島先輩のつぶやきが聞こえたので、一応ツッコミを入れておく。先輩は「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ」と僕を睨にらむと、イタチさんへと歩み寄り、うろたえる肩をぽんと叩たたいた。

「面白そうじゃん。引き受けちゃえば？」

「み、御み崎さきまで？　でもあたし、その、ピアノなんか……」

「しゃらーっぷ。一年なら授業で音楽があるから、二年の私らより即戦力向きでしょ？　それにほら、一年音楽の担当は今年も高たか田だよね。だったらピアノはやってるはず。でしょ？」

「それはその……うん。だ、だけど！　あたし、そんなに上手うまくないよ？」

「大丈夫。高田先生、伊達さんなら問題ないだろうって言ってたからね。だからこうしてお願いしてるんだし」

「え。で、で、でも、ほら！　一週間じゃ覚えられないかもしれないし……！」

「それも大丈夫。弾いてほしいのは授業の課題曲なんだから」

　イタチさんの必死の反論を、経島先輩と滝沢さんの見事な論理が次々と打ち砕いていく。やがて逃げ場を失ったことを悟ったのか、イタチさんは伏し目がちに小さな声でつぶやいた。

「確かに、それだったら弾けるけど……」

「ほほーう？」

「え？　ち、違うよ御崎！　今のは、引き受けるってことじゃなくて！　ね、真しん一いち！」

「へっ？」

　いきなり話を振られ、裏返った声が出てしまった。助けを求めるようにまっすぐ見つめられ、思わず胸がどくんと跳ねる。ああなんて綺き麗れいな──って、こら白しら塚つか真しん一いち、イタチさんが困ってるってのに、言葉を失ってる場合じゃないだろう。自分で自分に呆あきれると、僕は「あのさ」と口を開いた。

「えーと……滝たき沢ざわさんの事情もわかるけど、イタチさんが嫌いやなら無む理り強じいはどうかと」

「ふむ、正論ね。そして白しろの字じはやっぱりイタチちゃんの味方か。これで二対二」

　いきなり言こと葉ば尻じりをさらわれてしまった。腕を組んで深々とうなずいた先輩は、ぴくりと眉まゆを動かすと、不安げに事態の推移を見守っていた滝沢さんへと水を向けた。

「ちなみに滝やん、演奏会での服装は？」

「え？　基本はロングドレスですが……」

「だそうよ。ドレスアップしたイタチちゃんがピアノを弾ひく姿を見たくない、白の字？」

「超見たいですね！」

　条件反射で口が動いた。同時に、広々としたホールの舞台上でスポットを浴びながらピアノに向かうイタチさんの姿が脳裏に浮かび、僕は思わず拍手した。ブラボーと叫びながら手を叩たたく僕を前に、イタチさんはやや悲しげに肩を落とした。

「真一……」

「あれも白の字なりの愛なのよ。そしてこれで三対一！　つーかさ、そんな嫌なの？」

　イタチさんの肩を叩いて経ふみ島しま先輩が問いかける。単たん刀とう直ちよく入にゆうな質問に、イタチさんは一瞬だけ口ごもると、消え入りそうな声を発した。

「そ、そういうわけじゃないよ。ちょっと、やってみたいとは思うし……だけど、失敗したら、赫あか音ねに悪いよね。それに……」

　途切れ途切れにこぼれる言葉を聞き、僕と先輩、それに滝沢さんは顔を見合わせた。なんだ、結局イタチさんも乗り気なんじゃないか。

「心配しなくていいよ、伊達だてさん。授業で弾けたならなんの問題もないし、ぼくらもちゃんとフォローするから！　よし、そうと決まれば練習だ！　ああ、助かった」

　ほっと安心の溜ため息いきを吐つきつつ、滝沢さんは席を立ち、引ひっ込こみ思じ案あんなピンチヒッターの手を取った。手を引かれて立ち上がったイタチさんは、未いまだ不安げではあったけれど。

「わん！」

「……うん、頑張ってみるね。ありがと、ライカ」

　励ますように響いた犬いぬ神がみの鳴き声に、精一杯の微笑ほほえみを浮かべてみせたのだった。
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「ふむ。通行人を転ばせる怪かい異いと来たか。なかなかオーソドックスなタイプが出たわね」

　イタチさんが美術部に顔を見せなくなってから数日後の放課後。経島先輩が興味深げにつぶやけば、その向かいの席に座った長い髪の女子生徒が苦笑した。

「あのね経ふみ島しま、妖よう怪かいの仕し業わざって決まったわけじゃないのよ？　変なものを見た人もいないし、ただ、最近は校門で転ぶ人が多いってだけの話なんだから」

「甘いぞ、生徒会副会長兼新聞部員」

　友人の言葉をばっさり遮さえぎると、ジャージを羽は織おった妖怪博士はかせは「いい？」と人差し指を突きつける。相変わらず失礼極きわまりない態度であるが、そこは人間のできている副会長の新あら井いさんのこと。面倒見のいい笑みを浮かべ、やんわりと「どうぞ」と先を促うながしたのだから偉い。

「どうも。あのね、明確な形のない妖怪ってけっこー多いのよ。あるいは、怪現象を起こす瞬間だけ実体化するタイプもね。あ、そうそう、念のため確認しとくけど、現場では声が聞こえたりはしてないのね？　『取っ付こうかー、引っ付こうかー』みたいな」

「だから、ないんだってば」

　なんでもかんでも妖怪に結びつけたがる友人に、新井さんも呆あきれ気味の様子だ。しかしここで折れる経島先輩ではないわけで、「ということは……いや、待てよ。うーむ。やっぱ見に行ってみないとわかんないか」と考えはじめてしまう。真剣にぶつぶつつぶやく友人を前に、新井さんは呆れ気味に声を掛けた。

「ちょっと経島？　そこまで真剣に考えなくてもいいわよ。ケガ人が出たわけでもないんだから……。ね、白しら塚つかくんもそう思うでしょ？」

「へっ？　え、ええ、まあ」

　急に話を振られ、思わず間抜けな声が出た。描かきかけの河かつ童ぱの絵を前に煮詰まっていた僕は、灰色の絵の具の付いた細筆をバケツに差し込むと、新井さんへと陰気な顔を向けた。

「……確かにそうですね、はい」

「あら、暗いわね。どうしたの？」

「いやいや、それがですな。どないもこないもありますかいな、娘さん」

　心配そうに首を傾かしげた新井さんの肩を、経島先輩がぽんぽん叩たたく。なんで関西弁なんだとは思ったが、突っ込む元気もないので放っておけば、先輩は肩をすくめて話しはじめた。

「あんたも聞いてるでしょ？　イタチちゃんが野の更ざら志しの代打でブラバンに取られちゃったって話。それからこっち、こいつ、ずーっとローギアなのよ。一緒にいるこっちまで気が滅め入いる」

「……あ、なるほどね」

　先輩の説明に、新井さんは苦笑混じりにうなずくと、面倒見の良さそうな笑顔を僕へと向けた。さすが生徒会副会長、部活関係の事情はちゃんと把握しているらしい。

「元気出しなさいって。クズリちゃん、転部したわけじゃないんだからさ。演奏会が終われば帰ってくるんだし、そうすればまた会えるじゃない」

「まあ、それはそうですけど……。と言うか、毎朝、一緒に通学してるんですが」

「毎日会っとんのかい！　にもかかわらずそこまで凹へこむってどうよ」

　椅い子すの上であぐらをかきつつ、ぼそりと呆あきれる経ふみ島しま先輩。新あら井いさんは傍かたわらの小さな悪友を横目で睨にらんで黙だまらせると、再び僕へ笑いかけた。

「聞いたわよ。演奏会、見に行くって約束したんでしょ？　クズリちゃん、嬉うれしそうに言ってたわよ。ピアノ、白しら塚つかくんに聴いてもらうんだ、って」

「確かに約束は──って、え？　ほんとですか？」

　聞き流しそうになってしまったが、その情報は初耳だ。僕の記憶では、恥ずかしいから見に来るなと言い張るイタチさんに「そこをなんとか命に代えても」と頭を下げに下げまくって、やっとこさ許可してもらったはずなんだけど……？

　と、僕が首を捻ひねっていると、経島先輩はジャージを掛けた小さな肩をすくめて「仲良きことはなんとやら、ね」と笑い、席から飛び降りた。二つに分けた長い髪を、ふわりと軽やかに躍おどらせながら、小さな手が僕の背中をばんばん叩たたく。

「よーし。それじゃあ、少年の気分転換がてらに出動しますか！　まずは現場で様子見ね──って、何してんの白しろの字じ。立った立った」

「相変わらず行動に脈絡がないわね」

「それは私の性さがなので諦あきらめなさい新井。あ、白の字、まさか来ないとか言わないわよね。モノノケ誘因体質のあんたは妖よう怪かい対処における大事な囮おとりなんだから」

「行きますよ。絵も行き詰まってたとこですし」

　それに反論しても無む駄だでしょうし、と内心でこぼしつつ、僕は席を立った。様子見ってことだし、筆や絵の具は帰ってきてから片付ければいいか。

「いつもごめんね、白塚くん」

　拝おがむように片手を立てて、新井さんが小さく頭を下げたので、僕は「いいですよ」と手の平を振った。校門連続転倒事件が妖怪の仕し業わざなのかどうかはわからないけど、僕らで解決できるならそれに越したことはないわけで。あと、この副会長さんに頼ってもらえるのはちょっと嬉しいし。そんなことを考えつつ、僕は経島先輩に続こうとし、そこでふと首を傾かしげた。

「先輩。今、『妖怪対処』って言いました？　『妖怪退治』じゃなくて？」

　意味は分かるけど、なんだか耳慣れない言葉だな。そう思って問いかければ、既に美術室のドアに手を掛けていた小さな人は、けろりとした顔でうなずいた。

「うん。だってさ、私や白の字に妖怪退治なんてできないでしょ？　ビームとか出せないし」

「そりゃそうよね」

　納得したようにつぶやいたのは、僕らに続いて席を立とうとしていた新井さんだ。それを聞いた先輩は「でしょ」と自慢げに切り返し、ニッと笑ってこう付け足した。

「それに、武力に訴えずに解決できればそれがベストなわけだからね」

「あー、確かに。イタチさんも、できれば退治したくないって人ですもんね」

　妖怪を攻こう撃げきするかしないかでイタチさんと滝たき沢ざわさんとが対立した、先日の河かつ童ぱ騒そう動どうを思いだす。一時は険悪なムードにもなった二人だけど、あれがきっかけで仲良くなったようで何よりだ。ああいうふうに解決できれば、それに越したことはないわけで。

「……なるほど。だから『妖よう怪かい対処』ですか」

「そゆこと」

　納得しながらうなずけば、童顔の妖怪博士はかせは、腕を組んで深くうなずいたのだった。




　　　　＊＊＊




「あのー。ちょっといいですか、先輩？」

「いくない。立ち止まらないでキリキリ歩く！　これくらいで音ねをあげてどうするか！」

「いや、そういうわけじゃないですが……」

「しゃらっぷ！　視線は前、背筋はまっすぐ！　はい、一、二、一、二！」

　校門前に立ちつくした経ふみ島しま先輩は、使い古したバットを握りしめながらよく通る声を張り上げた。やれやれ、こりゃ反論しても無む駄だっぽい。僕は小さく肩をすくめると、校門を出たり入ったりする作業を再開した。いったん校門を通過して外に出たら、数歩進んでから後ろを向き、そして校内へ。えーと、これで何十回目のＵターンだっけか。なんか目が回ってきた。

「……先輩。これ、いつまで続けるんです？」

「ん？　そりゃもちろん、連続転倒事件の犯人たる妖怪さんが出てくるまでよ。あ、くれぐれも足下に違和感を覚えたらその場で立ち止まること。転ばせるのと同時に消えるタイプの妖怪かもしれないからね」

　わかってるわねと言いたげに、けろりと答えるジャージの人。僕は「はいはい」とうなずくと、再び校門をくぐった。

「でも、まだ妖怪の仕し業わざって決まった訳じゃないんですよね？　だったら、いつまで続けても何も起こらないって可能性も」

「そん時はそん時よ。『なあんだ、やっぱ妖怪じゃなかったんだね、良かった良かった』ってことでハッピーエンドでしょ？　ほれ、わかったら覚悟を決めて、一、二、一、二！」

　一昔前の運動部のコーチみたいなノリで、先輩はバットで左の手の平をばしばしと叩たたいた。そのバットはどこから持ってきたんだか、と内心で呆あきれながら回れ右をしていると、すれちがった見知らぬ女子生徒が目を逸そらして足早に走り去っていった。……そうですよね、あからさまに怪しいですよね、今の僕は。

「つーか、制服着てなかったら完全な不審者だよな……。通報されませんように」

　思わず漏もれる独ひとり言ごと。と、それを聞きつけた先輩は「大丈夫！」と笑ってバットの先で地面を突いた。

「既にあんたや私は全校的に変人扱いだからね。少々怪しい振る舞いに及んだところで、今さら評価は変わんないわよ。安心して奇行に走ってくれたまえ！」

「……絶妙なフォローありがとうございます」

　薄々感づいていた事実をざっくり宣告され、僕は大きく肩を落とした。

　そうなのである。いつの間にか美術部の担当になっていた妖よう怪かい退治──じゃなくて妖怪対処ってのは、実際には、今やってるような地味で奇妙な活動がほとんどだ。こんなことを校内のあちこちでやってれば、そりゃ悪名も高まるというもの。おまけに危険だったりもするし──だいたい月イチで死にかけてます──正直言ってメリットは少ないのであった。

「かと言って、放っておくわけにもいかないけどなあ。……まあ、たまに良い絵が見られたりもするから、それは嬉うれしいんだけど」

　自分を無む理り矢や理り納得させつつ、Ｕターン。うろつき開始から三十分近く経たったけど、未いまだに転ぶ気配はない。ふと校門の外に目を向ければ、古びた街灯が鈍にぶい音を響かせながら点灯するところだった。気が付けば空はすっかり暗くなっており、気温もじわじわ下がっている。

「出るなら早いとこ出てくれよ、もう……」

「焦あせらない焦らない。昼と夜の間は妖怪ウォッチャー的には最高のマジックアワーなんだから、もうちょっと頑張ろう！　さあ、何が出るかしらー」

　ほんとに楽しみなんだろう、経ふみ島しま先輩はうきうきと微笑ほほえんでいたが、ふと「にしても」と腕を組んで顔をしかめた。眼鏡めがね越しの不審そうな視線が、僕へまっすぐ突きつけられる。

「転ばせるだけで別段危険な相手でもないってのにさ、今日きようの白しろの字じ、えらく文句が多いわね。普段はもーちっと前向きなのに、どしたの──って、理由は聞くまでもないか。イタチちゃんの不在がそんなに寂しいか」

　勝手に納得してしまった先輩に、僕は「そういうことです」と溜ため息いきを吐つくと、重たい足取りで校門を通過した。学校の敷しき地ちへと足を踏み入れながら、そびえる校舎に目を向ければ、部活を終えたらしい生徒がぽつぽつと現れはじめている。ああ、できれば知り合いに会いませんように。心の中でそう祈ると、僕はぐるっと振り返った。すっかり見飽きた校門に向かい、慣れたリズムで足を踏みだそうとすれば──。

「おわ？」

　ふいに右足が重くなり、体が前へとつんのめった。上半身の重心が大きく傾かたむき、思わず地面に手を突きそうになった、その瞬間。

「駄だ目め！　倒れるな！」

　経島先輩のキリッとした叫びが耳に届いた。

「あ──は、はいっ！」

　先輩の声に弾はじかれるように、反射的に腕を回してバランスを取り、どうにか転倒を回かい避ひする。危ない危ない、転ぶところだった。ほっと胸を撫なで下おろしていると、ふと、右足の臑すねに妙な感触が残っているのに気が付いた。

「……げ。これはもしかして？」

　嫌いやな予感と良い予感が揃そろって背中を走り抜ける。同時に、経ふみ島しま先輩が「さすが！」と讃たたえる声が耳に届いた。あ、やっぱりか。

「ばっちり釣れたみたいね。さすが白しろの字じ、大したヒット率だこと」

「人を釣つり餌えみたいに言わないでくださいよ」

「いいじゃん、誉ほめてるんだからさ。……ほー、ふむふむ、これはまたなかなか」

　いつの間にか僕の足下にかがみこんでいた経島先輩が、何やらぶつぶつつぶやいている。その好奇心に満ちた瞳ひとみの先、つまり僕の右足へと視線を移せば、三十センチほどの大きさの何かが、学生ズボンの上からしがみついていた。あたりを覆おおいはじめた夕ゆう闇やみに紛まぎれてしまうような、暗い色の小動物だ。街灯の光を頼りに目を凝こらせば、大きめの頭に丸い胴体、四本の足を備えた全体像がぼんやりと見て取れた。

「なんだこりゃ。平べったい子犬……？」

「確かに、デザイン的には哺ほ乳にゆう類るいの幼生が近いわね。つっても、こんなぺったんこな生き物はおらんわけだけど。そもそも透けてるし、目を凝らさないと見えないし」

「ですよね……。感触も重みもあるのに、はっきり見えないって、気味悪いですね」

「そりゃまあ、妖よう怪かいだもんね」

　けろりとした顔で言い切ると、かがんだままの先輩は眼鏡めがねのフレームにそっと指を添え、興味深げに口を開いた。近くで見られるのがよほど嬉うれしいのか、絵に描かきたくなるほどいい顔だ。

「見た目だけは可愛かわいいんだけどなあ、この人」

「聞こえてるぞー白の字。それはそうと、この妖怪だけど──話を聞いた時から『足まがり』か『ノツゴ』あたりと踏んではいたが、外したか。薄ぼんやりとは言え形があるところを見ると、こりゃ『オボ』ね」

　黒い子犬をまじまじ観察しつつ、経島先輩がぼそりとつぶやく。その聞き慣れない名前に、僕は思わず尋ね返していた。

「おぼ？　それがこいつの名前ですか？」

「うん。足に絡みついて歩きにくくさせるだけの、小動物型の妖怪よ。伝承地域は関東の端はしっこ。あ、ちなみに人を転ばせる怪かい異いは大きく分けると二種類あってね。意図的に人を転ばせてやろうと思って飛びついてくるタイプと、目の前に突きだされた足に反射的に飛びつくだけのタイプ。で、このオボは後者なわけよ。ま、結果的に被害者を転ばせちゃうわけだけど」

「はあ、なるほど」

　先輩の講釈を聞きながら、僕は足にしがみついたままの奇妙な妖怪を再び見つめた。全体的なデザインこそ子犬に近いけど、細部を確認しようと思って凝ぎよう視ししても、目に映るのはピントがずれたような曖あい昧まいな像のみ。その周囲の靴やズボンや経島先輩はくっきり見えるのに、肝心の妖怪だけはぼんやりしており、たいへん不気味だ。幸い、しがみつく力はそれほどでもないし、そんなに重くもないので、頑張れば振り払えそうな気はするけれど……。

「先輩？　こいつ、振り払ってもいいんですか？　呪のろいとか掛かったりしませんよね？」

「──オボの分布からすると……って、実体のある転ばせ系の妖よう怪かいなら『臑すね擦こすり』って可能性もあるのか。いや、でも足の上で動いてないし、体を擦りつける動作も見られないってことは、やっぱオボよねえ」

「まあ、名前はなんでもいいですけどね……。もしもし先輩？　僕の声、聞こえてます？」

　後輩が不安に駆かられて尋ねているのに、足下にかがみこんだ小さな妖怪博士はかせは、ふむふむとつぶやきながらオボとやらを見つめ続けるばかり。すっかり研究モードに入ってしまったようだ。呆あきれながらも何度か声を掛け続ければ、ようやく面倒くさそうな声が返ってきた。

「聞こえてるわよ。振りほどくのも簡単だろうけどね、せっかくだから観察させなさいよ。危険な妖怪でもないんだから、そう怖がらなくても大丈夫だっての」

「……ほんとでしょうね？」

「たぶんね。──まあ、北陸や東北に伝わるオボは、旅人の喉のど笛ぶえに嚙かみついたり死体を掘り起こして脳のう味み噌そを食らうアグレッシブな食人鬼グールだけど、それとは別物だろうし」

「え。ちょっと待ってください、今何を！」

「げ、聞こえてた？　大丈夫、今のはこっちの話。そう、今のは名前が同じだけの別の妖怪の話だからね、心配しなくても大丈夫……なはずよ、たぶん、おそらく。そう決めた」

「いやいや、決められても！」

　激しく不安を募つのらせながら、僕は必死に食い下がった。相変わらず動く気配のないオボだけど、今の話を聞く限りでは油断はできない。もしも気が変わって喉とか脳味噌を狙ねらって襲おそいかかってこられたら、物理的に弱い僕や先輩では立ち向かう術すべが全くないのだ。いつもなら隣にたいへん頼れる人がいてくれるのだけど、あの妖怪少女は今日きようはあいにく不在なわけで。いなくなって初めてわかるイタチさんのありがたさ！

「いや、普段からありがたいと思ってはいますよ、いますけど、それはそれとしてですね！」

「誰だれと話してんのよ、白しろの字じ。つーか慌てすぎ」

「喉を食いちぎるかもしれない妖怪が足にくっついてるんですよ！　今慌てなくていつ慌てろと言うんですか！　どうしよう、どうしよう……！」

「心が弱いわね。慌てるのは事が起こってからにしなさいな」

　呆れたように溜ため息いきを漏もらすと、ジャージを羽は織おった肩をすくめる経ふみ島しま先輩。相変わらず大した肝きもの据わりっぷりだ。もっとも、偉そうなことを言ってはいるけれど、この人はいざとなったら僕を置いて猛ダッシュで逃亡する人だということは経験的によく知っている。

　……で、ついでに言えば、白しら塚つか真しん一いちという男が、ここぞという場面でいかに頼りにならないかってことも、僕はよーっく知っているわけで。

「さあ、どうしよう……」

　募つのる不安に押おしつぶされそうになりながら、足を見下ろしてつぶやいた、その時だ。

「あれ？　真しん一いちと御み崎さき？」

　聞き覚えありまくりの声が、耳に届いた。

「そろそろ暗くなるのに、こんなところで何してるの？」

　この上なく優しげで穏おだやかで、なおかつ極きわめて美しく、加えて頼りがいに溢あふれた美声が、僕の後ろから響いている。それは今の僕にとってはまさしく福ふく音いんであり、

「イタチさあああああああんっ！」

　僕が勢いよく振り返って声の主ぬしに飛びついたのは、もはや言うまでもなかった。

「ひゃっ、びっくりした……！　いったい、どうしたの、真一？」

「うん、実は変な妖よう怪かいが足にくっついちゃって！　先輩は不安を煽あおるだけで何もしてくれないし、もーほんとにどうしたもんかと！」

　吹奏楽部の練習を終えた帰りなのだろう、いつもの通学カバンを両手で提さげて佇たたずむイタチさんの肩に、僕はみっともなくも強く激しくすがりつく。ああ、この小さな肩はどうしてこんなに温かくも柔らかく、そして頼もしいんだろうか！

「来てくれて助かった！　ほんと助かったよ！　ああもう、大好きだイタチさん！」

「え。そ、それはその、ありがと……じゃなくてっ！　とにかく、落ち着こう？　ね？　はい、深呼吸」

　気け圧おされながらも、イタチさんは僕をなだめてくれる。やがて僕が沈静化したのを確認すると、目の前の妖怪少女は不審そうに首を傾かしげた。

「それで、真一？　妖怪って……どこ？」

「どこも何も、見てのとおり僕の右足に──って。いない？」

　勢い込んで説明しようとした僕だったが、いざ足を見下ろしてみれば、そこにしがみついているはずの小動物の姿はどこにもなかった。そう言えば、右足の上の感触も、いつの間にかなくなっていたような……？

「どこ行ったんだろう？　さっきまでここにいたんだけどな」

「そうなの？　確かに、弱い妖気は残ってるけど……。どんな妖怪？」

「薄ぼんやりした平べったい子犬みたいなのが、こう、がしっとしがみついて」

　気が変わってどこか行っちゃったんだろうか。イタチさんにオボの特徴を説明しながら首を捻ひねっていると、経ふみ島しま先輩の呆あきれた声が飛んできた。

「もしかしてオボをお探しかしら？　あの無害な妖怪なら、白しろの字じがイタチちゃんに飛びついた瞬間、振り飛ばされて消えたわよ。あ、イタチちゃん、練習お疲れ。ご無ぶ沙さ汰たね」

「うん。ちょっと久しぶりだね、御崎」

　やあ、と手を振る先輩に向き直り、優しく微笑ほほえむイタチさん。その横顔に見み惚ほれつつ、僕はおずおずと先輩へ問いかけた。

「あの……オボが飛ばされたって言ってましたけど。それ、僕がやったんですか？」

「他ほかに誰だれがいんのよ。あんたがイタチちゃんの声に反応して光速ターンした時にね、あっけなく振り払われて、そのまんま夕ゆう闇やみの中に溶け込むように消えたわよ」

「へえ、そうだったんですか」

　身に覚えのない話ではあるけど、事態を観察していた人がそう言うんならそうなんだろう。というわけで「とりあえず助かったみたい」とイタチさんに向かって苦笑していると、先輩はふいにじろりと横目で僕を睨にらんだ。え、何？

「それにしても酷ひどい男ね……。いい？　オボは幼くして亡くなった子どもの霊が姿を変えた妖よう怪かいで、足にしがみつくのは人が恋しいからだって話があるのよね」

「そうなんだ……。可哀かわい相そうな妖怪なんだね」

　同情したのだろう、イタチさんが寂しげにつぶやく。と、それを見た経ふみ島しま先輩は、けろっとした顔で「あくまで一説よ」と言い足した。

「そもそも霊なんてものが実在するかどうか怪しいし。だけど、オボがそーゆー由来を背負った怪かい異いなのは確かなわけよ。だからさ、強引に祓はらわなくても、じっくりしがみつかせてやれば満足して消えるかなーと思ったんだけど」

　そこで先輩は言葉を句切ると、眼鏡めがね越しの大きな瞳ひとみをキッと僕に向けた。いつもはヘラヘラ笑っていることが多い人だけど、こうしてまっすぐ見つめられると結構な迫力だ。眼力に威圧され、思わず押おし黙だまってしまった僕を見据えると、先輩は強い口調で言い放った。

「そんな哀れな妖怪を、この馬ば鹿かは無情にも振り払いやがった！　鬼おに！」

「そんな……それはちょっと酷いよ、真しん一いち」

「ちょ、ちょっと待ったイタチさん！　今さらそんなこと言われても、僕は知らなかったんだし！　つーか先輩、そういう事情があるなら先に教えてくださいよ！」

　慌てて食い下がれば、先輩は「思いだす前にあんたが動いたんだもん」と膨ふくれたが、すぐにいつもの元気な顔へと切り替わると、イタチさんへと声を掛けた。

「ま、済んだことは仕方ないか。ちゃんと祓ってないからまた出るかもわかんないけど、それはそれよね。──で、イタチちゃん？　ピアノのほうはどんな感じ？」

「え。あたし？」

「そ。本番は明後日あさつての日曜でしょ？　仕上がり具合はどんなもんかなーと。いけそう？」

「う、うん……。えーとね」

　急に水を向けられて驚いたのか、言いづらそうにもごもごつぶやくイタチさん。もしかしてうまくいってないのかな。思わず不安になった僕だったが、イタチさんはすぐに照れくさそうな笑みを浮かべてうなずいた。

「たぶん、なんとかなりそう……かな？」

「そうなんだ！　良かったねイタチさん！」

「うむ、大したものである」

　先輩と顔を見合わせ、僕らは素直に賞賛した。「まだまだへたくそだけど」とイタチさんは付け足したが、この人は自分のこととなるとおそろしく控えめに評価するってことくらい、僕も先輩もよく知っている。で、そんな奥ゆかしい人が「なんとかなりそう」と言ってるんだから、それはもうほとんど不安はないってことだろう、うんうん。さすがイタチさん、何をやらせても最高だ。というわけでしみじみ感かん嘆たんしていると、先輩が呆あきれた視線を向けてきた。

「何をしみじみしてんだか。まあ、イタチちゃんが楽しんでるようで良かった良かった」

「うん！　赫あか音ねも良くしてくれるし、吹奏楽部の人、みんないい人だしね。面白いよ」

　ほんとに楽しいのだろう、控えめながらも曇くもりのない笑みを浮かべるイタチさん。街灯の下で見るその笑顔は通学中や美術室で見るのとはまた別の魅力に溢あふれており、僕は思わず絶句したのは言うまでもないのだが、その時、先輩がぼそりとこう言った。

「それはつまり、美術部にそろそろ見切りを付けたと。だそうよ、どうする白しろの字じ？」

「え！　そ、そんな……いや！　イタチさんはやりたいように生きてくれればいいんです！　そして、僕はそれを、見ていられさえすれば……そう、それだけで僕は、白しら塚つか真しん一いちは幸せなんだから……！　なあそうだろう？　うん、そうだよ」

「ちょ、ちょっと真一？　誰だれと話してるの？　ほら、まっすぐこっちを見て！　御み崎さきも変なこと言わないで！　あたし、美術部やめたりしないからね！　真一！」

　慌てたイタチさんが僕の肩を摑つかんでぶんぶん揺すり、そのショックで現実から逃とう避ひしていた僕の意識が覚かく醒せいする。「ただいま」と小さく頭を下げれば、目の前の妖よう怪かい少女は「おかえり」と苦笑してくれた。
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「開場は一時か。まだ結構あるなあ……」

　校門でのオボ騒そう動どう（と言うほどの騒さわぎでもなかったが）から何ごともなく二日が過ぎ、あっという間に演奏会当日。滝たき沢ざわさんからもらったチラシと招待券を頼りに、会場となる県立会館の大ホールにやってきた僕は、静かなロビーで寂しく途方に暮れていた。経ふみ島しま先輩や新あら井いさん、生徒会長の江え戸ど橋ばしさんも来ると言っていたけど、未いまだに知り合いには出会えていない。バスの時間がよくわからなかったので、かなり余裕を持って出発したのが裏目に出た形だ。

「こんなに早く着くとはなー。仕方ない、ここで待ってるか」

　ホール出入り口前のベンチに腰掛け、本日数回目の溜ため息いきを吐つけば、タキシードの似合う青年がバイオリン片手に横切っていった。開場前ってことで、たまに通りかかるのは今みたいに本日の出演者っぽい人ばかりだ。で、そんな方々の服装はと言えば、これがまたドレスかタキシードという正装揃ぞろいで、着古したジャンパーで来てしまった自分が浮いているような気がして仕方ない。もうちょっと小こ綺ぎ麗れいな格好で来るべきだったのかな、やっぱ。なんとなく持ってきたスケッチブックを傍かたわらに置き、愛用の木軸シャーペンを回しながら後悔していると、ふいに耳元で「わん！」と元気な鳴き声が響いた。

「え。こんなところで犬？　──って、なんだ。ライカか」

　驚かすなよ、と睨にらんでやれば、地上一メートルほどを漂ただよう半透明の赤犬が、ぱたぱたと大きな尻尾しつぽを振って応じてくれた。滝たき沢ざわさんの相棒、犬いぬ神がみのライカは今日きようも元気で何よりだ。

「しかし、最初に会った知り合いが実体のない妖よう怪かいって……。ま、いいか。やあ」

　片手を掲げて挨あい拶さつしつつ、僕は周囲の反応をそっと探さぐった。よし、今のところ、こいつの姿は僕以外には見えていないようで一安心だ。

「あ、でも、あんまりうろうろするなよ？　お前が見える人もいるかもしれないし」

　言い含めるように小声でつぶやく。ライカは決して危険な妖怪ではないけれど、外見は巨大な猛犬だ。たまたま妖怪に敏感な人に見られたりすれば、大おお騒さわぎになること間違いなしである。そんな思いを込めて小声で注意してやれば、犬神は、元気よく「うー、わん」と吼ほえてみせた。

「いい返事だけど、通じてるのかなあ……。まあ、そこらへんの注意は滝沢さんから聞いてるよな。あの人、僕よりよっぽどしっかりしてるから」

「わん、わんわん」

「だろ？　あーうんうん、そりゃそうだ」

　彼が何を言っているかはさっぱりだが、そう切せつ羽ぱ詰つまった話題じゃないのは雰囲気でわかる。と言うわけで適当な相あい槌づちを返していると、ふいに聞き慣れた声が耳に届いた。

「何やってんだ、ライカ。誰だれか知ってる人でも──って、白しら塚つか？　もう来てたの？」

「あ、滝沢さん？　念のため早めに家を出たら──」

　こんなに早く着いちゃってさ。振り向き様にそう言いかけたまま、僕はぽかんと口を開けた。ほう、と奇妙な呼吸音を漏もらす僕を前にして、ライカのご主人様は不思議そうに首を傾かしげた。

「急に止まっちゃってどうしたんだよ？　……もしもし、聞こえてる？」

　ベンチに座ったままの僕の隣に腰を下ろし、不審げに見つめる滝沢さん。もちろんその声はしっかり聞こえていたのだが、目の前の光景に見入るのに忙しすぎて、僕は何も答えられなかった。演奏会用にロングドレスを纏まとった滝沢さんは、それほど魅力的だったのだ。

　きゅっと引ひきしまったボーイッシュな体を包むのは、さらさらと美しい鮮やかなブルーの布地。犬神使いのトレードマークたるペンダントは、演奏の邪じや魔まにならないようにしているのか、ドレスの胸元に差し込まれている。秋口にノースリーブはちょっと寒そうだけれど、丸くて小さい健康的な肩は、紺こん色いろの布地と良いコントラストになっていた。

　──うん。やっぱ綺麗だな、この人。

「おーい、白塚？　ほんとに大丈夫？」

「わん、わんわん！」

「後で一枚描かかせてもら──はっ！」

　犬いぬ神がみコンビの訝いぶかるような問いかけに、ようやく我に返る僕。どこ行ってたのさと言いたげなクラスメートの視線を受け、僕はシャーペンの尻しりで頭を搔かいた。

「ごめんごめん。思わず見み惚ほれてました。絵になるよね、滝たき沢ざわさん」

「え」

　何なに気げなくそう口にすれば、今度は滝沢さんの動きが止まった。頰ほおがかあっと赤く染まり、今の今まで呆あきれていた目がせわしく泳ぐ。そして小さな手をきゅっと強く握りしめると、吹奏楽部の部長代理は僕を見ないようにしてぼそりと口を開いた。

「……や、やめてよ、白しら塚つか。ぼくは、その──そういうのじゃないから」

「へ？　そういうのって、滝沢さんが綺き麗れいだってこと？　でも、僕はただ事実を口に」

「白塚？」

「はい了解。黙だまります黙ります」

　事情はよくわからんが、とりあえず喋しやべるなと言われたことだけは確実っぽいので、おとなしく口をつぐむ。と、静かになった僕を見下ろし、ライカは滝沢さんへと語りかけた。

「わん、わんわん」

「え？　ああ、ぼくもそう思う。だけどライカ、言っても無む駄だだよ。白塚なんだから」

「わふー」

　なんの話をしているのか、犬神コンビがうなずきあっている。完全に蚊帳かやの外になってしまった僕は、その様子を──主にドレスアップした滝沢さんを──眺めていたが、会話が一段落したところを見計らって口を挟むことにした。

「そう言えば、イタチさんは？　一緒に来てるんだよね？」

「そりゃ、ぼくらの部はプログラム一番だからね。まだ会場入りまで時間もあるし、楽屋で譜面でも見直してるんじゃないかな」

　心配性なイタチさんのことを思いだしたのか、滝沢さんは苦笑しながら答えてくれた。ふむ、それはいかにもあの人らしい。頑張ってるんだなとしみじみ感心しつつ、僕は心持ち小声で問いかけた。

「実際、イタチさんの調子はどうなの？　問題なさそう？」

「練習を見てる限りは心配ないよ。いい人だからね、うちの部員とも仲良くやってるし」

「へー、そうなんだ」

「うん。バイオリンの本もと山やま先輩なんか『実力も性格も文句なしだ、倒れた部長の代わりに是非ともうちに残ってほしい！』って」

「なっ！　うう、がうう……」

「大丈夫、取らないから！　ライカみたいに唸うなるなよ！　はい、よしよし、どうどう」

　反射的に凶暴化しかけた僕を、滝沢さんは慣れた手つきで静めてくれた。さすがは犬神使いである。感心しつつ呼吸を整えていると、ふと、滝たき沢ざわさんは小さな溜ため息いきを落とした。

「……まあ、実力があったとしても、ちゃんと出せるかどうかは別問題なんだけどさ」

　滝沢さんが、同情混じりの不安げな声を漏もらす。どういうこと、と視線で尋ねると、フルート担当の吹奏楽部員は腕を組んでつぶやいた。

「伊達だてさん、人前に出るのは苦手なんだって散々言ってたからね。よっぽど緊きん張ちようしてるのか、今朝けさからなんだか様子もおかしかったし……。あ、そうだ白しら塚つか、もし時間があれば」

「おー、ここにおったんか、部長代理！」

「元気づけ──って、どうしたんです？」

　ふいに投げかけられた陽気な声に、滝沢さんは僕との会話を中断して振り向いた。僕も釣られてそちらを見れば、ホールの出入り口で、トランペットを抱えた小太りの男性が手を振っていた。見た目だけでは学生なのかわからないが、滝沢さんを部長代理と呼んだところを見ると、吹奏楽部の部員さんらしい。

「すまんな部長代理。なんかホールの技師さんが呼んではるんやわ。楽器のバミリの位置、最後にもっぺん確認しといてほしいとか」

「あ、わかりました。すぐ行きます」

　はきはきと答える滝沢さんの姿は、実に凜り々りしく頼もしかった。さすが上級生を差し置いて部長代理を任せられるだけのことはある。不毛な押しつけ合いの挙あげ句く、消去法で部長になった僕とはえらい違いだ。だって、経ふみ島しま先輩も奈な良ら山やまも嫌いやだって言い張るんだもん……。

　と、春先の美術部での出来事を回想して僕が落ち込んでいる間に、トランペッター氏はホールの中へと戻っていった。同時に、滝沢さんが「よし」とベンチから立ち上がる。

「それじゃ白塚、ぼくはもう行くから。もし伊達さん見つけたら励ましてあげてよ」

「え？　ああ、うん、わかった。ありがと」

　ロングドレスは立ち姿が絵になるなあ、うん。そんなことを再確認しつつ、滝沢さんの気き遣づかいに僕はぺこりと一礼し、そして一言付け足した。

「今さらだけど、演奏頑張ってね」

「うん、ありがとう。ライカ、行くよ」

「わん！」

　犬いぬ神がみをペンダントにするりと収納し、頼れる部長代理さんは足早にホールに向かう。そして、いかにも防音っぽい大きな扉がバタンと閉じ、一人取り残された僕が「さてこれからどうしよう」と一息ついた、その直後。

　──ぎい、と静かな音とともに、壁かべ際ぎわの『出演者以外立入禁止』と明記された小さなドアがぎこちなく開いた。今日きようの出演者さんかな、とそちらを見れば、ドアの中から現れたのは、栗色の髪も美しい、見慣れた顔の少女だった。

　誰だれかを捜しているのだろうか、吸い込まれそうに美しい瞳ひとみが所在なげに左右を見渡している。髪型は綺き麗れいに整えたセミロング。バランスの良い目鼻立ちや白い指は、どこか不安げな色を漂ただよわせているものの、それでも息を吞のむほど魅惑的だった。

　首から下はドアの陰になってよく見えないけど、どうやら、滝たき沢ざわさんと同じようなデザインのドレス──ただし、色は明るい水色──を着ているらしい。左肩に小さな花をあしらっただけのシンプルな出いで立たちは、持ち前の控えめな魅力に上品な彩いろどりを添えており、その姿はなんというか……ええと、要するに綺麗だった。めちゃくちゃ綺麗だった。

　うん。やっぱイタチさんは最高だ！

　というわけで僕が挨あい拶さつも呼吸も忘れて魅入っていると、人捜し中と思おぼしき妖よう怪かい少女はようやくベンチの上で「ああ」とか「おお」とか呻うめいている奇妙な男に気づいたようで。きょとんと僕へと視線を向けると、「真しん一いち？」と可愛かわいく首を傾かしげた。

「もう来てたの？」

「へ？　──あ、ああ、うん」

　どんどんと胸を叩たたいて息を整え、上うわ擦ずった声で答える僕。と、イタチさんはおどおどとドアの陰から歩み出ると──その全身を見た瞬間、また息が止まったのは言うまでもない──、早足で僕に向かって近づいてきた。

「あ、あのね、真一──ひゃわっ！」

　焦あせって口を開いたとたん、何もない床の上で唐突によろけるイタチさんである。シンプルなドレスに覆おおわれたスレンダーな体が危なげに傾かたむくのを見て、僕は反射的にベンチを立って駆かけ寄よった。

「どうしたの急に？　大丈夫？」

　手を伸ばしながらそう尋ねれば、危うくひっくり返りそうだったところをどうにか自力で持ち直したイタチさんは、僕を見上げて「うん、ごめん」と上うわ目め遣づかいで苦笑した。間近で見るイタチさんの顔はもちろん素晴らしかったけれど、そこには不安と焦りがありありと透けて見え、僕は一瞬言葉に詰まった。

　──なるほど。滝沢さんの言ったとおりだ。これは確かに調子がおかしい。

「呼吸も荒い気がするしなあ……。イタチさん、もし具合が悪いなら」

「そんなことより真一！　赫あか音ね、見なかった？」

　僕の言葉を遮さえぎって、切せつ羽ぱ詰つまった声が割り込んでくる。いつもは控えめな人なのに、今日きようはなんだかアグレッシブだ。何をそんなに焦ってるんだろうと訝いぶかりつつ、僕は口を開いた。

「滝沢さんなら、さっきまでここにいたけど……」

「え、ほんと？　じゃあ、今は」

「トランペットの人に呼ばれてホールに入ってったよ。なんか楽器の位置の確認だとか」

　若干気け圧おされつつそう答えると、勢い込んでいたイタチさんは「そうなんだ……」と意気消沈したが、すぐに顔を上げた。

「だったら──御み崎さきは？　一緒じゃないの？　来るって言ってたよね？　ねっ？」

「経ふみ島しま先輩？　確かに来るとは言ってたけど、まだ見てないよ」

　と言うか、僕は会場に早く着きすぎてぼんやり待っていただけで、まだ知り合いには誰だれも会ってないのである。気け圧おされながらそう説明すれば、イタチさんは再び落ち込んでしまった。

「だったら、もう、仕方ないかな……。でも、このままだと、やっぱり……うん。そうだよね、真しん一いちだったら大丈夫だよね……」

　形のいい指を額ひたいに当て、一人静かに悩みはじめるイタチさん。正直、さっきから何を悩んでいるのかさっぱりわからないけど、今の僕にとって誰よりも大事な人が目の前で悩んでいるのに、放っておくことなんか、できっこない。

「何があったの、イタチさん？　よくわかんないけど、僕にできることなら──」

「真一、お願い！」

　おずおずと声を掛けるのと同時に、意を決したようにイタチさんが顔を上げた。なぜか頰ほおを紅こう潮ちようさせながら、ドレス姿も美しい妖よう怪かい少女は、言いづらそうに先を続けた。

「じ、実はね……ちょっと、手伝ってほしいことが、その……あるんだけど」
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「もしもーし、イタチさん……？」

　ホール前で「なんでも手伝うよ」と首を縦に振ってから数分後。

　いきなり引っ張り込まれた楽屋の片かた隅すみで、僕はぽかんと立ちつくしていた。わけもわからず見据える先で、僕をここへ連れ込んだドレス姿の妖怪少女は、ドアの鍵かぎを内側から閉めると、真っ赤な顔を僕へと向けた。

「ごめんね真一。でも、すぐ終わるから……」

「いや、イタチさんのためならなんでもするけどさ。しかし何をすればいいのやら」

「そ、それはその……」

　再び口ごもってしまうイタチさん。そして数秒間の気まずい時間が流れた後、イタチさんはふいに僕のすぐ前へと歩み寄り、両目をキッと僕へ向けた。「もうこれしか道がないから仕方ない、黙だまって見てなさい」と言いたげな視線がざくりと突き刺さり、僕が思わず息を吞のんだ、その時だ。

「えいっ！」

　勇気を振り絞ったような掛け声とともに、長手袋に覆おおわれたイタチさんの両手がロングドレスの裾すそへと伸びた。なんだなんだと思う間もなく、綺き麗れいな指は長いスカートの端はしをぎゅっと摑つかみ、そのまま真上に持ち上げる。え？　何これ？　困惑する僕の目の前で、隠されていたパンプスとストッキングが、そしてストッキングを留めていたガーターベルトまでもが順に露あらわになっていき、それを見た僕は吸い寄せられるようにイタチさんの足下にかがみこ──。

「って、ちょ、ちょっと待った！　イタチさんっ？　何やってるの？」

　予想もしていなかった展開に、自然と声が裏返っていた。いや、これはこれですごく嬉うれしい光景ではあるんだけど、意図がわからないので素直に喜べないと言うかなんと言うか！　というわけで興奮しつつ困惑しつつ返事を待っていると、ふいに、膝ひざのあたりまで持ち上げられたスカートの裾から栗色の尻尾しつぽがにゅっと躍おどり出でた。

「あれ？　なんで妖よう怪かいも出てないのに尻尾を──って。あ、なるほど」

　思わず漏もれる納得の声。一瞬前の興奮から覚めた僕がしみじみ見つめる先では、柔らかそうな尻尾に、闇やみ色いろの小動物がしっかりしがみついていた。暗がりのような茫ぼう洋ようとした色、平たい子犬のような体型。間違いない。この妖怪は、紛まぎれもなく──。

「オボ、だよね」

「……うん」

　経ふみ島しま先輩に教えてもらった名前をつぶやくと、イタチさんのうなずく声が頭の上から振ってきた。だよね、と相あい槌づちを打ちながら、僕は改めてオボへ視線を向けた。
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「明るい部屋で見てもはっきり見えないんだな、こいつ。──って、そんなことより！　なんでオボがイタチさんの尻尾しつぽに付いてるの？」

「え、えっとね、昨日きのう、最後の練習が終わって学校から帰る時、急に妖よう気きを感じて……。それで、もしかして危ない妖怪かもって思ったから」

「ああ。とっさに耳と尻尾を出して臨りん戦せんモードに入ったとか？」

　どうやら話が見えてきたなあ。そう思いつつ見上げて尋ねれば、スカートの裾すそをつまんだまま立ちつくす妖怪少女は、恥ずかしげにこくりと首を縦に振った。

「オボが急に飛びだしてきて、いきなり尻尾をぎゅっ！　ってして……そ、そのまま、離れなくなっちゃったんだよ……」

「足じゃなくて尻尾に飛びついたってわけか。割と無む節せつ操そうな妖怪だなあ。でもさ、こいつ、大して力も強くないんだから、イタチさんなら──あ、そうか」

　ちょっと頑張れば簡単に引きはがせるはずでは、と言いかけ、僕は気づいた。イタチさんにとって、尻尾はちょっと触っただけでも悲ひ鳴めいをあげて突き飛ばされるほど敏感な部位だ。そんなところに強くしがみつかれている限りは──ですよ？

「集中もできないし、力も全然出せないのか。イタチさん、尻尾は弱いもんね」

「う、うん。ちょっと触られただけでも、びくんっ、ってなっちゃうんだよね……。尻尾を消したらオボも離れるかと思ったんだけど、摑つかまれてると消すこともできなくて。しかも、一晩中しがみつかれてたから、昨夜ゆうべはほとんど寝られなかったし、このままじゃ演奏会も」

「イタチさんと一晩中っ？　くそ、なんて羨うらやましい！　できることなら代わって」

「……真しん一いち？」

「あ、噓うそです！　ごめん！　だからほら、目を光らせるのはやめて！」

　慌てて口を押さえつつ、這はいつくばって頭を下げる。そのままごめんなさいと繰くり返かえせば、臨戦態勢に入りかけていた妖怪少女は、溜ため息いきとともにオレンジ色の妖気のフレアをかき消してくださった。やれやれ助かった。僕はほっと胸を撫なで下おろすと、再び中腰になってイタチさんを見上げ、尋ねた。

「で。僕はどうすりゃいいの？」

「取って」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな一言が頭上にざっくり降ってくる。それを聞き、僕は思わず固まった。いや、このままぶら下げておくわけにもいかないってことはよくわかる。よーくわかるんだけど、でも、それを僕に頼むということは……ですよ？

「ほんとにいいの？　イタチさん、前に、尻尾には絶対触っちゃ駄だ目めだって」

「今日きようは特別！」

　以前、うっかり握ってしまった時の狼ろう狽ばいぶりを回想しつつ尋ねると、イタチさんは真っ赤な顔を僕から背そむけ、開き直ったように言い放った。意外な勢いに気け圧おされて押おし黙だまった僕を見下ろし、ずっとスカートの裾すそを持ち上げたままのピアニストさんは、小さな声で話しはじめた。

「何度も自分で取ろうとしたけど、力が入れられないから、どうしようもなくって……。尻尾しつぽはなんとかスカートに隠してこれたけど、このままじゃピアノなんか弾ひけないよ。赫あか音ねはずっと誰だれかと一緒にいるから、尻尾のことなんか言えなかったし……」

「ああ。忙しそうだもんね、あの人」

　納得。もちろん滝たき沢ざわさん以外の吹奏楽部員は、イタチさんが耳と尻尾を出したり消したりできる妖よう怪かいだなんて知らないわけで、オボを取ってと頼めるはずもなく。

「大変だったんだね、イタチさん……！　ごめん、僕は全然気づいていなかった！」

「え？　ううん、昨日きのうから真しん一いちに会ってないんだから、わからないのは仕方ないよ。って、そんなことより、もう時間がないから……！　だから、ね、真一、あの」

　開演が迫っているのだろう、イタチさんの狼ろう狽ばい度が加速している。のんびり会話している暇はないらしい。僕は「わかった」ときっぱり言い切ると、手術でも始めるかのように両手を開いて前に掲げた。そして、視線を目の前の光景に──つまり、綺き麗れいな足に──ではなく、尻尾とオボに視線を集中する。後で思いだせるようにじっくり見ておこうとか、そういうこと考えてる場合じゃないだろう白しら塚つか真一！　自分で自分を叱しかりつけると、僕は深く息を吸った。

「じゃ、じゃあ──始めるよ」

「うん、お願い……。あっ、あの、そうだ、これは、きょ、きょっ、きょ、今日きようだけだからね！　あと、す、スカートの中を──その、あんまりじろじろ見ちゃ、駄だ目めだよ？　それと、し、尻尾にはなるべくさ、さわ、触らないでくれると……あの、その、嬉うれし」

　ほとんど早口言葉みたいな叫びが頭の上から降ってくる。僕は「わかってる」とうなずき返すと、床に片かた膝ひざを突き、オボをめがけて手を伸ばした。幸い、動き回る妖怪ではないので、うまくやれば尻尾に触らず引きはがせるはず──って、あ。

「ごめん！」

「ひゃわあっ！　触らないって言ったのにっ！」

　僕も緊きん張ちようしていたのだろう、指先が麦色の毛に触れてしまった。指の腹に毛並みの感触が伝わったその瞬間、押し殺した悲ひ鳴めいが耳に届き、毛の房がふわりと逃げていく。もちろんオボは尻尾の上に乗っかったままだ。むう、と溜ため息いきを漏もらすと、僕は再び深呼吸した。

「よし、それじゃもう一度。……あ、そうだ、イタチさん、ちょっといい？」

「な、何、こんな時に？　恥ずかしくて死んじゃいそうなのに……！」

　見られていることを意識すると余計恥ずかしくなるのか、必死に僕の挙動から視線を逸そらしつつ、イタチさんが上うわ擦ずった声を返してきた。その声を聞くだけで僕の鼓こ動どうはぐんと早まり、思わず「大好きだ！」と抱きつきそうになるのは言うまでもないが、どう考えても今はそんな場合じゃない。自制心をフル稼か働どうさせつつ、僕はなるべく平静を装って口を開いた。

「あの──あんまり尻尾をちょこちょこ動かさないでほしいんだけど」

「ごめん……！　でも、自分でもどうにも──ひゃああああっ！」

「げっ、逃げた？　くそ！　こいつ、しがみついたまま動けるのか！　イタチさん、尻尾しつぽを固定して！　そんなにびくびく動かれたら絶対捕まえられないよ！」

「だ、だって、オボが尻尾をぎゅうぎゅうするから……ひゃっ！」

　我慢するのがやっとなのか、イタチさんは真っ赤な顔のままぎゅっと目を閉じてしまう。

　しかし、今さらだけど、人に見られたら弁解しようのないほど不ふ埒らちな光景だな、これは。何しろ僕は今、鍵かぎの掛かった密室で、スカートを持ち上げた同級生の女子生徒の足下にかがみこんでいるわけで。真面目まじめな滝たき沢ざわさんあたりに見つかった日には、問もん答どう無む用ようで警けい察さつ送りになっても仕方ない気がする。そんなことをふと思っている間にも、スカートの裾すそを摑つかんだイタチさんの両手は小刻みにぶるぶる震えながら上昇しているもんで、おかげでちょっと顔を上げればガーターベルトのその上までもが──。

「って、余計なこと考えてる場合じゃないだろ！」

　自分で自分に言い聞かせ、僕は小さく深呼吸した。

　イタチさんはもう尻尾を制御できる状況じゃないようだし、壁かべの時計に目をやれば、開場時間はもうすぐで、それは即すなわちプログラム一番であるイタチさんたちの出番が迫ってるってことだ。となれば、この際取れる手段は一つだけ。僕はごくりと息を吞のみ込こむと、

「ごめんイタチさん！　一瞬だけ我慢して！」

　そう叫ぶと同時に、僕は左の手を伸ばして眼前の栗色の房をぎゅむっと握った。

「ひゃ……っ！」

　イタチさんの全身がびくりと震え、短い悲ひ鳴めいが耳を突く。ああ、ごめんなさい！　心の中で膨ふくれ上あがった罪悪感を全力で押し殺しながら、僕は尻尾を引き寄せた。

「観念しろ！　もう逃がさないぞこの野郎！」

　闇やみ色いろの小動物だけをまっすぐ見据え──ストッキングとか下着とかは気にしない気にしない！　──右手をまっすぐオボへと伸ばす。むろんオボは逃げようとしたが、尻尾の先にしがみついていたのが、こいつの運の尽きだった。僕の手から逃れようにも、尻尾の真ん中は僕の左手が押さえているので、移動できる範囲はほとんどない。おろおろしているスキを突き、僕は闇色の小動物をしっかり摑むと、力任せに──。

「あれ？　予想外に力が強い！」

「えっ？　も、もしかして、あたしの尻尾から妖よう力りよくを吸い取ってるのかな？　そう言えば、ちょっとずつ重くなってきてるし……。ど、どうしよう真しん一いち！」

「大丈夫、イタチさん！　そこまでしぶといわけじゃないから！　ええい、諦あきらめろ！」

「ひゃわあああっ！　ね、真一、尻尾を摑んでるほうの手は、力を入れなくても……！」

「あ、ごめん！　それはそうと、恥ずかしげに僕を見下ろすイタチさんの顔はほんのりと赤く、不ふ謹きん慎しんとは思いつつも僕はその顔に見み惚ほれざるを得なかった！　ああなんて可愛かわいくそして」

「真しん一いちっ！　心の声が漏もれてるよ！」

「あ、つい盛り上がっちゃって！　でも大丈夫、もうちょっとだから！」

　しっかりオボの体を摑つかみ、そう叫んだその時だ。ふとドアを叩たたく音が控え室に響き、気さくな声がドアの向こうから飛んできた。

「おーい、伊達だてくん、いるかしら？　そろそろ集合時間なんだけどさー」

「え！　わ、わかった、すぐ行くから、待ってて！　真一、まだ……？」

「任せて！　これで──どうだあああっ！」

　右手に力を籠こめて思いっ切り引く。と、べりっ、と軽い感触が手に伝わり、オボの平たい体がイタチさんの尻尾しつぽから引きはがされた。よし！

「よっしゃあっ、取れたっ！」

　勢い余って床の上に転げた僕は、右手にオボを摑んだまま思わずガッツポーズを取っていた。転んだまま顔を上げれば、スカートをすとんと下ろしたイタチさんと目が合った。

「……ふう。あっ、ありがと、真一」

「いえいえ！　どういたしまし──」

「伊達くーん、まだ？　中に誰だれかいるの？」

「だっだだだ誰もいないよ！　ごめん、すぐ行くねっ！」

　ドアの向こうで不審がる声が、事件解決後のほんわかタイムを打ち砕く。明らかにおかしいテンションで吹奏楽部の誰かさんに返答したイタチさんは「じゃあね！」とだけ言い残すと、凄すさまじい勢いでドアを開けて飛びだしていってしまった。ドアを閉める速度が尋じん常じようじゃなかったのは、部屋の隅すみで妖よう怪かいを片手にひっくり返っている不審な男を見られないようにするためだろう。やれやれ。

「……ま、とりあえず、一件落着か」

　なんとかイタチさんも間に合ったようだし、あとは開演を待つばかり。

　ということは、そろそろ先輩たちも来てるはずだ。ロビーに行けば会えるかな、と考えながら、一息ついた僕がむくりと体を起こした、その時だ。

「ん？」

　右手に摑んだままだったオボの体が、ぶるっ、と一回、不敵に震えた。




　　　　＊＊＊




「開演時間どころか、終わっても姿を見せないと思ったら。何をやってんだか」

　溜ため息いき混じりの経ふみ島しま先輩の声が、すっかり静かになったロビーに響く。先輩の呆あきれ声ごえ、そして新あら井いさんや江え戸ど橋ばしさんの同情の籠もった視線を背中に浴びながら、僕は床に這はいつくばったまま疲れ切った声を張り上げた。

「だって仕方ないじゃないですか！　イタチさんの妖よう力りよくを吸っただけで、こいつがこんなに重くなるとは思わなかったんですよ！」

　匍ほ匐ふく前進スタイルのまま先輩を見上げ、ついでに自分の足へと目を向ける。そこには、もはや見飽きた闇やみ色いろの小動物がしっかりとくっついていやがった。

「不意を突かれてしがみつかれたら、いきなりめちゃくちゃ重たくなったんです……。剝はがそうとしてもびくともしないし、仕方ないからホールまで這はってきたのに……なのに！　なのにっ！　イタチさんの出番どころか、演奏会自体がとっくに終わっちゃってるし、イタチさんは吹奏楽部のみんなと帰った後だったなんて！　うう……ぐすぐすぐすぐす」

「そりゃ、後片付けもあるから──って、泣きなさんな、面倒くさい！　まあ、床を凹へこませるよーな重みに耐えて、よく頑張ったとは思うけどさ。ちなみにオボって、身に付けてるものを小さく裂いて投げれば、あっさり追い払えるのよね」

「知りませんよ、そんな裏技はっ！」

　ここまで腕だけで這ってきた疲労もあって、思わず涙声になってしまう僕である。と、さすがに哀れに思ったのか、僕の前にかがみこんだ経ふみ島しま先輩は「まあまあ」と笑った。

「イタチちゃんはちゃんとやってたからさ。それで良かったじゃないのよ。ね？」

「ああ。堂どうに入いったピアニストぶりだったな」

　先輩の言葉を受けた江え戸ど橋ばしさんがしみじみうなずく。その後ろでは、新あら井いさんも「うんうん」と満足げに首を縦に振っていた。なるほど。どうやら、イタチさんは見事にピアニストの役目を果たしたようで、それは何よりなんだけど。

「……自分の目で見たかったなあ」

　思わず漏もれる独ひとり言ごと。あの照れ屋な妖怪少女のことだ、もう一度正装してピアノを弾ひいてほしいと頼んだところで、断られるのは目に見えている。

　赤く染まった顔を左右に振るイタチさんの顔を思い浮かべ、僕は溜ため息いきを吐ついたのだった。
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　幕まく間あい　二




「……なるほど、ありがとうございました。しかし、ダリ、オボと、身に付けているものを与えることで追い払える妖よう怪かいが続きましたが、これは偶然なのですか？」

「まあ、よくあるパターンではあるわよね。つーか粂くめちゃん、今の話のポイントはさ、その頃ころはまだ、白しろの字じはなかなか尻尾しつぽに触らせてもらえなかったってとこでしょうよ。そんなイタチちゃんが、今では夜よな夜よな尻尾ぎゅーを許すようになるとはにゃー」

　僕とイタチさんの話を聞き終え、経ふみ島しま先輩がしみじみとうなずいた。相変わらずサラッとデマを流す人である。というわけで僕は、呆あきれた顔で「そんなことしてません」と指摘しようとしたのだが、そこにすかさずハルカが目を輝かせて割り込んできた。

「経島センパイ、それマジっスか？　うわー、超エロス！　さすが二人暮らし！」

「マジよマジ。毎晩、クズリが元もと旦だん那なの隣に座ってね、顔を赤らめながらスッと尻尾を出すわけよ。すると元旦那は緊きん張ちようしつつも慣れた手つきでその尻尾をぎゅーっと優しく握るのね。あ、と漏もれる微かすかな吐と息いき。びくっと震えるクズリの身体からだ！」

　ハルカの問いに応じたのは鱗りんさんだった。勝手な話を作らないでくださいよと突っ込む暇も与えずに、スレンダーな体をくねらせながら、蛇へび女によう房ぼうの妄想劇場はどんどん進む。

「どくんと高鳴る二人の鼓こ動どう。しいんと張り詰めていく空気。静かに時を刻む時計、響き渡る鐘かねの音、ほくそ笑む老婆、立ちはだかる宇宙人、崩れ落ちる摩ま天てん楼ろう、発進する巨大戦せん艦かん！」

「なんの話かわかんなくなってきてますよ鱗りんさん」

「だいたい、そんなことやってないからね！　ま、毎晩の、尻尾しつぽぎゅーなんて……」

　呆あきれた声で指摘すれば、イタチさんがそれに続いた。状況を想像してしまったのだろう、いつの間にか顔が真っ赤に染まっている。まあ、気持ちはよくわかる。今の話、僕でも恥ずかしくなったからなあ。……そりゃ、ちょっとやってみたいとは思ったけど。

「いやしかし、尻尾握らせてくださいってお願いしても、絶対に断られるよなあ」

「すみません先輩。次は、この妖よう怪かいの解説をお願いしたいのですが」

　クールな声が耳に届き、僕の独ひとり言ごとを断ち切った。おっと失敬。我に返って振り向けば、粂くめ神がみさんがパソコンのモニターに新しいファイルを表示していた。記録されている日付は去年の十二月。そして顕けん現げんした妖怪の名前は──。

「あ。この妖怪のこと、あたしはあんまり知らないんだよね」

　モニターを覗のぞき込こんだイタチさんがつぶやいた。え、なんで？　と一瞬思ったが、言われてみれば、そりゃそうだ。ほとんど関かかわってないんだから無理もないよね、とうなずくと、僕は粂神さんに向き直り、もったいぶって頭を下げた。

「じゃあ、僕から説明するね。えーと、十二月の初めだから、そうだね、学校にいろんな妖怪がわさわさ湧わきだしたり、副会長の新あら井いさんが猿さる神がみの生いけ贄にえにされそうになって奈な良ら山やまが助けたりした、そのちょっと前のことなんだけど……」
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「失礼しまーす。美術部の白しら塚つかですけど、十一月の活動報告持ってきま──したっ？」

　吞のん気きな声とともにガラガラと生徒会室の戸を引き開けた次の瞬間、僕の声が裏返った。髪の長い女子生徒がぐったりと椅い子すにもたれかかり、その顔にはムササビとコウモリを足して二で割ったような奇妙な動物が貼はりついてびくびく震えていたのだから無理もない。髪型や体格から察するに、あの女子生徒はおそらく副会長の新あら井いさんだろう。窓が開いているところを見ると、あのムササビもどきはどうやらそこから入ってきたに違いないけど……。

「って、冷静に推理してどうする白塚真しん一いち！　よくわかんないけど新井さんを助けないと──ん？　そうか、こいつ、どっかで見覚えあると思ったら──野の襖ぶすまか！」

　夏の裏山で顔面から生気を吸われた記憶が甦よみがえり、僕は目の前の妖よう怪かいの名前を叫んだ。手にしていた月例の部活動報告書を放りだし、『副会長』のプレートが置かれた席へと走り寄る。慌てて妖怪「野襖」の胴体を摑つかめば、密集した毛の感触がぞわりと手の平に伝わってきた。びくびく振動しているくせに、体温が全く感じられないのが気持ち悪い。

「こいつ、一学期にイタチさんに退治されたはずなのに、また出たのか？　とにかく新井さんから離れろ！」

　精一杯の力を籠こめれば、平たい妖怪は意外と簡単に新井さんの顔から離れた。キイッと耳みみ障ざわりな声をあげる野襖を思い切り投げ捨て、目の前の生徒会副会長の肩を摑んだ。

「新井さーん！　生きてますよね！」

　肩を揺さぶりつつ名前を呼べば、目の前の小さな唇が「ん」と微かすかな吐と息いきを漏もらした。どうやら命に別状はないらしい。ほっと安心した僕の前で、新井さんはむにゃむにゃと眠たげに目を開くと、不思議そうに小首を傾かしげた。

「……あれ、白塚くん？　どしたの？」

「おお。普段のしっかり顔も格好いいけど、寝起きモードもこれはこれで」

「キイッ！」

「って、それどころじゃない！」

　恨みの籠もった甲かん高だかい鳴き声が生徒会室に響き、僕はハッと我に返った。美人副会長のぽやーんとした表情は確かに新鮮ではあったけど、さすがに今は見とれてる場合じゃないぞ。

「気を付けてください、妖怪です！」

　壁かべ際ぎわの新井さんを庇かばうように立ちながら、視線を生徒会室の中央へ向ければ、キイキイと怒る小動物と目が合った。食事を邪じや魔まされて不ふ機き嫌げんなのだろう、憎々しげな視線が僕をギロリと睨にらんでいる。羽ばたいてもいないくせに空中にふわふわ浮かんでいるという物理法則の無視っぷりは、さすが妖怪と言うべきか。そんなことを考えていると、新井さんがちょんちょんと背中を突いて問いかけてきた。

「ちょっとちょっと白塚くん、何あれ？　モモンガ？」

「足と尻尾しつぽの間に膜があるから、デザイン的にはムササビですね。後コウモリも入ってます。と言うか、野の襖ぶすまって妖よう怪かいなんですが。人の顔に貼はりついて気絶させて、生気を吸うんです」

「そ、そうなの……？　にしても、詳しいのね。さすが美術部」

「いや、七月に僕もやられたもんで。──こら、来るな！　しっしっ！」

　キイキイと鳴きながら新あら井いさんめがけて滑かつ空くうしてきた野襖を手で追い払いつつ、一学期末の裏山での出来事を思いだす。あの時はイタチさんに助けてもらったんだけど、その頼れる妖怪少女は今は美術室で部活中で、呼びだす手段はない。新井さんと一緒に逃げるにしても、この部屋の唯一の出入り口はしっかり敵に塞ふさがれているわけで。

「どうしましょう、新井さん」

　何も思いつかなかったので素直に尋ねることにする。と、僕の後ろに隠れていた副会長は、きょとんと目を丸くした。

「え？　てっきり、あれに効きくおまじないとか呪じゆ文もんとか知ってるものかと思ったんだけど」

「ごめんなさい。あいにく何も」

　小さく頭を下げるしかない僕。美術部が妖怪対処に駆かりだされるのは慣れたけど、その手の知識は経ふみ島しま先輩に頼り切ってるからなあ。ついでに言えば、妖怪とのバトルは全面的にイタチさんにお任せしてるわけで。我ながら情けない。

「力押しで追い払える相手ですから、戦力になる人がいればいいんですが。滝たき沢ざわさんとライカは帰っちゃったから──って、そうだ！　今日きようの生徒会って新井さんだけですか？」

「え？　うん、他ほかの役員は会議の日しか来ないし、江え戸ど橋ばしも別の用事があるって」

「いや、会長じゃなくて──稲いな葉ば先生は？」

　新井さんの言葉に割り込むように、僕は慌てて口を挟んだ。生徒会顧こ問もんの美人教師の本性は、超大物妖怪、九きゆう尾びの狐きつね。初戦でイタチさんを圧倒した実力の持ち主だ。ちょっと性格に難はあるけど、そこまで悪い人でもないし、野襖を追い払うくらいはやってくれるのでは？　そんな楽観的な期待を僕が抱き、新井さんが「先生はまだ」と口を開いた、その時だ。

「ずいぶん冷えると思ったら、今夜から雪だそうですわね。今日は早めに──あら？」

　僕が開け放したままのドアの陰から、真っ赤なスーツの女性が現れた。おお、噂うわさをすれば！　期待を込めて見つめた先で、よく目立つ金髪を結ゆい上あげたモデル体型の女性教師は、部屋の中央でふわふわ漂ただよう野襖を見据えて立ち止まった。

「……なんですの、この頭の悪そうな動物は？」

　稲葉先生の不愉快そうな視線が、じろりと野襖を睨にらむ。と、いきなり登場した新あら手てに危機感を覚えたのか、それともこっちのほうが美味うまそうだと思ったのか、野襖の真っ黒な瞳ひとみが先生へと向けられた。

「キイッ！」

　一ひと際きわ甲かん高だかい雄お叫たけびをあげ、野襖が先生めがけて飛びかかる。危ない、と思わず声が出たが、先生は見下すように鼻で笑っただけだった。

「まともな思考能力も持たない下等な妖よう怪かいの分際で、私を狙ねらうつもりですか？　面白い」

　自信に満ちた冷たい笑みを浮かべる大妖怪。やれやれ、後は任せて良さそうだ。僕は新あら井いさんと顔を見合わせ、溜ため息いきを吐ついた。どうやら、これで一件落着──と、思ったのだけど。

「狐きつね火びで骨も残さず焼いてあげますわ！」

　自信満々に言い放たれたセリフが、僕の安あん堵どを打ち消した。ちょっと待った、今、何て？

「ストップ先生！　そいつは火を──」

「燃え尽きなさい、下郎！」

　慌てて口を挟んだものの、遅かった。先生の瞳ひとみが紅あかく輝き、指先から放たれた青白い炎が一瞬で野の襖ぶすまを包み込む。

「わっ、すごい……！」

　伝説クラスの妖よう狐この力を目まの当あたりにし、新井さんが息を吞のむ。そして、それを聞いた稲いな葉ば先生が「当然です」と自慢げに微笑ほほえんだ、その次の瞬間だ。

「キイイイイイイイイッ！」

　轟とどろく叫びは歓喜の響き。野襖は体格に見合わない巨大な口をがばりと開くと、自身を包んでいた青白い炎をぶわっと一息に吸い込んだ。ほら、だから言わんこっちゃない！

「あー、遅かったか……」

「あら？」

　僕ががくりと肩を落とすのと同時に、稲葉先生は意外そうに目を丸くした。その間にも、野襖の体はむくむくと大きくなっていく。「え、なんで？」とおろおろする新井さんの傍かたわらで、僕は今さらのように口を開いた。

「こいつ、炎を食って成長する妖怪なんですよ。イタチさんもそれで苦戦したんです」

「なっ！　なぜそれを早く言わないのです、イタチの腰こし巾ぎん着ちやく！」

「言う暇がどこにあったんですか！」

　先生の理不尽な怒りに反論していると、巨大化を続けていた野襖の体が、ピントが狂ったかのようにぐにゃりと歪ゆがんだ。なんだ？　眩暈めまいかと思って目を擦こすったが、周りの風景はしっかり見えている。つまりこれは、僕の目がおかしくなったのではなく、野襖が実際に歪んでるってことか……？　首を捻ひねりつつ、そう納得しかけた時だ。

　空間に滲にじむように歪んでいた妖怪の姿が収束し──そして再び実体化した。

「ひゃっ！　なにこれ？」

　新井さんが驚いているのも無理はない。生徒会室の床の上に立っていたのは、一瞬前までの姿とは似ても似つかない、二メートルほどの背丈の怪人だった。全身は深緑の体毛で覆おおわれ、顔の真ん中からは鶏にわとりを思わせるクチバシが飛びだしている。端たん的てきに言えば、猿の体に鳥の顔。ムササビ型の野襖とは明らかに別の姿の妖怪が、そこにしっかり立っていた。

「変身……した？　ね、白しら塚つかくん？　これってどういうこと？」

「へ？　いや、僕に聞かれても！　前にイタチさんの炎を食べた時は、一回り大きくなっただけでしたし」

　予想外の事態に、僕らはおろおろと顔を見合わせるばかり。と、部屋の中央でのっそりと佇たたずんでいた妖よう怪かいチキン猿人（仮名）は、ふいに顔を上げてこちらを……いや、僕の隣で困惑している女子生徒を、まっすぐ見据えた。

「……も、もしかして、私を見てる？」

「はい。明らかに新あら井いさんを見てますね」

　不安げに尋ねる副会長に、僕はこくりとうなずいた。もともとこの人を襲おそっていた妖怪なので、変身しようが好みは変わらないってこと……かな？　頼りなく立ちはだかりながら頭を捻ひねっていると、唐突にそいつが動いた。がっしりした足がおもむろに床を蹴ける。

「げ、来る？　くそ、こうなりゃヤケだ！　どっからでも」

　開き直って叫ぶ僕、びくっと怯おびえる新井さん。二対の視線の見つめる先で、毛むくじゃらの妖怪は窓へと駆かけ寄よったかと思うと──開きっぱなしだった窓の外へ、その体を躍おどらせた。

「かかってこい！　……って、え？　逃げた？」

「──みたいね、どうやら」

「ふん、私の霊格に恐れを成して逃げましたか。最初からそうしていればいいものを」

　意表を突かれて呆あつ気けにとられる僕らをよそに、稲いな葉ば先生は窓の外を見下ろした。猿人の姿がどこにもないことを確認したのだろう、腰に手を当てて勝ち誇る大妖怪である。調子の良い人だと呆あきれていると、新井さんがおずおずと問いかけてきた。

「えーと。私、助かったのかしら？」

「そうみたいですね。おめでとうございます」

　新井さんと顔を見合わせ、ほうっと長い溜ため息いきを吐つく。肩の緊きん張ちよう感を抜きながら、僕らは窓を閉めていた先生に「とりあえず、ありがとうございます」と頭を下げたのだった。




「鑑かん識しきの結果が出ました」

　謎なぞの猿人が逃亡して、しばらく後の生徒会室。聞き込みと現場の捜査を終えた経ふみ島しま先輩が、羽は織おったジャージの裾すそを翻ひるがえして振り向いた。聞き入る僕らを前に、先輩はトレードマークの大きな眼鏡めがねを自信ありげに輝かせた。

「被害者は新井輝ひかる、十七歳、高校二年生。生徒会室で職務中、換気しようと窓を開けたところを襲われた模様。なお、被害者は先日サッカー部の某男子生徒からの告白をバッサリ断ったとの情報があり、当局は怨えん恨こんの線からも捜査を進める方針で」

「進めんでよろしい！」

　唐突に鑑識の頭に炸さく裂れつする被害者のチョップ。強制的に黙だまらせられた経島先輩は、頭を押さえながら「そんなに怒らなくてもー。つか、そろそろ誰だれかとつきあっちまえばいいのに」とかなんとかつぶやいていたが、新あら井いさんにじろりと睨にらまれると、おとなしく報告を再開した。

「はいはい、わかったわよ。えーと、目もく撃げき証言ならびに白しろの字じが黒板に描かいた似顔絵から推理すると、おそらく被疑者は妖よう怪かい『山やま地ち乳ち』ね」

「やまちち……？　野の襖ぶすまじゃないの？」

　みんなの疑問を代弁するかのように聞き返したのは、経ふみ島しま先輩とともに美術室から駆かけ付つけてくれたイタチさんだった。形のいい首を小さく傾かしげた横顔が冬の空気に良く映はえている。

　なお、「ごめんね、気づかなくて。輝ひかるも真しん一いちも大丈夫だった？」という優しさと気き遣づかいに満ちた登場時の第一声を聞いた時点で、僕が感動に打ち震えたのは言うまでもない。つーか「今日きようは何が出た！」と興味津しん々しんに現れた先輩との差が激しすぎた。後輩と友人が襲おそわれたってのに、このジャージはなんであんなに嬉うれしそうだったんだ。と、そんな呆あきれた視線を無視し、美術部の誇る妖怪博士はかせは「いい質問ね」と微笑ほほえんだ。

「山地乳ってのは、野襖が成長した妖怪なのよ。単に強くなったり大きくなったりするんじゃなくて、完全に特性が変わっちゃうという実に珍しいパターンなのですね。本来は、年を経た野襖が変態して生まれるんだけど……」

　先輩はそこで言葉を句切ると、僕らを無視して自分の席で仕事していた稲いな葉ば先生へと目を向けた。ああ、なるほど、あの人のせいでしたか。

「言わなくてもわかるわね。そ、今回は力加減を知らない誰だれかさんのおかげで、一気に育っちゃったわけ。全く、どんだけ妖力ぶちこんだんだか」

「あら。誉ほめても何も出ませんわよ？」

　書類から顔を上げ、営業スマイルでにっこり微笑む生徒会顧こ問もん。イタチさんが「誰も誉めてない」とつぶやいたが、先生はそれを受け流し、仕事に戻ってしまわれた。自分も関かかわってる話だってのに、こっちに加わるつもりはないらしい。知ってはいたけど勝手な人だ。

「それより経島。あの妖怪、逃げたってことは、もう襲ってこないのよね？」

　心配そうに新井さんが尋ねる。と、それを受けた妖怪博士はきっぱりと首を真横に振った。……あ、なんだか嫌いやな予感。

「特性がガラッと変わるって言ったでしょ？　山地乳の活動時間は夜に限定されてるのよ。今はまだ日中だから、一時撤てつ退たいしただけでしょうね。ターゲットも決めたみたいだし」

「え。そのターゲットって、もしかして、私？　じゃあ、夜になったら、あれは……？」

「うん、来るかもねえ」

　青ざめる友人を前にして、経島先輩は腕を組んでしみじみとうなずいた。そうなの？　思わず顔を見合わせたイタチさんと僕を前に、我らが妖怪博士は興味深げに先を続ける。

「まあ、そんな心配しなくてもいい気もするけどさ。あ、ちなみに山地乳ってのは、夜中に寝室に入ってきて、ターゲットの息を吸う妖怪なのね。口から直接、ちゅーっと」

「息を？　ちょ、直接？　……口から？」

「うん。人工呼吸の逆と思えばいいわ」

　けろりとした顔でそう答えると、経ふみ島しま先輩は小さく口をすぼめて何かを吸引する仕草をして見せた。えーと、ってことは、あの鶏にわとりみたいなクチバシが、新あら井いさんの……？

　と、そう考えた次の瞬間、僕の視線は副会長の口元へと向いていた。小さくまとまった形のいい唇が目に映る。そうか、あの妖よう怪かいはあれを狙ねらっているのか。そんなことを考えつつまじまじと見つめていると「真しん一いち、あんまり見ないの」とイタチさんに小こ突づかれた。はい、すみません。ぺこりと謝あやまる僕をよそに、先輩の講義はまだ続く。

「で、息を吸い終わった山やま地ち乳ちは、最後に獲え物ものの胸をぽんぽんと叩たたいて去っていき、後には生気を抜かれて息を引き取った死体が一つ残されるって寸法よ。おしまい」

「え！　口だけじゃなくて、胸も……？」

　新井さんは眉まゆをひそめて恥ずかしげにつぶやくと、そっと自分の上半身を──スタイルの良さには定評がある人なのです、念のため──抱きかかえた。もともと青ざめていた顔が赤く染まったもんだから、なんとも形容しがたい顔色になってます。と言うかですね新井さん。

「いや、あの？　反応するところは『死体が一つ』じゃないんですか？」

「こりゃ白しろの字じ。乙女おとめ心ごころがわかっとらんね」

「そうだよ、真一」

「……ごめんなさい」

　なぜか女性陣に怒られたので、僕は素直に謝った。と、それを見た経島先輩は「ま、白の字のツッコミも、もっともだけど」と肩をすくめると、ふいにニッと微笑ほほえんだ。

「でも大丈夫！　山地乳はえらく変わった妖怪でね。こいつに襲おそわれる一部始終を他人に目もく撃げきされると、なぜか被害者は逆に健康になって寿命も延びるのよ。やったじゃん新井！」

　嬉うれしげに新井さんの背中を叩く経島先輩。しかし、当の被害者候補さんはと言うと、

「どこがよっ！」

　呆あきれた顔で叫んだのだった。だろうなあ。

「あのね！　あんなのにキスされた上に胸を触られて、どこがラッキーなもんですか！」

「えー。でもでも、健康になるのよ？　それにさあ、相手はクチバシであって唇じゃないんだから、厳げん密みつに言えばキスじゃないかと」

「そういう問題じゃありません！　だいたい私はもともと健康ですっ！」

「それに、誰だれかが見てなくちゃいけないんだよね？　輝ひかるが一人で寝てる時に来たら……」

　きょとんと首を傾かしげる先輩を、新井さんが怒ど鳴なりつけ、そこにイタチさんが加わった。まあ、あんな妖怪が自宅の寝室に上がり込んできたら、そりゃ嫌いやだろう──って、ん？　待てよ？

「あの。新井さんの家って、神社ですよね」

　ふと浮かんだ違和感が、そのまま素直に口に出る。と、山地乳による胸へのタッチは許されるかどうかについて語り合っていた女性陣三人は、黙だまり込こんで僕を見た。

「うん、そうよ？　境けい内だいに家があるだけで、社務所に住んでる訳じゃないけどね」

「でも真しん一いち、それが何か……って、あ！　そっか！」

　あ、とイタチさんが口を開け、続いて新あら井いさんが「そう言えば」とうなずいた。それを受け、経ふみ島しま先輩が、やっと気づいたかと言いたげにニヤリと笑った。

「思いだすのが遅いっつーの。秋祭りでイタチちゃんが体を張って教えてくれたからみんな覚えてるわよね？　そう、神社の境内には妖よう怪かいは入れないのです。だ・か・ら」

「そもそも心配する必要はなかったってことですか？」

「白しろの字じの言うとおりである」

　腕を組んで満足げに微笑ほほえむ先輩。それを見た新井さんは「わかってたなら早く言ってよ」と、胸を撫なで下おろして溜ため息いきを吐ついた。かくして副会長防ぼう衛えい会議はお開きとなり、安あん穏のんなムードが戻ってくる──と思いきや、イタチさんは不安げに僕らを見回し、口を開いた。

「で、でも、もし入ってきちゃったら……？　ほら、秋祭りで見た『おとろし』は、鳥居の上に乗っかってたよね？　神社の中に入れる妖怪も、いるってことじゃないかな……？」

「もー。ほんと心配性ね、イタチちゃん」

「ごめん、御み崎さき。でも、やっぱり心配で」

「謝あやまることじゃないよ。むしろ僕は、イタチさんのそういう優しいところが好きだ」

「もっ、もう……！」

「だから僕はイタチさんが──って、あれ？　どうかした？」

　思ったままを口にしたら、イタチさんはふいに絶句し、そして視線を床へと向けてしまった。急にどうしたんだろう？　というわけで、その顔をひょいっと覗のぞき込こんでみれば、白い頰ほおにかあっと赤みが差した。

「もしもし、イタチさん、大丈夫？」

「わっ！　そ、それはその……だって……真一が、急に変なこと言うから」

　大きな瞳ひとみをせわしく動かしつつ、イタチさんが消え入りそうな声でつぶやく。その恥ずかしげな──そして、少しだけ嬉うれしげな──横顔を見たとたん、僕の心がガツンと揺れた。

「可愛かわいい──」

「……え？」

「ああっ、やっぱり大好きだイタチさん！」

「ちょ、ちょっと！　真一！」

　さっきまでの不安げな様子はどこへやら、真っ赤な顔であわあわおろおろと慌てはじめる妖怪少女。僕を制するように手を小さく振っているのは、「落ち着いて黙だまれ」のサインらしい。

「おーおー、今日きようも始まったか」

　呆あきれた視線を僕らへと向け、経島先輩が溜息を吐く。そして、その隣で新井さんが気恥ずかしそうに苦笑した時、ガラガラとドアの開く音が耳に届いた。

「失礼します。こちらに美術部の──やあ、やっぱりここにいたか、白しら塚つか。それに伊達だてさんと経ふみ島しま先輩も」

　礼儀正しい挨あい拶さつが、途中で気楽な口調に切り替わる。その飄ひよう々ひようとした声に釣られて、沈静化しつつ振り向けば、見慣れた顔の男子生徒が立っていた。後ろで結んだ長い髪をふわりと柔らかく揺らしながら、美術部の友人でもあり天てん狗ぐでもある男は、小さく肩をすくめて言った。

「顧こ問もんの南みなみヶが丘おか先生がね、そろそろ退校時間だから、美術室閉めて帰れってさ。白塚も伊達さんも、荷物置きっぱなしだろ」

「え、もうそんな時間？　……あ、ほんとだ」

「とりあえずカバン取りに行こうよ、真しん一いち。善よし人ひと、教えてくれてありがと」

　壁かべの時計を見つめて驚く僕の隣で、イタチさんが微笑ほほえむ。それを受けた奈な良ら山やまは「どういたしまして」と笑って去ろうとしたが、ふと立ち止まって振り返った。

「みんな揃そろってるけど、何かあったのかい？」

「あ、うん。輝ひかるがね、妖よう怪かいに狙ねらわれちゃったんだって。御み崎さきは心配しなくて大丈夫って言うけど、あたし、ちょっと心配で……」

「へえ──副会長が？　それは大変だね」

　イタチさんが説明すれば、奈良山は飄々と相あい槌づちを打ち、そして無情にも歩き去ってしまった。去り際ぎわに「まだ猿さる神がみが出るには早いから、突発的な妖怪か。また『鳥さん』の出番かな」とかなんとか、微笑みながらつぶやいていた気もするが、何のことやら。

「まあ、あいつの言動がよくわからないのはいつものことか。あ、待って、イタチさん、僕も行くから。先輩はどうします？」

「私の荷物、持ってきてくれると嬉うれしいなっ」

　振り向いて尋ねると、ジャージの人は見た目だけは愛あい嬌きようのある笑みを浮かべて手を合わせた。僕は肩をすくめて「了解」と答え、ついでに生徒会室を見渡せば、無言で仕事中の稲いな葉ば先生の姿が目に映った。

　そう言えば、最後まで会話に入ってこなかったよな、この先生。小さな違和感がふと浮かぶ。いつもはもうちょっとイタチさんを馬ば鹿かにしたり僕を鼻で笑ったりするんだけど──。

「さすがに反省してるのかな？　いや、まさか、この人に限って」

「真一？　行かないの？」

「ごめんごめん、すぐ行く！」

　廊下からイタチさんの声が届く。僕は考え事を中断し、慌てて生徒会室を出たのだった。
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「おばんでーす。イタチちゃんがあんまりにも心配するもんで、だったら念のために一晩だけでも張り込んでみるかってことで怪かい異い誘因体質の囮おとりを連れて参上しました、おなじみ妖よう怪かい対処屋でーっす」

　時刻は九時を回ったばかり。鎮ちん守じゆの森を背景に、こぢんまりと佇たたずむ和風の平屋の玄関先で、ジャージ姿の小さな人がどんどんとドアを叩たたいている。相変わらず説明過剰な人だと呆あきれつつ、僕はぶるっと肩を震わせた。学校を出た頃ころにちらつきはじめた雪は、未いまだ降ふりやむ気配はなく、神社の境けい内だいをうっすら白く染め上げている。

「うう、さぶ……」

　神社を囲む鎮守の森に降る雪を眺めつつ、僕はジャンパーを羽は織おった肩を震わせた。綺き麗れいな景色なんだけれど、イタチさんがいないもんだからどうにもテンションが上がらない。どういう仕組みかはよく知らないけど、イタチさんや稲いな葉ば先生のような妖怪の人（変な言い方ですが）は神社の境内に入れないのである。

「先生はともかく、イタチさんは神様に嫌きらわれるような人じゃないんだけどなあ。それにしても寒いですよね」

「またそーゆー情けないことを言う。寝起きの脳をしゃきっとさせるにはちょうどいいでしょ」

　眼鏡めがね越しの大きな瞳ひとみに見据えられ、僕は「それは確かに」と鼻をすすった。仮眠を取って家を出た時はぼんやりしていた頭も、先輩と合流して神社に着いた頃には冷気のおかげですっきり冴さえていた。先輩の言うことにも、確かに一理ある。

「たまには実のあることも言うんですね。しかし、ジャージだけで寒くないんですか？」

「そこはほら、慣れと気合いと愛あい嬌きようでカバーよ。おーい、消防署のほうから来た者だよー、隙すき間までいいから開けとくれー。怪しくないわよ、ほうら白い手でしょう？」

「めちゃくちゃ怪しいですよ。誰だれなんですか」

　脇わきに挟んだスケッチブックを抱え直しつつ、ノックを再開した先輩に突っ込みを入れる。と、がちゃりと鍵かぎを回す音が響き、「お待たせ」の一声とともにドアが開いた。お、やっと家や主ぬしのお出ましらしい。

「人んちの玄関先で延々とコントやんないでよ」

　苦笑混じりの溜ため息いきとともに、長髪のお姉さんが見慣れた顔を覗のぞかせる。こんばんは、と雪を被かぶった頭を下げれば、水色のパジャマにカーディガンを羽織った新あら井いさんは「うん、こんばんは」と人当たりの良い笑みを浮かべてくれた。




「にゃるほど。ずいぶんせせこましくて静かな家だと思ったら、こっちは離れで、あんた以外の家族は母家おもやにいるわけか」

「せせこましくて悪かったわね。もともと妹と二人で勉強部屋に使ってたんだけど、あいつ、全ぜん寮りよう制せいの女子校行っちゃったから」

　地元の公立校のほうが気楽だと思うんだけどね。苦笑を浮かべて言い足しながら、新井さんは廊下に通じる障しよう子じ戸どを閉め、僕ら二人に向き直った。

「母かあさんには友だちが来るって言ってあるから、気楽に……って、それは経ふみ島しまには言わなくていいか。白しら塚つかくん、とりあえず座ったら？」

「え？　あ──はっ、はい」

　妙にぎこちない声が出てしまった。副会長宅初訪問、しかも家や主ぬしはパジャマ姿という状況に、意外に緊きん張ちようしてるらしいな。そう自己分析しながら、僕はカーペットへ腰を下ろし、改めて部屋を見渡した。

　初めてお邪じや魔ました新あら井いさんの部屋は、土つち壁かべと畳たたみと障子で構成された、混じりっけなしの和室だった。さすが神社。と言っても、畳の上にはカーペットが敷しかれていたし、和わ簞だん笥すの隣にそびえたラックにはコンポや雑誌が並んでおり、壁にはロックバンドのポスターがばーんと貼はられていたりするので、和風百パーセントというわけではなかったけれど。

　冷えた手をエアコンの暖気で温めながらそんなことを考えていると、勉強机の前の椅い子すに腰掛けていた新井さんは、小さく首を傾かしげた。

「どしたの白塚くん？　きょろきょろして」

「そりゃ珍しいんでしょうよ。つか新井。あんた、その地味な寝ね間ま着きはどういうつもり？」

　新井さんが用意してくれていたポットで勝手にコーヒーを淹いれながら、経島先輩は部屋の主へと非難の眼まな差ざしを向ける。なんの事、と問い返す友人を、眼鏡めがね越しの視線が睨にらんだ。

「せっかく就寝警けい護ごに来てやったんだから、サービス精神で応こたえるのが襲おそわれヒロインの道でしょうに。ネグリジェを着ろネグリジェを！　ふわふわでひらひらですけすけの一枚物を！」

「……あいにくそんなの持ってません」

「ぶー。そこらへんがヒロインとしての意識に欠けるのよね。白しろの字じもがっかりでしょ？」

「いえ全然」
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　水色のクッションに腰を下ろしながら、僕はきっぱり言い切った。不満そうに頰ほおを膨ふくれさせた経島先輩、「あら」と少し意外そうにつぶやいた新井さんを見ながら、僕は続ける。

「ふわっとしたワンピースだと体のラインが隠れますから。姿勢もスタイルもいい人が、それじゃ勿もつ体たいないですよ。やっぱり綺き麗れいですね、新井さん」

「あ、ありがとう……。さすが白塚くんね」

「そうか。そう言えばあんたはそーゆー男だったか」

「なんの話です？　まあ、新井さんなら何着ても似合うと思うんですが──あ、そうだ！　せっかくだし、パジャマ姿を描かいていいですか？　できれば立ち姿と寝姿の両方を」

「恥ずかしいので却下します！」

　思わず立ち上がって見つめた先で、副会長は顔を赤く染めながらきっぱりと首を左右に振った。魅力的なモデルだけど、そう言われちゃ仕方ない。残念、とつぶやきながら再び座るのと同時に、経島先輩が仕切り直すように手を叩たたいた。

「うし。そんじゃ、そろそろ始めますか。つーわけで新あら井い、まだ早いかもだけど、とりあえず床とこについちゃってよ。一晩張り込んで山やま地ち乳ちが来ないって確認できたら、この一件は片付くんだし。寝る準備はできてるんでしょ？」

「あ、うん」

　そう言って立ち上がった新井さんは、部屋の隅すみに畳たたんであった布団をいそいそと敷しきはじめる。手伝おうかと思ったが、妙に気恥ずかしく、僕は何も言いだせなかった。と、これまたどこか恥ずかしげに掛け布団を広げていた新井さんが、不安げにぽつりと言葉を発した。

「……ほんとに大丈夫なんでしょうね」

「本能丸出しの男と一夜をともにするのが怖いってのはわかるけどさ、ちゃんと監視しとくから安心しなさい。スタンガンもあるしね！」

　深くうなずくと、経ふみ島しま先輩は「何かやったらイタチちゃんに言うわよ」と僕を小こ突づいた。失敬な。何もしませんよ、と反論する僕を見て、新井さんは小さく笑った。

「大丈夫、白しら塚つかくんは信用してるわよ。そうじゃなくて、私が言ってるのは、あの妖よう怪かいが」

「安心しませい。九割九分安全確実だから」

　新井さんの言葉を聞き終える前に、先輩がすかさず切り返す。なんだかすごい自信だなあと見つめる先で、妖怪博士はかせは部屋をぐるりと見回した。

「個人的には、妖怪変へん化げ立入禁止の神社の結界だけで充分だと思うんだけどね。加えて、現代の戸と締じまりレベルは江戸時代とは違うからさ。紙と木でできた当時の一軒家ならともかく、がっちり施せ錠じようされた現代住宅には──」

「山やま地ち乳ちは入って来れない、ってこと？」

「うん。だって、完全に実体化してる妖よう怪かいなんでしょ？　そんなのが寝込みを襲おそおうと思ったら、もう窓か壁かべを押し破るしかないんだけどさ、それは『静かに忍び込んでくる』って行動原理に反するので妖怪的にはＮＧだろうし」

「なるほど。……筋は通ってるわね」

「ふふふ、納得したかね？　であるならば、さあ、安心して眠りについてくれたまえ」

　説明を終えた先輩は、びっ、と友人を指さして微笑ほほえむ。新あら井いさんは「はいはい」と肩をすくめると、敷しき終おえた布団を見下ろした。

「よし、と。後は任せていいかしら？」

「はい、ちゃんと見張ってますから……って、え？」

　カーディガンを脱いだ新井さんを、僕は思わずまじまじと見つめた。その視線が気になったのか、長なが袖そでパジャマ姿の副会長はびくっと身を震わせた。

「何度見ても、スタイルも姿勢もすごくいいですよね、新井さん……って、それはともかく。もしかして、そのまま寝ちゃうんですか？」

「ど、どうしたの、急に？　そうだけど……それが何か？」

「新井さんは神社の娘さんだから、毎晩寝る前には白しろ装しよう束ぞくで水みず垢ご離りするんじゃなかったんですか？　経ふみ島しま先輩からそう聞いたんですが」

「しませんっ！　経島！」

「わお怒られた。ごめんちゃい」

　迫力に満ちた怒りの眼まな差ざしを向けられ、経島先輩は悪びれることなく舌を出す。実は密ひそかに水垢離に期待してたんですけど、それは言わないほうが良さそうだな、うん。




「ええと、それじゃ、お休みなさい。明るいままだと寝にくいんだけど……」

　ぎこちなく布団に入った新井さんは、どこか落ち着かない口調でそう言うと、ゆっくりと目を閉じた。少し離れたところに座った経島先輩は「防災のためだから諦あきらめなさい、グンナイ」と笑みを返し、どこからか取りだした文庫本のページを開く。準備のいいことだ。ポットのお湯でコーヒーを淹いれていた僕は、こころもち小声で先輩へと話しかけた。

「その本、持ってきたんですか？」

「うん。だって暇だもんね。白しろの字じ、本とか持ってこなかったの？」

「ええ、実は何も」

「何冊かあるから貸そうか？　『変態民俗史』と『人ひと身み御ご供くう事典』と『死し霊りよう秘本解読』と」

「……どれも遠慮します」

　目の前の小さな人の嗜し好こうの偏かたよりっぷりを改めて痛感すると、僕はスケッチブックを手に取った。こいつがあれば、いくらでも時間はつぶせるのだ。さーて、何を描かくかな。

「練習だし、描いたことないものを──」

　鉛筆をくるくる回しながらあたりを見渡していると、僕の視線が部屋の一角でぴたりと固定された。同時に、おお、と息が漏もれる。

　見つめた先では、長い黒髪を枕まくらの左右に柔らかく広げ、整った顔立ちの少女が静かに両目を閉じていた。閉じた瞳ひとみは長い睫まつ毛げを際きわ立だたせており、女性らしいプロポーションは冬用の厚い布団の上からでも充分に見て取れる。まじまじ見つめるのは失礼だと思いつつも、僕は目を逸そらすことができなかった。

「うん……やっぱり綺き麗れいだな、新あら井いさん」

　素直な感想が口からこぼれた。普段のこの人のイメージは「美人」というより「仕切り上じよう手ずなお姉さん」なので、こうして静かな姿を見せられると、改めて外見の整いっぷりに見み惚ほれてしまう。綺麗で性格もいいんだからそりゃあ人気もあるよなあ。そんなことを思いつつしみじみ見入っていると、すぐ隣から経ふみ島しま先輩の声が聞こえた。

「ね、白しろの字じ。あの唇が妖よう怪かいに狙ねらわれてるかと思うと無性にわくわくするわね」

「妖怪に狙われた友人を前に、よくそういうことが言えますね。一周回って尊敬します」

「すぐ怒るー。だってさ、美女と野や獣じゆうとのキスの物語、いわゆるビューティー・アンド・ビースト、略してＢ＆Ｂタイプのお話は、伝承における典型的な話例の一つだからね、怪かい異い愛好家的には見逃せないのです。この手の話、あんたも聞いたことくらいあるでしょ」

「ああ。キスで魔ま法ほうが解けるんでしたっけ？」

　そんな映画か童話があったっけ。思いだしつつ答えると、先輩は「そ」とうなずいた。

「たいがい、醜みにくい野獣──ものによっては蛙かえるや魚だったりもするけどね──の正体はどこぞの王子でね。清らかな娘の口づけだけが、その呪のろいを解けるんだけど……ん。ってことは山やま地ち乳ちって王子様？　よし。ものは試しで、いっちょ新井の唇吸わせてみるか」

　わくわくと目を光らせつつ、とんでもないことを言い放つ先輩である。心底呆あきれかえりながら、僕は「駄だ目めですよ！」と反論した。

「だいたい、うまいこと元に戻ったところで、しょせん野の襖ぶすまですからね、あれは！」

「あ、そっか。忘れてた」

「忘れないでくださいよ。そもそも山地乳にキスされたら死ぬかもしれないってのに」

「傍ぼう観かん者しやがいりゃ大丈夫だっての。あ、だったらせめて胸タッチだけでも観察を」

「それも駄目です！」

「そんな怒らなくても。あんただって新井の胸触ってみたいでしょ」

「それはまあノーと言ったら噓うそに」

「ああもうっ！　うるさいわよ！」

　唐突に、静かに寝ていたはずの美女の人が怒ど鳴なりながら起き上がった。わっ、と驚いた僕の隣で、経ふみ島しま先輩が目を丸くする。

「ありゃ。まだ起きてたの？」

「寝ようとしてたけどね、あなたたちがうるさくって寝られないんです！　他人ひと事ごとだと思って、キスだの胸だのと勝手な話を……もう……」

　上体を起こしたまま腕を組み、赤い顔でぶつぶつつぶやく被害者候補。すみません、と小さく頭を下げれば、新あら井いさんはやるせなーく頭を振った。

「もしかしたら妖よう怪かいが来るかもしれないのに、その緊きん張ちよう感のなさはなんなのよ。あなたたちが今までいろいろ解決してきたってのが、ちょっと信じられなくなってきたわ」

　くたびれ顔で新井さんが溜ため息いきを吐つく。それを聞いた僕と先輩は、思わず顔を見合わせた。

「いや、いつもはイタチさんがいますから」

「そーそー。あのピュアな妖怪さんが頑張って真面目まじめな方向に軌道修正してくれるから、私は存分に気を抜けるし、白しろの字じは吞のん気きにイタチちゃんに見み惚ほれていられるのです。ね？」

「ええ、そのとおり──って、いや、待った！　『吞気に』ってのはないでしょう！　確かにイタチさんはどうしようもなく魅力的ですが──」

「はいはいはい！　よくわかりました！」

　ざっくりした一言が、僕らの不毛な会話を打ち切った。思わず黙だまった僕と経島先輩がおずおず顔を向けた先では、新井さんがやれやれと首を振っていた。

「薄々思ってはいたけど、美術部ってクズリちゃんで保もってるのね……」

「まーね。しかしさあ、緊張感の欠けつ如じよってんなら、あんたも結構なもんじゃない？」

　冷めたコーヒーを一口すすり、経島先輩が切り返す。どういうこと、と首を傾かしげる新井さんを前に、ジャージを羽は織おった妖怪博士はかせは大おお仰ぎように肩をすくめてみせた。

「化け物が夜中に襲おそってくるかもしれないってのに、えらく落ち着いてるわねってこと。あんたが意外と肝きもの据わった人間だってのは、去年の部活刷新騒さわぎに付き合ったからよく知ってるけどさ。今回の相手はお化けよ、いわゆる妖怪よ？　あんた、妖怪に襲われるのって初めてでしょ？　そういう場合、いち女子高生としてはさ」

　もうちょい怯おびえたり震えたりするのが普通じゃないのかしら。

　最後にそう言い足すと、経島先輩は中身の減ったコーヒーカップを新井さんへと突きつけた。なるほど、言われてみれば確かにそうだ。妖怪慣れした僕ら美術部とは違い、新井さんにしてみれば事件の当事者になるのはこれが初めてのはず。その割にはいつもどおりだよなあと感心しながら見つめれば、パジャマ姿の副会長はしみじみと苦笑した。

「自分でも意外なんだけど、そんなに怖くないのよ。……なんだろう、ずっと前にもこんなことがあったような、でもその時は大丈夫だったから今回も安心してる──みたいな」

「おぼろげな話だこと。要するに、妖怪に狙ねらわれるのは経験済みってこと？」

「そんなはずはないんだけどね。はっきりした記憶じゃないし、小さい頃ころに見た夢を、たまたま覚えてるだけなんだと思うのよ。……でも」

　と、そこでいったん言葉を句切ると、新あら井いさんは視線を天井に向けた。遠い記憶を見つめながら、横顔も絵になる副会長は、聞き取れないほど小さな声をぽつりと漏もらしたのだった。

「あの時、誰だれかが、何かを約束してくれた。それだけは、確かなのよ。──たぶん」
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「むあ？」

　がくんと首が落ちて目が覚めた。

「──あ、寝てたのか」

　どうやら壁かべにもたれて眠り込んでいたらしい。真下を向いた視界の先では、鉛筆が手から落ちかけていた。それをぎゅっと摑つかみ直なおし、僕はのろのろ顔を上げた。なんだか部屋が薄暗い。

「えーと……新井さんに叱しかられた後、経ふみ島しま先輩をスケッチしてたんだっけ？」

　なんだろう、どうも記憶がはっきりしない。ぼんやりした頭のまま暗い室内を見渡せば、僕の隣でポットを抱きかかえるように眠りこけている先輩の小さな背中が目に入った。部屋の奥には、布団にくるまって寝息を立てる新井さんの姿がある。みんな寝てしまうとは吞のん気きな話だけど、とりあえず山やま地ち乳ちは来ていないようで一安心だ。

「侵入しようとした形跡もないし、やっぱり、イタチさんの取り越し苦労……ふわ、ねむ」

　独ひとり言ごとの途中で、大きなあくびが漏れる。なぜだろう、とにかくもうめちゃくちゃに眠い。

「もうちょっと寝てもいいよね……と。ん？　そう言えば、電気っていつ消したっけ？」

　確か、今夜は一晩中点つけておくんじゃなかったか？　そんな疑問がふと湧わいたが、とろんと落ちてきたまぶたが思考を遮さえぎってしまう。駄だ目めだ、眠い。とにかく眠い。しかし、いくらなんでも不自然なくらい眠すぎないか──と、心の片かた隅すみで思った時だ。

「ん？　なんだ……？」

　窓まど際ぎわの壁かべをすり抜けて、黒い人ひと影かげがぬうっと姿を現した。

　二メートルほどの体は剛毛に覆おおわれ、顔の真ん中のクチバシからはシュウシュウと呼吸音が漏れている。大柄な体たい軀くに見合わない軽やかな足取りで、そろりそろりと新井さんへと歩み寄っていく、そいつは──。

「山地乳っ？　噓うそだろ、なんで」

　僕が息を吞のむ声が暗い室内に響いた。山地乳はそれを気にも掛けず、就寝中のターゲットへと近づいていく。すぐにでも飛び起きてあれを止めなければと思うのだけど、意に反してまぶたは勝手に閉じていく。なんなんだ、この異常な眠気！

「この眠気、もしかして山地乳の……？　くそ、あいつ、こんな力も持ってたのか？　駄目だ、起きろ、白しら塚つか真しん一いち……！」

　必死に自分を奮い立たせようとするも、まるで体は動かない。朝には強いはずなのに、何やってんだ僕！　と、そうこうしている間にも、山やま地ち乳ちは新あら井いさんの枕まくら元もとへと辿たどり着ついていた。寝息とともに上下する胸を見下ろし、クチバシの根本が嬉うれしげに歪ゆがむ。シュウッ、と歓喜の息が響く中、猿を思わせる両腕が布団を乱暴にはね除のけ、意識のない少女の上半身を抱き起こした。そして、尖とがったクチバシが、静かな寝息を漏もらす口元へ──。

「ああもう、くそ、仕方ないっ！」

　朦もう朧ろうとしていく意識を、全力で右手にかき集める。次いで、やけくそ気味の叫びとともに、僕は鉛筆を自分の太ふと股ももに突き立てた。

「いい加減に起きろ馬ば鹿か！　──いってえええええええっ！」

　尖った芯しんがベキリと折れ、そして口から悲ひ鳴めいが漏れた。芯が刺さりはしなかったが痛いものは痛いのだ。だがその激しい刺激は瞬時に足から脳へと伝わり、呆ほうけていた意識を覚かく醒せいさせてくれた。痛みを堪こらえて立ち上がると、僕は山地乳を見据えて叫んだ。

「よっしゃあとりあえず目は覚めた！　さあ、この野郎、新井さんを」

「どきなさい白塚真一！」

「離せ──って、え？　先輩？」

　唐突に威勢のいい声が耳に届く。そして、僕が反射的にその場を飛とび退のいた次の瞬間。

「ボイルとシャルルの名の下に我ここに汝なんじを裁さばかん！　悪あく霊りよう、退さああああああんっ！」

　意味不明かつ元気な声とともに走りでた経ふみ島しま先輩が、蓋ふたを外した電気ポットを山地乳めがけて振り抜いた。薄暗い寝室に、湯気と熱気がぶわっと広がる。

「シュッ、シュウウウウウウウウウッ！」

「あっちゃああああっ！　何なに、なんの騒さわぎ！　って、ひゃわあああああああっ！」

　剛毛に覆おおわれた全身から立ち上る蒸気。熱湯を浴びせられた怪人は、新井さんを布団の上に投げだすと、悲鳴をあげてのたうち回った。

　……なお、もう一つの悲鳴は言うまでもなく熱湯攻こう撃げきの余波を喰くらった新井さんのものです。たいへん取り乱しておられますが、寝ているところに煮え湯をかけられた上にいきなり放りだされ、目が覚めたと思ったら毛むくじゃらの妖よう怪かいがしゅーしゅー唸うなってた日には、いくら落ち着いた人でもパニクるだろうとは思う。最悪すぎる寝覚めだもんなあ。

「とか同情してる場合じゃないぞ！　新井さん、早くこっちに！」

　慌てて叫べば、おろおろしていた新井さんはハッと顔を上げ、僕らの隣へわたわた走り寄ってきた。同時に、小さな手がぽんと僕の背中を叩たたく。

「サンキュ。あんたの悲鳴で目が覚めたわ」

　空からのポットを構えながら、親指を立てる経島先輩。「どういたしまして」と返事しながら山地乳へと目を向け、僕はごくりと唾つばを飲んだ。とりあえず新井さんは取り返したものの、イタチさんを欠いた僕らの戦力は、正直言ってほとんどゼロ。泣きそうなくらい分ぶが悪い。

「さあ、ここからどうしよう──って、え？」

「シュウッ！」

　舌打ちにも似た吐と息いきとともに、山やま地ち乳ちが床を蹴けって背後の壁かべに飛び込んだ。いきなりの行動に驚く僕らの視線の先で、湯気を立てる大柄な獣けものは土壁をするりと透過し、あっという間に消えてしまい、同時に、なぜか部屋が明るくなった。

「……えーと。逃げたの？　また？」

　拍子抜けしたようにつぶやく新あら井いさん。「みたいね」とそれに応じたのは先輩だ。

「まさか、熱湯があんなに効きくとはねー」

　良かった良かった、と経ふみ島しま先輩が嬉うれしげにうなずく。一方、僕と新井さんは神妙に顔を見合わせていた。とりあえずは助かったけど、まだ不安材料が消えたわけじゃないのだ。

「あいつ、しっかり実体化してましたよね。なのに、どうやって壁を通り抜けたんです？　だいたい、神社の結界があるから、妖よう怪かいは入れないはずじゃ」

「無効なんでしょうね、そんなものは」

　経島先輩の声が僕の自問に割り込んでくる。どういうことです、と横目で尋ねれば、妖怪博士はかせはガリガリと頭を搔かいて溜ため息いきを漏もらした。

「山地乳は『寝静まった寝室に忍び込む』妖怪って言ったでしょ。おそらく、あいつにとっては、その特性がどんな外的要因よりも優先されるのね。とんでもない妖怪もいたもんだ」

「へ？　それって、つまり……えーと」

「どんな障害があっても、あの妖怪にとっては無関係ってこと？」

　悩む僕の代わりに新井さんが静かな声で応じる。さすがはしっかり者の副会長、混乱状態からの回復も早い。と、それを聞いた経島先輩は「いえす」とあっさりうなずいた。

「壁があってもすり抜けるし、神社の結界も気にしない。起きてる邪じや魔ま者ものがいれば眠らせ、おまけに部屋まで暗くする。山地乳は『ターゲットの寝ね床どこにひっそり忍び入る』とゆー行動原理で動く妖怪であるが故ゆえに、その行動を阻害する要素を自動的に排除もしくは無効化する力を持ってるのよ。マイナー妖怪と思って甘く見てたけど、地味に凄すごいわね。ちょっと感動！」

　眼鏡めがねの位置を直しつつ、興味深げに語る先輩。なんでそんなに興奮してるんですかと呆あきれながら、僕は新井さんと不安げな顔を見合わせた。

　──今の先輩の推測が正しければ、ついさっきまで目の前でシュウシュウ唸うなっていた猿人の能力は、壁抜けプラス結界無効化、そして強制催眠術。火炎や怪力といった即物的な攻こう撃げき力りよくこそないものの、おそろしく悪質だ。しかも、今夜はたまたま撃退できたものの、ですよ？

「……たぶん明日の晩も来ますよね」

「んー、それはどうかしら。山地乳は、昼の間にターゲットを決めて夜中に襲おそうって習性があるみたいだからさ。明日は別の誰だれかが襲われるんじゃないの？　良かったじゃん、新井」

「そっか。だったら一安心──いや、良くないわよ！　それはそれで大変じゃないの！」

　のんびり構える先輩の隣で、新あら井いさんが青ざめた。同感です。
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「くそ、あいつ、どこに逃げ……逃げ……はっ、はっくしょいっ！」

　細かい雪の降り続く深夜の交差点に、盛大なくしゃみが響き渡る。数センチほど積もった雪をスニーカーで踏みしめながら、僕は周りを見渡した。

　戦せん闘とう要員呼んでくるから追跡よろしく、と告げて自転車で走り去った経ふみ島しま先輩と別れてから約三十分後。ひっそり静まり返った道みち端ばたで、僕は途方に暮れていた。

　あ、ちなみに新井さんには大事を取って自宅に残っていただきました。あの猿もどきが舞い戻ってくるんじゃないかという気はしたが、そこは「ターゲットが布団に入らなけりゃ大丈夫なはず。寝ないで起きて吉報を待て」と言い放った先輩を信じるということで。

「……しかし、完全に見失ったなあ」

　はあ、と白い溜ため息いきが漏もれる。現在場所は新井さんちを囲む鎮ちん守じゆの森から町へと出たあたり。神社の裏から森へと逃げた山やま地ち乳ちの足跡を追ってきたのだけれど、あいつ、途中で屋根か木にでも登ったらしく、類人猿を思わせる足跡は今やどこにも見えなかった。もちろん山地乳本人（本体？）の姿どころか気配もない。右を見ても左を見ても、雪を被かぶった和風建築が静かにそびえているばかりだ。このへんは神社仏閣が集まってるんだっけ、と思いだしつつ、雪を踏みしめ歩きはじめる。

「とりあえず、適当に探してみるか。おーい、どこだー」

　薄く積もった雪が街灯を照り返してくれるおかげで視界が利きくのは助かるけれど、寒さばかりはどうしようもない。冷えた体は温かい飲み物を求めていたが、コンビニや自販機は視界のどこにも見当たらなかった。早いとこ人ひと騒さわがせな妖よう怪かいを見つけて、帰って寝よう。

「って、見つけたらどうすりゃいいんだ……？」

　今さらながら疑問が浮かぶ。先輩は「発見次第、携帯に連絡しなさい。イタチちゃん連れて行くまで粘ること」て言ってたけど、身長二メートルの猿を相手に何をどう粘れと言うんだろうか。消えたり飛んだりする妖怪じゃないとは言え、体力で勝てる気は全然しないぞ、どうしよう。そんな不安を覚えながら、土塀の角を曲がった時だ。

　背の高い人ひと影かげが、ぬっと僕の前に現れた。

「ぎゃああああっ！　出たあっ！」

「な、なんの騒ぎです！」

　みっともなく悲ひ鳴めいをあげ、僕は無ぶ様ざまに尻しり餅もちを突いた。その大声に驚いたのか、目の前の人影は、赤いスーツに包まれた長身を、びくっと大きく震わせ──って、あれ？　山地乳じゃ……ない？　雪の上にへたりこんだまま、僕は思わず安あん堵どの溜ため息いきをほっと漏もらした。と、それを見下ろしたスーツ姿の謎なぞの人物は、意外そうにつぶやいた。

「あら。イタチの腰こし巾ぎん着ちやくではありませんか」

「誰だれが腰巾着ですか。……と言うか、もしかして」

　尻しりの雪を払いながら立ち上がり、僕は改めて目の前の女性を見つめた。メリハリの利きいたモデル体形に真っ赤なスーツ、結ゆい上あげた金髪、そして何より人を小こ馬ば鹿かにした口調。僕の知る限り、こんな特徴を持つ知人は一人だけだ。

「……稲いな葉ば先生？」

「他ほかの誰かに見えるのですか。であれば、とっとと目医者に行くべきですわね」

　訝いぶかるように尋ねてみれば、即座にクールな答が返ってくる。間違いない、英語教師にして生徒会顧こ問もん、そして今回の事件の元凶とも言える大妖よう怪かい様のお出ましだ。びっくりさせないでくださいよと溜息を漏らすと、僕はズボンの雪をぬぐいながら立ち上がった。

「山やま地ち乳ちかと思いましたよ。しかし、こんな時間にこんなところで何やってるんです？」

「え」

　この状況なら当然聞くだろう質問を口にすれば、先生の顔がこわばった。どうしたのかなと首を傾かしげて見上げる先で、白い肌が赤く染まっていく。

「その、それはそのですね……そう！　ふと、少しビールが飲みたくなったのですわよ。で、買い出しに来たら、偶然にも貴方あなたと出くわしただけです」

　そうですそうですそうなのです、と繰くり返かえしながら、先生はわざとらしく微笑ほほえんだ。いやしかし、それはさすがにダウトだろ。

「このへんコンビニなんかないですけど。だいたい先生の家ってこの近くなんですか？」

「本ほん町まちのマンションですわ」

「めちゃくちゃ遠いじゃないですか！　学校挟んで真逆ですよ！」

「前言撤てつ回かい！　今のは言葉のあやというものです、高校生なら行間くらい読みなさい！」

「いや意味わかりません。あと、学校にいた時の服のままなのは……」

「ああ、まだ帰っていませんから──ではなくて！　正装のどこが悪いのですか！　女は外に出れば七人の敵がいるのです！」

　夜よ更ふけの冬の街角で僕を指さし必死に叫ぶ長身の美人。遅いんだから静かにしましょうよ。

「だいたい、どうしてそこまで必死に……って、あ。先生、もしかして」

「……む。も、もしかしてなんなのですか」

「自分のせいで野の襖ぶすまが山地乳になっちゃったことに密ひそかに責任を感じて、一人であいつを退治するつもりだったんですか？　でも神社には入れないもんだから、仕方なく周辺をずーっとパトロールしてた、とか」

「なっ！」

　思ったままを口に出せば、先生の体がびくっと震えた。どうやら図星のようである。

「なんだ。そうならそうと言ってくれれば」

「ええい、馬ば鹿かの癖くせに妙なところで勘が鋭するどい──もとい！　なななっな何を馬鹿なことを宣のたまっているのです！　このわたわた私が、遍あまねく災厄をもたらす悪名高き大妖よう怪かい、金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねが、そっ、そそそんなみみっちい真似まねなど、するわけが！　するわけがありません！」

　なるほどと納得した僕の前で、自称大妖怪が面白いように取り乱している。いやしかし、何もそこまで否定しなくても。僕はちょっと苦笑すると、改めて先生をまっすぐ見上げた。

「別にみみっちくはないですよ、むしろ立派だと思います。見直しました」

「だから違うと言っているでしょう！　つい先ほど出てきたところで」

「……さっきから言おうと思ってたんですが、頭に雪が積もってます。こんもりと」
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　先生の弁解に割り込むように、抑おさえた声でぼそりと告げる。その瞬間、怒ど濤とうの反論がぴたりと止やみ、稲いな葉ば先生は無言で電柱の陰に駆かけ込こんだ。やっぱ言わないほうが良かったかなあ。僕が為なす術すべもなく立ちつくしていると、頭に積もった雪をばさばさと落とす音が聞こえてくる。そして数分の気まずい時間の後、先生は何事もなかったかのように戻ってきた。

「あら美術部。どうやら山やま地ち乳ちを追っているようですわね。ここで会ったのも何かの縁えん、この大妖怪が手を貸してあげてもよろしいですわよ」

「……ほほー。あくまで偶然と言い張りますか」

　実に往おう生じよう際ぎわの悪い狐きつねさんである。もっとも、この人が手伝ってくれるというなら断る理由は全くない。呆あきれと安あん堵どの入り混じった溜ため息いきを吐つくと、僕は今の状況を説明した。山やま地ち乳ちは神社の結界も壁かべもすり抜けてしまうこと、強制的に眠らせる力を持っていること、追っていたけど見逃してしまったこと、等々。話を聞き終えた先生は、神妙な顔で考え込んだ。

「障害の無効化ですか。どうやら気配も消せるようですし、厄やつ介かいな相手ですわね。しかし、経ふみ島しまの読みどおり、奴やつに『日中に獲え物ものを見定めて夜中に襲おそう』という習性があるならば、ターゲットは新あら井いだけとは限らないのでは？　日中に奴と相あい対たいしたのは、新井以外に……」

　降りしきる雪を気にもかけずに、先生は何やらぶつぶつ考えはじめた。とりあえず寒いから軒のき下したに移りませんか、と誘うタイミングを計りかねていると、ふいに先生が凜りんと叫んだ。

「気を付けなさい、鼬いたちの腰こし巾ぎん着ちやく！　奴の次のターゲットは、私か貴方あなたのどちらかです！　今夜中に獲物の息を吸うために、おそらく近くに潜ひそんで隙すきを窺うかがっているはずですわ！」

「はい？　ちょ、ちょっと待ってください」

　いきなりそんなこと言われても心の準備が！　双そう眸ぼうを紅あかく輝かせて身構えた大妖よう怪かいさんに隠れるように、僕はおどおどあたりを見渡した。そして、そんな僕を見下ろし、先生が「なんて情けない」と溜息を吐いた、その瞬間。

　──シュウッ。

　聞き慣れた呼吸音とともに、舞い散る雪の中から毛むくじゃらの怪物が躍おどりでた。目の前の土塀の中に潜んでいたのか、と気づいた時にはもう遅かった。がっしりとした二本の腕が、不意を突かれて立ちすくむ稲いな葉ば先生の両肩へとまっすぐ伸びていく。

「やはり私を狙ねらって来ましたか！」

「しまった！　先生、逃げてください！」

　思わず叫んだ僕の目の前で、山地乳のクチバシの根本が醜みにくく歪ゆがむ。吐と息いきを吸った相手を殺す妖怪は、ターゲットを前にして、歓喜に満ちた唸うなりをあげた。
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「う、うううう……」

　しんしんと雪の降り積もる夜よ更ふけの街角に、すすり泣きが静かに響いている。

「吸われた……力一杯、唇を……！　はっ、は、初めてだったのに……最初の相手が、あんな、あんな猿もどきだなんて！　……うう、ぐすっ……」

　歩道にうずくまった人ひと影かげが、絞りだすように嗚お咽えつを漏もらす。その隣には、声を掛けあぐねて立ちつくすもう一つの人影があった。そして重苦しい時間がしばらく流れた後、立っているほうの人物は、呆れたように口を開いた。

「いい加減になさい。全く、男のくせにいつまでもうじうじと。見苦しくて仕方ありません」

「なんのためらいもなく僕を身代わりにした人がそれを言いますか稲いな葉ば先生！」

　涙を払って立ち上がる僕。口には未いまだに山やま地ち乳ちの感触が残っており、たいそう気持ち悪かった。あの妖よう怪かい、人の口に吸い付くだけでは飽きたらず、唇の間に無む理り矢や理りクチバシをねじこんできやがったのである。あの硬質ゴムのような感触ときたら──ああ、思いだすだけで死にそうだ。止やまない吐き気を堪こらえつつ眼前の美人を睨にらみつければ、ついさっき妖怪へと僕を差しだした人物は、ムカつくほど美しい笑みを浮かべやがった。

「大丈夫。貴方あなたが息を吸われ、おまけに胸を叩たたかれる場面は、私がしっかり確認しました。これで健康と長寿は間違いなしですわね。ああ、礼には及びませんわよ？」

　いや誰だれもお礼は言ってませんが。そう視線で訴えていると、先生は「しかし、がっかりですわね」と失望の溜ため息いきを漏もらした。

「貴方が襲おそわれている間に山地乳を倒す算段でしたのに。振り払ってどうするのです」

「振り払いますよ！　先生、明らかに僕ごと攻こう撃げきする気だったでしょう！」

　全力で反論しながら、僕は目の前に穿うがたれた陥かん没ぼつ跡あとを指さした。雪とアスファルトがごそりとえぐれた大穴からは、今もなお焦こげ臭くさい匂においが漂ただよっている。よく避よけたな、僕。

「直径一メートルの稲いな妻ずまを生徒めがけて落とさないでください、お願いですから。と言うか、もうちょっとピンポイントな技はなかったんですか？　イタチさんなら、もっと」

「私は国を滅ぼす大妖怪ですわよ？　イタチのようなせせこましい術は嫌きらいなのです。それと女の前で別の女の話をするものではありませんわよ。デリカシー不足にもほどがあります」

「はあ、すみません」

　なんだかよくわからない理由で怒られてしまった。そういう問題なんでしょうかと無言で尋ねる僕をきっぱり無視し、大妖怪様は腕を組んで鼻を鳴らした。

「だいたい山地乳ごときが九きゆう尾びの狐きつねの相手とは、あまりに不相応。たとえば白はく澤たくのような護ご国こく神クラスの霊れい獣じゆうや、それこそ神でも出たのなら、いい勝負を見せてあげられるのですが」

「そんなもんがほいほい出てたまりますか」

「あくまで心構えの問題です。と、そんなことより、今は山地乳ですわね。管くだ狐ぎつねに探させていますから、見つかるのも時間の問題。今度こそトドメを刺しますから、しっかり手伝うように」

「はいはい、できることならやりますが──ごふ」

　不意にあのクチバシの感触と味がぶり返し、思わず嫌いやな咳せきが出た。うえ、と舌を出していると、歩きだそうとしていた先生は、立ち止まって僕を睨んだ。

「いつまで引きずっているのです、だらしない。口直しでも欲しいのですか？」

「へ。口直し？」

　なんのこっちゃ、と思いつつ顔を上げれば、稲葉先生は「冗談です、忘れなさい」と慌てて視線を逸そらしてしまった。その、なぜだか知らないが照れてしまった先生の顔と、そして紅あかい色の小さな唇が視界に入った瞬間、僕の心臓がドクンと跳ね──そして一瞬、呼吸が止まった。

　背景の雪空のせいか、それとも初めて見たこの表情のせいだろうか。今の稲いな葉ば先生はいつもの数倍魅力的だった。もちろん、もともと現実離れした美人だとは知ってはいた。知ってはいたけれど──この人を絵に描かきたいと思ったのは、今が初めてだった。

「初対面でも水着姿を見た時も、そんなにグッとこなかったのに──そっか、稲葉先生は」

「気味の悪い。人の顔を見つめてぶつぶつ言うのはやめなさい」

「こんなに綺き麗れいだったんですね……って、おっと」

　呆あきれかえった声に、はっと心が現実に戻る。すみません放心してました、と頭を下げる僕を見下ろすと、先生は楽しそうにくすっと微笑ほほえみ、僕の肩に手を置いた。頼もしくも美しいその笑顔で僕を釘くぎ付づけにしながら、伝説の妖よう狐こは小さく首を横に振った。

「私に憧あこがれるのも無理はありませんが、まだまだ不釣り合いですわね。せめて、あと十年か二十年後に出直しなさい」

「え？　それは、どういう──」

「ふふ。そこそこ渋い男になっていたら、考えてやらなくもないですわ」

「はい、わかりました！　僕、頑張りま──ではなくて！　いやいや、なんで僕が口く説どいてるみたいになってるんです！　だいたい口直しとか言いだしたのはそっちでしょうが」

　危なく乗せられるところだった。ほんとにもうこの人は！　慌てて反論すると、先生は黙だまって僕の声に耳を傾かたむけていたが、やがてこっちが沈静化すると、肩をすくめて首を振った。

「全く。やっと調子が戻りましたわね。そうでなくては張り合いが出ません」

「張り合いって──あ、もしかして先生、僕を」

　元気づけようとして、わざとからかったんですか？　そう尋ねようとすれば、ふいに先生は僕の前へと顔を近づけ、細い指を鼻先にピンと突き立てた。「黙れ」ということらしい。ふわりと漂ただよう優雅な香りにどきどきしつつ声を飲み込めば、先生は自信ありげに微笑んだ。

「たった今、管くだ狐ぎつね六号から連絡がありました。山やま地ち乳ち、見つけましたわよ」

「さすが先生！　場所は？」

　誇らしげな笑みを見返し、僕は食い付くように問い返す。さっきまでのローテンションから一転、先生のおかげでしっかり元気が戻っていた。ありがとうございますと心の中で感謝する僕の視線の先で、赤いスーツの大妖怪様は指を伸ばして口を開いた。

「その角を曲がった先の墓場です。もう逃がしませんわよ！」

「期待してますよ！　ほら、逃げられる前にすぐ行かないと！」

「ええ、任せておきなさい。今すぐ──あら？　妖気がもう一つ？　この気配は……天てん狗ぐ？」

「置いてきますよ、ほら早く！」

「え？　わ、わかっていますわよ！」

　走りだした僕に手を引かれ、考え込んでいた先生は、ようやく顔を上げてくれた。何をのんびりしてるんですか。綺き麗れいに整った顔を見上げてそうつぶやいた、その瞬間。

「あれ？　今、何かが──」

　大きな鳥のような影かげが、夜空を飛び去った気がした。




　　　　＊＊＊




　雪を被かぶった深夜の墓地に、シュウッ、と断だん末まつ魔まの呼吸音が響く。呆あつ気けにとられて見つめる先で、ズタズタに傷ついた山やま地ち乳ちの姿は徐々にかすれて消えていった。その傍かたわらに立つのは、紅あかいスーツに身を包んだ金髪の大妖よう怪かいだ。

　やれやれ、今度こそ一件落着したらしい。僕は安あん堵どの溜ため息いきを吐つくと、深々と頭を下げた。

「……遅れてすみませんでした」

　この馬ば鹿か、さっきはあれだけ意気揚々と走りだしておきながら、あっという間に先生に引き離され、結局置いて行かれたのである。で、ようやく現場に着いた頃ころには、とっくに事件は解決した後だったりするわけで。情けないったらありゃしない。何が「置いていきますよ」だ、自分の体力を考えて言え。

　というわけで僕は頭を下げたまま、先生の冷たいお言葉を待っているのだが──あれ、いつになっても何も言われない。珍しいこともあるもんだ、と視線を上げると、山地乳退治現場を睨にらみつつブツブツこぼすスーツの背中が目に映った。

「あの昼ひる行あん灯どん、普段は絵ばかり描かいている癖くせに、一体どうして今回に限って……！　ま、まあ、結果的には助かったとも言えなくもないですが、この九きゆう尾びの狐きつねの獲え物ものを奪うとは、全くあの鳥は何を考えているのやら！　胸を張って『任せておきなさい』と言った私が馬鹿みたいではないですか！　いや、決していいところを見せたかったとかではないですが……」

　腕を組んだ先生の口から、不満げな言葉がエンドレスに漏もれている。どうやら僕が到着したことにすら気が付いていないようだ。しかも、その独ひとり言ごとからするとですよ……？

「あの、もしもし？　山地乳倒したの、先生じゃないんですか？」

「ええ。私が到着した時には既に──はい？」

　いきなり声が裏返った。ようやく僕に気づいたのか、ぎょっと目を見開いて振り返った大妖怪様は、僕を見るなり「な、なな何を言っているのです！」といきなり叫んだ。

「ならば誰だれがやったと言うのです？　私が手を下したに決まっているではありませんか！　あの程度のザコ、その気になれば一瞬ですわよ、ええ！」

　勝ち誇るように胸を張る先生だったが、顔は赤いし声は上うわ擦ずってるし、どう見てもあからさまな虚きよ勢せいである。どうやら先生以外の誰かさん──おそらくは稲いな葉ば先生の顔見知りの妖怪が退治してくれたらしいけど、そこを追及すると、また面倒くさそうだよなあ。まあ、厄やつ介かいな妖怪がいなくなったのなら結果オーライなんだけど。口には出さずにそんなことを思っていると、ふと、明るい声が耳に届いた。

「お待たせー。イタチちゃん連れてきたわよー。もう解決したみたいだけどさ。と言うか、なぜキツネがここにいるのかね」

「ごめんね真しん一いち、遅くなっちゃって……。山やま地ち乳ちの妖よう気きを辿たどってきたんだけど、時間が掛かっちゃって」

「あ、イタチさん！　先輩も」

　聞き慣れた声に振り返れば、白い息を吐きながら佇たたずむ二人の少女の姿があった。「大丈夫だった？」と気き遣づかってくれたイタチさんにうなずき返し、僕はそのまま優しげな顔に見み惚ほれた。やっぱ可愛かわいい、と恍こう惚こつの息を漏もらす僕に、経ふみ島しま先輩の冷たい視線が突き刺さる。

「相変わらず露ろ骨こつに嬉うれしそうな顔するわね。お、電話だ。はいはい、どったの新あら井い川がわ？」

「私は新井です。……あのさ、私、もう寝てもいいのかしら。そろそろ限界なんだけど」

　携帯の向こうから聞こえる声は、可哀かわい相そうなくらい眠たげだ。経島先輩は「ごめん忘れてた」と言い放つと、ニタリと満足げに微笑ほほえんだ。

「ええ、どうぞ惰だ眠みんしてくれたまえ。何しろ破は廉れん恥ち妖怪山地乳は、見事──」

　と、先輩はふと言葉を区切ると、携帯の通話口を押さえて僕へ視線を向けた。

「白しろの字じ。トドメ刺したのってキツネなの？」

「え？　ああ、それなんですけど」

　違うみたいで──と思わず言いかけた、その時だ。じいっとこちらを睨にらんでいた稲いな葉ば先生と目が合い、僕はちょっと口ごもった。

　……そうだよな。稲葉先生の手柄かどうかは怪しいけれど、僕が助けられたことには変わりない。先生が来なければ僕は吸い殺されてたろうし、へこんでたところを元気づけてもらったりもしたし。というわけで、ほんの少しの間を挟み、僕はきっぱり断言した。

「もちろん先生がやったんですよ。さすが大妖怪」

　それを聞いた先輩は「そりゃそうか」とうなずき、あっさり新井さんとの電話に戻る。一方、稲葉先生はと言えば、意外そうにきょとんと目を丸くしていたが、僕が「ですよね先生」と笑いかけると、自信に満ちた笑みを浮かべてうなずいた。うん、この人にはやっぱりこの表情がよく似合う。

「楽勝でしたわね。出遅れるような役立たずのイタチとは違いますから」

「……何それ。どういうこと」

「まあまあまあまあイタチさん！　先生もなんで余計なこと言っちゃうんですか！」

　ムッとした顔で稲葉先生に詰め寄るイタチさんの前に、僕は慌てて回り込んだ。ほんとにもう、どうしてすぐそういうことを！　呆あきれた視線で見上げれば、いつの間にか雪の止やんだ冬空を背景に、稲葉先生は楽しそうに微笑んだのだった。
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　幕まく間あい　三




「──なるほど。しかし、成長して別の妖よう怪かいに変質するとは、珍しい事例ですね。山やま地ち乳ち、ぜひ一度見てみたいものです」

　語り終えた僕を前に、粂くめ神がみさんは興味深げにうなずいた。相変わらず研究熱心な人である。僕はできることなら二度と会いたくないけどね。無む理り矢や理り口を吸われた感触を思いだしつつイタチさんと顔を見合わせれば、黙だまって聞いていたハルカがひょこっと手を挙あげた。

「えーと。結局、山地乳ってのを倒したのは奈な良ら山やまセンパイだったんスよね？」

「うん、そうだよ。善よし人ひと、ずっと輝ひかるを守ってたみたいだから」

　確認するように尋ねたハルカに、優しく応じるイタチさん。なるほどなあ。確かに、奈良山は十年以上前から新あら井いさんのガードマンやってたらしいから──って。

「ああ！　あの時、山地乳退治したのって、奈良山だったのか！」

「わかってなかったんかい！　気づくの遅っ！」

　思わずハッと声をあげれば、経ふみ島しま先輩が心底呆あきれた視線を向けてきた。その隣では、感想に困ったのだろう、イタチさんが無言で困ったような笑みを浮かべている。まあ、改めて考えてみれば、奈な良ら山やまこと是ぜ害がい坊ぼうの仕し業わざとしか思えない。なんで今まで気づかなかったんだろうと自分の頭を小こ突づいていると、美術室の戸がガラガラと開いた。おお、噂うわさをすれば。

「ただいま戻りました。賑にぎやかだと思ったら、鱗りんたちが来てたのか」

「やあ、みんな。なんだか懐なつかしい話をしてたみたいだね」

　連れだって部屋に入ってきたのは、油彩セットを手にしたフィルと奈良山だ。外で絵を描かいてた二人が戻ってきたってことは、そろそろ夕方か。語れる話はもう一つくらいかな、と時計へ目を向けていると、粂くめ神がみさんが奈良山へ話しかける声が聞こえた。

「質問なのですが、新あら井い先輩を襲おそった妖よう怪かいって、山やま地ち乳ちと猿さる神がみだけだったんですか？」

「いや、他ほかにもいろいろいたよ。白しら塚つかたちは知らないだろうけど、去年だけでも何度か戦ってるしね。たとえば黒くろ坊ぼう主ずとか……あと、大物ではヤナとかね」

「なぬ。黒坊主って、夜ごと寝ね床どこに忍んできて女体を舐なめ回まわそうとするやつよね？　そんでもってヤナは霧きりを操あやつって闇やみ夜よを作りだす巨大妖怪？　そんなのが出てたなら呼んでよ！」

　油絵道具入りのトランクを机の上に下ろしながら答えた奈良山の言葉に、経ふみ島しま先輩が食いついた。自分の知らないところで友人が襲われてたってのに、相変わらず薄情な人である。そして人知れず新井さんを守っていた奈良山は、知ってはいたけど格好いい。僕らが揃そろって感かん嘆たんすれば、歴戦の天てん狗ぐ様は謙けん遜そんするように苦にが笑わらいを浮かべながら言い足した。

「今になって思えば、輝ひかるさんが何度も妖怪に狙ねらわれたのって、大おお祓はらえに対するカウンターみたいな現象だったのかもね。後付けの理屈だけどさ。そう思いませんか、経島先輩？」

「にゃるほど。大祓において神の器うつわとなる人物をあらかじめ排除することで、神の行動を阻害し、ひいては妖怪の一いつ掃そうを防ぐってわけか。言われてみれば筋は通ってる気がするわね」

「でしょう？　実際、輝さんが妖怪に狙われだした時期は……」

「神の先兵である先さき触ぶれが活動しはじめたタイミングとほぼ一致する、か。ふーむふむふむ」

　奈良山の言葉の先を奪い、経島先輩は興味深げに考え込んだ。そのやりとりを横目で眺めていた鱗さんは「難しい話だねえ」と一声笑うと、僕やイタチさんへ向き直った。

「最初に出やがった先触って、豊ゆたかとか美み生うを扇動してたカラスっしょ？　おーいフィル。あんたの好きな美生先輩がいよいよ登場よー。ほれ、道具の手入れは後にしてこっち来な」

「そんな理由で呼ぶなよ！　だいたい、そのへんの事情は美生さん──じゃなかった！　み、美生先輩から聞いて知ってるし……」

　筆をごしごし洗いつつ、赤い顔で答えるフィル。その声を聞き、僕らは顔を見合わせた。

「慌てて言い直しましたが、今、『美生さん』って呼びましたね。私の耳は確かです」

「良りよう子この言うとおり！　しかしあの狼おおかみ男おとこ、いつの間に美生とそんな仲に！　居い候そうろうのアタシの目をごまかすとは、さすが教会の息子ぞな。ねえ、元もと旦だん那な」

「教会は関係ないと思いますけど鱗さん」

「そんなことはどーでもいいっスよ！　そーかそーか、ついに一年生ズにも春風が吹きはじめたわけっスか。伊達だてセンパイ、友人から見た最近の美み生うセンパイはどうっス？　うきうきしてたり挙動不審だったりすっぱいものを欲してたりしないっスか！」

「えっ？　美生は全然いつもどおりだけど……。たぶん、単に『先輩』って呼ばれるのが恥ずかしくなったから、さん付けで呼んでほしいって言っただけなんじゃないかな。ほら、美生って、目上扱いされるの苦手だから」

　いきなり盛り上がったハルカに向かって、イタチさんはやんわり苦笑した。まあ、そんなところだろうなあ。美生さんの優しい笑顔を回想しながら納得していると、鱗りんさんが「それはそうと」と机の上のノートパソコンに手を伸ばした。時系列順に並んだファイルを慣れた手つきでスクロールさせながら、いつも元気な蛇へび女によう房ぼうさんは、シャッと笑って振り向いた。

「祭りまではもうちょいあるしさ、豊ゆたかと美生の一件が片付いた後の事件の話でも聞かせてよ。三学期の終わり頃ごろのやつ」
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　ばらばらばらばらばらばら。

　昨日きのうからずうっと降り続いている雨が、飽きることなくビニール傘を叩たたいている。

「……天気予報では夕方には上がるって言ってたのになあ。洗濯物が乾きゃしない」

　黒い空へと目を向け、溜ため息いきを落とす。と、隣を歩いていたセーラー服の少女が「ほんとだよね」とうなずいた。栗色の髪をなびかせた妖よう怪かい少女、イタチさんの横顔と大きな瞳ひとみは、雨の夜の傘の下であっても──いや、周りが暗いからこそなお、際きわ立だつように美しかった。

　やっぱ綺き麗れいな人だよな。いつものように感かん慨がいを嚙かみしめると、僕は、暗がりに包まれた校門へと目を向けた。チカチカと点滅する街灯の下、Ｔシャツの上にジャージを羽は織おった小柄な人ひと影かげが、黒い傘を手に佇たたずんでいる。

「お待たせしました、先輩」

　手を振る代わりに傘を持ち上げて挨あい拶さつ。と、ジャージに眼鏡めがねの人物はようやく僕らに気づいたようで、空いている手を親しげに振った。

「お待たされました、白しろの字じ──って、イタチちゃんも来たんだ。部活も終わって帰ったばっかりなのに、遅くから呼びだしてごめんね」

　申し訳なさそうに苦にが笑わらいし、経ふみ島しま先輩が頭を下げる。傘の下、左右で二つに結ゆわえた長い髪がふわりと揺れた。しかし、いきなり謝あやまるなんてこの人らしくないな。そんな失礼なことに感心しつつ、僕は「呼び出しには慣れましたけど」と肩をすくめた。

「しかし先輩、なんで非通知で掛けてきたんです？　最初は誰だれかと思いましたよ」

「それはちょっと事情がね。びっくりした？」

「……要するに驚かせたかったんですね」

　ほんとにもうこの人は。呆あきれかえる僕を見て、水色の傘を手にしたイタチさんはくすっと微笑ほほえむと、経島先輩へとまっすぐな視線を向けた。

「それで御み崎さき、何かあったの？」

「事件が起こったわけじゃないわよ。ただ、今夜中に確かめておきたいことがあったもんで、白の字にお出いで願ったわけ。すまんね」

　全く労ねぎらっていない口調でそう言うと、先輩はへへへと頭を搔かいた。なんだか指の動きがぎこちなく見えるのは気のせいだろうか？

「しかしイタチちゃんも一緒に来るとは思わなかったにゃー。白の字だけで良かったのに」

「ちょうど真しん一いちと一緒だったから、どうしたのかなって思ってね。ね、真一？」

「うん。部活の後、イタチさんの夕飯の買い物に付き合って、マンションまで送ったところで先輩から電話掛かってきたんですよ」

「ほほー。こんな時間まで二人で一緒だったんだ？　非常識というか不ふ謹きん慎しんというか」

「いやいや先輩。今日きようはもともと学校出るのも遅かったんですから。普通に帰っても、これくらいの時間になりますよ」

　嫌いやらしくニヤつく小さな人を、僕はじろりと見返した。だいたい、「こんな時間」に人を呼びつけたのはあんたでしょうが。非常識なのはどっちですかね？　そんな思いを籠こめて先輩を睨にらんでいると、イタチさんが苦笑混じりでフォローしてくれた。

「今日きよう出た妖よう怪かい、強かったからね。退治するのに、けっこう時間掛かっちゃったから……。『おはちすえ』だっけ？」

「確かそんな名前だったような。あ、そうだ先輩。結局詳しい説明聞けなかったけど、あの毛むくじゃら、どういう妖怪だったんです？」

「なんで今それを説明せにゃならんのよ。知りたかったら自分で調べなさい」

　ついさっき戦ったばかりの、錆さびた刀を振り回す獣じゆう人じんの姿を思いだして尋ねれば、なぜか怒られてしまった。腑ふに落ちないものを感じつつ、すみませんと頭を下げる。その仕草がおかしかったのか、イタチさんがくすりと笑った。

「それに、オハチスエやっつけてからもすぐ帰れなかったもんね。帰ろうとしたら、服ふく飾しよく研けん究きゆう会かいの部長さんがマネキン持ってきて」

「あーそうそう。あれが予想外に時間を食った。あと場所も食った」

　強引に持ち込まれた「あれ」を思いだし、僕はしみじみうなずいた。

　──生徒会の稲いな葉ば先生に紹介されたんだけど、こいつらを預かってくれないか？　そんなフランクかつ唐突な一声とともに、服飾研究会の部長が美術室にやってきたのは、今日の午後七時のことだった。なんでも、部室の模様替えをする間、備品を他ほかのクラブに預かってもらっているらしい。で、部員が少ないくせに美術室と美術準備室を占有している美術部なら、マネキンくらいは保管できるのではないか、とのこと。

　稲葉先生は面倒を僕らに押しつけすぎだとは思ったが──そもそも美術室も準備室も美術部のものではないですからね──準備室にある我が部専用の大型ロッカーには余裕があったし、困った時はお互い様だ。というわけで、卵形の顔に尖とがった鼻、球体関節もクールな大人おとなサイズの可動マネキン君の一体は、美術部管理のロッカーへと収納されたのであった。

　なお、残る一体のマネキンについては、格納できなかったのでお断りしました。明日からまた宿を探すとかで、今夜だけは美術室に放置されているはずです。

「と、そんな理由で帰るのが遅くなったのであって、不ふ謹きん慎しんな事はしてませんからね。だいたい、そのへんの事情は先輩も知ってるくせに」

　人形って妖怪化しやすいのよねー、って脅おどしてたのはどこの誰だれですか。そう言い足してやれば、先輩は悪びれることなくニヤニヤ笑っていたが、唐突に「うし。そんじゃ行きますか」と校舎へ向かって歩きだした。

「御み崎さき？　行くって、学校に入るってこと？　この時間だと、もう閉まってるよ？」

　後を追いつつ、自然な疑問を口にするイタチさん。と、先輩は立ち止まることなく肩越しに振り返り、「大丈夫よ」と笑った。

「なにしろ正面玄関の鍵かぎは内側から開け──っと、そんなことより。部長、美術部ロッカーの鍵持ってる？」

「ロッカーの鍵？　持ってますけど」

　傘を畳たたみはじめた先輩の前で、僕はプラスチックのプレートの付いた鍵をカバンから引っ張りだして示してみせた。こいつは部長が管理することになってるから、僕が持ってるのは当然なのだが、しかし。

「これがどうしたんですか？　つーか先輩、ほんとになんの用で」

「質問は後で聞くー！」

　元気な声で僕の言葉をばっさり遮さえぎり、先輩は玄関のガラス戸を押し開けた。緑色の非常口の表示や防災ベルの赤いランプだけがぼんやり浮かぶ真っ暗な廊下へ、ジャージの背中がずんずん進む。僕とイタチさんは慌てて靴を脱いで追いかけながら、怪け訝げんに顔を見合わせた。

　まあ、経ふみ島しま先輩がマイペースかつ傍ぼう若じやく無ぶ人じんなのは今日きように始まったことじゃないけども……この妙な違和感はなんだろう？　むう、と首を捻ひねっていると、ポケットの中で携帯が震えた。父とうさんからかな？　ロッカーの鍵を指に掛けたまま、携帯を取りだして液晶画面を見つめれば、そこに表示されていた名前は──。

「……え？」

　ちょっと待て。思わず一瞬呼吸が止まる。「誰だれから？」と尋ねるイタチさんに答える間もなく、僕は通話ボタンを押した。電話を顔に添わせ、神妙な声で話しかければ、

「はいもしもし、白しら塚つかですが……？」

「おばんでーす。どした、声が暗いわよ？」

　耳に届いたのは、カラッと明るい声だった。さあ、これはいったいどういうことだ？

「もしもし、聞いてる？　あのさ、服研の持ってきたマネキンね、やっぱ要注意だと思うのよ。今夜はイタチちゃんが退治したオハチスエの妖よう気きが校舎に残ってるし、季節の変わり目の長雨は陰気を助長する。今ってモノが化けるには最適なコンディションなのね。加えて、ただでさえ人形って妖怪化しやすいからさ、マネキンが化けるんじゃないかなって。準備室のロッカーに入ってるのはともかく、放置されたのが動きだす可能性があるわけよ。明日の朝一番に、移動してないか確認したほうがいいわよ」

　電話の向こうから響く、年の割には幼い声。口調も話の内容もいつもと変わりはなかったが、だからこそ、僕は相あい槌づちを打つことすらできなかった。この無む駄だな知識と一方的な話しぶりは、もう間違いなくあの人だ。ってことは……？

「おいこら。白しろの字じ、聞いてる？　あ、そうそう、人形の怪かい異いって、基本、そのモデルの特性に合わせた姿と行動を取るのよね。武者人形は侍さむらいらしく、日本人形は女の子っぽく。となると、『誰でもない』ことが目的のマネキンが化けた場合、どうなるかは未知数なんだけど──」

「……真しん一いち、どうしたの？」

　電話片手に絶句した僕が気になったのか、イタチさんがきょとんと首を傾かしげる。一方、先を歩いていた経ふみ島しま先輩は、後輩が付いてこないことに気づき、足を止めて振り返った。

「おーい。何やってんの白しろの字じ」

　暗くら闇やみの中、緑と赤のぼんやりした光を浴びながら、呆あきれたように肩をすくめる先輩の姿。

　見慣れた容姿ではあるけれど、よく見れば動きの端はし々ばしが──まるで、初めて舞台に立った役者のように──どうにもこうにもぎこちない。ぞくり、と震えながら「後で掛けます」と携帯を切れば、Ｔシャツにジャージを羽は織おった少女は気さくに歩み寄ってきた。

「何よ、その青い顔。電話、誰だれからだったの？」

「先輩からでした、先輩」

　息を吞のみつつ、どうにかそれだけを口にする。

　と、その言葉を発した瞬間、イタチさんはハッと口を押さえ、そして目の前に迫っていた「先輩」はぴたりと静止した。眼鏡めがね越しの大きな瞳ひとみが、訝いぶかるように僕を見据える。

「はあ？　し、白の字？　あんたね、何をわけのわかんないことを」

「──やっぱり。あなた、御み崎さきじゃないよね」

　あからさまにぎこちない声に、イタチさんの張りつめた声が割り込んだ。僕を指さす「先輩」の手首を、セーラー服から伸びた手がしっかり摑つかんでいる。

「最初からどこか変だとは思ってたけど……。誰？　どうして御崎のふりしてるの？」

　再び問いかける冷静な声。だが「先輩」はその問いに答えることなく、摑まれた腕を、ぐりん、と回転させた。人間では──いや、どんな動物でもあり得ない角度での回転が、イタチさんの手を捻ひねり上あげる。そして妖よう怪かい少女が思わず手を離した瞬間、「先輩」は勢いよく廊下を蹴けって軽やかに跳ね、防災ベルの前に着地した。原色そのままの真っ赤なランプが真横から照らす中、無む造ぞう作さにこちらを向いたその顔は──。

「げっ！　のっぺらぼう！」

「ほんとだ……あ、ううん、違うよ真しん一いち！」

　驚いた僕の言葉を、イタチさんはすかさず否定した。どういうこと、と尋ねる間もなく、妖怪少女は眼前の「それ」を見据えて言い放つ。

「あの顔！　ほら、今日きようのマネキンだよ！」

「まねきん……？　ああ、ほんとだ！」

　言われてようやく納得する僕。卵形の頭に鼻び梁りようだけを備えたあの顔は、確かに数時間前に見た人形のものだ。もっとも、体つきや服装は経島先輩のままなので、気味悪いことこの上ないが……などと思う間もなく、つるんとした顔に目鼻が浮かんで髪が伸びる。続いて、どういう仕組みか眼鏡までもがフッと浮かび、見慣れた顔が再び現出した。

「よし、再び偽装完了、と。いやいやはっはっは、まさかこんな簡単にバレるとはねー。ついびっくりして素すが出ちゃったわ。うーむ、完かん璧ぺきに化けたはずだったんだけどにゃー」

　悪びれることなく、腕を組んで溜ため息いきを吐つくジャージの少女。おどけるような仕草や口ぶりは確かに経ふみ島しま先輩のものだったが、正体を知ってしまった今となってはいつもどおりに接することなんかできっこない。口ごもってしまった僕の隣で、イタチさんは一歩前に進み出た。

「……さっきの答、まだ聞いてないよ。あなた、どうして御み崎さきに化けてるの？　真しん一いちを呼びだしたのは、なんのため？」

「わお、目が怖いなあイタチちゃん。可愛かわいい顔してんだから笑わないと損よ？」

　茶化すような明るい声が、凜りんとした詰きつ問もんに割り込んだ。先輩──いや、マネキン妖よう怪かいは、眼鏡めがね越しの瞳ひとみを僕らへ向けて微笑ほほえむと、慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに一礼した。

「初めまして、と言うべきかしら。妖気に触れて自我に目覚めたしがない妖怪、『活いき人にん形ぎよう』でございます。以後、お見知りおきを」

「あ、こちらこそ初めまして──って、そんなことより！　お前、何が目的で」

「美術準備室のロッカーの鍵かぎを寄よ越こしなさい」

　僕の言葉を断ち切るように、マネキンが冷たい声を発した。カクカクと奇妙に関節を揺らしながら、細い右手が僕に向かって突きつけられる。

「私が自我に目覚めた以上、もう一体の──いいえ、もう一人のマネキンにも魂たましいが宿やどってるはず。解放してあげないとね」

「……やっぱり、それが狙ねらいか」

　ずっと手にしたままだった小さな鍵を、僕はぎゅっと握りしめた。もっとも、それは予想の範はん囲い内ない。むしろ、気になるのは──。

「……で？　仲間を解放したら、その後はどうするつもりだよ」

　真っ暗な廊下をじりじりと後ずさりしながら、押し殺した声で尋ねる。斜め前に立つイタチさんの背中に、ぴくりと緊きん張ちよう感が走る。と、マネキンは呆あきれたように肩をすくめた。

「説明する道理はないわ。ガタガタ言わずにおとなしく鍵を渡せばそれでいいの」

「えと……それはつまり、鍵さえ渡せば、あたしたちはもう帰っていいってこと、かな？」

　イタチさんがおずおずと口を挟む。と、それを聞いたニセ先輩は「へっ」と鼻で笑った。

「馬ば鹿か仰おつしやい。私の存在を知った連中を生かしておくわけなんかないでしょーが。もちろん消えてもらうわよ？」

「そ、そうなの……？」

「なんだよそれ！　理不尽すぎるぞ！」

「黙だまらっしゃい！」

　押しの強い一声が、僕らの言葉を遮さえぎった。つい黙ってしまった僕とイタチさんを前に、ニセ先輩はゴキリと体を軋きしませる。

「ぐだぐだぐだぐだ、いつまで喋しやべってんのよ。もっとも、話し合いで決着付くとはハナから思ってなかったけどね。とゆーわけで、かくなる上は」

　防災ベルの赤いランプに照らされた幼い横顔に、ぞっとするほど冷れい徹てつな色が浮かんだ。常に明るい経ふみ島しま先輩とは思えない表情に──いや、別人なんだけど──僕らが怯おびえたその瞬間、

「──力ちから尽ずくで頂きましょうか！」

　マネキンは跳ねるように走りだした。小さな指をゴキゴキと鳴らしつつ、ジャージを羽は織おった小柄な体が猛スピードで僕へと迫る。

「ああもう！　畜ちく生しよう、結局こういう展開か！」

「来るよ！　真しん一いち、下がって！」

「あ、うん！　ほんと、いつもごめんイタ──うひゃあっ！」

　立ちはだかってくれたイタチさんに感謝しながら後退した僕は、足を滑すべらせて盛大にひっくりかえった。くそ、相変わらず無ぶ様ざまだな！　自分で自分に呆あきれつつ、慌てて鍵かぎを摑つかんで起き上がる。と、目の前では、摑みかかってきたニセ先輩の腕を取ったイタチさんが、ジャージを羽織った小柄な体を廊下に組み伏せていた。

「やったっ！　さすがイタチさん！」

　ぐっと拳こぶしを握って喜ぶ僕。だが、押さえつけられたマネキンは悔しがることも怒ることもせず、「ほー、やるじゃん」とクールに笑う。

「さすがは天下の化けイタチってとこかしら。化け猫混じりの剣術使いに打ち勝った実績は伊達だてじゃないってことね。……で？　これからどーすんの？」

　劣勢とは思えないのんびりした口調での問いかけ。それを耳にしたとたん、イタチさんの体がぴくりと震えた。その反応が予想どおりだったのだろう、人形は嬉うれしげに先を続ける。

「鼬てん火かで焼く？　鎌かま鼬いたちで切る？　あるいは白しろの字じとの合体攻こう撃げきでざくざくと──って、スケブがないからそれは無理か。いや、そもそもオハチスエ戦でけっこー暴あばれたからね、ほとんど妖よう力りよく残ってないんじゃないの？　でしょ？」

「そ、そんなことは……」

「言いい淀よどむってことは図星ね。残ったパワーじゃ、せいぜい炎が数発ってとこかしら。もっとも、他人へのなりすまししか能がない活いき人にん形ぎようなんか、それで充分な気もするけどね」

　そこでいったん言葉を句切ると、押さえつけられたままのニセ先輩は「にしてもさあイタチちゃん」とゆっくり首を振ってみせた。

「私相手に本気で攻撃するなんて、ちょっと酷ひどくないかしら？」

　その一言が決定打だった。がっしりと人形を押さえ込んでいたはずの手がふっと緩ゆるみ、同時に、戸惑うような声が漏もれる。

「え。そ、それは……でも！」

「違う！　引っかかっちゃ駄だ目めだイタチさん！　そいつは先輩なんかじゃなくて」

「黙だまりなさい白の字！　そんでもって──やっぱり優しいわねイタチちゃん！」

　僕が慌てて叫んだ時には遅かった。底抜けの笑い声とともに、ニセ先輩の首がぐりん、と百八十度回転する。背中を向けている相手からまっすぐ見上げられ、イタチさんが「ひっ」と短い悲鳴をあげた。その気持ちはよくわかる！

「イタチちゃんのそういうスキだらけのところがね、今の私は大好きよ！」

　勝ち誇るような叫びとともに、ニセ先輩の下半身が逆エビ状に持ち上がった。関節の方向を完全に無視して折れ曲がった二本の足は、まるで巨大なハサミのようにイタチさんの胴体に組みついたかと思うと、

「いつまで乗っかってんの！」

「え？　──ひゃあっ！」

　いとも簡単に、イタチさんを投げ飛ばしていた。虚きよを突かれたのか、妖よう怪かい少女の細身の体たい軀くが宙に舞い、廊下の奥の暗がりに消える。

「しまった！　イタチさ──」

「おーっと。どこ行く気？」

　イタチさんに駆かけ寄よろうとした僕だったが、その前に小柄な影かげが立ちはだかった。先輩そっくりの顔とジャージを羽は織おった背中とが、揃そろってこちらを向いているという異様な光景に、胸と背中がぞくりと冷える。

「げっ！　怖っ！」

　立ち止まった僕を見据え、首だけを百八十度後ろに回したままのニセ先輩が、廊下を蹴けって走りだす。首から下を後ろに向けてるのかもしれないけど、正直言ってどっちでもいい。

「さあ！　ロッカーの鍵かぎを寄よ越こしなさい！」

「う、うわあっ！　来るな！」

　首から上だけがぐりんと捻ねじれた知り合いが、ほとんど真っ暗な廊下を全速力で走り寄ってくるというこの恐怖に、僕は反射的に逃げだしていた。いつの間にか暗くら闇やみに慣れつつあった目を頼りに、暗い廊下を全力で走る。その後ろからはぺたぺたと軽い足音が響き、それに続いて「待てえー」と聞き慣れた声が飛んできた。怖い！　これは怖いぞ！

「待てってのに！　なぜ逃げるのか白しろの字じ！」

「いやいやいや逃げるだろ普通！」




　　　　＊＊＊




「……ふへー、やれやれ」

　止やむ気配のない雨が窓を叩たたく音を聞きつつ、僕は真っ暗な一階廊下でたった一人、壁かべにもたれかかっていた。イタチさんが隣にいないと、こんなに不安になるんだな。自分で自分に呆あきれつつ、僕は再び溜ため息いきを吐ついた。

　ニセ経ふみ島しま先輩との鬼おにごっこ開始から約半時間。教室と廊下を縦じゆう横おう無む尽じんに逃げ回った結果、とりあえず、あの物ぶつ騒そうな鬼おにからはどうやら逃げ切れた……らしい。「らしい」ってのもおかしな話だけど、ついさっき体力の限界が来て立ち止まるまで、後ろを振り返る余裕なんか全くなかったんだから仕方ない。

「そう言えば、途中からニセ先輩の声が聞こえなかったような？　……あ。もしかして、イタチさんのほうに行ったんじゃないだろうな」

　口に出したとたん、いきなり心配になってきた。湧わき上あがる不安を押し殺しつつ、僕は校舎の徘はい徊かいを再開した。そりゃまあ、僕らを殺す気まんまんのマネキンがうろついている校舎なんて、今すぐ逃げだしたいとは思うけど。

「一人で逃げるわけにもいかないもんなあ」

　せめてイタチさんだけは──そしてあわよくば僕も──無事に帰れますように。ムシのいい願いを心の中でつぶやきつつ、暗い廊下をそうっと歩いていく。そして、廊下の突き当たりが近づき、二階に通じる階段が見えてきた頃ころだ。

　ふと、階段の上から聞き慣れた声が届いた。

「無事だったんだね、真しん一いち。良かった」

　温かな微笑ほほえみが目に浮かぶような優しい声に、僕の胸に安あん堵どが満ちる。僕は思わず「イタチさんも！」と言葉を返そうとしたのだが──そこに、もう一つの声が割り込んだ。

「イタチさんこそ。もしもイタチさんに何かあったら、僕は生きていられないよ」

「も、もう……」

　恥ずかしげもなくきっぱり言い切る男の声に、照れた少女の声が答える。立ち止まって見上げた先、非常灯の明かりがぼんやり照らした踊り場では、一組の男女が寄り添っていた。

「早く学校を出ようよ、真一。マネキンに見つかる前に逃げないと。あたしの力もそんなに残ってないし、すごく戦いづらい相手だから」

「ああ、そうだねイタチさん。一緒に行こう。──今夜だけじゃなくて、ずっとこれからも」

「え？　それって、どういう……？　それに、真一、なんだか雰囲気が……」

「イタチさんの前だからだよ。大好きだ」

「ひゃわっ！」

　唐突に、学生服の少年がいきなりセーラー服の少女を抱きしめた。なんかもう見てるだけでむず痒がゆくなるようなやりとりだけど……まあ、僕の場合、いつものことでもあるからなー。ほんと、我ながら困った男です。自制しろ僕。

「ってちょっと待ったあ！　僕はここにいるだろうが！　何をしみじみ見てるんだ！」

　自分で自分にツッコミを入れつつ、慌てて階段を駆かけ上あがる。と、ようやく僕の存在に気づいたのだろう、階上の二つの人ひと影かげがハッとこちらを見下ろした。

「え、うそ！　そっちにも真一？」

「お前……僕？　そうか、マネキンの化けた偽にせ者ものか！　騙だまされちゃ駄だ目めだイタチさん！」

　イタチさんが口を押さえて息を吞のみ、その隣では「僕」がまっすぐ僕を見据えて立っている。セーラー服に包まれた肩を強引に抱き寄せられ、イタチさんが、「え」と小さな声をあげて戸惑った。それを見た瞬間、僕は声を荒げながら手を伸ばしていた。

「イタチさんから離れろ、偽にせ者もの！」

「それはこっちのセリフだ！」

　マネキンの手をイタチさんから振り払おうとしたのだが、さすがに相手のほうが力が強い。走り疲れていたこともあって、全力を籠こめたはずの右手は簡単に振り払われる。僕は無ぶ様ざまに壁かべにぶつかり、そのまま床に倒れ込んだ。

「あ痛──くそっ！」

　背中を強く打ったが、痛みなんかどうでもいい。階段から転げなかっただけでも上出来だ！　舌打ちとともに跳ね起きれば、イタチさんを庇かばうように立つ偽者の姿が目に入った。

「人形のくせにしつこいな！　仕方ない、ここは任せてよイタチさん、こいつは僕が──」

「真しん一いち！　大丈夫？」

　偽者の自信たっぷりなセリフに、唐突にイタチさんの声が割り込んだ。絶句する偽者を突き飛ばし、セーラー服姿の妖よう怪かい少女が僕の傍そばへと走り寄ってくる。驚く僕の手をぎゅっと握り、イタチさんは「ごめんね！」と頭を下げた。

「え？　いや、別に謝あやまらなくても。……と言うか、僕が本物だって信じてくれたの？」

　ぽかんと見つめたまま尋ねれば、目の前の妖怪少女はこくりと首を縦に振った。ああ、と感動するのと同時に、偽者の叫びが階段に響く。

「どうしちゃったんだよイタチさん！　本物はさっきから一緒にいた僕で、そいつは──」

「もう引っかからないよ！」

　しっかりした声が、マネキンの訴えを断ち切った。押おし黙だまってしまった偽者を見据えると、イタチさんは僕の隣にまっすぐ立ち、きっぱりと口を開いた。

「真一は──あたしの知ってる真一はね！　『ここは任せて』なんて言わない！」

「「……へ？」」

　拍子抜けしたような声が見事に重なった。

「困ったことがあると、とりあえず『どうしようどうしよう』っておろおろするのが真一なんだよ！　そんなに頼れて格好いい真一は──真一じゃない！　絶対に！」

　ぐっと拳こぶしを握って言い放つイタチさんである。

　……そうか、そういう根拠で見分けたのか。いや確かにそれはそのとおりなんだけど、ここで「ははははは、僕の頼りなさを知らなかったな！」と勝ち誇るのもどうかと思う。うーむと悩む僕をさておき、偽者は一瞬押し黙ったが、すぐにその顔を醜みにくく歪ゆがめてギリッと歯を嚙かみしめた。どうやらようやく観念したらしい。

「抱き寄せて括くびってやろうと思ったが、焦あせりすぎたか……！　まさか『僕』がそこまで情けない男だったとはね！　お前、それでいいと思ってるのか！」

「ほっとけ！　気にはしてるんだから！」

　なんでマネキンにそんなことを言われなくちゃならんのだ。悔しげにこちらを睨にらむ偽にせ者ものに、僕は泣きの入った声で反論し、そして勢い任せに床を蹴けった。

「でもなあ……その姿に化けてくれてありがとう！」

「なに？　どういう──」

「自分相手なら、遠慮せずにすむんだよ！」

　不意を突かれて驚く人形の体をめがけ、全力の蹴りを叩たたき込こむ。人並み以上の腕力の持ち主でも、バランスが崩れたら倒れるのは言うまでもない。僕に化けたマネキンは、ぐほっ、と重たい息を漏もらすと、暗い階下へと転がった。

「よっしゃあ、ざまあみろ偽の僕！　今のうちだ、逃げようイタチさん！」

　きょとんと立ちつくすイタチさんの手を、ぎゅっと握って引き寄せる。温かく柔らかい感触が、僕の胸に喜びと勇気を呼び起こしてくれた。ああ、と思わず感動した僕を見つめ、イタチさんはきょとんと目を丸くした。

「え？　あ……うん！　だけど真しん一いち」

「だけども何もないよ！　ほら早く、マネキンがひっくりかえってるうちに！」

「わー、ちょ、ちょっと待って！」
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「……あのね真一。確かに、真一の偽者からうまく逃げたのは良かったよ」

　ざあざあと雨の音だけが響く二年生の教室にて、イタチさんは静かに口を開いた。教室後方のドアの内側で、僕は目の前で片かた膝ひざを突いた少女の言葉に黙だまって耳を傾かたむける。廊下側の窓から差し込む非常灯の光くらいしか光源はなかったけど、かなり目が暗くら闇やみに慣れてきたようで、咎とがめるような視線が僕へと向けられていることはよーくわかった。そりゃ、誰だれでも怒るよなあ。中腰のまましょぼんとうなだれる僕に向かって、イタチさんは溜ため息いきを吐ついた。

「真一、どうしてまっすぐ上に向かったの？　あそこで、人形の横をすり抜けて玄関に向かってたら、今いま頃ごろ外に逃げられてたのに……」

「そうなんだよねー」

　まるで他人ひと事ごとのような溜息が出た。

「さっきは、イタチさん連れてこの場から逃げないと、って、それしか考えてなくて。ほんと、もうちょっと考えて行動してれば……」

　かくんと肩を落として再びの溜息。わざわざ建物の上階に向かうなんて、我ながら呆あきれるしかない馬ば鹿かっぷりだ。さあ追い詰めてくださいと言ってるようなもんである。今のところ、マネキンが近づいてきた気配はないけど、発見されるのも時間の問題だろう。しかも、いつの間にか携帯を落としていたので、助けすら呼べないというオマケ付き。マネキンご執しゆう心しんのロッカーの鍵かぎはしっかり持っていたのが救いと言えば救いだけど……。

「なんか、ほんとごめん、イタチさん」

　鍵をぐっと握りしめると、僕は深々と頭を下げた。堅い床を見つめつつ、そのままお説教の続きを待っていると──ふいに、拍子抜けしたような笑い声が耳に届いた。

「ふう。……もういいよ、真しん一いち」

「へっ？」

　不意を突くような優しい声に、反射的に顔を上げる。そこには、穏おだやかな視線で僕を見つめるイタチさんの顔があった。きょとんとしたまま「もういいの？」と目で尋ねれば、妖よう怪かい少女はこくりと首を縦に振る。

「落ち込んでも仕方ないよ。それより、これからどうするか考えないと」

「あ、それはそうだけど……怒ってないの？」

　おどおどしながら小声で質問。と、それを聞いたイタチさんは、「ちょっと呆あきれはしたけどね」と苦笑した。

「でも、真一が助けてくれたことは間違いないんだから、怒ったりなんかできないよ。あたしだって、真一の偽にせ者ものに騙だまされかけてたんだから……おあいこだよね」

「イタチさん……！」

「まだロッカーの鍵は持ってるんだから、マネキンは一人だけだよね？　だったら、見つからないように逃げることもできるはずだよ」

　そう言うと、イタチさんは僕を勇気づけるようにぐっと拳こぶしを握り、「だから頑張ろう」と微笑ほほえんだ。あたりはほとんど真っ暗だってのに、間近で見る優しげな笑みはやっぱりどうしようもなく魅力的で、僕は呼吸を止めて見入った。しかも、この状況でも他人を気き遣づかい、励ますという優しさが、僕の胸をばんばんと打つ。

　ああ。やっぱり僕はこの人が好きだ。それを再確認するのと同時に、

「ありがとう──イタチさん！」

　僕の両腕が自然に伸びていた。え、と驚くイタチさんの体をぐいっと抱き寄せ、丸い肩に回した腕に力を籠こめれば、セーラー服越しにどくんと震える胸の鼓こ動どうが伝わってきた。

「ちょっ？　し、ししし、真一っ？」

「ありがとう、そんでもって大好きだイタチさん！　安心してよ、僕は絶対に──いや、僕が絶対に！　無事に逃がしてみせるから！」

　腕の中に柔らかい感触と心地ここちよい温ぬくもりとを感じつつ、僕はきっぱりはっきり言い切った。それを聞いたイタチさんは一瞬びくんと縮こまると、小さな声をぼそりと漏もらした。

「や、やっぱり本物の真一の『ぎゅっ』はぜんぜん違う……って、こんなことしてる場合じゃないよ！　早く逃げないと、見つかっちゃう……！」

「誰だれに何を見つかると言うのですか」

　狼ろう狽ばいするイタチさんの声に、おそろしく冷え切った声がいきなり割り込んだ。同時に、真っ暗だった教室の蛍光灯が一いつ斉せいに点灯する。

「ひゃっ！」

「うわっ！　眩まぶしい！」

　久々に見るまともな光に、僕らは思わず目を押さえた。瞬まばたきを繰くり返かえした後、声に引かれて顔を上げれば、教室前方のドアの前に佇たたずんでいたのは、

「うそ。──キツネ？」

「他ほかの誰に見えると言うのです」

　電灯のスイッチに手を掛けたまま、呆あきれた視線を僕らに向ける、紅あかいスーツの女性だった。

　すらりと背の高いモデル体形、結ゆい上あげた金髪、そして人を見下しきった視線と口調。間違いない、九きゆう尾びの狐きつねの化け身しんにして生徒会顧こ問もん、稲いな葉ば先生だ。

「なんだ、驚かせないでくださいよ」

　ちょっと性格に難ありとは言え、頼れる人なのは間違いない。ほっと一息吐つきつつ立ち上がった僕は、先生へと歩み寄ろうとしたが、素早く伸びたイタチさんの手がそれを制した。

「待って真しん一いち！　こんな時間に学校に残ってるなんて、おかしいよ！　もしかしたら……」

「あ。そうか──こいつも偽にせ者ものか！」

　警けい戒かい心しんに満ちた声に耳を突かれ、僕は思わず身をこわばらせた。見慣れた顔につい安心してしまったが、その可能性は充分にある。ずっと握りしめていたロッカーの鍵かぎに注意を払いながら後ずさりすれば、稲葉先生は整った顔を不可解そうにしかめた。

「そこのイタチが何を言ってるのか、さっぱりわかりませんが。私は残業を終えて、帰る前に見回りをしていただけですわよ」

「……ほんとですか？」

「噓うそを吐いてどうするのですか。だいたい、『こんな時間』も何も、社会人的には夜の九時は宵よいの口くちです」

「なるほど。そう言われればそんな気も」

「ちょっと真一！　あっさり信じすぎだよ！　いっつもキツネに甘いんだから……！」

　思わずうなずいてしまった僕を、イタチさんが摑つかんで激しく揺さぶった。がくがく揺すられながら「そうは言うけど稲葉先生は」と反論していると、先生はふと腕を組み、冷たい視線を僕らへ向けた。

「むしろ私としては、あなたたちが何をしていたのかが気になりますが」

「「え？」」

　なんのこっちゃ。声を揃そろえて首を傾かしげた僕らの前で、先生はやれやれと頭を振った。

「確かに、あなた方が何に励もうが知ったことではありません。ですが、よりにもよって、夜の学校で事に及ばなくてもいいでしょうに。内容によっては職員会議の議題ですわよ」

　重たい溜ため息いきを吐つきながら、先生はゆっくりと僕らへ歩み寄ってくる。僕はイタチさんと顔を見合わせると、頭を搔かきながら口を開いた。

「……えーとですね。先生、何か勘違いしてると思うんですが」

「真っ暗な教室でしっかり抱き合っていたではないですか」

「あ、あれはたまたま！　よくあることです！」

　そう説明すると、僕は「だよね」とイタチさんに同意を求めた。だが隣に立つ妖よう怪かい少女は、それにうなずくこともなく、稲葉先生を見据えたままゆっくりと問いかけた。

「キツネ。あなたの本当の名前ってなんだっけ」

「はあ？」

「答えて。あなたの本性は？」

「……しつこいですわね」

　昨日きのう今日きようの付き合いでもあるまいに、何を今さら聞いてやがるのか。先生はそう言いたげに眉まゆをひそめたが、僕はハッと感づいた。どうやらイタチさん、本人しか知らない事実を確認することで、この人が本物かどうか確かめてるらしい。なるほどなーと感心していると、先生はイタチさんの真剣な態度に根負けしたのか、肩をすくめて口を開いた。

「──傾けい城せいの大妖怪、金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねです。はい、これで良いですか？」

「ううん、まだ……！　それじゃ、ええと……此し岸がんに顕けん現げんしてる目的は？」

「社会秩序の破は壊かい」

「好きな言葉は？」

「堕だ落らく、混こん沌とん、失しつ墜つい」

「嫌きらいな妖怪は」

「イタチと白はく澤たく。まだ続ける気ですか？」

　次々と質問を浴びせるイタチさんに対し、先生は呆あきれながらも律儀に答を返していく。その回答を聞く限りでは（教師としての資質はともかくとして）本物に間違いなさそうだ。ほっと胸を撫なで下おろした僕だったが、イタチさんは気を抜くことなく先生を見返し、「これが最後だから」と声を発した。

「あなたの体重と……えーと、そう！　す、『すりーさいず』は？」

「はい？」

　稲葉先生の眉が、不愉快そうにぴくりと震えた。そりゃそうだ、面と向かって聞くことじゃない。と言うか、それを聞いたところで。

「あの……イタチさん？」

「黙だまって、真しん一いち。それじゃキツネ、今日の朝ご飯は何を食べた？　住んでるマンションの部屋の番号は？　その服、どこで買ったの？　此し岸がんに顕けん現げんしたのはいつ？」

　僕をばっさり黙だまらせ、イタチさんは眼前の先生へと矢や継つぎ早ばやに質問を浴びせていく。いやいや、だからイタチさん、こっちが正解を知らないことばっかり尋ねても、意味がないと思うんだけど。二人の顔を見比べながら、僕が思わず溜ため息いきを吐ついた、その時だ。

「くっ、そこに気づきましたか……！　わかりました、もう茶番は終わりです！」

　先生の形相がガラリと一変したかと思うと、

「──真しん一いち！　下がって！」

　イタチさんの手がぐいっと僕を押おし退のけた。

「へ、どういうこと？　やっぱ偽にせ者もの？」

「おのれ、ばれてしまえば仕方ない！　さあ、ロッカーの鍵かぎを寄よ越こしなさい！」

　鬼おにのような気迫とともに、僕へと迫る長い腕。幸い、イタチさんが僕を引っ張ってくれたので、摑つかまれずに済んだ──と思いきや！

「甘いですわよ！　活いき人にん形ぎよう奥おう義ぎ、左ひだり遣づかい！」

　目と鼻の先まで迫っていた先生の左腕の、手首から先。その部分が、ゴキンと外れて飛んできた。意外すぎる展開に、僕らは揃そろって目を丸くした。

「えっ、うそ！　そんなことできるの？」

「ちょっと待て、なんだそのロケットパンチみたいな──って、うわっ！」

　逃げる暇もありゃしない。まっすぐ僕の右手に絡みついた先生の手首が、細腕に似合わない剛ごう力りきで拳こぶしを押し開き、握っていた鍵を無む理り矢や理り奪う。

「しまった！　返せ！」

　叫んでみても後の祭り。キーホルダーに指を掛けたまま、手首はカサカサと床を這はい、真っ暗な廊下へと走り去る。ああ、と肩を落とす僕とイタチさんを前に、マネキン妖よう怪かいは嬉うれしげに肩を揺らして笑った。

「ふふ、これでようやく相棒を解放できます……！　後はあなたたちを始末さえすれば、万事解決ですわね」

　片方の手首を欠いたニセ先生が、満足げに微笑ほほえんだ。一見すると稲いな葉ば先生そのものなのに、左の手首の断面だけプラスチックの関節が剝むき出だしになっており、そのアンバランスさがなんとも不気味だ。ぞくっと震えた僕と、慌てて身構えたイタチさんとに嗜し虐ぎやく的な視線を向けつつ、片手のマネキンはゆっくりと歩み寄ってきた。

「ふふ、わかっていますわよ。この姿の持ち主は、先の眼鏡めがねにジャージの小娘同様、あなたたちと親しい間柄なのでしょう？　さあ、攻こう撃げきできるものならブギャアアアーッ！」

　勝ち誇っていたニセ先生の顔面で、唐突にオレンジ色の炎が弾はじけた。完かん璧ぺきすぎる不意打ちに、マネキンが無ぶ様ざまな悲ひ鳴めいをあげてのけぞる。うわあと驚く僕の耳に、イタチさんの声が届く。

「キツネの姿だったら、いくらでも攻撃できるんだからね！　今のうち、逃げるよ真一！」

「さすが、先生相手だとなんと容赦のない──って、え？　今のでトドメじゃないの？」

「ううん、退治するには力が全然足りてない！　だから早く！」

　急せかすイタチさんに若干気け圧おされつつ、僕は慌ててうなずき返す。濁にごった声で「おのれー！」とか叫ぶニセ先生の声を聞きながら、僕らは暗い廊下に駆かけだした。

「よし、このまま逃げ切れば……！　あ、そうだ、イタチさん、なんであの稲いな葉ば先生が偽にせ者ものだってわかったの？」

　まっすぐ階段に向かいつつ、隣の妖よう怪かい少女に問いかける。と、後ろを気にしながら走る妖怪少女は「たぶんだけどね」とつぶやいた。

「あのマネキン、相手の記憶を読んで、それを使って変身してるんだよ」

「記憶を……？　えーと、つまり、僕とイタチさんの知ってる人に化けてるってこと？」

「うん。だからね、私たちが知らないことは、マネキンも答えられないんだと思う。ほら、御み崎さきの偽者、真しん一いちが『オハチスエ』のことを聞いても、はぐらかしてたよね？」

「あー、そう言えば！　なるほどね！」

　納得しているうちに、廊下の突き当たりに辿たどり着つく。後は階段を下り、そのまま玄関へ直行すれば──と、そう思ってうなずきあったのと、ほぼ同時に。

　かつん。

　真っ暗な階下から、足音が響いた。

「真一、今の聞こえた……？」

　イタチさんがぴたっと立ち止まり、ぎゅっと僕の袖そでを摑つかんだ。うん、確かに聞こえた。でも、こんな時間に学校に人が残っているはずもなく、つまり今のは──？　思わずごくりと息を吞のめば、階下から男性の声が投げかけられた。

「おーい白しら塚つか、それに伊達だてくん？　そこにいるのか？　いるならそこで待っていろ！」

「……あの声！」

「今度は江え戸ど橋ばしさんか！」

　聞き覚えのある声に、僕らは身をこわばらせた。あの声は間違いなく、生徒会長にして経ふみ島しま先輩の彼氏、江戸橋さんのものだったけど……さすがに、もう騙だまされるわけにはいきません。

「そこを動くな、すぐに終わらせてやる」

　階下から響くクールな声。江戸橋さんは絶対あんなこと言わないだろ！　どんな質問で正体を確かめようかと思っていたけど、どうやら、その必要すらないようだ。

「と言うか、下から声がするってことは──もう一体のマネキンが出たのか！」

「み、みたいだね……！」

　一階の美術準備室のロッカーの封印が、ニセ稲葉先生の左手によって解かれてしまったらしい。そう推理している間にも、階下の足音は少しずつこちらに近づき、後ろからはニセ先生の足音が接近しつつある。さあどうしよう！

　言葉を失った僕らは、つないだ手にぎゅっと力を籠こめながら、蒼そう白はくな顔を見合わせた。
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　見事なまでの真まっ暗くら闇やみが、視界を覆おおいつくしている。微かすかに響く雨の音を扉の向こうに聞きながら、僕は静かに深呼吸した。ほどよく冷えた夜の空気が肺へと流れ込み、激しく脈打っていた鼓こ動どうを静めてくれる──はずだったのだが。

「ひゃっ！」

　驚いたような叫びが耳の後ろで短く響く。同時に、学生服の背中越しに、柔らかい温ぬくもりが伝わってきて、結果的に再び鼓動が早まってしまった。体は動かさないつもりだったけど、どうやら息を吸ったはずみで少し背中を反そらしてしまったらしい。

「ご、ごめんなさい、イタチさん」

「あ、ううん、いいよ……。ちょっとびっくりしただけだから」

　振り向かないまま──というか、振り向けないので、声だけで謝罪。と、僕の背中に貼はりつくように立ちつくすイタチさんは、どこか照れたような声でそうつぶやくと「狭いんだから仕方ないよね」と苦笑した。

　……うん、それは確かにそのとおり。

　何しろ僕らが潜ひそんでいるのは、三階のとある教室の片かた隅すみ、掃そう除じ用具を入れるロッカーなのだ。一人で入っても狭いところに二人を詰め込んでいるのだから、密着するのはやむを得ない。

　なお、なぜこんなところに二人で入っているのかと言うとですね。

「今度は三階か……。なんだかどんどん上に逃げてるなあ。次は屋上だったりして」

「雨だから外には出たくないけどね……って、そんなこと気にしてる場合じゃないよ、真しん一いち！　とりあえず教室に入ったけど、こんなところじゃまた見つかっちゃう。隠れないと！」

「でも、隠れるってどこに──あ、そうか、そこだ！　イタチさん早く！」

「え。ちょっと待って真一！　ここ、狭……」

「いいから早く入って！　よし！　後は僕が入って中から閉めれば！」

「ぎゅむっ」

「あー、ごめん！　大丈夫？」

「真一の背中で鼻打った……」

　──とまあ、そういう経過があったのでした。

　ここならそう簡単に見つかるまいとは思って選んだのだけど、こんなに狭いとは思わなかった。手足はほとんど動かせないし、ずーっと背中越しにイタチさんと密着しているもんだから、心拍数は上がりっぱなしだ。

　これはこれですごく幸せではあるけれど、この様ざまじゃ次に見つかった時に逃げ切れるかどうか怪しいもんだ。ロッカーの扉の留め金を内側から強く摑つかみつつ、僕は小さく息を吐ついた。

　せめて、イタチさんを逃がすための捨て石くらいにはなりたいもんだけど……。

「こら、変な事考えちゃ駄だ目めだよ、真しん一いち。ちゃんと二人で逃げるんだからね」

「うん。わかったよイタチさん──って。なんで僕の考えてることが？」

「声に出てた。真一、心の声がすぐ漏もれるんだから」

「あー、またか。……ちなみに、どこらへんから漏れてた？」

「え？　……『これはこれですごく幸せ』……から、だよ」

「え、そこから？　なんかごめんなさい」

「ううん、いいよ。その……そういうふうに思ってくれて、嬉うれしい……」

　消え入るような小さな声が、耳の真後ろでぼそりと響く。気恥ずかしさの塊かたまりのようなその声を聞いた瞬間、どくん、と大きく心臓が跳ねた。同時に、密着していたイタチさんの背中が、かあっと熱を帯びてきた。そしてもちろん言うまでもなく、僕の胸もどんどん熱くなっていき、ロッカー内の気恥ずかしさが加速する。何も言葉を返せないまま、ひたすらどきどきを募つのらせていると──ふいに、二組の足音が耳に届いた。

「……あ！　来た！」

　イタチさんの体がびくっと硬直し、僕はハッと我に返った。落ち着け、まだ見つかったわけじゃない。そのまま廊下を歩き去ってくれ。僕は必死に願ったが、間もなくして、教室のドアが開くガラリという音が響いた。くそ！

「もう、どこに行ったのかしら。この階にいるのは間違いないのに」

「焦あせらない焦らない。夜はまだまだ長いんですから、ゆっくり捜しましょうよ、副会長」

「ほんと、奈な良ら山やまくんは余裕あるわねー」

　足音とともに、気さくな声が接近してくる。それを聞いたイタチさんが「また別の人に変身してる」とつぶやいた。

「確かに。今度は新あら井いさんと奈良山か」

　片や頼れる生徒会副会長、片や美術部の友人でなおかつ天てん狗ぐな男子生徒。どっちも親しい人ではあるけど、あんまり見ない組み合わせだ。と言うか、なぜあの二人をチョイスしたのやら。息を殺しながらそんなことを考えていると、ニセ新井さんの嘆たん息そくが聞こえた。

「……残念、この教室にもいないみたいね。次、行こうか。なんとか今夜中に始末しないと、私たちのことが言いふらされちゃう。そうなったら、私たちは──」

「ええ。だから、それだけは阻止しないと、ですね。さあ、次の教室に──いや、待ってください。もしかして……？」

　訝いぶかるような独ひとり言ごととともに、ニセ奈良山の足音がすたすたとこちらに近づいてきた。畜ちく生しよう、偽にせ物ものとは言えさすが奈良山、妙なところで勘がいい！

「……真一」

　イタチさんが息を吞のむ。大丈夫、と言い返す暇もなく、震える小さな体がぎゅっと背中に押しつけられる。どきどきと怯おびえる鼓こ動どうが制服越しに伝わってきて、僕は今夜最高の恐怖と幸せとを同時に感じるハメになった。全身が一瞬のうちにガチンとこわばり、ロッカーの留め金を押さえる手にもつい力が──って、あ。

　しまった、と思った時は遅かった。

　スチール製の戸が軋きしむような音を立てた次の瞬間、ニセ奈な良ら山やまの笑い声が耳に届く。

「やあ、なるほどね。そこにいたのか！」

「見つかった？　だけどな、そう簡単に開けられて」

「甘いなあ白しら塚つか。俺おれが閉じこめられてたロッカーみたいに頑丈な扉ならともかくさ、こんなペラペラのドア一枚、開けられないとでも？」

「たまるか──って、わー、ごめんやっぱ無理！」

　内側から必死で押さえていたものの、人形の怪力相手にはなんの役にも立ちゃしない。引き開けられた勢いで、僕は掃そう除じ用具と一緒に教室の床に転がった。慌てて起き上がった僕に、すかさず髪の長い女子生徒が組みついてきた。

「やっと見つけたわよ。さあ、観念しなさい白塚くん！」

「新あら井いさんの顔でそういうこと言うな！」

　まっすぐ首を絞めようとする手を慌てて弾はじき、傍かたわらに転がった箒ほうきを手に取る。冷たく微笑ほほえむニセ新井さんを──正確には、関節の方向を無視してゴキゴキと回る十本の指を見据えながら、僕はすかさず身構えた。

「真しん一いち！　気を付け──」

「おっと伊達だてさん。君の担当は俺なんだよね」

　僕のところへ駆かけつけようとしたイタチさんだったが、その前にニセ奈良山が割り込んだ。慌てて身構える妖よう怪かい少女の前で、友人に化けたマネキンは嬉うれしげに肩を揺らすと、

「さて伊達さん、誰だれに相手してほしいかな？　そうだなあ……こんなのはどうだあッ！」

　まるでスライドを切り替えたかのように、ガチガチに鍛きたえた体を剝むき出だしにした、トランクス一丁の怪人へと変化した。学校に似合わないワイルドな容姿に、イタチさんが息を吞む。

「その姿……！　木この葉は天てん狗ぐの求ぐ道どう丸まる？」

「そのとおりだ、イタチの姉さん！　俺はあくまで姿を真似まねるだけの妖怪、能力まではコピーできねえが……殴り合いなら、ガタイの良いほうが有利だからなあっ！　行くぞォッ！」

　威勢のいい叫びをあげ、床を蹴けって殴りかかるニセ奈良山改めニセ求道丸。イタチさんは素早く腕を組んでガードしたものの、体格の差は歴然だ。パンチを食らった細身の体たい軀くが、苦しげな声とともにぐらりと揺れる。

「くっ……！　重い！」

「だろうなあ！　よっしゃあ、なら次は──この俺が相手だ」

　追い打ちを掛けるニセ求ぐ道どう丸まるの姿が、再び別のものへと変わる。今度は、がっしりした長身を剣道着に包んだ偉い丈じよう夫ふだ。右目に緑の光を湛たたえ、木刀を手にしたあの姿は──。

「多た々た羅ら木ぎ豊ゆたか！」

「左さ様よう！　貴様らを苦しめた、化け猫混じりの剣術使いだ！　お前の記憶を読ませてもらったぞ、この姿の持ち主には、かなり苦戦したらしいではないか！」

　太く重たい声とともに、木刀が力任せに振り抜かれる。剣道の型も何もあったもんじゃない、あの姿の本来の持ち主とは似ても似つかない攻こう撃げきだが、細身の少女を相手にするには充分だ。防御の構えを取ったイタチさんの体たい軀くは見事に吹っ飛び、開きっぱなしだったドアから暗い廊下へと転がった。逃がすものか、と一声叫び、ニセ多々羅木豊がそれを追う。もちろん僕は反射的に助けに向かおうとしたのだが、

「イタチさんっ！」

「もー。白しら塚つかくんの相手は私だっての」

　頰ほおを膨ふくらませたニセ新あら井いさんが立ちはだかった。くそっ、と悪態をつきながら手にした箒ほうきを構えれば、面倒見の良さで知られる副会長の偽にせ者ものは、物もの憂うげな顔で溜ため息いきを吐ついた。

「無視しなくてもいいのに。白塚くん、今の私の姿、あんまり好きじゃないのかしら」

「へ？　い、いや、そんなことは」

　危なく「かなり好きです」と敬語で言いそうになったので、慌てて飲み込む。そのままもごもごと言こと葉ば尻じりを濁にごしていると、眼前の人形は「だったらさ」と親しげに微笑ほほえんだ。

　あ。なんか嫌いやな予感。

「──こ、この姿では……どうでしょう？」

　予想的中。セーラー服はそのままに、人形の体格と顔とが一瞬のうちに変化した。ウェーブの掛かった長い髪と、おどおどしたような仕草、そして碧みどりに輝く左の目。くそ、新井さんも攻撃しづらかったけど、この姿もたいがい卑ひ怯きようだろ！

「……今度は美み生うさんか」

　箒を握った手に力を籠こめ、僕はギリッと歯は嚙がみした。美生さんは、気は弱いけど優しくて、兄に逆らってまで僕とイタチさんを守ろうとしてくれたこともある、暴力を振るいづらい要素の塊かたまりみたいな人である。いや、偽者だってことはよーくわかってるんだけど、それでも。

「駄だ目めだー！　やっぱ殴れない！」

「にゃっ？　きゅ、急にどうされたのですか、白塚さん……？」

「ああもう、その驚き方まで本物そっくりなのが腹立つなあ！　くそ、これが穂ほ村むらあたりなら、なんのためらいもなく全力で張り倒せたのに！」

　悪態混じりで床を踏みつけ、勝手極きわまる文句を言い放つ。でもまあ、あの幽ゆう霊れい部員の男だって、今の僕と同じ状況なら同じことを思うに違いないので許してほしい！　と、地じ団だん駄だを踏む僕を、ニセ美生さんはきょとんと見つめていたが、やがておずおずと歩み寄ってきた。

「あ、あの……攻こう撃げきされないのでしたら、こっちから行きますよ？　いいですか？」

　控えめな言葉や表情とともに、スッと持ち上がる二本の細い腕。いいはずがないと口にする間もなく、露ろ骨こつな殺意に溢あふれた両腕が僕へ向かって素早く伸びる。

「へっ？　いや、待った！」

　慌てて箒ほうきを投げ捨てると、首元まで迫っていた細い手首を二本まとめてがしっと摑つかむ。間一髪！　両手に力を籠こめて首くび絞しめを阻止しながら、僕は首をできるかぎり後ろに反そらした。

「見た目の割に力が強いな！　まあ、本物みたいに念力使われないだけいいけど」

「ど、どうして逃げるのですか？　やっぱり、私が気味悪いから……」

「助かりたいから逃げてるんだよ！　と言うか、口ぶりと行動が違いすぎだー！」

　マネキンの腕を摑んだ手に全体力を注ぎ込みつつ、必死な声で叫びをあげる。と、ニセ美み生うさんは「じれったいのは嫌きらいです」と頰ほおを膨ふくらませたかと思うと、再び、その姿を変えた。

「これならどうだ、白しら塚つか！」

　凜りんとした声が耳を突く。長かった髪が短くなり、体格が一ひと際きわ小柄なものへと切り変わった。意志の強さを感じさせる釣り上がった目にまっすぐ見据えられ、僕は思わず目の前の少女の名前を呼んでいた。

「げ、今度は滝たき沢ざわさん？　──って、しまった！」

　体が一回り小さくなるってことは、つまり、がっしり摑んでいた僕の手が緩ゆるむってことか！　そう気づいた時は遅かった。犬いぬ神がみ使つかいの同級生、いつも頼りにしている滝たき沢ざわさんの、その小さな両手が、僕の喉のどへとしっかり食い込んでしまっていた。くそ、と舌打ちするつもりが、漏もれたのは奇妙な呼吸音だけだった。
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「残念、白しら塚つか。悪いけど、ぼくの勝ちだね」

　いつも真面目まじめで凜り々りしい瞳ひとみが、満足げにニヤリと歪ゆがむ。やめろ、とかすれた声で叫べば、ニセ滝沢さんは首をゆっくり左右に振った。

「無理だね。ぼくらの存在を知られた以上、こうするしかないんだよ。そう、君と伊達だてさんさえ始末すれば──ぼくらは人になりすまして、ひっそりと生きていけるんだからね！」

「それは無理だろ」

　さらっと言い放たれた仰ぎよう天てん発言に、思わず冷静な声で突っ込んでしまった。と、僕を今にも絞め殺そうとしていたニセ滝沢さんは「なんだって」と怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。同時に、襟えり元もとを摑つかんでいた手から少しだけ力が抜ける。

　助かった！　慌てて酸素を補給していると、眼前の人形はジロリと僕を睨にらんで言った。

「いいかい、白塚？　君も見てのとおり、ぼくらは完全に他人の姿をコピーできるんだよ？　この力があるのに、誰だれがぼくらを疑うと？」

「いや、だって……コピーしかできないんだろ？　しかも他人の記憶がベースだから、本人しか知らないことはわからないんだし」

「それがどうかしたのか。ぼくらマネキンは『誰でもない誰か』の投とう影えいなんだ。化けるには実在する人物のイメージを借りるしかないんだよ。だけど、完かん璧ぺきに化けさえすれば──」

　さっきまでの殺意を薄れさせつつ、マネキン妖よう怪かいがなんだか必死に言葉を紡つむいでいる。動揺しているのか、襟元を摑む手にはほとんど力が籠こもっていない。僕はカリカリと頭を搔かくと、「あのさ」と前置きして口を開いた。

「悪いけど、あっという間にばれると思うよ。クラスメートくらいならともかく、付き合いの長い友だちとか家族は絶対すぐ気づく」

「なんだと？　そ、そうなのか……？」

「うん。そもそも、元からいる誰かに変身したら、同じ人が二人いることになっちゃうし」

「だったら始末すればいい！」

「滝沢さんの顔で始末とか言わない！」

　まっすぐ睨みつけてやれば、マネキンはびくっと怯おびえて身を縮めた。うーむ、その姿でそういう態度を取られると、滝沢さんを叱しかってるみたいで大変やりづらいのですが。僕は小さく溜ため息いきを吐つくと、若干穏おだやかな口調で先を続けた。

「それに。イメージの元になる人がいなくなったら、変身が保てないんじゃないの？」

「え。……ど、どういうことだよ、白塚」

「だってさ。いなくなったら、変身する対象が『実在する人物』じゃなくなっちゃうだろ」

　と、それを口にしたとたん、ニセ滝たき沢ざわさんは「あ！」と一声叫んで固まった。どうやらそこまで考えていなかったらしい。そう納得した僕に向かって、マネキンは涙ぐんだ目を向けてきた。え？　いやいや泣かれても！

「じゃ、じゃあどうしろって言うんだよ！　化けたところで居場所もなくて、何もしなくても処分されるだなんて……そんなの、あんまりだ！」

「落ち着けよ！　その顔で泣かれると罪悪感がすごいから……って、『処分』？」

　違和感のある言葉に、僕はふと首を傾かしげた。いつの間にそんな話になったんだ。

「いや、誰だれも処分だなんて言ってないと思うけど」

「知ってるぞ！　ぼくらが服ふく飾しよく研けん究きゆう会かいの部室から追い出されたのは、ゴミに出すためだろ？　わかってるんだ、人間は古くなったものを片かたっ端ぱしからすぐ捨てるってことくらい！」

「……はあ？」

　今度はこっちが固まる番だった。なんだそのネガティブ思考は。げんなりと溜ため息いきを一つ落とすと、僕は「考えすぎだよ」と肩をすくめた。

「部室の模様替えするから、一時的に外に出されただけ。だいたい、うちの学校のクラブはどこも予算が少ないんだから、壊こわれてもいない備品を捨てたりなんかするもんか」

「え。ほ、ほんとに……？」

「ほんとほんと！　お前、相手の記憶を読めるってことは、僕の考えも見えるんだろ？　ほら、見てみろよ」

　呆あきれながらそう言ってやれば、マネキンは口ごもって僕をまっすぐ見据えていたが、やがて「あっ！」と口を開いた。わかってもらえたでしょうか、と目で尋ねると、ニセ滝沢さんはこくりとうなずいたが、慌てて首を左右に振った。

「やっぱり駄だ目めだよ。化けて動いたマネキンなんて、気味悪がられるに決まってる！　すぐに今夜の噂うわさが広まって、ぼくらは……ううっ！　なんて可哀かわい想そうなぼくら！」

「ああもう面倒くさい！　なんでそんなにネガティブなんだよ！　大丈夫、おとなしく元のマネキンに戻れば、僕もイタチさんも、誰にも何も言わないよ」

　涙をこぼしはじめたニセ滝沢さんの肩を慌てて摑つかみ、僕はまっすぐ語りかけた。「ほんとにほんと？」と涙目で僕を見つめるマネキン妖よう怪かいを見返しながら、きっぱりと首を縦に振る。偽にせ者ものとはわかっているけど、これは意外にどきどきするなあ──と、余計なことを心の隅すみで考えながら、見つめ合うこと数分間。

　ふいに、小柄な少女の姿がフッと揺らいだ。思わず「あ」と驚いたその次の瞬間、僕の目の前に立っていたのは、つるんとした肌のマネキンだった。涙をぬぐいながらこちらを見るような姿勢は一瞬前と同じだったが、動く気配は全くなかった。どうやら、わかってくれたらしい。

　やれやれ、めんどくさい事件だったけど、これにて一件──。

「落着じゃない！　イタチさん忘れてた！」

「わっ！　あ、あたしがどうかした？」

　開け放たれたドアへと慌てて振り向けば、ひょこっと顔を覗のぞかせたセーラー服の少女と目が合った。どうしたの、と首を傾かしげるその姿は、紛まぎれもなくイタチさんだ。思わず、ほっと安あん堵どの息が漏もれる。

「良かった……！　無事だったんだ！」

「うん。組み合ってる最中に、急に活いき人にん形ぎようがマネキンに戻っちゃったから。真しん一いちは大丈夫かなって思って見に来たんだけど……。こっちも、同じだったみたいだね」

　イタチさんは僕の目の前に立つマネキンを指さし、安心したように微笑ほほえんだ。なるほど、僕がニセ滝たき沢ざわさんを説得し終えた時点で、もう一体もマネキンに戻ってくれたらしい。テレパシーみたいなものかな、と納得すると、僕はイタチさんと顔を見合わせた。

「今度こそ、一件落着か。あー疲れた」

「だね。でも、どうして活人形は急におとなしくなったのかな」

「帰りながらゆっくり話すよ。あ、まさかイタチさん、偽にせ者ものだったりしないよね」

　こきこきと肩を回しながら、ふざけて尋ねかけてみる。と、その質問を聞いたイタチさんは、一瞬きょとんと目を見開いたが、すぐにくすっと微笑み、言った。

「そう思うなら、なんでも聞いていいよ、真一」




　　　　＊＊＊




「で、うっかりそんなことを口走ったイタチちゃんは、白しろの字じに恥ずかしい質問をされまくり、顔を真っ赤に染めて逃げ回るハメになったのでしたとさ。めでたしめでたし」

「めでたくない！　つーか勝手に変なオチを付け足さないでください経ふみ島しま先輩」

「そうだよ御み崎さき！　真一は、変な事聞いたりなんか……し、しなかったんだから！　ねっ！」

「ならばなぜそんなに照れているのかね」







[image: ]







　幕まく間あい　四




「うん。ほいほいクズリを口く説どくあたり、やっとこさ元もと旦だん那ならしくなってきたとは思うわよ。だがしかし。……最後までアタシの偽にせ者ものが出てこないってどういうことだ、こら」

「はい？」

「そのマネキンは相手の記憶の中の誰だれかに化けるんでしょ？　赫あか音ねもキツネも美み生うも輝ひかるも、豊ゆたかに求ぐ道どう丸まるでさえ出たってのに！　そこでなぜアタシが出ない！　そんな印象薄いか？」

　活いき人にん形ぎよう事件の話を終えたのと同時に、いきなり鱗りんさんが僕を睨にらんだ。いやしかし、そんなことで怒られてもなあ。やれやれと首を振りながら、僕はげんなり口を開いた。

「理不尽なこと言わないでくださいよ。今のは三学期の話で、鱗さんが僕の家に来たのが春休み。まだ会ってない人の記憶なんかあるわけないでしょ」

　僕には予知能力なんかないですし、タイムマシンも持ってないですから。そう付け足せば、膨ふくれていた蛇へび女によう房ぼうは「それもそうか」とあっさり納得してくれる。全くもう、と呆あきれていると、黙だまって話に聞き入っていたハルカが、壁かべの時計に目を向けた。

「いろいろ聞いてるうちに、もう六時前？　つーことは、ぼちぼち祭りの頃ころ合あいっスね」

「あ、ほんとだね。じゃあ、そろそろ行く？」

　ハルカが指さした時計を見つめてうなずくと、イタチさんはみんなをぐるりと見回した。だね、とうなずく僕ら一同。窓の外を眺めれば、雨の降りそうな気配はないし、かと言ってそんなに暑くもない。お祭りを楽しむには最適な気候に感謝しつつ、僕は席を立った。

「とりあえず一回帰ろうか。イタチさん、浴衣ゆかた取りに行くんだよね」

「うん。着替えるのは美み生うの家だけどね。あ、もし真しん一いちが、先にお祭り行ってたいなら、行ってていいよ？　あたし、家の鍵かぎは持ってるから」

「そんなこと言うもんか。もちろん一緒に行くよ！」

「相変わらずラブいなあこのやろう。つーか、家の鍵ってイタチちゃんが管理してんの？　あれ、一応白しろの字じの下宿でしょ？」

　にやつきながら経ふみ島しま先輩が口を挟んでくる。それはそうですけどね、と頭を搔かいていると、イタチさんが大きな大きな溜ため息いきを吐ついた。

「真一、いろんなものをすぐ失なくしちゃうんだよ。家を出る時になって『鍵どこだっけ』ってなることも多いし、昨夜ゆうべも、ニコからもらった大事な消しゴムがないって。大事な物を置く場所はちゃんと決めようよって、何度も言ってるのに」

「……ごめんなさい」

　思わず謝あやまってしまう僕である。次からは気を付けます、と小声でぼそぼそ言い足していると、鱗りんさんが背中をばーんと叩たたいた。

「せっかく今から祭りだってのにしょんぼりしなさんな！　ほれ、気を取り直して、今夜お目にかかれる綺き麗れいどころのことでも考えな！　クズリも赫あか音ねも美生もいるし、もちろんアタシだっているし、それにキツネも来るんでしょ、御み崎さき？」

「うん。そうそう、あと、新あら井いもね」

「おー、ヒロイン勢大集合っスね！　向こうで会えたら良りよう子こともどもよろしくっス。大おお上がみ、いくら浴衣にグッときたからって、美生センパイにエロいことしちゃ駄だ目めっスよ？」

「するかっ！　ハルカ、お前最近鱗に言動が似てきたぞ！」

「おいこらフィル、その物言いだとまるでアタシが残念な人みたいなんだけど？」

「まあまあ、お鱗さん。しかし、ハルカと粂くめちゃんは別行動なの？」

「ええ、経島先輩。ハルカはクラスの友人と、私はサークルの皆さんと約束していますから」

「あ、そうなんだ。粂くめ神がみさんとハルカの浴衣姿も見てみたかったなあ……。なあ奈な良ら山やま？」

「やあ、白しら塚つからしい意見だね。俺おれは輝ひかるさんがいればいいよ」

「出たー！　息をするように純愛宣言！」

「変わっちまったねえ。お前はそんな奴やつじゃなかった……！」

　飄ひよう々ひようと微笑ほほえむ奈良山の声に、鱗さんがわーっと盛り上がり、経島先輩がそれに続く。そんな具合にわあわあと言葉を交わしながら、僕らは美術室を後にした。窓から西日の差し込む廊下をぞろぞろと連れだって歩いていると、ふと、すぐ隣から声が届いた。

「お祭り、楽しみだね、真しん一いち」

「うん」

　期待に満ちた穏おだやかな声にうなずき返し、ちらっと隣へ目を向けてみる。夕日に照らされたイタチさんの顔には、いつまでも見つめ続けていたくなるような最高の笑みが、しっかりと浮かんでいた。
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　どーんどーん、ざわざわざわざわ、どーんどーん。

　どこからか聞こえる太たい鼓この音と、通りを行き交う大勢の声とが、いつもは静かな一本道に、終わることなく響いている。地じ蔵ぞう会えのお祭りに来るのって、そう言えばけっこう久しぶりだな。そんなことをふと思いながら、僕はイカ焼きにかぶりついた。

　この「地蔵会」は、お盆の後に地蔵さんを祀まつるという、ただそれだけのこぢんまりとしたお祭りだ。あくまで地域の行事であり、余所よそから観光客が来るわけでもなければステージ組んでライブやったりすることもないので、熱気にはちょっと欠けている。まあ、メインの通りから少し離れた道の端はし、露ろ店てんも何もない場所に立ってるからそう思えるんだ、という気もするけれど、熱狂的にわーっとなるようなイベントじゃないのは間違いない。

　それは確かなのだけれど、やっぱり灯とう籠ろうの灯ともった通りに屋台がずらりと立ち並ぶ様には胸が高鳴るし、落ち着いた雰囲気の中に、お祭り独特のふわふわした空気が──経ふみ島しま先輩に言わせると「ハレの気け」と言うんだそうだ──漂ただようこのムードは、割と好きだ。

　ちなみに今のメンバーは、さっきまで美術室にいた顔ぶれから、ちょっと減ってちょっと増えていた。ハルカと粂くめ神がみさんが去り、部活を終えた滝たき沢ざわさんや美み生うさん、さらには仕事帰りの稲いな葉ば先生や、予備校帰りの江え戸ど橋ばしさんが加わっている。新あら井いさんも遅れて合流するらしいので、要するに、いつものみんなというわけだ。そんな親しい人たちとわいわいやりながらお祭りを見て歩いてるんだから、これで楽しくないわけがない。

「あ、いや、イタチさんがいてくれれば、僕はそれだけで充分なんだけど」

　誰だれに言うともなく弁解すれば、ついさっき、美生さんの家で着替えを済ませ「ど、どう……？」と尋ねたイタチさんの可か憐れんな姿が自然と脳裏に蘇よみがえった。ああ、いつもの制服姿もいいけど、浴衣ゆかたはやっぱり絵になるよなあ。しみじみとうなずきながら、僕は隣へ向き直った。

「ほんと、いつもいてくれてありがとう。大好きだ！」

「やあ、それは光栄だね。俺おれも白しら塚つかのことは嫌きらいじゃないよ」

「いえいえこちらこそいつもお世話に──あれ？　奈な良ら山やま？」

　ブロック塀を背景に飄ひよう々ひようと微笑ほほえむ友人を前に、思わずがくんと肩が落ちた。深緑の浴衣を粋いきに着こなし、後ろ髪を夜風に揺らして佇たたずむ様のかっこよさと言ったら、着古したＴシャツ姿の僕とは雲うん泥でいの差だったけど、それはそれとしてですね。

「……お前、いつの間にイタチさんと入れ替わったんだ？　それに一緒だったはずのみんなはどこへ？　あと、なんでチョコバナナ二本持ってるの？」

　イカ焼きの串くしをゴミ箱に放りながら視線で尋ねれば、たった今僕に告白されたばかりの友人は、肩をすくめて穏おだやかに微笑んだ。いちいち絵になる天てん狗ぐである。

「白塚がふわっとしてた間に、みんなあちこち行っちゃったよ。鱗りんさんと稲葉先生はフィルを巻き込んで利きき酒ざけ、経島先輩と江戸橋さんは射的。あ、このチョコバナナは輝ひかるさんの分。ほら、輝さん、遅れてくるって言ってたから」

「いや、それは知ってるよ。と言うか、通りに入ってると見つけにくいからって、わざわざここで新あら井いさん待ってたわけだし──って、それよりもイタチさんは？」

「伊達だてさんなら、滝たき沢ざわさんたちと一緒にあっちの露ろ店てんだよ。ほら、あの雑貨屋」

「雑貨屋？　あ、ほんとだ」

　奈な良ら山やまの指さす先に目を向けると、通りを挟んで少し離れた出で店みせの前に、見慣れた背中が並んでいた。藤ふじ色の浴衣ゆかたにセミロングのあの人がイタチさんってことは、その左右のショートとロングは滝沢さんと美み生うさんか。ここからでは話し声は聞こえないけれど、見た感じ、三人揃そろって店主のおじさんの説明に熱心に聴き入っているっぽい。

「普通の雑貨の店だよね、あれ。何をそんなに聞いてるんだろう」

「ああ、あの店の品物はちょっと変わってるからさ。なにしろ店主が妖よう怪かいだから」

「なるほどね──って、え？　ほっといていいのか、それ……？」

「気のいい奴やつだから大丈夫。頓とん鈍どん坊ぼうって名前の天てん狗ぐでね、手先が器用で、術を使って変わった道具を作るのが趣味なんだ。ああやって露店を構えながらあちこち回ってるんだよ」

　店主に小さく手を振りながら、懐なつかしむようにしみじみ語る天狗様。まあ、こいつがそう言うんだから危ない妖怪じゃないんだろうけども。

「祭りにそんな人が交じってるとは思わなかったなあ……。もしかして、他ほかにも？」

「うん、いるよ。向こうでアクセサリー売ってた小物屋は狢むじなだし、後は客にも何人か。お祭りって、日常の中に非日常を──つまり、人工的に異界を作るシステムだからね。神社みたいに結界で遮さえぎられた場所でさえなければ、俺おれたちにとって居心地のいい空間なんだ。だから、たとえば──ほら、いた」

「あっ！　絵え描かきでヘンタイのおにーちゃんだー！　それと天狗さんも！」

　奈良山が振り向くのと同時に、甲かん高だかい声が耳に届く。それに釣られて振り返れば、小学二年生くらいの少女が、ぶんぶんと大きく手を振っていた。紫のシャツに鮮やかな金髪がよく映はえている。そしてその隣には、シルクハットに丸眼鏡めがねの老紳士と、くたびれたワイシャツの小柄な男が付き添っていた。ああ、誰だれかと思ったらこの人たちか。ぺこりと小さく頭を下げれば、黒スーツの老紳士は帽子を取って一礼し、ワイシャツの男がめんどくさそうに会え釈しやくした。

「おや、これはこれは、白しら塚つか様に是ぜ害がい坊ぼう様。良い夜でございますね」

「なんや、お前らも来とったんかいな。来んでええのに」

「ええ、せっかくのお祭りですからね。こんばんは、キ……なんとかさん。あと寺てら林ばやし先生も」

　名前を思い出せない老紳士さんには丁てい寧ねいに、一応担任で顧こ問もんでなおかつ化ばけ狸だぬきの寺林先生にはぞんざいに、挨あい拶さつを返す。と、シルクハットの紳士は「おや」と上品に微笑ほほえんだ。

「名前をお忘れですか？　レメゲトン金融が七十二人の取り立て人の一人、地獄公こう爵しやくキメリエスでございますよ。今日きようは人の姿で失礼いたします。そして、こちらが相棒の」

「リリスだよっ！」

　老紳士の言葉を受け、小さな少女が明るく名乗る。そっちは覚えてるよ、と笑い返せば、リリスは嬉うれしそうにニーッと笑った。悪あく魔まとは思えない、いい笑顔である。

　ちなみにこの悪魔さんとは、先月の末、美術部の誇る幽ゆう霊れい部員の穂ほ村むらが持ち込んできた事件で知り合った。聞いた話では、穂村がうっかり借りやがった金の利子を取り立てに来たらしい。一時は戦いになりかけたのだけど、僕たちが大おお祓はらえで神を打ち負かしたことを知ったとたん、ころっと態度が変わったのである。老紳士風の悪魔、キメリエスさんの言葉によれば、

「悪魔は、神への対抗を宿命づけられていながら、決して勝つことを許されない存在ですからね。神と真まっ向こうから戦って勝利した皆様は、我々にしてみればヒーローでございます！」

　ということらしい。正直、そっちの神様とこっちの神様は別物じゃないかとも思ったが、事態が丸く収まるならそれに越したことはない。かくして僕らと悪魔はあっさり和解し、例によって多た々た羅ら木ぎ家で宴会を繰くり広ひろげたのでありました。で、その中でキメリエスさんはなぜか寺てら林ばやし先生に興味を示し、仲良くなってしまったのだ。西洋にはキツネや鼬いたち、猫や犬はいても、狸たぬきがいないもんで、狸系統の術が珍しいんだとか。

　あの時は、料理担当の多々羅木が「悪魔の好みがわからん」と悩んでたっけ。あと江え戸ど橋ばしさんがリリスの容姿にかなり反応してたなあ。そんなことを回想していると、奈な良ら山やまはしゃがみこんで金髪の悪魔少女へと話しかけた。

「まだこっちにいたんだね。どう、日本のお祭りは面白いかい？」

「すっごく！　これから、かき氷買ってもらうんだ！　焼きそばも！　全部タヌキのおじさんのおごりで！　トランプで勝ったからね、なんでも言うこと聞かせられるんだよ！　ね！」

「はいはい、わかってまんがなお嬢じよう様。ああ、口約束やと思て安請け合いしたら、こんな契約させられるとはなあ……。命令に絶対服従させる能力持ってるなら先に言えっちゅうねん。稲いな葉ば先生みたいな美人の下僕ならともかく、何が哀かなしゅうてこんなちんちくりんの」

「うるさいよタヌキ！　ごしゅじんさまに逆らったら、タマシイ取っちゃうんだから！　じゃあね、天てん狗ぐさん！　それとヘンタイのおにーちゃんも！」

「うん。楽しんで帰ってね」

「その名前で呼ぶのやめてほしいんだけどなあ。あと、尻尾しつぽがスカートから出てるぞ」

　寺林先生を蹴け飛とばして歩きだしたリリスのお尻しりを指さしてやる。と、元気な悪魔っ娘こは尖とがった尻尾を慌ててスカートの中に収納し、満面の笑みで振り返った。

「また魂たましい賭かけてトランプしようね、おにーちゃん！　今度は勝つよ！」

「断ります」

　思わず冷たい声が出た。もう二度とあんなことやるもんかという思いを籠こめてきっぱり首を横に振れば、リリスは「ぶー」と膨ふくれながら、下僕の狸と老紳士を従えて立ち去ってしまった。すぐに魂を賭けさせようとするあたり、やっぱり悪魔の血は争えないらしい。

「見た目は普通の女の子なのになあ」

「ただいま、真しん一いち」

「おかえり、イタチさん。キメリエスさんもいい人なんだけど──え？」

　条件反射で返事した後、一瞬遅れて我に返る僕。今の声はもしかしなくても──と、慌てて振り向いてみれば、藤ふじ色の浴衣ゆかたのイタチさんが目と鼻の先に立っていた。お待たせ、と控えめな微笑ほほえみを浮かべる姿を見たとたん、僕が言葉を失ったことは言うまでもない。去年の秋のリベンジも兼ねているのか、お祭りをしっかり堪能中なのだろう、今のイタチさんの表情の楽しそうなことと言ったら──。

「おーい、白しら塚つか？　……ライカ、吼ほえろ」

「わん！」

「はっ！」

　いきなり耳元でライカに吼えられ、飛びかけていた意識が元に戻った。

　やれやれ、危ないところだった。いつもありがとうと頭を下げれば、半透明の大型犬を従えた犬いぬ神がみ使つかいは、やれやれと言いたげに肩をすくめた。赤い浴衣が気恥ずかしいのか、どことなく恥ずかしそうな表情だ。その隣では、黄緑の浴衣を上品に着こなした美み生うさんが、穏おだやかな微笑みを浮かべている。凜り々りしく可か憐れんなそのツーショットに、僕は「おお」と一声唸うなった。

「絵になるなあ！　お願いだ、僕のモデルに」

「恥ずかしいから今日きようは駄だ目め」

　僕の言葉を途中で奪い、きっぱり断る犬神使い。残念、と頭を搔かけば、そのやりとりを見ていた美生さんが、制服姿の新あら井いさんと顔を見合わせてくすっと笑った。

「って、あれ？　新井さん、合流してたんですか？」

「ついさっき。遅くなっちゃってごめんなさいね」

　今さらながら尋ねてみれば、副会長は上気した顔で苦笑し「生徒会の用事が長引いちゃって」と言い足した。なるほど、制服のままなのは、学校から直行してきたせいか。忙しい人だなあと同情する僕の隣で、奈な良ら山やまはチョコバナナを一本差しだし、笑った。

「遅くまでお疲れ様でした、輝ひかるさん。はい、ご依頼の品です」

「う、うん。……いつもいろいろありがとね、奈良山くん」

　薄赤い顔をさらに赤く染めながら副会長がバナナを受け取り、奈良山は何も言わずに小さくうなずく。たいへん微笑ましい光景だ。思わずしみじみ見入っていると、ふと滝たき沢ざわさんが新井さんへと話しかけた。

「生徒会ってそんなに忙しいんですか？　江え戸ど橋ばしさんも稲いな葉ば先生もお祭りに来てるのに」

「仕事ってわけじゃなくて、私が勝手にやってるだけなのよ。夏休みの間に、引ひき継つぎの準備を終わらせちゃおうと思ってね。ほら、次の生徒会長候補も見つかったでしょ？」

「ああ。アルマですよね？　こないだ本人から聞きました」

　聞け、私は生徒会長に立候補することにした！　そう言い放って胸を張ったレスリング少女の顔と声とが、自然と脳裏に甦よみがえる。候補とは言っても、他ほかに立候補者がいないので、アルマが次の会長になるのはほぼ間違いないらしい。正直、聞いた時には不安だったけど──。

「考えてみれば意外と適役かもですね。アルマ、強いし」

「……強さはあんまり関係ないと思うよ、真しん一いち？　でも、アルマなら、いい会長になれるんじゃないかな。面倒見もいいし、責任感も強いから」

　友人が頑張っているのが嬉うれしいのだろう、イタチさんが微笑ほほえんだ。それを聞いた新あら井いさんは、チョコバナナを一口かじり取りながら「私もそう思う」と言いたげにうなずいた。

「アルマちゃんも乗り気だし、だったら早く引ひき継ついだほうがいいでしょ？　そんなわけで、最近ちょっと忙しいの」

「毎日、遅いですもんね。そんな時に誘ったりしてごめんなさい、輝ひかるさん」

「え？　うっ、ううん！　それは全然いいわよ！」

　小さく肩をすくめた奈な良ら山やまの声に、新井さんはぶんぶんと首を左右に振ると、小声で「誘ってくれて、嬉しかった……」と付け足した。そんな初うい々ういしい反応を前に、奈良山は穏おだやかに微笑んだ。

「わがまま言ってすみません。でも、狢むじなの小物屋は、今日きようしかここに来ませんから」

「……むじな？　それって、奈良山くんのお知り合い？」

「ええ、気のいい妖よう怪かいです。いい銀細工を作るんですよ」

　そこでいったん言葉を切り、和装も似合う天てん狗ぐ様はそっと恋人の手を取った。行きましょう、と優しく手を引かれ、新井さんはきょとんと首を傾かしげる。

「……えーと。つまり、私に、プレゼントしてくれるってこと……？　でも、どうして？　今日、私の誕生日でもなんでもないし、それに──」

「輝さんがとっても大事な人だから、って理由だけじゃ駄だ目めですか？　もっとも、俺おれの見立てですから、もしかして気に入らないかもしれませんけどね」

「そっ、そんなことない！　奈良山くんが選んでくれるなら……その……」

「やあ、ありがとうございます。それじゃ、ちょっと行ってくるね」

　真っ赤な顔で語尾を濁にごす新井さんに、奈良山が爽さわやかな微笑みを返し、そして二人は立ち去ってしまう。相変わらずとことん幸せそうなカップルだ。なんとかして二人でいるところを絵に描かかせてもらえないものか。新井さんの性格的に断るとは思うんだけど──などと思案していると、隣に立っていたイタチさんが困惑しており、滝たき沢ざわさんと美み生うさん、そしてライカは、溜ため息いきを吐つきながら顔を見合わせていた。あれ、どうしたんだろう？　首を捻ひねって見つめれば、友人たちに向き直ったイタチさんは、「はあ」と大きく肩を落とした。

「善よし人ひとが同じこと考えてたなんて……。ね、今日はやめたほうが、よくないかな？」

「うーん……確かに、今からやっても、『またか』みたいな感じになるよね。なあライカ」

「うー、わんわん」

「にゃっ？　そんなの駄だ目めですよ！　奈な良ら山やまさんは奈良山さん、クズリさんはクズリさんなんですから！　自分に無責任にならないでください！」

「はっ、はい！　美み生うって、こういう話になると熱くなるよね……」

「わふー」

「どうしたんだよライカ。え、『そこが美生さんのいいところだ』？　はいはい」

　イタチさんと滝たき沢ざわさんがぼそぼそとささやきあい、美生さんがそんな二人を一いつ喝かつする。なんの話をしているのかはさっぱりだけど、一人だけ蚊帳かやの外にいるのはどうにも寂しい。というわけで僕は、熱く論じ合う三人の少女に向かって、おずおずと声を掛けることにした。

「そう言えばイタチさん、さっき行ってた天てん狗ぐの雑貨屋で」

「あのね真しん一いち！　はい、これっ！」

　買ったの、と尋ねようとした僕に、イタチさんが唐突に向き直り、手にした四角い何かを差しだした。と言うかむしろ突きつけた。わあ、なんだなんだ。いきなりの展開に困惑しつつも、僕は目の前のそれを受け取った。

　大きさは、縦横ともに三センチほど。市いち松まつ模様も美しい、寄せ木細工の立方体だ。妖よう怪かいから買ったんだから何か仕掛けか謂いわれがあるんだろうけど、見た目は単なる箱だよな。しげしげと観察していると、イタチさんが「その小箱はね」と説明を始めてくれた。

「小さく見えるけど、中は別の空間になってて、なんでも仕舞っておけるんだって。ほら、真一、よくいろんなものを失なくすから」

「……はい、そのとおりです」

「謝あやまらなくていいよ。だからね、大事な物は、これに全部入れておけばいいかな、って」

「ああ、なるほど。ありがとうイタチさん！　さすがは奈良山の知り合いのお手製、不思議で便利な箱……って、これ、どうやって開けるの？　どういじっても蓋ふたが開かないんだけど」

「うん、頓とん鈍どん坊ぼうの妖術を使って、言こと霊だまで括くくってあるからね。買う時に、鍵かぎになる言葉を決めておいて、それを口にしたら蓋が開く仕掛けなんだよ。大事に使ってね、真一」

　開かない小箱に悪あく戦せん苦く闘とうする僕を前に、浴衣ゆかた姿の妖怪少女がくすくす微笑ほほえむ。もちろんだよ、とうなずくと、僕は改めてイタチさんへと向き直った。

「でも、どうして急にプレゼント？　すごく嬉うれしいんだけど、今日きようって何かの日だっけ？」

「え。そ、それは……だから、うん！　ほら、さっきの善よし人ひとと一緒だよ……！」

　小箱を手に問いかけた僕を前に、イタチさんは困ったような笑みを浮かべてみせた。その後ろでは、滝沢さんと美生さん、そしてライカが揃そろってしみじみうなずいている。いやしかし、そうとだけ言われてもですね。ええと、さっきの奈良山と一緒ってことは……？

『輝ひかるさんがとっても大事な人だから、って理由だけじゃ駄目ですか？』

　入学以来の友人の爽さわやかな一言が、ふっと脳裏に甦よみがえる。なるほど、この場合新あら井いさんに当たるのが僕なので──と納得するのと同時に、かあっと胸が熱くなった。そういうことだよね、とおずおず視線で尋ねてみれば、イタチさんは無言で小さくうなずき、ちらっと僕へと視線を向けた。その照れに照れた顔を見た瞬間、僕の体が衝しよう動どう的に動いたのは言うまでもない。

「ああっ、ありがとうイタチさん！　もーめちゃくちゃ嬉うれしいよ！　大好きだあっ！」

「ひゃっ！」

　片手で小箱を摑つかんだまま、ぎゅううううっと抱きしめる。さらさらした浴衣ゆかたの手触りと、その向こうから伝わってくる温ぬくもりとを全身で感じながら、僕は「ありがとう」と繰くり返かえした。

「ほんとに、ほんとにありがとう！　僕のことをそんなに大事に思ってくれてたなんて！」

「どっ、どういたしまして……。ほら、バレンタインにも誕生日にも結局何も渡せなかったし、いつかはって思ってたんだけどね──って、そんなに強くぎゅーってしちゃ駄だ目めだよ！　浴衣、皺しわになっちゃう……！」

「にゃっ？　丈夫な生地ですから、少しくらいなら大丈夫ですよ」

「ほら、美み生うさんもああ言ってるし！　というわけで、もういっちょ！」

　にこにこ微笑ほほえむ美生さん、そして溜ため息いきを吐つく滝たき沢ざわさんとライカに見つめられながら、一ひと際きわ腕に力を込めた。と、「ひゃう」と押し殺したような声が漏もれ、目と鼻の先で小さな耳が赤くなる。ああもう耳の端はしまで可愛かわいいなあこの人は！　いつものように感動しつつ、僕は思いだしたように口を開いた。

「あ、そう言えばイタチさん。この小箱だけど、決まった言葉で開くんだよね」

「う、うん。好きな言葉を決められたから……でも、それが？」

「いや。ただ、キーワードは何にしたのかなって」

「え」

　自然な疑問を口にすれば、抱きしめたままの体が一瞬びくんとこわばり、イタチさんはそのまま口をつぐんでしまった。あれ、どうしたんだろう？　僕が首を捻ひねるのと同時に、滝沢さんと美生さんは顔を見合わせくすっと笑う。あの二人は知ってるのかな？　そう考えていると、耳元で微かすかな声がぽそっと響いた。

「……帰ってから言う」




　で、僕がイタチさんに抱きついてから約十分後。

「長すぎ。ぼくが止めなかったらまだ抱き合ってたろ。花火、始まっちゃうところだよ。経ふみ島しま先輩たち、とっくに向こうに行ってるってのに」

「だ、だって、真しん一いちが、なかなか離してくれないから……」

「いやー、あんまり嬉しくて、つい。美生さんもお待たせしました」

「いいですよ、幸せそうな人たちって見てて嬉しくなりますから。ねえ、ライカちゃん」

「わん」

　屋台の並んだ通りの中を、花火の打ち上げ会場──というか、花火のよく見える場所に向かって、みんなと連れだってぞろぞろ歩く。花火見物のお客さんが増えたのだろう、ざわざわと賑にぎわってきた道を見回しながら、僕はもらったばかりの小箱を手の中で転がした。

　プレゼントをもらったからには、何かお返ししたいんだけど、いったい何がいいのやら。

「女の子に贈り物とか、したことないからな……」

　ガールズトークを繰くり広ひろげるイタチさんたちの背中を前に、僕は独ひとり言ごとをぼそりと漏もらした。自分がもらうなら画材関係が嬉うれしいんだけど、イタチさんに画用紙あげてもそんなに喜ばないだろうしなあ。困ったような顔で「うん、気持ちは嬉しいけどね」とか言う姿が目に浮かぶ。できればアクセサリーでも贈りたいところだけど、その手のものを選ぶセンスはあんまりないし、そもそも売ってる店を知らない。誰だれかに教えてもらうにしても、そんな知り合いは──。

「あ、そうだ。奈な良ら山やまに聞けばいいのか」

　あいつが新あら井いさんへのプレゼントを買った露ろ店てん、すぐそこにあるんだっけ。あとで場所を教えてもらって、こっそり何か買ってこよう、うん。そう心の中でうなずいていると、前を歩いていたイタチさんが、美み生うさんへ話しかけた。

「そう言えば、豊ゆたかは結局来てないの？」

「兄にいさんですか？　剣道部が終わったら向かうと言っていたのですが、確かに遅いですねえ。私は何も聞いていませんけど……。赫あか音ねさん、ご存じないですか？」

「花火が終わるまでには行くってメールがさっき来た。って、なんでぼくに聞くんだよ」

　けろりとした顔で答えた直後、もごもごつぶやく犬いぬ神がみ使つかい。照れた様子の友人に、イタチさんと美生さんは微笑ほほえましい顔を見合わせる。お前のご主人様と剣道部の主将、生き真面まじ目め同士、仲良くやってるみたいだね。そう話しかけながら見上げれば、ライカは、「それなりにな」と言いたげに首を振っていたが、ふいに鼻先をぴくんと動かし、短く吼ほえた。

「──わん！」

「どうしたライカ」

　相棒の様子に気づいた滝沢さんが、立ち止まって問いかける。と、通りを行き交う人波を見回していたライカは、低い唸うなり声を静かに漏らした。

「うう……わう、わうわう」

「え。どういうこと？　でも、誰がそんな──」

「まだ決まったわけじゃないよ。ライカ、もっと詳しく探さぐるんだ」

　イタチさんがハッと息を吞のみ、滝沢さんはシリアスに周囲を見回した。ライカが何やら告げたらしいが、あいにく僕や美生さんには犬神の言葉はわからない。というわけで、犬語のできない者同士で視線を交わしながら「何があったの？」と尋ねてみれば、滝沢さんは「しっ」と人差し指を立て、そして静かにこう告げた。

「姿の見えない何者かが、僕らの後を付けてるらしい。ライカが妖よう気きを嗅かぎつけた」

「にゃっ？　見えないって、透明ってことですか？」

「妖よう気きを持ってるってことは、お祭り見物の妖怪じゃないの？　奈な良ら山やまに聞いたけどさ、人に化けて遊びに来てるのが、けっこういるって」

「違うよ。……だよね、赫あか音ね」

　僕の言葉を遮さえぎったのはイタチさんだった。その後を受け、滝たき沢ざわさんが小さくうなずく。

「相手の正体はわからないけど、つかず離れずの距離をキープして、僕らの後ろにぴったり付いてきていることは間違いない。お祭りの客にしては不自然すぎるよ。つまり──」

　と、クールな声をそこで途切れさせ、滝沢さんは僕らをぐるっと見回した。「つまりこれは尾行されてるか狙ねらわれてるか、そんな感じの状況だから気を付けろ」ってことですね、了解。

「まさか、また先さき触ぶれの生き残りとかじゃないだろうな……。で、どうする？　何か仕掛けてくるまで、花火見ながら待ってる？」

「そういうわけにもいかないよ、真しん一いち。関係ない人巻き込んだら大変だから」

「伊達だてさんの言うとおり。白しら塚つかは無責任すぎるよ。とりあえず、人ひと気けのない場所に誘いだして、様子を見よう。美み生うさんも、それでいい？」

「はい。花火はちょっと残念ですけど、仕方ないですものね」

　小さな声を交わしつつ、てきぱきと作戦を決めていく女性陣。頼もしいなあと感心していると、ライカが「お前はもうちょっとしっかりしろ」と言いたげに一声吼ほえた。すみません。




　　　　＊＊＊




「うひゃああっ！」

　お祭り会場から少し離れたビルの陰の、がらんと寂しい駐車場に、僕の叫びが轟とどろいた。

　悲ひ鳴めいとともに飛とび退のくのと同時に、一瞬前まで立っていた場所めがけ、大振りな木の枝がのたうつように振り下ろされる。ずがん、と響く鈍にぶい音。同時に、上空で炸さく裂れつした花火が、陥かん没ぼつしたアスファルトを一瞬だけだが鮮明に照らした。

「おいおい、なんだよこの威力！　というか、まさかいきなり殴ってくるとは思わなかった……。あー、びっくりした」

　無数の枝をうねうねと躍おどらせ続つづける五メートルほどの樹木を前に、僕は後退しながらつぶやいた。と、木を遠巻きに見つめていたイタチさんは、ほっと胸を撫なで下おろした。

「無事で良かった……！　よくわからないものにほいほい近づいちゃ駄だ目めだよ、真一！」

「わん！」

「わかってる、ライカ。この木、妖気が異様に濃い。確実に妖怪だよ」

「こんなに急に育って、しかもざわざわ動く木なんてないですものね。見た目はケヤキに似ていますけど……。でも、どうして急に生えてきたんでしょう？　それに、私たちを付けていた誰だれかさんは、どちらに行かれたんでしょうか？」

　駐車場のど真ん中にそびえ立った広葉樹を前に、美み生うさんがきょとんと首を傾かしげる。それはみんなが感じていた疑問だったので、僕らは木を取り囲んだまま顔を見合わせ、そして同時に首を傾げた。

　──謎なぞの追跡者を誘いだすべく、ここにやってきたのが五分前。静まりかえった空間を見回しながら、僕らが──と言うか、主にイタチさんと滝たき沢ざわさんとライカが、どこからでも来いと身構えたその時だ。アスファルトの上に、お箸はしのような細い棒がスッと現れたかと思うと、あっという間に立派な木へと成長し、枝を振り回しはじめたのだ。

　ちなみにライカに言わせると、最初に木が枝を振ったあたりのタイミングで追跡者の気配は消えたらしい。正直、何がなんだかさっぱりわからないが、とりあえずの問題は目の前のこの怪しい木だ。幸い、近づかなければ安全なようだけど、ほっといて花火見に行くわけにもいかないしなあ。枝の届かない距離をキープしながら、僕はイタチさんたちへと向き直った。

「これ、どうする？　経ふみ島しま先輩でも呼んで」

「真しん一いち！　逃げてっ！」

「素す性じようを調べて──って。げっ！」

　イタチさんの叫びに振り向いた瞬間、全身から血の気が引いた。僕にまっすぐ狙ねらいを定め、木の枝がものすごい勢いで伸びていたのだ。とっさに後退したものの、相手の成長速度は僕の逃げ足と同じくらいの速さなので、逃げ切ることもできず──。

「っと、うわ、危ないっ！」

　ぶんぶんと振り下ろされる無数の枝を、後ずさりしながら必死に避よける。畜ちく生しよう、なんで僕ばっかり！　いやまあイタチさんたちが襲おそわれるよりはいいけどさ！

　と、心の中でそう叫んだのと同時に、木の向こう側から美生さんの声が耳に届いた。

「にゃっ？　この子、どうして白しら塚つかさんだけを狙ってるんでしょう」

「うー、わんわん」

「白塚、妖よう怪かいを引き寄せやすい体質だからね。こういう単純そうな妖怪の場合は特に」

「確かに。ただ暴あばれるだけの妖怪とか、真一を見るとまっすぐ飛びかかってくるんだよね。波長が合うのかな──って！　のんびり話してる場合じゃないよ！　助けなきゃ！」

　我に返ったイタチさんが慌てて叫び、滝沢さんたちは「あ」と顔を見合わせた。うん、僕の体質の話よりそっちが先だよね！　何発目かわからない枝を必死に避けながら、「待ってました！　早く助けて！」と叫んだ、その時だ。今までのものとは段違いに大きな枝が、僕に向かって振り下ろされた。花火を背景に、太い枝が視界を埋め、本能が危険信号を打ち鳴らす。

「やばい、これはもう避けようが──」

「落ち着いて、白塚」

　頼たより甲が斐いに満ちた声が耳元で響いたと思った瞬間、体がふわっと浮いていた。どうやら腰を起点にひょいっと担かつぎ上あげられたらしい。そう判断するのと同時に、僕を助けてくれたヒーローは、軽やかに駐車場の端はしまでジャンプし、僕をアスファルトの上に下ろしてくれた。

「怪け我がはないよね？」

「あ──うん！　ありがとう滝たき沢ざわさん！　そんでもってライカも！」

　感謝しながら見上げれば、ライカと合体した滝沢さんは、犬のようなヒゲをぴくりと動かしてみせた。頭の上の三角の耳と、浴衣ゆかたの裾すそから伸びる尻尾しつぽが、どおんと轟とどろく花火に一瞬だけ照らしだされた。

「格好いい……！　この後、ぜひモデルに──って、そんなことより後ろ！　また枝がっ！」

「大丈夫」

　自信に満ちた滝沢さんの一声が、騒さわぐ僕を黙だまらせた。同時に、黄緑色の光がカッと瞬またたき、眼前にまで迫っていた無数の枝がぴたりと止まる。この力はもしかして？

「と言うか、もしかしなくても──美み生うさん！」

「はい。私です」

　思わず相手の名前を呼べば、優しい声が返ってきた。念動力を放つ碧みどりの左目で木の妖よう怪かいを束そく縛ばくしたまま、化け猫混じりのお嬢じよう様は僕らの傍そばに歩み寄り、少しだけ自慢げに微笑ほほえんだ。

「ご安心くださいね、白しら塚つかさん。私がこの目で見ている限り、この子はもう動けません。というわけでクズリさん、仕上げをお願いしますね」

「うん、任せて！」

　美生さんの穏おだやかな言葉を受け、凜り々りしい声がうなずき、そして響く風切り音。ヒュウッと軽やかな音が耳に届いた次の瞬間、ついさっきまで僕を叩たたき潰つぶそうとしていた怪しげな木は、根本から切り落とされてどさりと倒れてしまった。おお、一いち撃げき！　息を吞のんで見つめる先で、倒れた巨木は塵ちりになって消えていく。やがて木の妖怪が──しかしこいつ、名前がわかんないままだったので、どうにも締しまりがないなあ──完全に消滅するのを確認すると、鎌かま鼬いたちを放ったばかりの妖怪少女は、「よし」と小さくうなずいた。

「お待たせ。終わったよ、真しん一いち」

　実体化させていた耳と尻尾しつぽを消しながら、浴衣ゆかた姿のイタチさんは優しい笑みを僕へと向ける。その笑顔だけでも最高なのに、おりしもその後ろでは、大輪の花火が次々と開いていたりするもんだから最高に輪を掛けて最高だ。胸に手を当てながらよろめきながら、僕はぺこりと頭を下げた。

「助かったよ、イタチさん……！　あ、それに、滝沢さんと美生さんも！」

「どういたしまして。ぼくとライカは大したことしてないけど……え、どうした、ライカ？　『女の子に助けられて無邪気に喜んでるのは男としてどうかと思う』？」

「白塚さんは普通の方なんですから仕方ないですよ、ライカちゃん。ね、白塚さん」

「役立たずでごめんなさいとは、一応思ってるんだけどね……。それはそれとして、ありがとう！　みんな頼りになるし絵になるし──ああもう、三人とも大好きだ！」

　美み生うさんの気き遣づかいに感謝しつつ、僕はきっぱり言い切った。と、それを聞いたとたん、三人の少女は赤い顔を見合わせ、そして揃そろって溜ため息いきを吐つく。あれ、どうしたんだろうと首を捻ひねっていると、ややあってイタチさんが困ったような笑みを浮かべ、そして美生さんと滝たき沢ざわさんが僕の前へと歩み寄ってきた。わあ、なんだなんだ。

「にゃっ。いいですか、白しら塚つかさん。お気持ちは、う、嬉うれしいのですけど……ね？」

「うん。そういうことをほいほい言うのは……その、良くない。良くないよ。なにしろ、白塚は、仮にも、伊達だてさんの──ええと、こっ、恋人なんだろ……？」

「へっ？　まあ、確かにそのとおりですが」

　犬猫コンビの迫力に気け圧おされ、敬語で答えてしまう僕。なぜ今それを聞かれたのかはよくわからないけど、少なくとも僕とイタチさんはお互いの気持ちを確認した上で告白し、そして今に至っていることは間違いない。しかし改めて確認されると照れるなあ。気恥ずかしさを覚えながらうなずくと、僕はこちらを見つめていたイタチさんへ視線を向けた。

「僕ら、つきあってるよね、イタチさん？　ほら、台所で告白したりされたりした日から」

「え」

　聞かれるとは思っていなかったのか、イタチさんの目が丸くなる。ついさっき暴あばれる巨木を切り伏せたばかりの妖よう怪かい少女は、首元までを赤く染め、ぼそぼそと密ひそやかな声でつぶやいた。

「もっ、もう……！　あたしに聞かないでよ……」

「へ？　だけど、滝沢さんや美生さんに聞くことでもないし、ライカに尋ねても仕方ないし。だったらここは本人に直接確認するのが一番かな、と」

「そっ、それはそうだけど……答えるの、すごく恥ずかしいんだからね……！　真しん一いちは真一だから簡単にそういうこと言うけど、あたしはそんなふうに──って、そこにいるの誰だれ！」

　やれやれと溜息を落としていたイタチさんが、いきなり振り返った。

　あれ、急にどうしたの？　そう尋ねる暇もなく、浴衣ゆかた姿の妖怪少女の体をオレンジ色のフレアが包み、耳と尻尾しつぽが実体化する。ライカと合体しっぱなしだった滝沢さんが「この気配、さっきのストーカー！」と叫ぶのと同時に、イタチさんは指をパチンと打ち鳴らした。それに呼応し、僕らの二、三メートル先、古びた街灯の真下の空間で、赤い炎がいくつも灯ともった。

「げっ、意外に近い？　いつの間にこんな距離にまで？」

「木と戦ってる間に近づかれてたんだ……！　注意して、みんな！　わん！」

「じゃあ、あの子は囮おとりだったってことですか？　でも、姿はやっぱり見えませんねえ」

「うん。だけど美生、気配はそこにしっかりと──」

　と、美生さんや僕を庇かばうように身構えたイタチさんが、目の前の空間を指さした時だ。

　イタチさんが最後に放った炎が、空中で何かに燃え移った。思わず見入った僕らの前で、ぱちぱちと枯かれ草くさが燃えるような音を立てながらオレンジ色の炎が広がっていく。どうやら、見えない何者かに──おそらくは、例の追跡者に──火が燃え移ったのかと、そう判断した時だ。

「熱っ！　燃える燃える燃える燃える！」

　慌ただしい叫びが駐車場に響き、目の前の暗くら闇やみから、一人の男が現れた。地味なジャケット姿のそいつは、燃えさかる透明な何かを慌てて脱ぎ捨てて放り投げると、「畜ちく生しよう！」と吐き捨てるように吼ほえた。

「何が『天てん狗ぐとの共同研究で開発した、耐火性抜群の新型隠かくれ蓑みの』だよ！　めちゃくちゃ燃えてるじゃないか！　目くらましで使うだけのつもりだった『尺しやく取とり虫むし』も、勝手に暴走するし、止めようとしたらいきなり吹っ飛ばされるし……。『お箸はしを地面に刺せばすぐ成長、あなたの忠実な部下になります』だ？　危うくみんなに怪け我がさせるところだったぞ！　ああもう、あの研究室のコレクションは、もう金こん輪りん際ざい使わない！　絶対だ！」

　どこかの誰だれかに怒りをぶつける謎なぞの怪人。身長は僕より十センチほど上だろうか。体格は貧相と言えば貧相、引きしまってると言えばそう思えなくもない程度で、要するにあんまり強そうではない。出いで立たちはと言えば、深緑のジャケットに黒のジーンズ、そして顔には夜店で売っていそうな狐きつねのお面。首から下が普通の服装な分だけ、顔を隠すお面が異様に怪しい。

「と言うか、そもそも姿を消して僕らを追っかけてた時点で怪しいんだよなあ。あのさ、イタチさん。あのお面男、妖よう怪かい？　それとも人間？」

「うーん……よくわからないんだよね……。妖気はしっかり漂ただよってるし、だけど人っぽい感じもするし。すごく見覚えのある気配なんだけど、これ……なんだったかな……？」

　耳と尻尾しつぽを出して身構えたまま、眉まゆをひそめるイタチさん。そう言われても僕にはさっぱりわからないので無責任に首を捻ひねっていると、滝たき沢ざわさんが一歩前へ進みでた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くよ。一体どこの誰で、どういうつもりでぼくらの後を付けてた？」

「おお、改めて見ると若いな──って、しみじみしてる場合じゃないか。なあ、そう睨にらまないでくれよ。ちょっとワケありで素す性じようは話せないが、怪しい者じゃない」

「そ、それはさすがに無理があると思いますが……。すごく怪しいですよ？」

　和解を求めるように両手を広げる怪人を前に、美み生うさんがおずおずと口を挟んだ。だよなあ。今までいろんな人や妖怪を見てきたが、こんなに露ろ骨こつに怪しい相手もそういない。声からすると普通の成人男性っぽかったけれど、だから信用できるわけでは全然ないし。さてどうしたもんかとイタチさんと顔を見合わせていると、お面男はふいにがりがりと頭を搔かいた。

「やれやれ。この手は使いたくなかったけど、仕方ないか。──行け」

「わんっ？　え、妖気？」

　何かの合図を送るかのように、男がトンと足を鳴らす。その瞬間、滝沢さんがヒゲをぴくんと動かした。一テンポ遅れて、イタチさんが身構えながら慌てて叫ぶ。

「仕掛けてくる！　美生、動きを封じて！」

「にゃっ？　わ、わかりま」

　わかりま。美み生うさんの言葉はそこで止まり、そしてついでに動きも止まった。お面男に念動力を放とうとした姿勢のまま、浴衣ゆかた姿のお嬢じよう様は凍りついたように動かない。ちょっと待て、今、何かされたのか？　ぞくりと背筋を冷やしながら、僕は周囲を見回した。

　──いや。正確には、見回そうとしたけど、できなかった。

「よし、全員制圧完了」

　男の声が耳に届く。動かない視界の中では、イタチさんと滝たき沢ざわさんもまた、身構えたまま固定されてしまっていた。イタチさんを抱えて逃げたいのは言うまでもないが、手足も視線も口も指先も、体の全すべてが動かない。なんだこりゃ！　そう心の中で叫んだ僕らをぐるりと見回すと、お面の怪人は申し訳なさそうに肩をすくめた。

「悪いね。力ちから尽ずくは趣味じゃないけど、手ぶらで帰るわけにもいかないからな、『影かげ鰐わに』を使って、動きを封じさせてもらった。見えるかな？」

　そう言いながら、僕らの足下を指さすお面男。なるほど、視界の端はしのイタチさんの足下では、六十センチほどの魚の影が、浴衣姿の少女の影に嚙かみついていた。ここから見る限り、滝沢さんの影にも同じようなものが食らいついている。と言うことは、僕と美生さんの影にも……？　つーか、あれはそもそもなんなんだ。動けないまま息を吞のんでいると、男は「紹介しておくよ」と肩をすくめた。

「影鰐。平面上にだけ存在できる、二次元の体を持った妖よう怪かいだ。こいつらが影に食いつけば、影の持ち主は全ての行動を禁じられる。あ、ついでに言っとくと、影の中に引きずり込んだりもできるんだけど、そこまではやらないから、それは安心してほしい。だよな？」

　お面男がフランクに呼びかければ、影鰐と呼ばれた魚たちは「そうですよー、僕らは安全な妖怪ですよー」と言いたげに、尾びれをぱたぱた振ってみせた。いやしかしこの状況でそんなもん見せられても、信じられるわけがない。おののくことしかできない僕らを見渡すと、男はジャケットのポケットからソフトボールサイズの黒い球体を取りだした。

「大丈夫、すぐ終わるから。まずは──そうだな、君からでいいか」

　安心させるように語りかけながら、男は一番近くにいた滝沢さんへと向き直り、黒いボールを突きつける。あれが何かはわからないが、隠かくれ蓑みのだの影鰐だのを使ってる男の持ち物である以上、単なるボールじゃないんだろうなあ──などと思っている間にも、球体は青白い光を放ち、滝沢さんの顔を照らしはじめた。

　おいこら、何やってんだかさっぱりわかんないけどとにかくやめろ！　それと先に言っておくけど美生さんとイタチさんにも！　そう叫びたいのは山々だったが、もちろん口は動かない。だからと言って静観できるはずもなく、固定されたポーズのまま、僕が内心で歯を嚙みしめた、その時だ。

「そこまでよっ！　観念しなさい、お祭り怪人キツネジャケット！」

　えらく威勢のいい叫びが、駐車場に響き渡った。おお、この子どもっぽい声と、そして適当極きわまるネーミングセンスは、間違いなく経ふみ島しま先輩！　振り向くこともできないまま歓喜した僕らの耳に、聞き慣れた声が次々と届く。

「花火会場に来ないから、心配して捜しに来てみれば……。美み生うさんたちからとっとと離れろ、そこの変態！　変──身ッ！」

「どこの誰だれか知らんが、妹や滝たき沢ざわに手を出すとはいい度胸だ！　あいにく木刀は持っていないが、化け猫の血を解放すれば、一人くらいは素す手でで充分……！　覚悟はできているな！」

「おー、いいぞいいぞやっちまえ！　アタシは酒飲みながら見てるから！」

「影かげ鰐わにごときにあっさり捕らえられるとは、呆あきれて声も出ませんわ。これだから鼬いたち風ふ情ぜいには困ります。私があっさり助けてあげますから、土下座して感謝することですわね」

「そこまでさせるのはどうかと思います先生。戦力にならない俺おれが言うのもなんですが」

　最初に叫んだ経島先輩に続き、フィルに多た々た羅ら木ぎに鱗りんさん、稲いな葉ば先生に江え戸ど橋ばしさんといった、頼もしい面々の声が耳に届く。ありがたすぎる援軍に、思わず心が熱くなった。誰一人僕の名前を呼んでくれなかったことはともかく、とりあえず早く助けてください！　懇こん願がんするのと同時に、先輩言うところの「お祭り怪人キツネジャケット」は、舌打ちとともに後ずさりした。

「もうちょっとだったのに、このタイミングで増援か。畜ちく生しよう、影鰐は四匹しかいないし……さあ、どうしたもんかな、これは」

　がりがりと頭を搔かきながら僕らを見回すと、お祭り怪人はふいに踵かかとを打ち鳴らした。その軽やかな音が響くのと同時に、全身のこわばりがふわっとほどける。

「え。おわっと！」

「ひゃっ？」

　いきなり体が自由になり、僕らは思わずつんのめった。そのまま足下に目を向ければ、影鰐たちがアスファルトの上をすいすい泳ぎ、男の影へと重なっていく。不思議な光景に思わず見とれていると、四匹全すべてを自身の影に収納した男は、お面を被かぶった顔をこちらに向けた。

「──さて、と。お望みどおり、全員解放しましたよ。では、俺はこのへんで」

「あら。戦わずに逃げる気ですか？」

「当然ですよ。九きゆう尾びの狐きつねや月夜の人狼ワーウルフが相手じゃ、あまりにこっちの分ぶが悪い」

　稲葉先生の質問に、自じ嘲ちよう気味に応じるお面の男。ちょっと待て、僕らのことを知ってるのか？　と、そう問いかけようとした瞬間、男は目の前から消失した──って。

「え？　消えた？　隠かくれ蓑みのは燃えたはずなのに」

「俺には見えたぞ。奴やつめ、自分の影の中に飛び込んだのだ」

「さすが化け猫混じり、いい目してるわね。つまり、影鰐に自分を引きずり込ませて、そのまま闇やみに紛まぎれて逃げたってことか。どこの誰だか知んないけど、なかなかやりおる」

　多々羅木の言葉を受けた経島先輩が興味深げにうなずいた。なるほどなあ。しかし、結局あれは誰でいったい何がしたかったのやら。街灯に照らされるアスファルトを眺めつつ首を捻ひねっていると、細い腕がポンと僕の頭を叩たたいた。

「何をぐだぐだ悩んでんのよ。相手が逃げたならそれでいーじゃんか」

「えらい簡単に言いますね鱗りんさん」

「だって考えたってしゃーないでしょうが。わかったら、とっとと祭りを堪能する作業に戻るわよ！　さあ続け皆の衆！　祭りは今日きようしかやってないんだからね！」

　シャーッと舌を鳴らしながら、鱗さんが腕を突き上げる。その元気な扇動に、僕らは顔を見合わせて苦笑した。確かにそれはそのとおり。「だよね」と納得した滝たき沢ざわさんがライカとの合体を解除し、変身していたフィルが元の姿に戻るのを見ながら、僕はみんなに頭を下げた。

「ほんと、来てくれて助かりましたよ。あのままだったらどうなってたことか」

「大いに感謝なさい。しかし相変わらず情けないザマでしたわね」

「白しら塚つか先輩、何をあっさり固められてるんですか！　どう思います多た々た羅ら木ぎ先輩？」

「情けないの一言だな。男の端はしくれならば、体を張って守れ」

「そりゃ無茶だよ。白塚は、ぼくらと違って術も使えないし、妖よう力りよくも持ってないんだから」

「そうですよ。フィルさんも兄にいさんも、白塚さんを買いかぶりすぎです」

「わんわん」

「……あ、あのね？　真しん一いちは頼りになることもあるんだよ？　たまにだけど」

「イタチさん、あんまりフォローになってない。しかしあの男はなんだったんですかね」

「見当も付かんが──それはそうと鱗くん、その、あまり密着しないでくれないか？」

「いーじゃんか減るもんじゃなし！　正妻の許可も取ってるんだしさ。そーよね、御み崎さき」

「うん。つーか私が駄だ目めって言うことでもないしね。仲良きことは美しき哉かな」

　江え戸ど橋ばしさんに抱きついた鱗さんが嬉うれしげに笑い、けろりとした顔の経ふみ島しま先輩がそれに続く。賑にぎやかでいつもどおりの光景に、僕はしみじみ見入っていた。うん。見慣れた顔ぶれがわあわあやっている様子は、見ているだけで──って。

「あれ？　そう言えば、奈な良ら山やまと新あら井いさんは？」

「ここだよ。やあ、みんなお揃そろいですね」

　僕が問いかけたのと同時に、新井さんを抱きかかえた奈良山が目の前に降り立った。いきなりの登場に驚く僕らの前で、背中から伸びていた翼つばさが折りたたまれながら消えていく。へえ、人間の姿のまま翼を生やすことってできたのか。そんなことに感心している間に、奈良山は頰ほおを染める恋人をそっと地面に下ろすと、浴衣ゆかたの襟えり元もとを直して微笑ほほえんだ。

「お待たせしました。ちょっと二人で空の上にいたもので」

「うん、お待たされました。しかしお姫様だっこで登場とはねえ。何してたんだか」

「秘密です」

　経島先輩の質問に、にこやかに、なおかつきっぱり答える天てん狗ぐ様。その傍かたわらでは、さっきから一言も発していない新井さんが、顔を真っ赤に染めている。こっちが大変だったってのに……とは思ったけれど、二人の幸せそうな顔を見ていると、全然腹は立たなかった。

「さーて、みんな揃そろったところで、改めて第二ラウンドと行きますか」

「ほいきた、お鱗りんさん。あ、そうそう。さっき屋台バイト中の幽ゆう霊れい部員から電話があってさ。フランクフルトとトウモロコシと生ビール、安売り中だから来てくれって」

「あらいいですわね。案内しなさい！」

「先生。まだ飲まれるんですか……？　そろそろやめておいたほうが」

　経ふみ島しま先輩の言葉に稲いな葉ば先生がぴくんと反応し、江え戸ど橋ばしさんがそれを諫いさめる。キツネは相変わらずだね、と笑うイタチさんにうなずき返し、僕は歩きはじめたみんなに続いた。

　暴あばれる木とかお面の男とか、よくわからない事件もあったけど。

　お祭りなんだから、楽しまないと損だよな、うん。
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「はいはいはいはい。起きたってば。──ふわあああああああああ」

　馬ば鹿かでかいあくびとともに目覚まし時計のアラームを止め、起き抜けの体をぐうんと伸ばす。立ち上がったついでにカーテンを開け、適当に布団を畳たたむと、僕は廊下に通じる戸を開けた。

　昨夜ゆうべのお祭りで調子に乗って食べすぎたせいか、いつもに比べてお腹なかが重い。朝ご飯は軽めにしておこう。

「しかし昨夜はいろいろあったなあ……。お面男の素す性じようはさっぱりだし、あいつが滝たき沢ざわさんに何をしたのかも結局わかんないままだし。昨夜、遅くまで経島先輩が調べてたけど──。そんなことより、とりあえず顔を洗おう……。ふわあ」

　独ひとり言ごとをつぶやきながら、寝ぼけた顔で廊下に出る。肩をこきこき回していると、隣の部屋の戸が開き、ナイトキャップを被かぶったイタチさんが現れた。

「……おはよ、真しん一いち」

「うん、おはよう」

　まぶたを擦こすりながら出てきたイタチさんと、ぼんやりした声を交わす。と、半はん袖そでパジャマ姿も愛らしい妖怪少女は、何も言わずに両手を広げて僕にもたれかかってきた。いつものようにそれを受け止め、細身の体をぎゅうっと強く抱きしめる。寝起き特有の温かさと柔らかさを全身で感じていると、耳元で小さな声が照れくさそうに響いた。

「どう？」

「今日きようも大丈夫。ちゃんとイタチさんはここにいるよ」

「良かった」

　背中に回した手で小さな肩を撫なでながら、目の前の小さな耳にそっと告げれば、嬉うれしげに微笑ほほえむ声が応こたえてくれる。かくして、我が家の朝の挨あい拶さつは終了。いつもだったらここで僕が手を離し、二人で洗面所に行くんだけれど……今日きようは部活もないから、家でゆっくりできるわけで。

「もうちょっとだけ、いい？」と尋ねれば、腕の中の少女は照れた声でつぶやいた。

「もう……朝は、髪がぼさぼさだから恥ずかしいって、いつも言ってるのに」

「え。じゃあ駄だ目め？」

「そんなわけないよ」

　柔らかく微笑ほほえんだイタチさんが、ふにゃっと僕に密着してきた。ありがとう、と笑い返し、僕は再び腕に力を込めた。ああ、いてくれてありがとうイタチさん！　胸の鼓こ動どうがかーっと高まり、幸せな気持ちが全身に満ちていく。そして、つい流れでキスしそうになった、その時だ。廊下の奥の洗面所のドアが開いたかと思うと、セーラー服にショートカットの見慣れた少女が、歯ブラシ片手に現れた。

「あ、起きたんだ、二人とも──って、何やってるの」

　気さくだった声が途中でいきなり裏返り、凜り々りしい瞳ひとみがぎょっと大きく見開かれる。

　──ああ。そう言えば滝たき沢ざわさん、「あのお面男に何をされたか、ちょっと調べるから付き合え」って経ふみ島しま先輩がうちに連れてきたんだっけ。で、結局何もわからなかったけど、とりあえず体に別状はないらしい、という結論になって、もう遅かったから二人とも泊まったんだよな。昨夜ゆうべのいきさつを今さら思いだしていると、腕の中のイタチさんが寝ぼけたままの笑顔を友人へ向けた。

「おはよ、赫あか音ね。早いね。御み崎さきとライカは？」

「せ、先輩もライカも、まだ寝てるけど……。で、その──さっきから何を……？」

「朝の『ぎゅー』だよ……？　ねー、真しん一いち」

「うん。ほら、先月イタチさんが消えそうになってから、どこか透けたりしたらすぐ気づけるよう、毎朝確かめてるんだよ。あ、良かったら滝沢さんも一緒に」

「結構です！」

　ダメ元で誘ってみたらものすごい勢いで拒否された。




　そして、その十五分後。

「いただきまーす」

「いただきます……」

「い……いただき、ます……」

　吞のん気きだったりぎこちなかったり死ぬほど恥ずかしそうだったり、三者三様の声が食卓に響く。言うまでもなく、ぎこちないのが滝沢さんで、照れているのがイタチさんだ。友人に毎朝の儀式を見られてしまい、しかも（寝ぼけていたとは言え）にこにこ応対したのがよほど恥ずかしいのだろう。ノースリーブから覗のぞいた肩まで真っ赤に染めながら、イタチさんはもそもそと静かにトーストをかじった。

「あたし、どうしてあんなふうに言っちゃったんだろう……。『ねー、真しん一いち』とか、思いだすだけでも恥ずかしい……！」

「まあまあ。でも、イタチさん毎朝あんな感じだよね。可愛かわいいから好きだけど」

「え？　そうなの、白しら塚つか」

「うん。イタチさんって、朝にあんまり強くないから。寝起きの時間が長いって言うか」

　適当に作ったサラダを牛乳で流しこみながら説明する。滝たき沢ざわさんは意外そうに聞いていたが、ややあって、照れたままのイタチさんへと優しい顔を向け、苦笑した。

「そんなに小さくならなくてもいいってば。ぼくだって、伊達だてさんと白塚の仲がいいのは嬉うれしいからね。……さっきのは、ちょ、ちょっと意表を突かれてびっくりしたけど」

「だ、だよね。その……ごめん」

「謝あやまることじゃないよ。と言うか、ぼくが経ふみ島しま先輩じゃなくて良かったね」

「「確かに」」

　滝沢さんの冷静な言葉に、僕とイタチさんは揃そろって首を縦に振った。あの賑にぎやかな人に見られたら、あっという間に鱗りんさんあたりに話が流れ、遅くとも明日には知り合い中から囃はやされるに違いない。僕は別に気にしないけど、イタチさんはからかわれるの苦手だからなあ。滝沢さんで助かったよ、とうなずいていると、イタチさんが「そう言えば」と顔を上げた。

「赫あか音ね、制服着てるけど、今日きようって部活なんだっけ？」

「うん。ほら、二学期明けの文化祭の演奏会で、三年生は引退するんだよ。みんな張り切ってるから、後輩のぼくらもしっかり送りだしてあげないと」

「ああ、もうそんな時期か。……で、ニュー吹奏楽部の三年ってことは、あの騒さわがしくて」

「たーきざーわくーん！　むーかえーに来ーたよー！　さーあー、部活にー行ーこうじゃ、なああーいかああああああああー！」

　病弱な野の更ざら志し部長とかだよね。そう尋ねようとした矢先、まさにその人物の声が玄関から飛んできた。やたらとバリトンの利きいた美声に、僕は牛乳を噴ふいてしまった。なんであの人が僕らの家に？　イタチさんと顔を見合わせれば、滝沢さんが気まずそうに声を発した。

「……部長、いつもバス停まで迎えに来てくれるんだよ。だから、今日はバスじゃないです、友達の家に泊まってますって、そうメールしたんだけど……」

　こんな騒そう々ぞうしく迎えに来るとは思ってなかった、と頭を抱える犬いぬ神がみ使つかい。その間にも、玄関先での野更志さんのパフォーマンスはしっかりと続いていた。

「朝早くから失礼します、病弱で有名な蒼そう明めい高校ニュー吹奏楽部の部長、野更志臨りん十じゆう郎ろうと申します！　それはそうと聞こえているかい滝沢君？　あまり待たせないでくれたまえ！　ああ、愛いとしい君とともに部活に励めるのもあと少し、僕の胸は悲しみに張り裂けそうで、事実、毎夜二リットルの血を吐くほどさ！　あ、ちなみに僕はとある音大への推薦が決まっているから進路の心配は不要だよ！　受験するみんなは大変そうだけどね！　ははははは！　そんなわけで聴いてください！　即興曲第七百七十七番、『愛いとしすぎる君へ　～そろそろ喉のどが嗄かれてきたのでバイオリンに切り替えてもいいだろうか～』！」

　病弱とは思えない声が朗々と続き、そして流れだす弦楽器の優雅な調べ。野の更ざら志しさんは変わり者ではあるけれど、楽器の腕は確かなんだよなあ。実際、上手うまいし。というわけで僕とイタチさんが聴き入っていると、滝たき沢ざわさんが恥ずかしそうに立ち上がった。

「……ごちそうさま。部活行ってきます」

　はい、行ってらっしゃい。




　で、滝沢さんを玄関から送りだし、ついでに野更志さんにも挨あい拶さつして（流れるような動きでイタチさんの手を取ってキスしようとしたので、慌てて止めました）、朝食の後片付けをしようかと食事部屋に戻ってみると。

「よっ。昨夜ゆうべはすまなかったな」

　狐きつねのお面を被かぶった男が、食卓でお茶を飲んでいた。

「ああ、誰だれかと思えば昨日きのうの人か。こっちこそ──って！　お前！　なんでここに！」

　あまりのフランクさについ会え釈しやくを返してしまったが、気を許せる相手じゃないのは昨夜の一件で確認済みだ。もう同じ手は食わないぞ！　イタチさんを庇かばうように慌てて身構える僕だったが、男は椅い子すに座ったまま、「そう熱くなるな」と言いたげに両手を振った。

「確かに、昨日はこっちも悪かった。見つかると思ってなかったから、つい焦あせっちまったんだよ。だから今日きようは、心を入れ替えて、話し合おうと思って」

「……話し合い？　そんな話が信じられるとでも」

「待って、真しん一いち」

　よく通る声が、僕の言葉を遮さえぎった。じりじりと後ずさりする僕を制しながら、イタチさんが一歩先に歩みでる。ノースリーブに短いスカート丈、お気に入りのワンピース姿の妖よう怪かい少女は、不審者をまっすぐ見据え、口を開いた。

「とりあえず、話を聞いてみようよ。あたしだって、戦いたくなんかないから」

「え？　ちょ、ちょっとイタチさん？　こいつは昨日僕たちを」

「うん、知ってる。でもね、この人、もしあたしたちに恨みがあるなら、あっさり勝ってたはずだよね？　そうしなかったのは、何か理由があるのかなって、そう思って」

　お面の男を見つめたまま、僕を説得するように言葉を紡つむぐイタチさん。言われてみると、それは確かにそのとおり。姿を消す隠かくれ蓑みのと、相手の動きを封じる影かげ鰐わには、不意打ちには最高の手札だ。なのにそれをしなかったってことは……？　身構えたまま眉まゆをひそめる僕に一瞬だけ笑みを向けると、イタチさんは再び男に向き直った。

「だからね。話は聞くよ。もし、何か困ってて、あたしたちが手を貸せることなら、手伝ってもいい。だけどね」

「おお、さすが！　手伝ってもらえれば、用件自体はすぐ済むんだ！」

「──でもね、その前に。お面を取って、顔を見せて」

　手を叩たたいて喜ぶお面男を前に、イタチさんはきっぱりと言い切り、「そうしてくれないと、信用もできないよ」と困ったような笑顔で付け足した。それを聞いた男は、一瞬口ごもったが──なんだかイタチさんに見み惚ほれているように見えたのだが、気のせいだろうか──ややあって、肩を揺らして笑いを漏もらした。

「信用できない、か。それはそうだな。じゃあ取るが……驚くなよ？」

　いたずらっぽく告げながら、男がお面に手を掛ける。いやしかし、「驚くな」って、どんなすごい顔なんだ。イタチさんと顔を見合わせている間にも、男はあっさりお面を外し終え、改めて僕らに向き直った。

「よし。さあどうだ」

「……いや、さあどうだと言われても」

　まっすぐ見つめられ、僕はコメントに困った。見たところ、年齢は二十代の後半くらいだろうか。よく言えば人の良さそうな、悪く言えばしまりのない顔は、さっぱりした短髪も含め「まあ普通ですね」としか言いようのないものだった。額ひたいに目があるとか肌が虹にじ色とかウロコがびっしりとか顔面が機械だとか、そういうのを期待していたもんだから、肩すかしにもほどがある。なんだこの地味な顔。

「えーと。顎あごの無ぶ精しよう髭ひげは、剃そったほうがいいと思うんだけど。似合わないよ」

「伸ばしてるんだよ、これは！　つーか、そういうこと聞いてるんじゃないんだが」

　ぼそっと漏らした僕の声に、男が不満げに切り返す。いやしかし、この顔、それくらいしかコメントしようがないわけで。どこかで見たような顔ではあるんだけど……誰だれだっけ？　僕の親しん戚せきにこんな顔がいたような、いなかったような──と、首を捻ひねりながらつぶやいた時だ。男の顔をじーっと見つめていたイタチさんが、唐突に声をあげた。

「あ、あっ！　え、うそ。でも、もしかして……！　だけど、そんな、うん、やっぱり」

　文章にならない言葉をぼろぼろ漏らしながら、イタチさんは僕と男の顔を見比べはじめる。ちょっと待った、何をそんなに驚いてるの？　きょとんとしたまま視線でそう尋ねてみれば、イタチさんは口を押さえながら「真しん一いち」と僕の名を呼んだ。はい？

「いやあの、僕は確かに真一だけど」

「そうじゃないよ！　──って、そうじゃなくないよね、うん、もちろん真一は真一なんだけど、そういうことじゃなくて？　えと、だから」

　おろおろと困惑しながらイタチさんが言葉を紡つむぎ、椅い子すに腰掛けたままの男はそれをにやにや見つめている。二人には事情がわかったらしいが、あいにくこっちはさっぱりだ。「どういうこと？」と再び首を傾かしげれば、イタチさんは慌てた口調でこう告げた。

「見た時、すごくよく知ってる顔だなって思ったんだけど、誰かはわからなかったんだよ。でも、真しん一いちが、親しん戚せきにいたかもって言ったのを聞いて、あっ！　って思って。それでじっくり見てみたら、やっぱり……！　うん、どうしてこんなことになってるのかはわからないけどね」

　と、そこで言葉を句切って深呼吸すると、イタチさんはゆっくり男を指さし、言った。

「この人、真一だよ！」

「正解！　正確には、十年後の未来から来た白しら塚つか真一だけどな」

「……はい？」

　わかってくれたかと言いたげに微笑ほほえむ男を前にして、僕の声が裏返る。十年後の未来？　と言うか、これが僕？　意表を突いた回答にぽかんと絶句していると、ふと「おはよーさん」と気の抜けた声が耳に届いた。

「みんな朝早いねえ。何騒さわいでんの？」

　枕まくらを小こ脇わきに抱え、むにゃむにゃと目を擦こする経ふみ島しま先輩。眼鏡めがねを外して髪を下ろした姿は新鮮で正直ちょっとドキッとしたが、あいにく今はそれどころではない。混乱したままの心をどうにかこうにかなだめつつ、僕は椅い子すに座った男へ手を向け、言った。

「紹介します、先輩。未来の僕だそうです」
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「ほふーむ。つまりあんたは、今から十年後の未来から来た、二十七歳の白しろの字じであると主張するわけね。で、わざわざ時間を遡さかのぼってきた理由はと言えば」

　ところ変わって僕の部屋。折りたたみ式テーブルを囲んだ僕らを見回すと、経ふみ島しま先輩は机の上の立方体に手を伸ばした。市いち松まつ模様も美しい小さな木箱をくるくる回しながら、ジャージに眼鏡めがねの妖よう怪かい博はか士せは、向かいに座ったジャケットの男へと目を向ける。

「昨さく夜や、イタチちゃんが夜店で買ったこのアイテム、通称『天てん狗ぐの小箱』を開くキーワードっつーか言こと霊だまを忘れてしまったので、それを調べるためである。小箱の中にはとても大事な物が入っているから、開けられないままだと非常に困る。そういうことね？」

「まあ、そんなところだ。ただ、俺おれは言霊を『忘れた』わけじゃないからな？」

「さっき聞いたよ。妖怪に、記憶を食べられちゃったんだよね。『粋すい吞とん』だっけ」

「ああ。スイーッと来てトンと立つからそういう名前なんだとか。本来は読心術を持った人ひと喰くい妖怪だそうだけど、俺を襲おそった奴やつは変種らしくてな。目の前の相手の心を読むだけじゃなくて、記憶を食うんだよ。三年前に倒したと思ってたんだが、生き延びて、俺を狙ねらってたとはなあ……。どうにか退治したんだが、不意を突かれた上に一人だったから、苦戦して」

「キーワードにまつわる記憶を食べられちゃった、ってことか。だから、それを知るために、十年前に──小箱を買ったばかりの頃ころにタイムスリップしてきた……？」

　聞かされたばかりの話を確認するように問いかければ、自称十年後から来た僕は「さっきから言ってるだろ」とうなずいた。いやしかし、そう言われてもなあ。話の筋は通っているようだけど、信じられない要素が多すぎる。困った顔をイタチさんと見合わせていると、経島先輩が「いいかしら」と手を挙げた。

「あんたを信用するために、いくつか質問させてよね。まず、どうやって時間を遡ったの？　正直、たかだか十年後に、タイムマシンが実用化されてるとはとうてい思えないんだけど」

「たまたま、時間を越えさせる妖怪が近くに来てるのを知ってたからな。頭を下げて手を貸してもらったんだよ。先輩も名前くらいは知ってるだろ？　『寒さむ戸と』って奴だ」

「二十代後半の成人男性に先輩呼ばわりされたのは初めてだにゃー。それはそうと、寒戸ってアレよね？　『寒戸の婆ばば』の──とある山村で幼い娘が行方ゆくえ不明になって、その三十年後に老婆になって帰ってきたって、あの話よね？　なるほど、合が点てんがいった！」

「え。どういうことです？　今の話のどこらへんにタイムトラベル要素が」

「つまりね、白の字の若いほう。たかだか三十年で幼女が老婆になるわけないでしょ？　せいぜい中年がいいとこよ。でも、かの有名な話の裏に、時間をどうにかする妖怪が絡んでたとなると話は通る。『寒戸』ってのは伝承地域の名称っぽいけど、そんな地名は実在しないからさあ、おかしいなーとは思ってたのよね。なるほど、アレは妖よう怪かいの名前だったか！」

　何がそんなに嬉うれしいのか、先輩が満足げに何度もうなずく。その姿を前に、自称十年後の僕は「変わってないなあ先輩は」と苦笑すると、改めて僕らを見回した。

「と、そんな妖怪の力を借りて、この時代に来たんだよ。寒さむ戸とは実体のない現象タイプの妖怪でな、扉とか障しよう子じみたいな出入り口を媒介にして、二つの異なる時空間を繫つなげるんだ」

「おお、ＳＦだ。しかし、そんなもんをよく説得できたわね。さすが未来人」

　奇妙な感心の仕方をする経ふみ島しま先輩である。未来人はこの際関係ないんじゃないですかと突っ込んでいると、みんなのお茶を換えていたイタチさんが声を発した。

「あたしも、聞いていい？　小箱の言こと霊だまを調べに来たって言ったけど、どうやってそれを知るつもりだったの？　昨夜ゆうべ、赫あか音ねにかざした黒くて丸いのが、何か関係してるのかな」

「お、さすがイタチさん。やっぱり頭が切れるなあ……！　過去の自分はどうでもいいけど、イタチさんは懐なつかしいし先輩も若いし、来て良かったよ、十年前」

　でれでれとにやつきながら、お茶を受け取る自称十年後の僕。言っちゃなんだが、非常にしまりのない顔だ。あと、顎あご髭ひげはやっぱり似合わないと思う。複雑な気持ちで見つめる先で、自称十年後から来た僕は──めんどくさいので「未来の僕」って呼びます──ポケットから黒い球体を取りだし、自慢げに僕らの前に示してみせた。

「これ、見た目は単なるボールだけど、さっき言った粋すい吞とんの目玉なんだよ。こいつにはちょっとした力があってだな、かざした相手の記憶や知識を読めるんだ。使い手の妖力次第では、相手の記憶を消すこともできるみたいだけど、俺おれはあいにく普通の人間だからな」

　そこまでは無理なんだな、と未来の僕が自じ嘲ちようする。その言葉を聞きながら、妖怪の目玉というより水晶玉っぽい球体を見つめながら、僕は青年へと問いかけた。

「要するに、これを使ってキーワードを知ろうとしたわけ？」

「直接顔を出して説明するより、そっちのほうが早いだろ？　イタチさん本人か、小箱を買った時に一緒にいた人なら、言霊を知ってるはずだから、隠かくれ蓑みのを使って近づいてだな。あ、お面は万一姿が見えた時のために、夜店で買ったんだ」

「にゃるほどね。で、さっさと記憶を読んで退散するつもりが、滝たきやんやイタチちゃんに感づかれたもんだから」

「作戦を変えたものの、僕らの気を引きつけるために使った木の妖怪──『尺しやく取とり虫むし』だっけ？　あれは勝手に暴走するし、慌てて止めようとしたら逆に吹っ飛ばされた、と。で、影かげ鰐わにでどうにか押さえることにしたんだよね。そうだ。あの影鰐って、なんなの？」

「四年前の事件で俺の影に住みついた妖怪だよ。昼間は寝てるから出てこないけどな、いろいろ役に立つし、重宝してるんだ。昨夜も結局頼ったしな。ただ、誤算だったのは……」

「ずばり！　最初に記憶を読んだ相手である滝やんが、言霊を知らなかった」

「赫音と美み生うには、あたし、言ってないからね……。そんなことしてる間に、フィルやキツネが来ちゃったから、どうしようもなくなって昨夜ゆうべは逃げた──ってこと？」

「……うん、そんな感じ……かな？」

　僕らが話をまとめれば、未来の僕は語尾を濁にごしてお茶をすすった。決まり悪そうな顔を前にして、僕は先輩やイタチさんと視線を交わして溜ため息いきを吐ついた。事情はわかったけど、行動が行き当たりばったりすぎるだろ、この人。まあ、今の僕も大した人間ではないけどさ。

「もう少し成長していてほしいなあ……。と言うかさ。ほんとに未来の僕なの？」

「なぬ」

　まだ信じてないのかと言いたげに、未来の僕が僕を（ああ、ややこしい）見据える。鏡で見慣れた顔を老けさせたようなその顔を、僕はまっすぐ見返し、口を開いた。

「正直、まだ信用し切れないんだよ。いつかのマネキンみたいに、他人そっくりに化ける妖よう怪かいもいるわけだしさ」

「お前が俺おれだって証明しろってか？　まあ、そう言いたくなる気持ちはわかるけど……よし、だったらこれでどうだ？　お前、昨夜のお祭りで、イタチさんへのプレゼントこっそり買ったろ。奈な良ら山やまに教えてもらった店で、銀製のブレスレットを」

「え。そうなの、真しん一いち？」

「あ……うん。ほら、小箱のお返しのつもりだったんだけど、今夜渡そうかと──って、なんでそのことを！」

　イタチさんの問いかけに反射的にうなずき返すと、僕は慌てて未来の僕へと向き直った。僕以外では奈良山しか知らないはずなのに。そう付け足そうとすれば、ジャケット姿の青年は「どうだ？」と言いたげにニッと笑った。

「なんで知ってるのかって、そりゃ、俺はお前だからだよ。ほら、信用したか？」

「ああ、なるほど。確かに」

「はい、ダウトー。自称未来人のあんた、他人の記憶を読むアイテム持ってるんでしょ？　だったら、今のは証拠にはならないわよ」

「そう来ましたか経ふみ島しま先輩。しかし、それを言われると──あ、そうだそうだ」

　腕を組んで悩んでいた未来の僕が、ふいにポンと手を打った。何か思いついたのかな、と見つめていると、未来の僕は僕の隣の少女に目を向け、ちょいちょいと手招きした。

「イタチさん、ちょっといいかな」

「あたし？」

　きょとんと目を丸くしながら、イタチさんは立ち上がって未来の僕へと近づいた。と、ジャケット姿の青年は、「ちょっと失礼」と咳せき払ばらいし、目の前の少女をぐっと抱き寄せ──って。

「ひゃわっ！」

「わお大胆」

「お、おいこらお前！　いきなり何を！」

「まあ待てって、過去の俺おれ」

　いきり立った僕を、男が視線で黙だまらせる。いやしかし待てと言われても！　そう反論しようとした時、抱きしめられていたイタチさんが、小さな声でつぶやいた。

「しっ、真しん一いちだ……！　間違いないよ！」

　顔を真っ赤に染めながら、はっきり断言する妖よう怪かい少女。何を根拠に、と尋ねる間もなく、イタチさんはあわあわと口を開いた。

「この『ぎゅっ』の感じがね──た、確かに、真一なんだよ……。ぐっと抱き寄せた後に、一瞬置いて体をくっつけてくるところも、背中に回した右手であたしの肩を三回撫なでるのも、左手でお腹なかの脇わきをそっと押さえる癖くせも……！　この人、偽にせ者ものなんかじゃないよ、絶対！」

「ほほー。イタチちゃんがそこまで言うなら信じてやってもよさそうね、白しろの字じ？」

　抱きしめられたままのイタチさんの言葉を受け、経ふみ島しま先輩が僕に同意を求めてくる。確かにイタチさんを疑う理由は何もないし、言われてみれば毎日の「ぎゅー」の度たびにそんな仕草をやっている覚えもなくはない。ということはつまり、目の前のこの青年は──。

「本物の、未来の僕……？」

「だからそう言ってるだろ？　イタチさんならわかってくれると信じてたよ！　ああもう、若い時から可愛かわいいなあ！　髪が短いのが今となっては新鮮だ！　というわけで、もうちょっと……って、なぜ止める」

　強引にイタチさんから引きはがされ、未来の僕がじろりと僕を睨ねめ付つける。なぜも何もあるものか。今の僕よりちょっと大きな体を後ろからホールドしながら見返せば、顎あご髭ひげの似合わない青年は、やれやれと溜ため息いきを吐ついた。

「自分で自分に嫉しつ妬とするなよ、俺。今が高二の夏休みの終わり頃ごろってことは、もう告白し合った後だろ？　つきあってる恋人に抱きついて何が悪いんだ」

「そりゃそうかもしれないけどなんかイヤなんだよ」

「我ながら心の狭い男だな」

　呆あきれた声を漏もらすと、未来の僕は「それはともかくイタチさん」と顔を上げた。呼吸を整えていたイタチさんがびくっと反応するのを見ながら、ジャケット姿の青年は苦笑した。

「俺が真一だってことは信じてもらえたみたいだし、小箱の言こと霊だま、教えてくれるかな？」

「え？　あ、うん、そうだね。そのために来たんだもんね。もちろん教えるけど、でも──後でいい？　今はその、なんだか恥ずかしくて……」

「ああ、全然オッケーだ。寒さむ戸とは深夜にしか顕けん現げんできない妖怪だから、俺も夜まではこっちの時代にいるしかない。それまでに教えてくれれば、充分さ」

「……ごめんね」

　上うわ目め遣づかいに未来の僕を見上げながら、ぼそぼそと言葉を紡つむぐイタチさん。よっぽど恥ずかしいキーワードなんだろうか。未来の僕を解放しながら首を捻ひねっていると、同じことを思ったのか、経ふみ島しま先輩がちょんちょんとイタチさんを突っついた。

「ちょいと娘さん？　そんなに照れるよーな言こと霊だま設定しちゃったわけ？」

「だ、だって、あれを売ってた天てん狗ぐがね、贈る相手への気持ちを表すような言葉がいいよって言うから、つい……」

「ほほー。つーことは恋愛系の名言とかそのへんかしら？　『愛するとは、お互いに見つめ合うことではなく、一緒に同じ方向を見つめることである』とか、『愛せよ、人生において良いものはそれのみだ』とか、『愛は永遠である、それが破は綻たんしない限りは』とかとか？」

「最後のはちょっとどうかと思いますよ。縁えん起ぎ悪いし」

　思わずぼそっと突っ込めば、経島先輩は「破綻させなけりゃいいじゃん」とにやつき、それを聞いたイタチさんがくすっと微笑ほほえむ。未来の僕はそんな僕らを懐なつかしそうに眺めていたが、ややあって僕へと向き直り、きっぱりと口を開いた。

「ところで俺おれ。ものは相談だけど、一ひとつ、頼みを聞いてくれないか。過去に来たからには、やっておきたいことがあるんだ」

「へっ？　いやまあ、自分同士だし、できることならするけどさ……何？」

　いきなり見つめられ、僕はきょとんとたじろいだ。その両肩に手を伸ばしながら、未来の僕はフレンドリーに微笑むと、ふいに深々と頭を下げた。

「金貸してくれ」
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「いやー助かった助かった！　ありがとう俺！　最近──じゃなくて十年後だと、完全に電子マネーばっかりでな、お金持ち歩いてないんだよ。これが買えてほんと助かった！」

　駅前の大型スーパーのフードコートにて、満面の笑みを浮かべた未来の僕がビニール袋を抱き寄せる。文具店の名前が印刷された袋を見ながら、僕は親子丼を食べる手を止めた。あれを買えたのがそんなに嬉うれしいんだろうか。パスタをもぐもぐやっていたイタチさんや、チャーハンをかきこんでいた先輩と顔を見合わせると、僕は改めてジャケット姿の青年へと問いかけた。

「それ、普通の鉛筆だよね。そんなのが欲しかったの？」

「だから、それがいいんだっての。未来では、鉛筆はすっかり高級品なんだ。環境問題があらかた解決しそうなのはいいんだけど、木製品が値上がりしてなあ……。こういう安っぽくて庶民的な鉛筆は、ここ数年出回ってすらねえんだよ。古き良き時、ってやつだなあ」

　ダース入りの鉛筆の箱を袋から取りだして眺めながら、ジャケット姿の青年はしみじみとアイスコーヒーをすすった。昔を懐かしむようなその語り口に、僕らは思わず聴き入っていた。そっか。この人、未来人なんだよな。とっくに理解したはずのその事実を、僕らは改めて認識した。それはつまり、これから起こることを知っているわけで……。

　そこまで考えると、僕は小さく息を吞のみ、「あのさ、僕」と口を開いた。

「十年後って、その……どうなの？」

「どうって、いろいろだよ。たとえば人類が初めて火星に行ったし、軌道エレベーターはそろそろ建造が始まるらしいぞ。あと、去年、南極の地下からでっかい遺跡が見つかって」

「いやいや、そういうことじゃなくて」

　きょとんと答える未来の僕に向かって、手の平をひらひら振って言葉を遮さえぎる。「もっと聞きたかったのに」と頰ほおを膨ふくらませる経ふみ島しま先輩を無視し、僕はジャケットの青年を指さした。

「聞きたいのは、僕のことだよ。今、どこに住んでるのかとか。……と言うか、その──ちゃんと仕事してるんだよね？」

「……自分を信じろ」

「ちょっ、なんでいきなり目を逸そらすんだよ！　もしもーし？」

　そっと壁かべに目を向けた未来の僕を見て、胸に不安が湧わき上あがる。言葉に詰まったのだろう、イタチさんが気まずげに苦笑しながらそっと手を取ってくれたので、僕は思わず握り返した。そんな僕らを呆あきれた視線で眺めつつ、経島先輩はチャーハンのレンゲをぺろっと舐なめた。

「はい、ごっそさん。で、ぶっちゃけどーなのよ、大だいの字じ」

「……『大の字』？　俺おれのことか、先輩？」

「うん、大きくなった白しろの字じだから大の字。あんたが未来についてあんまり語ってくれないのはさ、やっぱタイムトラベラーのセオリーに則のつとってるわけ？　ほら、これからの出来事を教えたり、過去を変えたりすると、歴史が狂って宇宙が滅ぶとかなんとか……！」

「いや、そんなことはないよ」

　アイスコーヒーの氷をがりがりやりながら、未来の僕が肩をすくめる。ありゃ、と拍子抜けする先輩を前にして、未来人は食べかけのハンバーガーを手に取り、言った。

「寒さむ戸とが出た事件の時に知ったんだけど、歴史ってのは意外と簡単に分岐するんだ。だから、過去に手を加えたり、未来の出来事を伝えたりしたところで、こっちの知らないところで別の未来が生まれるだけ。『過去を変える』ってのは無理なんだよな、絶対に」

「ほほー。パラレルワールド理論ってやつか。待てよ。つーことは、あんたの知ってる十年と、私たちがこれから経験する十年は、別物になるってこと？」

「ああ。俺、高二の夏休みに未来の自分と出会ったりしてないからな。おそらく、俺がこっちに来た時点で、時間の流れが分岐したんだろう──って、話に付いてきてるか、俺？」

「……はあ。一応」

　ハンバーガーを飲み込みながら語る未来人を前に、僕はこくこくうなずいた。

　ややこしい話だけれど、この僕と、目の前にいるこの青年とは、同一人物であるようなないような、ってことだよな。で、なぜそうなるのかと言うと──。

「未来の僕は、高校時代に十年後の自分と会った記憶がない。だから時間の流れが分岐したと言えるってこと？　わかったような、わからないような……」

　冷めた味み噌そ汁しるを飲みながら頭の中を整理していると、イタチさんが未来の僕へと「だったら」と尋ねた。心なしか顔が赤いのはなぜだろう。

「真しん一いち、今──十年後、どうしてるのか教えてよ。言えないわけじゃないんだよね？」

「いいけど、そんな面白い話じゃないぞ？　それと、別の歴史とは言え、知りすぎると面白くないからな。あくまで最低限だけな」

　そう前置きして頭を搔かくと、未来の僕は「一応、絵で食ってるよ」と苦笑した。テーブルの上に手を広げ、指の筆ダコを見せながら、青年はしみじみと先を続ける。

「もっとも、絵え描かきじゃなくて、絵の修復屋だけどな。ゴンザロが日本に画廊の支店を出して、そこで美術品の修理も請け負ってるから──っと、高二だと、まだゴンザロとは知り合ってないのか。えーと、ニコ先生はわかるな、俺おれ？」

「うん。明るくて可愛かわいくて優しくて絵には厳きびしい人」

「そう！　十年後もめちゃくちゃ美人──って、それはさておき。ニコ先生の馴な染じみの画商がゴンザロなんだよ。大学で美術館のバイトにかまけすぎて留年した時、あいつにイギリスに誘われて、大学辞めて向こうで一年間修業したんだ。おかげで英語話せるようになったぞ」

　自慢げに報告する未来の僕だったが、あいにく賞賛する気にはなれなかった。と言うか、僕は大学を留年した挙あげ句くに中退するんですか、そうですか。別の歴史とは言え、あまり知りたくなかったなあ。思わず溜ため息いきを漏もらせば、未来の僕は「ドンマイ」と笑った。軽いよ。

「そう落ち込むな俺。で、日本に戻ってからは、さっき言ったように、画廊で働いてるってわけだ。そんな儲もうかる仕事じゃないけど、楽しいぞ？　あと、いろんな知人から、妖よう怪かいがらみのもめ事がいろいろ舞い込んでくるから、そっちの対処も続けてる。妖怪関係って、たまに金銭感覚おかしい人がいるからな。そういう人のお礼のおかげで食うには困ってない」

「にゃるほど。影かげ鰐わにはその過程で手に入れたってことか」

「ええ、先輩。相変わらず俺は妖力も妖術も使えませんが、十年やってると、知識と経験でなんとかなることも多いですしね。──以上、未来の報告でした」

「え。そ、その……あたしは？」

　未来の僕が話を締しめくくるのと同時に、イタチさんが問いかけた。かなり不安げな口調だったが、その理由は僕にも察しは付いた。今の報告を聞く限り、イタチさんの名前がどこにも登場しなかったのだ。そう言えば指輪も何もしてないし、ということは、目の前の青年は、どこかでこの少女と別れて……？　僕は思わず不安になったが、未来の僕は穏おだやかに苦笑し、そしてイタチさんの頭をそっと撫なでた。

「心配してくれたのか。ありがとな」

「ありがとうって、どういう……」

「イタチさんとは、ずっと一緒にいるってことさ」

　そう言いながら、未来の僕は机の上の自分の手に目を向けた。よく見れば輪っかの跡が残った左手の薬指を僕らに示しながら、ジャケット姿の青年は先を続ける。

「結婚したのは二十歳はたちの時だよ。大学辞めて海外に行くって決めた日、『何年か会えなくなる前に』って思ってプロポーズしたんだ。ほら、イタチさんはまだ日本の大学に通ってたからな。で、オッケーもらって、すぐ結婚した」

　結婚。高校二年生にとってはかなり重たいその言葉を、未来の僕はいとも簡単に──しかも二回も──口にした。昨日きのうの天気でも告げるかのような軽い口調は、その事実が既に、目の前の青年にとって当たり前になっていることを感じさせ──僕はなぜかぽかんと呆ほうけた。

「……その。おめでとう」

　面白くもなんともないコメントが口から漏もれる。嬉うれしすぎたのか安心しすぎたのかはわからないが、たぶんその両方なんだろう。一周回って冷めた心でそう自己分析していると、ふいにイタチさんが、ぐすぐすっとしゃくりあげた。

「そ、そうなんだ……！　あたし、全然話に出てこないから、てっきり──」

「ほんと、ごめんな。一緒にいるのが自然すぎて、言うの忘れてた。だからほら、泣くな」

　イタチさんの目め尻じりの涙をハンカチでぬぐいながら、申し訳なさそうに青年が笑う。その仕草は、さすが僕より十歳上だけあって、なかなか絵になっていた。さあ、ここは嫉しつ妬とすべきなのか、あるいはスケッチすべきなのか。ポケットからメモ帳サイズのスケッチブックを引っ張りだして迷っている間にも、未来の僕は話を続ける。

「さっき、画廊で働いてるって言ったろ？　そこを切り盛りしてるのが、イタチさん。二人でやってる店なんだよ。俺おれはほら、会計とか経理とか渉外とか営業とか、全然駄だ目めだから」

「でしょうねえ。やっぱ白しろの字じだし」

「だよなあ。何しろ僕だもんなあ」

「しみじみ納得しすぎだ、そこの二人！　……まあ、ともかく、そんな感じで、イタチさんとはうまくやってるつもりだよ、うん」

　一瞬だけ先輩と僕をじろっと睨にらむと、未来の僕は照れくさそうに笑ってみせた。その満ち足りた顔を前にして、経ふみ島しま先輩は大きく肩をすくめてみせた。

「はいはい、ごっそさん。ちなみに、私はどーなってんの？」

「どう？　ああ。江え戸ど橋ばしさんとのことですか？」

「いや、そっちについてはだいたい予定は決まってるから教えてくんなくていいわよ。江戸橋とも、こないだ話して、今後ともよろしくってことになったしね。そうじゃなくて、とんでもない封印を暴あばいて人類が滅亡しかけたとか、そういうことやってない？」

「……あいにく、そういう話はないですね」

　目をキラキラさせて問いかける先輩を前に、未来の僕は無情にも首を横に振った。ほー、そうなのか、それは良かった。思わず胸を撫なで下おろしていると、人類を滅ぼし損そこなった妖よう怪かい博はか士せは「ぶう」と頰ほおを膨ふくらませた。

「期待はずれもいいとこね。とっとと言こと霊だま教えてもらって帰っちまえ！　って、イタチちゃんが嫁なんだったら、天てん狗ぐの小箱の言霊、設定した本人に直接聞きゃいーんじゃねーの？」

「それは……いや、そうもいかない大人おとなの事情があるんです」

　至し極ごくもっともな先輩の質問に、未来の僕は首を左右にゆっくり振る。その意味ありげな重たい声に、思わずイタチさんと顔を見合わせれば、未来の僕は「それはそうと！」と机を叩たたいた。あ、露ろ骨こつに話を変えたな、この人。

「今が高二の夏ってことは、妖よう怪かい関係の仲間も増えてるだろ？　このへんで知り合った人とは、今でもけっこう連絡取り合ってるんだよ。親しくしてる人も多いし」

「あら、そうなんだ。たとえば私とか？」

「もちろん。先輩はフィールドワークで飛び回ってるからなかなか会えませんけど、メールでやりとりしてますよ。昨日きのう使った隠かくれ蓑みのと尺しやく取とり虫むしは、経ふみ島しま先輩の研究室から借りましたし」

「ああ。道理で暴走したわけだ」

「シャラップ白しろの字じ！　で、他ほかには」

「奈な良ら山やまとはちょくちょく会いますね。顎あご髭ひげ伸ばしたのも、あいつの影響ですし。まあ、今は苗みよう字じが変わってるから『奈良山』じゃないんですけど。あとは、鱗りんさ」

「おー！　クズリに御み崎さきに元もと旦だん那なと、あと見知らぬ誰だれかじゃん！」

　未来報告に割り込むように、賑にぎやかな声が轟とどろいた。それに釣られて振り向けば、丈の短いＴシャツにショートパンツの女性が一人、片手を元気に振っている。夕食の買いだしにでも来ていたのか、布製のバッグを提さげた鱗さんは、軽やかに僕らの前までやってくると、未来の僕をしげしげと眺めて首を傾かしげた。

「このナイスガイ──と言うほどナイスでもないガイは、どちらさん？　絶対にどっかで見たことあるよーな顔なんだけどもさ」

　……ええと、話すと長いんですけどね。
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「はあい！　それでは皆さん静せい粛しゆくに！」

「えーと、本日は急な誘いにもかかわらずお集まりいただきまして」

「挨あい拶さつが長いので以下省略！　ただ今より！」

「う、ウェルカム未来人、オーバー・ザ・フューチャー・フェスティバルの宴うたげ……」

「ああもうテンション低いにゃー！　江え戸ど橋ばし、あんた生徒会長なんだからもっと元気に！」

「無茶言うな経島！　と言うか、なんで俺おれが司会を？　いつもは鱗君がやっていたろう？」

「たまには人選変えてみたかったのよ。ほれ、わかったらさっきの続き！」

「あ、ああ。……しかし、『フェスティバル』と『宴うたげ』は意味が被かぶってないか？」

「うるせえ！　ほら行くわよ！　せーの、ただ今より！」

「ええいくそ！　──ウェルカァああム、未来人ッ！　オーバー・ザ・フューチャー・フェスティバルの宴、イン・多た々た羅ら木ぎ家をおおおッ！」

「誰だれがなんと言おうと──そう！　『また宴会なのかよ！』と何度言われようとも！」

「問もん答どう無む用ようで！　か、開催いたしまああああすッ！」

「よく言った江え戸ど橋ばし！　というわけで、はい、拍手！」

　赤い顔で絶叫した江戸橋さんの背を労ねぎらうように叩たたきながら、経ふみ島しま先輩は手にしたグラスを突き上げた。その煽あおりに釣られて、もはやおなじみの宴会場である多々羅木家の大広間から、わーっと拍手が巻き起こる。もちろん僕も例外ではなく、ぱちぱちと手を叩いていると、「なあなあ」と右の肩を叩かれた。

「自分に聞くのもなんだけど、俺おれたち、そんなにちょくちょく宴会してたっけ？」

「それはもう。鱗りんさん、目新しい人が来ると宴会するから」

「だよね。あたしも、楽しいから好きだけど」

　眉まゆをひそめる未来の僕に苦笑混じりの声を返せば、左隣のイタチさんが同意してくれた。そうなんだよなあ。あの賑にぎやかな蛇へび女によう房ぼうさんは、目新しい誰かが来る度たびに、それをネタに宴会開催するからさ。麦茶片手に説明していると、背後から重く静かな声が届いた。

「先日の悪あく魔まにも驚いたが、今日きようは未来人だと……？　来月は宇宙人でも連れてくる気か」

「……いやあ、それはさすがに来ないんじゃないでしょうか」

　廊下に面した障しよう子じから現れた多々羅木に、首を傾かしげて回答する。それを聞いた大柄な料理人は、手にしていた大皿を机の上に下ろし、ごほんと一つ咳せき払ばらいした。メインディッシュ到着の合図に、談笑していたみんなはテーブルへと向き直り、並んだ料理に目を向けた。

「あら。今日はなんだか、全体的に赤いですわね」

「ええ、稲いな葉ば先生。過日、悪魔のご老人から、地獄のスパイスなるものを頂いたので、なるべくそれを生かしてみようと……。洋食は不慣れなので、見た目も味も自信はないのですが、ご賞味頂ければ幸いです」

　稲葉先生の言葉を受け、前掛け姿の多々羅木は、タオルを巻いた頭を深々と下げた。本人は自信がないと言っているけど、香りと見た目から判断する限り、今日のメニューもいつものように美味うまそうだ。つーかこの人、どんどんレパートリー増やしてるよなあ。湯気を立てるピザを見つめて感心していると、机を挟んだ向こう側から、滝たき沢ざわさんが呼びかけてきた。

「ね、白しら塚つか。今さらだけど、その人──十年後の白塚なんだよね……？」

「俺おれ？　ああ、そうだよ。そっちは滝沢さんで、隣にいるのがライカだよな？　やー、去年の竜りゆう宮ぐう城じようクーデター事件では、本当にお世話になりました！　あのタイミングでフルート吹いてくれなかったら、俺は大おお百足むかでに嚙かみ殺ころされてたからな」

「いや、そう言われてもなんのことだか。なあライカ」

「わふ？」

　フランクに頭を下げる未来の僕を前に、滝たき沢ざわさんとライカは眉まゆをひそめた。

　まあ、いきなり「未来人だよ」って人を連れてこられても、普通は対応に困るよなあ。実際、広間を見回してみると、美み生うさんや稲いな葉ば先生も、未来の僕を興味深げに見てはいるものの、どう話しかけていいのか戸惑っているようだ。未来の僕のほうもみんなにどう接していいのか計りかねてるみたいだし……今さらだけど、この宴会、大丈夫かなあ。イタチさんと不安な顔を見合わせると、僕はピザを一切れ取ってがぶりと囓かじった。

　──わ。めちゃくちゃ美味うまいぞ、これ。
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「えー！　じゃあオレ、オリンピックで金メダル取りまくってハリウッドで映画化されて、ゆくゆくは歴史の教科書に載のって受験生が頑張って名前覚えたりしてないんスか？」

「それは夢がでかすぎるぞハルカ！　国体出ただけでも大したもんだと思うけどなあ、俺おれは。あと体育会系と言ったら──って。粂くめ神がみさん、今日きようは求ぐ道どう丸まるは来てないんだっけ？」

「獅し子し岩いわ先輩と一緒に、山ごもりに行ってるそうです。それより未来の私についてですが」

「なるほど。あの二人、この頃ころから仲良かったんだっけか。あいつら、いつの間にか巡業プロレス旗揚げしてな、今はメキシコにいるんだよ。で、粂神さんは──ごめんな、よく知らないんだよ。仕事を聞いても、いつも『機密です、フフフ』って言うもんで」

「……良りよう子こ、いったい何をやってるんスか？　友人として超心配っスよ」

「あのねハル。私に聞いても知るわけないでしょう」

「そりゃそうだ。それと、フィル！　今が夏休みってことは、まだ二学期じゃないよな」

「はあ？　あの、何を当たり前のことを」

「いいから聞けって。二学期になったら、すげえ可愛かわいい妹系の美少女が美術部に入ってきて、しかもお前に惚ほれるからな。時間の流れが分岐した後とは言え、そんなに大きな差はないはずだ。今のうちに覚悟しとけよ？」

「ちょ、そんなこといきなり言われても──困ります！　ですよね美生さん？」

「にゃっ？　すごく素敵なことだと思いますけど……って、どうなされたんですか、未来のほうの白しら塚つかさん？　どうしてそんな嬉うれしそうに」

「ごめんごめん、その天然な反応が懐なつかしくて、つい。これが来年になるとヤキモチ妬やくようになるんだよなあ……。そうそう、慈じ吾ご朗ろうさんいるだろ、八や雲くもちゃんの旦だん那なの。十年後でも全然変わらないんだよ。あの爺じいさん、たぶんどっかで不老不死になってるぞ」

　興味深げに耳を傾かたむけるみんなに囲まれながら、未来の僕が楽しそうに語り続けている。

　誰だれかが何かを尋ねる度たびに、丁てい寧ねいに応じるその様は、さっきまで居心地悪そうにしていた人とはとてもじゃないけど思えなかった。一方、現代組のみんなもまた、まったく気兼ねすることなく未来人と接していた。心配したのがあほらしく思えるくらいの打ち解けっぷりに、僕は呆あきれた声を漏もらした。

「昼間には、『別の歴史とは言え、知りすぎると面白くないからな』ってきっぱり言ってたくせになあ。お酒飲んだとたん、べらべら喋しやべりすぎだろ、僕」

「確かにね。でも、あれだけはっきり聞かされると、これからいろいろ意識しちゃいそう」

「だよね、輝ひかる。未来は知りたいけど、知るのも怖いって言うか、もったいないよね……」

　隣でエビチリをよそっていた新あら井いさんが苦笑し、そしてイタチさんが同意した。そうだよなあ。二人の会話にうなずくと、僕は再び未来の僕へ目を向けた。酔いが回りやすい体質なのか、いつの間にか顔を赤く染めた青年は、鱗りんさんにガレーさん、そして稲いな葉ば先生という酒豪チームへのこのこ這はい寄よると、にやつきながらグラスを掲げた。

「いやー、皆さんは十年前も全然変わりませんね！」

「そうなのかい？　私は画が霊れいだから、年を取ることはないのだが……鱗、君も？」

「まあね。動物系の変化は、成長が止まってるよーなもんだからさ。つまり、十年後のアタシも、今と同じく美人ってわけだ！　そーよね、アダルト元もと旦だん那な？」

「そりゃもう！　鱗さんには、今でも世話になってるんですよ。店が忙しい時は手伝ってくれるし、ロンドン修業時代にもよく遊びに来てくれましたから退屈しませんでしたしね。稲葉先生はまだ学校にいるから、たまに──あ、そうだ！」

「なんですか、いきなり騒そう々ぞうしい」

「今思いだしたんですけどね。先生、山やま地ち乳ちが出た時に『十年経たったらまた来い』って僕に言ったの覚えてます？　ほらほら、今のお前は無理だけど、渋い大人おとなになったら相手してやるかもわかんない、みたいな！」

「……ああ、そう言えばそんなことを言いましたわね。で？」

「ほら、十年経ちましたよ、俺おれ！　どうです、ちょっとは渋くなったでしょ！」

「その質問をしている時点で失格です。あと十年……いえ、百年は精しよう進じんなさい。あと、その顎あごのヒゲ、似合いませんわよ」

「みんなそう言うんですよね。ワイルドぶってみたかっただけなんですが」

　稲葉先生にざっくり振られ、でれでれと照れる未来の僕。実に情けないその姿に頭を抱えていると、イタチさんが抑えた声を発した。

「……真しん一いち。あれ、どういうことかな。どうしてキツネ口く説どいてるの？」

「いや、僕に聞かれましても……」

　冷たく美しい笑みを向けられ、思わず敬語で答えてしまう僕である。と、そのやりとりに気づいたのか、多た々た羅ら木ぎや江え戸ど橋ばしさんと談笑していた経ふみ島しま先輩が「おやおや」と笑った。

「夫婦喧げん嘩かは犬も食わないわよ、お二人さん。いずれ結婚するんだから仲良くなさい──って、そーだ、大だいの字じ！　あんた、写真とか持ってないの？　ほら、結婚式とかの」

「写真？　ちょーっと待ってくださいね、と」

　先輩に問いかけられ、稲いな葉ば先生にお酒を注いでいた未来の僕は、ジャケットの内ポケットへ手を伸ばした。みんなが注目する中、赤い顔の未来人が取りだしたのは、人差し指サイズの金属製の筒だった。……えーと、なんだありゃ。

「あの……その細長いのは何？　ペン？」

「端末タームだよ。十年前──つまり今の時代で言えば、そうだなあ……。携帯電話とパソコンとスキャナと血圧計と体温計とボールペンとトゲ抜きを足したようなもんだ」

「ほほー。情報と健康をまとめて管理するメカってわけね。さすがは未来」

「しかし、なぜトゲ抜きを足す必要があったのか大いに疑問です」

　経ふみ島しま先輩がしみじみ感心し、そして粂くめ神がみさんがぼそりと突っ込んだ。だよなあ。何考えてるんだ未来人。声に出さずに同意した僕らを前にして、未来の僕は慣れた手つきで金属筒のボディを何回か叩たたき、そして最後に先せん端たん部をノックした。と、筒のペン先にあたる部分から光が迸ほとばしったかと思うと、中空に何十枚もの写真がぶわっと束たばになって現れた。あ、いや、正確には写真のような立体映像が広がったんだけど、そんなふうに見えたのだ。

「すごいね！　さすが未来のテクノロジー！」

「いや、そこに感心されても困るけどな。俺おれが発明した機械じゃないし。とりあえず、この端末に保存されてる写真はこれが全部だけど──いいのがあったかなあ？　これ、イタチさんの撮とった写真しか入ってないから、どんなのがあったか覚えてないんだよ。えーと、これが穂ほ村むらと金かね霊だまさんの新居だし、こっちは中国で四し凶きようさんと撮った記念写真だろ──って、今のみんなにはわかんないか。これは粂神さんちのまどかちゃんの成人式で……」

　いちいち気になるセリフをつぶやきながら、未来の僕が写真を一枚一枚ぺらぺらと確認していく。どうやらこの立体映像、直接触れることができるらしい。いかにも未来めいた技術に感動していると、写真をひっかき回していた青年は「ん？」と小さく首を捻ひねった。

「ああ、なんの写真かと思ったら。ライカの奥さんと子どもか」

「わふんっ？」

　まさかこのタイミングで自分の名前が出るとは思わなかったのだろう、ライカが声をひっくり返して驚いた。そして僕も驚いた。ほれ、と差しだされた写真を覗のぞき込こんでみると、二頭の大きな犬と、八匹の子犬がフレームに収まっている。むろんみんな半透明だ。その愛くるしい姿を見たとたん、美み生うさんが「わあ可愛かわいいっ！」と感かん極きわまった声をあげた。

「ねえねえライカちゃん赫あか音ねさん！　この子たち、うちで育ててもいいですかっ？」

「うう……わん？」

「美生さん、落ち着いて。まだ生まれるどころか、ライカは結婚すらしてないからね。と言うか、犬いぬ神がみって子供産むんだ……。そもそも、奥さんってどこの犬神？」

「ベルのことか？　術者のいない、はぐれ犬神だったらしいぞ。俺おれは関かかわってないからよく知らないんだけど。それにしたって、あれ、どこやったんだっけなあ」

　生返事で答えつつ、写真をぺらぺら繰くり続つづける未来人。さっきからいったいなんの写真を探してるんだろう。そう思ったので尋ねてみれば、未来の僕は「結婚パーティー」とあっさり応じた。聞き捨てならないその言葉に、僕らが思わず顔を見合わせたのは言うまでもない。そんな中、真っ先に口を開いたのは、酔いの回った蛇へび女によう房ぼうだった。

「ケッコン？　それってもしかして、アタシと旦だん那なの」

「違う違う。まあ、江え戸ど橋ばしさんは相変わらず独身なんだけど。経ふみ島しま先輩も、崑こん崙ろん山とか蓬ほう萊らい島なんかにフィールドワークに行ってる暇があれば、プロポーズ受けてあげればいいのに……って、話が逸それたか。探してるのはあれだよ、あれ。奈な良ら山やまと新あら井いさんの結婚パーティーの集合写真だ。花嫁衣装の新井さんももちろん綺き麗れいだけど、髪を伸ばした滝たき沢ざわさんの美人っぷりがまた物もの凄すごくて、ぜひ見てもらいたいと──おっ！　あった！」

　やたら気になる話題をいきなり断ち切り、未来の僕が嬉うれしそうに叫んだ。その右手には、大勢が写った写真を一枚、しっかり摑つかんでいる。小さくてよく見えないが、どうやらあれには、未来のみんなが写っているらしい。どれどれと見入る僕らに向かって、ジャケット姿の未来人が「ちょっと待て、拡大するから」と手元の写真を叩たたいた、その時だ。

　唐突に、廊下に通じる障しよう子じが青白く輝いたかと思うと、ブオンと唸うなってかき消えた。

　え、今のは何？　反射的に振り返れば、障子があったはずの場所に、青い光で縁ふち取どられた四角い穴がぽっかり開く。そして、その中から現れたのは──。

「過去なんかで何やってるの真しん一いち！　ほら、帰るよ！」

「「イタチさんっ？」」

　未来と現在の僕の声が、ぴったり見事に重なった。

　だよな、やっぱりこの人、未来のイタチさんだよな？

　小さな眼鏡めがね掛けてるし、伸ばした髪を後ろで括くくったりもしてるからだいぶ印象は違うけど……でも、これはもう絶対間違えようがない！　仕事中だったのか、薄手のブラウスにパンツという素そっ気けないスタイルではあったけど、それ故ゆえにスレンダーかつ柔らかみのある体のラインがしっかりはっきり表出していて素晴らしい。

　そしてその足下には、四、五歳くらいの幼い少女が一人、不安げにぴったり寄り添っていた。気が小さそうではあるけれど、栗色の髪も鮮やかな、結構な美人さんだ。顔かたちはどことなくイタチさんを思わせ──って。

「イタチさん、もしかして、この女の子……？」

「う、うん……」

　思わず現代のイタチさんと顔を見合わせてしまう僕。未来の僕の話には出てきてなかったけれど、結婚して七年近く経たってるとすれば、そういう存在がいたって全然不思議ではない。不思議ではないのだけれど、どうにもこうにも実感しづらいな、これは！　というわけで意味もなくおろおろしている間にも、大人おとなバージョンのイタチさんは未来の僕へと歩み寄り、無む造ぞう作さに夫の手を取った。怒られる心当たりがあるのか、ジャケット姿の青年は一瞬びくっと震えたが、すぐに「待った！」と一声叫んだ。

「もうちょっとだけ待ってくれ、イタチさん！　過去こつちに来た目的が、まだ！」

「天てん狗ぐの小箱の言こと霊だまだよね。事情は全部、てんに聞いたよ」

　未来の僕の弁解を、凜り々りしい声がきっぱり遮さえぎる。溜ため息いきとともに未来のイタチさんが「ね？」と足下へ目を向けると、幼い少女はこくりと首を縦に振った。その姿を前にして、ジャケット姿の青年の肩が大きく落ちる。

「てん、お前！　お母かあさんには秘密ってあれほど！」

「だって、かぞくのあいだで、かくしごとしちゃダメって言ったの、おとーさんだよ？」

「そ、それはだな！　時と場合によるのであって」

「子どもに言い負かされないで、真しん一いち。でも、聞いた時はびっくりしたよ。寒さむ戸とに同じ時間への道を開いてもらって、急いで追っかけてきたんだから……。で、今度は箱に何を入れっぱなしにしたの？　また結婚指輪？」

「なぜそこまで？　じ、実は僕、美術品を扱う仕事をしていまして……」

「一緒に働いてるんだからよく知ってるよ。作業中は指輪とかは厳げん禁きんだから、外さなくちゃいけないってこともね。……それにしても、そんなことのために時間を越えるなんて、何考えてるの？　言こと霊だまくらい、あたしが何度でも教えてあげるのに」

「いや、だって、最近いろいろヘマしてるしさ……。この期ごに及んで『油断してて粋すい吞とんに記憶を食われた』なんて言ったら、さすがに愛想を尽かされるかなと……」
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　腕を組む妻と睨にらむ娘を前にして、夫の声がどんどん小さくなっていく。我ながらなんて情けない姿だろうか。つーかイタチさん本人に言霊を聞けない「大人おとなの事情」って、それだけかよ！　頭を抱えて呆あきれていると、未来のイタチさんは、困ったような笑みを浮かべた。その笑顔を見たとたん、僕は思わず立ち上がっていた。

「ああ、あの笑い方はやっぱりイタチさんだ！　お願いです、僕のモデルに」

「真しん一いち、静かに。今は邪じや魔ましちゃ駄だ目め」

　高校生のほうのイタチさんが、僕の襟えり首くびを引っ張って止めた。はい、確かにそうですね。すみませんと謝あやまる僕を見て、大人のイタチさんはくすりと笑い、再び未来の僕へ視線を戻す。

「……もう。それくらいでいちいち怒るなら、あたし、真一と一緒にいないよ」

「ああ、ありがとう……！　で、でも──その、今、怒ってるよね……？」

「うん。あたしが怒ってるのは、過去のみんなにこれからの出来事を話したから。しかも今、写真見せようとしてたよね？」

「へっ？　だって、もう時間の流れが分岐したんだから別に──」

「それはあくまで可能性であって、確実に分岐するとは限らないんだよ。それに、たとえ別の流れに分かれた後だとしても、自分たちの未来を聞かされちゃったら──毎日、わくわくできなくなっちゃう。一つの未来を聞かされるってことはね、それ以外の可能性を薄くすることでもあるんだから。だから──軽々しくそんなことやっちゃ駄目。……違うかな？」

「……はい、違いません」

「わかればよろしい。じゃ、てんを連れて帰ってて。あ、粋吞の目玉は置いていってね」

　うなだれた未来の僕のポケットから黒い球体を取りだし、未来のイタチさんは「さあ」と言いたげに時間を越えるゲートを示した。それを受け、ジャケットの青年は「なんで今さら粋吞の目玉を？　誰だれかの心でも読むのか」と首を捻ひねりながら、幼い少女を抱き上げ、すっかり酔いが醒さめた顔を僕らへ向けた。

「えーと、お騒さわがせしました。それじゃ、俺おれはこれで──あ！　あ、そうだ！　あのな過去の俺！　鱗りんさんが初めて来た時、三回のピンチがあるって予言されたの覚えてるか？　あれ、実はまだ一個も終わってないからな！　くれぐれも」

「おとーさん、話が長い」

「ほんとだよ！　早く行きなさいっ！」

「気を抜か──ああああああああ」

　業ごうを煮やした妻に押しだされ、かくして未来の僕は娘ともども時間の向こうへ姿を消した。そのあまりに無ぶ様ざまな去さり際ぎわを見届けると、大人おとなのイタチさんは改めて僕らへ──いや、今のイタチさんへと向き直った。

「そんな緊きん張ちようしなくていいよ。同じあたしなんだから」

「う、うん……」

　そうは言っても緊張するのだろう、見慣れた顔の妖よう怪かい少女は頰ほおを染めて息を吞のみ、そんな自分を前にして、大人のほうのイタチさんはくすっと笑う。最高と最高のツーショットに僕はもうどうしていいかわからず、思わず絵を描かきそうになったのは言うまでもないが、奈な良ら山やまと経ふみ島しま先輩がすかさず止めてくれたのでイタチさんたちを邪じや魔ますることはありませんでした。ありがとう友よ。とかなんとかやっている間に、大人のイタチさんは十年前の自分を見つめ、優しい声で問いかけた。

「小箱の言こと霊だま、覚えてるよね？　四文字の短い言葉で、最初の音は──」

「……『だ』」

「正解。その言葉とその気持ち、ずっと大事にしてね」

「う、うん……！　それとね、あの……あたしは、十年後も、ちゃんと──」

「大丈夫。あたしは、幸せだよ」

「え」

「今も、今までも──それに、これからも。真しん一いちが、一緒にいてくれるから」

　過去の自分の問いかけをそっと遮さえぎり、十年後の妖怪少女が温かく微笑ほほえんだ。いきなり「この野郎」と鱗りんさんや先輩に小こ突づかれたけど、悪い気は全然しない。むしろ幸せを感じていると、大人のイタチさんは僕らをぐるっと見回し、「ごめんね」と告げた。

「はい？　ごめんって、何が」

「でも、未来のことは、やっぱり知らないほうがいいと思うから」

　僕の問いかけには応こたえることなく、成長したイタチさんは、右手に携たずさえた黒い球体をそっと持ち上げた。同時に、ブラウスを取り囲むようにオレンジ色のフレアがぶわあっと吹き上がり、耳と尻尾しつぽが実体化する。その全身に漲みなぎった妖気が、相手の心を読む道具──粋すい吞とんの目玉へと流れ込むのを見ながら、僕はふと、未来の僕から聞いた言葉を思いだしていた。

『こいつにはちょっとした力があってだな、かざした相手の記憶や知識を読めるんだよ。使い手の妖力次第では、相手の記憶を消すこともできるみたいだけど』

　そう。そうだ。すっかり忘れていたけれど、粋吞の目玉の効力は、読心だけじゃない。

　使い手に妖力がありさえすれば──を──することも────。




　　　　＊＊＊




「……あれ？　あたしたち、何してたっけ、真しん一いち」

「とりあえず美み生うさんちで宴会してたみたいだけど。新あら井いさん、何か覚えてます？」

「全然。どうして集まっていたのかも思いだせないのが、なんだか不思議ね」

「どうせ、夏休みがもうすぐ終わるから、とかじゃねーの？　で、アタシがうっかり全員にきつい酒飲ませちまった、とか」

「酔よいつぶれて記憶をなくして、それで今目が覚めたってこと？　ぼく、お酒なんか飲んでないと思うんだけど」

「ま、とりあえずみんな健康だし、まずいことがあったわけでもなさそうだし、それでいいじゃんか！　そうよね、イタチちゃん、白しろの字じ？　終わり良ければ全すべて良し！　されど」

「そうだね、御み崎さき。終わらなくても──」

「──それはそれで良し、ですね」
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「──病やめる時も健すこやかなる時も、共に歩み続けることを、神の身み許もとに……ってのは妖よう怪かい的にはアレですよね。神父の俺おれが言うのもなんですけど、先輩たちは特例だからなあ。それじゃ──え、なんですか、経ふみ島しま先輩？　私らが考えたあれを読め？　はいはい。ええと──『ずーっと幸せでいることを、輝かしい未来へと歩み続けることを、それはもう、いつまでも幸せに暮らしましたとさ、めでたしめでたし！　と言い切れるほどに満ち足りた人生を送っちゃうことを、ここに集つどったみんなと、祝ってくれた人や妖怪の皆さんと、今まで関かかわった全すべての存在に』──誓いますか？」

　黒い僧衣を纏まとったフィルが、おごそかに僕らへ問いかける。なるほどね。先輩たちなりの気を利きかせた言い回しに、僕は隣のイタチさんと視線を交わして微笑ほほえみ、胸を張って口を開いた。

「誓います！」

「誓うよ」

　綺き麗れいに重なる二つの声。それを聞き届けたフィルがうなずき、「では」と告げる。

「では──誓いの口づけを」

　照れの残る声に促うながされ、僕はイタチさんと見つめ合った。うわ、やっぱり緊きん張ちようするな、これ。震える手で白いベールをそっとめくり上げ、目の前の小さな顔に手を添える。と、形良く整った唇が、ぼそっと微かすかな声を発した。

「──『大好き』」

「え？　イタチさん、何か言った？」

「ううん、なんでもないよ、真しん一いち。ちょっと思いだしただけ」

　くすっと幸せそうに微笑み、そしてイタチさんが目を閉じる。同時に、わーっと囃はやす声がいきなり大きくなった。

　選んだ進路は違うけど、こうして相変わらず集まってくれるんだから、みんな、ほんとにいい人ばっかりだ。

　そんなことを考えながら、僕は、目の前の最愛の人に、

「幸せになろうね、イタチさん。今までも幸せだったけど──」

「……うん。もっと、もっともっと、幸せになろうよ、真一」

　唇を、重ねたのだった。







　あとがき




　この物語はフィクションです。実在する資料を参考にしてはいますが、それらと矛盾しない範はん囲いで曲解と拡大解釈をそれはもう重ねまくっております。今回で言えば第五話のタイトルにもなってる妖よう怪かいなんかは、有名なエピソードをベースにしてはいるものの、ああいうことをやらかす存在として伝承されているわけでは全くありません。ですので、賢けん明めいなる読者様におかれましては、作中の情報をほいほい信用なさいませんよう、重ねてお願いいたします。




　というわけでこんにちは。三ヶ月前に完結編が出たばかりなのに戻ってきました、峰みね守もりひろかずです。前巻で予告したように、今回は「電でん撃げき文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ」に掲けい載さいされた短編に加筆修正したもの四本と、九巻のその後を描いた書き下ろし一本プラス補話という構成となっております。お得ですね。そうでもないか。

　雑誌掲載の短編は、本編二巻から四巻にかけての出来事です。雑誌に載のるってことは、本編を読んでない読者さんの目に届くチャンスでもあるので、「『ほうかご百物語』ってのはこういう話なんですよー」という体験版的な内容を心がけて書いてました。営業努力というやつですね。とか言いつつ、三本目の短編では、露ろ骨こつにサブヒロインをフィーチャーしてたりするのですけども。イタチさんが全然活かつ躍やくしない異色の一編で、これはこれでお気に入りです。

　そしてラストの書き下ろしですが、これが意外に難産で。「九巻のちょっと後のいつもの日常」を書くか、それとも「九巻から数年後、大人おとなになったそれぞれの人生」を見せるか。どっちもやりたいのは言うまでもなく、しかし書けるのは一本のみ。さあどうする俺おれ！　悩んだ末にどんな話が仕上がったのかは、ここでは伏せておきますので、ご自身で確認してください。読んだ上で楽しんでいただけたのであれば──「ありがとうございました」の一言以外、何も言うことはありません。

　また、デビュー以来支えてくださった担当編集様、華やかでじんわりくるイラストをずっと描かき続つづけてくださった京きよう極ごくしん様にも、厚くお礼申し上げます。ありがとうございました。




　──と、いつもならここで終わるところですが、今回は特別！　前巻のあとがきで予告したように、登場人物たちへのコメントなんだか思い出なんだか裏話なんだかを、順不同に（思いつくまま）書いてみます。今までのあとがきで一番長くなるのは間違いありませんが、ご用とお急ぎでない方はお付き合いくださいませ。




・白しら塚つか真しん一いち

　主人公。苗みよう字じは、大学の頃ころに下宿の近くにあった駅の名前からいただきました。

　ご存じのように、癖くせのある性格の持ち主で……えーと……主人公って逆にあんまり言うことがないなあ。まあ、その、なんだ。彼はこれからもいろんな人の世話になったり妖よう怪かいに追われたりしながら、それなりに（本人的には幸せに）やっていくことでしょう、うん。




・イタチさん（伊達だてクズリ）

　言わずと知れたヒロイン。名前の由来は説明するまでもないですね（笑）。

　おとなしくて常識人という、メインヒロインにしては地味めな性格でしたが、増える一方の登場人物たちのまとめ役兼ストーリーの進行係として、ずっと頑張ってくれたと思います。お疲れ様。これからも苦労は多そうですが──って送辞みたいだな。

　真しん一いちへの恋心については、ドラマチックな出来事があって大きく心変わりするのではなく、ちょっとずつ思いが募つのっていくというのをやりたかったのですけど、それが表現できていたのなら嬉うれしいですね。なお、描写する際、京きよう極ごくさんのイラストの魅力に助けられたのは言うまでもありません。毎回、一ページ目の口絵が楽しみで楽しみでもう……！（むろん、それ以外の絵も楽しみでしたが）




・経ふみ島しま御み崎さき

　名前の由来は、ウミネコの群生地で知られる同名の小さな島と、その近くにある灯台の名称から。「小さいけどうるさい！　元気！　目立つ！」という意味合いを込めております。全編を通じて、とにかく台詞せりふが書きやすい人でした。あと、一巻からいたサブヒロインでずっと出てた割にはサービスカットが少なかった人でもありました。まあジャージですから仕方ないですよね。そんなわけで（何がだ）これからもマイペースに生きていくことでしょう。彼氏はたいへんそうですが、あれはあれで幸せなんだと思います。




・奈な良ら山やま善よし人ひと

　電でん撃げき大賞への応募原稿を書いてた頃ころは「美術部の部員その二」だったのに、最終的には一番盛り上がる巻のラストを全部さらっていくまでに成長してしまった恐ろしいキャラ。女性の読者さん（作家さん含む）にやけに評判が良かったのが印象的でした。お幸せに。

　伝承の中の是ぜ害がい坊ぼうとは少々性格が変わっているのですが、長く顕けん現げんしている間にいろいろあったということでご容赦ください。




・新あら井い輝ひかる

　電撃大賞への応募原稿を書いてた頃は単なる生徒会副会長だったのに最終的には以下略。

　このカップル、二人の仲が進展するシーンをほとんど描写しなかったのですが、それでも順を追って恋愛しているように見えたのであれば、それは読者様の思い入れと想像力のおかげです。いや、バレンタインチョコを渡すところとか、告白前の美術館での初デートとか、書きたかったんですけどね、本文が一人称である以上、真しん一いちがいないシーンは描写しようがなかったのでした。




・江え戸ど橋ばし照しよう平へい

　生徒会長にして真面目まじめな正義漢にして作中最古カップル（ただし雪女夫妻を除く）の片割れ。妖よう怪かい対処にはそんなに役に立たないのに最後まで出番があり、作者も驚いてます。

　あと、御み崎さきとのなれそめについて。「御崎から告白した」って話が六巻で出てるのですが、これは「江戸橋が告白するつもりで呼び出したものの自分から言い出せずに三十分が過ぎ、業ごうを煮やした御崎が『つきあってほしいならそう言え、断らないから』とキレた」というのが真相です。どこかで語ろうと思ってたエピソードなのですが、機会がなかったのでここで言う。




・稲いな葉ば前さき

　名前の由来は狐きつねの化けた有名人の合わせ技。そう言えば下の名前が「前」だったっけと、今思いました。ずーっと先生とかキツネ呼ばわりでしたからね、この人。九きゆう尾びの狐はもともと好きな妖怪でしたので、最後までそれなりに活かつ躍やくさせてやれたのは嬉うれしい限り。

　ちなみに、妖狐はフィクションではむやみに妖よう艶えんな（端たん的てきに言えばエロい）女性として描かれがちですが、実際の伝承では「有能で博識、なおかつ超美人」であることが多く、僕はそういう人のほうが好きです。なんの話だ。

　もう一つ余談ですが、電でん撃げき大賞に『ほうかご』を応募した後、とある博物館で「九尾の狐の尻尾しつぽ」を見かけて思わず十分ほど拝おがみました。で、そのちょっと後に受賞の連絡をもらったわけで。神仏はあんまり信じていないのですが、狐はちょっと信じています。




・滝たき沢ざわ赫あか音ね（＋ライカ）

　ザ・相談役。二巻で登場して和解して以降、ずーっと誰だれかの相談に乗ってた人でした。作中ナンバーワンの相あい槌づち役ことライカともどもお疲れ様でした。

　二巻執筆時に「赫音が真一に惚ほれてイタチさんと取り合いになる」という展開も考えたことがありました。編集さんに「真一って正直取り合うような男じゃないですよ」と相談したら「ですよね」と即答され、今の展開になったのですが。この話が結果的にカップルだらけになったきっかけは、あのやりとりだったのかもしれません。

　ちなみに、苗みよう字じは犬つながりで「南なん総そう里さと見み八はつ犬けん伝でん」の作者から。下の名前は、「白塚」と対立する人なので、「紅白」でセットになるように赤色を入れました。




・多た々た羅ら木ぎ美み生う

　前髪目隠し引ひっ込こみ思じ案あんガールのつもりで出したのですが、打ち解けた後のほうが出番が長いもんで、明るいお嬢じよう様として定着してしまったキャラ。これを嬉うれしい誤算と言います。苗みよう字じの由来は、「化け猫[image: ]猫岳（化け猫の総本山）[image: ]根ね古こ岳だけ（九州に実在する地名、鉄の産地）[image: ]タタラ（日本古来の製鉄法）」というややこしい連想から。下の名前は猫の鳴き声からでした。

　イタチさんと赫あか音ねにこの美生を加えた三人は、性格も身長も髪型も胸囲も三拍子揃そろった（？）、作者的にお気に入りのトリオでした。男のいないシーンでのガールズトークも書いてみたかったなあ。




・多々羅木豊ゆたか

　考えすぎて頭が固くなってしまった剣道部員。美術部とは相あい容いれない武ぶ闘とう派だったはずなのに、いつの間にか宴会での料理要員になってましたが、人生ってそんなもんです。下の名前は、鍋なべ島しま化け猫騒そう動どう（そういう怪談があるのです）で、猫が化けた女性の名前から。

　赫音との仲については、お互いを意識しつつも友だち以上恋人未満の関係がずるずる続いてしまうタイプのように思えますが、どうなるのかはご想像にお任せします。みんな幸せになったと前巻のあとがきで言ってる以上、こいつもハッピーエンドは間違いないと思うのですが。




・山やま楝蛇かがし鱗りん

　御み崎さきと並んで、台詞せりふが超絶的に書きやすかった人。最初は雑誌短編用に考えた一話限定のゲストキャラだったんですが、気が付けばしっかりレギュラー入りしておりました。どこにでも首を突っ込めるポジションな上に、（他人の悩みには関かかわらない主義の御崎と違って）ガンガン自分の意見を押していく人だったせいで、どんどん出番が増えてしまったという。強しいて心残りを挙あげるなら、新体操部でのシーンが書けなかったことくらいでしょうか。この後も、ガレーとは飲み仲間として、それ以外の連中とは気のおけない友人として、仲良くやっていくことでしょう。あ、名前の由来はそのまんまなので省略します。




・大おお上がみフィルバート

　当初のコンセプトは「悪くないライバル」。登場した巻を読み返すと、可哀かわい想そうな男だったなあと改めてしみじみ思います。性格的にも戦力的にもまともな男なんですけどね。美生とニコの間で揺れつつも、どっちからも異性として意識されないという意味でも不幸な少年でした。がんばれ少年。真しん一いちたちが卒業した後の美術部の運命は君の背中に掛かっている。妖よう怪かい事件への対処も掛かっている。まあ、割と真面目まじめでやる時はやる男なので、鱗や粂くめ神がみさんあたりと協力しつつ、なんとかやっていくことでしょう。その後はまた誰だれか入学してくるはず。たぶん。

　苗みよう字じの由来は言うまでもないですが「おおかみ」から。下の名前については、本編で語られているとおりです。




・市いち目もくハルカ

　後輩にぎやかしコンビの一人。どっちかというとボケ役のつもりだったんですが、相あい方かたである良りよう子こがおかしな方向に成長したせいでツッコミに回ることが多かったですね（他人ひと事ごとのように）。風にまつわる話で登場したキャラだったので、苗字は風の神を祀まつった神社の名前から、下の名前は「春風」からの連想で付けました。




・粂くめ神がみ良子（＆粂神先生・粂神まどか）

　科学的な現実主義者のはずだったのに、お手製のロケットランチャーを持っていても誰だれも驚かないマッドエンジニアに成長してしまった人。これを嬉うれしい誤算と以下略。いつの間にか家族ほぼ総出で妖よう怪かいに関かかわってしまった人々でもあり、八巻の大おお祓はらえ編の後には「今日きようのことは母かあさんには内緒だぞ」という家族会議が開かれたものと思われます。

　名前の由来は、科学的観点から妖怪を否定しつつも研究した学者、井いの上うえ円えん了りよう先生より。「井」の字を分解して「ク」「メ」、「上」[image: ]「カミ」[image: ]「神」となり、一方下の名前は「円」「了」から「まどか」「良子」になったわけです。ややこしいな！　苗字については、父親の粂神先生が、九つの目を持つ神しん獣じゆう「白はく澤たく」に憑つかれた人だったので「九目神」の意味も持たせたような気もするのですが、あんまり覚えていません。




・ニコ・メリュジーヌ

　ちゃんとした大人おとなが一人くらいいてもいいよなーと思って出した画家。六巻で彼女が語った「絵え描かきというのは、放っておかれても絵を描き始める人のこと」という台詞せりふ（意訳）は、書いた自分が言うのもなんですが気に入ってます。

　姓の「メリュジーヌ」は西ヨーロッパに伝わる女性型の妖怪の名前から。読んだ方に「もしかしてこの人妖怪か」と思ってもらえるように付けたのですが、あんまり意味がなかった気がしています。




・箕みの輪わ慈じ吾ご朗ろう＆八や雲くも

　一回きりのゲストのつもりが何度も何度も出てきたお二人。ああいう性格なので常に楽しげに見えますが、実際は本編中でぶっちぎりの悲惨な人生を送ってきたカップルだったりします。家族と故郷と国に追われてますからね。で、三巻でこの人たちを出したせいで、その後にどんな経歴の持ち主を出しても霞かすんでしまうことになり、「じゃあもう可哀かわい想そうな人は出さないでおこう」と吹っ切れました。そういう意味でも思い出深いキャラたちです。永久に幸あれ。




・獅し子し岩いわアルマ

「イタチさんの同級生を出したいな、妖よう怪かいの友人なんだからちょっとくらい変わり者のほうがいいよな」という発想から生まれた人。背負っているバックボーンがない分、書きやすいキャラでした。苗みよう字じは三み重え県に実在するそういう名前の岩から、下の名前はなんとなくです。




・求ぐ道どう丸まる

　巻数を追うごとに「会話に名前だけ出てくる人」みたいなポジションになってしまった男。美術部とはあんまり接点がなかったから仕方なくはあるんですが。力押しの戦い方しか知らなかった男が、様々な格かく闘とう技ぎのテクニックを知り、「技」に開眼していく外伝を、機会があれば書いて──いや、やっぱりいいです（笑）。




・寺てら林ばやし茂しげる

　美術部顧こ問もんの狸たぬきの先生です、念のため。名前の由来は、狸が化けた釜かまが伝わるお寺の名前を下から読んだだけ。単純なネーミングですが、その場しのぎで付けた感じがお気に入り。




・ガレー、その他ゲスト妖怪たち

　あとがき冒頭にも書きましたが、自由に拡大解釈を重ねた設定で何種類もの妖怪を登場させられたことは、妖怪好きとしては最高の経験でした。支えてくださった読者の貴方あなたに改めて感謝するとともに、資料を集めて分析し、その結果を公開してくださった研究者の皆様にも、深くお礼を申し上げます。




・穂ほ村むら誠せい二じ

　おなじみ（でもないか）幽ゆう霊れい部員。九巻補話、真しん一いちがイタチさんに出会う前に既にこいつは妖怪の女の子と運命の出会いを果たしていたというあの展開には、「人は誰だれもが自分の人生の主人公なのである」という深いメッセージを込めています。すみません噓うそです今考えました。




　……よし、おしまい！　これで全員にコメントしましたよね？　もう誰も忘れてないよね？

　しかし改めて見直すと登場人物多いなあ。巻数重ねてきたから当然と言えば当然なんですが、ここに至ることができたのも、全すべては買って読んでくれる方がいたおかげなのは言うまでもありません。美術室での出会いから始まったこの物語に、最後の最後までお付き合いいただき、本当に、本当にありがとうございました。

　ではでは、ご縁えんがあればまたいずれ！　お相手は、峰みね守もりひろかずでした！
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峰みね守もりひろかず

１９８１年生まれ。作家デビューさせてくれたシリーズが完結したことに感動しつつも、今後の人生に不安を覚えるＡ型の山羊座。またどこかでお会いできるようがんばります。今までありがとうございました！　良き青空を！
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京きょう極ごくしん

滋賀県在住のフリーのイラストレーター。

原画やカラーイラストをメインに各方面で活動中。

獣耳やツリ目、ツインテール属性が主な弱点。
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